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地
形
と
そ
の
特
色

付

概

況

橿
原
市
は
奈
良
盆
地
の
南
端
に
位
置
す
る
た
め
に
、
南
側
と
東
側
で
竜
門
山
地
の
北
縁
を
な
す
正
陵
地
形
が
み
ら
れ
る
他
は
、
大
半
が

低
く
平
ら
な
沖
積
地
で
で
き
て
い
る
。
盆
地
底
を
被
う
沖
積
面
は
極
め
て
平
坦
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
ゆ
る
や

か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
乙
の
傾
斜
に
沿
っ
て
、
曽
我
川
・
高
取
川
・
飛
鳥
川
・
米
川
・
寺
川
等
の
諸
河
川
が
、
北
な
い
し
北
西
方
向
に
流

れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
の
沖
積
面
の
中
に
は
、
耳
成
山
・
畝
傍
山
の
二
山
が
秀
麗
な
姿
を
み
せ
て
お
り
、
乙
れ
に
香
久
山
を
加
え
た
三
山

は
「
大
和
三
山
」
と
よ
ば
れ
、
そ
の
お
り
な
す
情
景
は
万
葉
の
息
吹
き
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
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山
地
・
丘
陵
地

市
内
の
東
側
と
南
側

に
広
が
る
丘
陵
地
帯

は
、
風
化
の
進
ん
だ
花

橿原市の地形分類図

山
岡
山
石
類
が
侵
食
を
う
け

て
出
来
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
開
祈

谷
の
発
達
し
た
樹
校
状

の
地
形
を
呈
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
風
化
花
山
岡

岩
と
い
う
地
質
的
要
因

第 1-1図

以
外
に
、
耕
地
の
拡
大

と
い
っ
た
人
工
的
な
改

変
が
加
わ
っ
て
出
来
た

地
形
と
い
え
る
。
し
か

し
、
谷
の
入
り
込
ん
だ

分
を
差
し
引
い
て
考
え

る
と
、
全
体
と
し
て
は

七
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耳成山(点線)と畝傍山(太線)の山容比較図(横 1:縦 2.5)

南
西
か
ら
北
東
方
向
に
軸
を
も
つ
ひ
と
つ
ら
ね
の
山
系
が
復
原
で
き
、
御
所
市
国
見
山

(
二
二
九
米
)
、
本
市
の
貝
吹
山
台
二

O
米
)
、
香
久
山
(
一
五
二
米
)
、

桜
井
市
の
鳥
見
山

(
二
四
五
米
)
等
は
、

も
と
は
一
連
の
山
塊
と
し
て
盆
地
底
と
接
し
て
い
た
も
の
が
、
後

の
盆
地
側
の
陥
没
と
山
地
側
の
風
化
・
侵
食
に
よ
っ
て
高
度
が
下
り
、
今
日
み
る
よ
う
な

個
々
の
山
塊
と
開
析
谷
の
入
り
込
ん
だ
丘
陵
地
形
に
変
貌
し
た
も
の
と
考
え
る
乙
と
が
で

与
己
ブ
。
。

ζ

の
よ
う
な
観
点
で
み
る
と
、
貝
吹
山
山
地
で
は
そ
の
南
側
に
同
様
の
山
地
が
み
ら

れ
、
ま
た
、
御
所
市
と
の
境
界
を
な
す
観
音
寺
町
背
後
の
本
馬
山
な
ど
も
、
今
は
曽
我
川

で
分
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
も
と
は
東
南
側
の
正
陵
と
連
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。貝

吹
山
山
地
の
北
側
に
は
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
の
立
地
す
る
低
丘
陵
や
忌
部
山
と
よ
ば

れ
る
独
立
丘
陵
が
み
ら
れ
る
が
、

ζ

れ
ら
も
も
と
は
貝
吹
山
か
ら
派
生
し
た
一
連
の
丘
陵

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
桜
井
市
側
と
接
す
る
香
久
山
付
近
に
も
、
開
析
谷
の
発
達
し
た
丘
陵
地
形
が
み

第 1-2図

ら
れ
る
が
、
香
久
山
の
み
は
閃
緑
岩
・
は
ん
れ
い
岩
等
の
硬
い
岩
石
で
で
き
て
い
る
た
め

に
山
塊
と
し
て
残
り
、
大
和
三
山
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沖
積
面
に
突
き
出
た
耳
成
山
・
畝
傍
山
は
、
と
も
に
瀬
戸
内
火
山
帯
に
属
す
る
死
火
山

で
、
安
山
岩
類
で
で
き
て
い
る
。
形
状
が
円
錐
形
を
呈
す
る
と
ζ

ろ
か
ら
、
か
つ
て
は
ト
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ロ
イ
デ
式
火
山
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
侵
食
さ
れ
て
出
来
た
二
次
的
な
形
状
の
火
山
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

耳
成
山
は
標
高
一
三
九
・
七
米
あ
り
、
円
錐
形
を
呈
し
て
山
麓
は
直
接
沖
積
面
に
接
し
て
い
る
。

乙
れ
に
対
し
て
、
畝
傍
山
は
標
高
一

九
九
・
二
米
あ
っ
て
下
半
分
に
広
い
裾
部
を
有
し
て
い
る
。

両
山
の
山
容
を
比
較
し
た
第
一

l
二
図
を
み
る
と
、
裾
部
の
ち
が
い
が
よ
く
わ
か
る
。
乙
れ
は
畝
傍
山
に
比
べ
る
と
耳
成
山
が
丘
陵
側

か
ら
離
れ
て
位
置
し
て
い
る
た
め
に
そ
の
分
だ
け
盆
地
底
の
陥
没
に
引
き
づ
ら
れ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

日

河
川
と
自
然
堤
防

市
内
を
流
れ
る
河
川
に
は
西
か
ら
順
に
曽
我
川
・
高
取
川
・
桜
川
・
飛
鳥
川
・
米
川
・
寺
川
等
が
あ
り
、
ほ
ぼ
等
間
隔
に
配
列
し
て
い

る
。
そ
の
流
れ
の
方
向
は
、
盆
地
縁
部
か
ら
中
央
部
に
向
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
な
所
で
は
条
里
制
地
割
り
の
影

響
を
v

つ
け
て
、
北
な
い
し
西
方
向
に
直
角
に
折
れ
な
が
ら
流
れ
る
も
の
も
多
い
。

こ
れ
ら
の
河
川
に
伴
う
微
地
形
と
し
て
自
然
堤
防
と
旧
河
道
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
自
然
堤
防
は
、
洪
水
時
に
河
道
か
ら
あ
ふ
れ
た
土

砂
が
周
囲
に
堆
積
し
て
で
き
た
高
ま
り
の
乙
と
で
、
周
囲
よ
り
も
一
段
高
い
た
め
に
、
集
落
田
身
が
洪
水
を
避
け
て
立
地
し
た
り
、
用
水

の
都
合
で
畑
地
や
果
樹
園
、
竹
薮
等
に
利
用
さ
れ
る
乙
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
河
川
の
流
域
で
こ
う
し
た
自
然
堤
防
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
、

そ
の
河
川
の
も
つ
働
き
が
堆
積
作
用
を
主
と
す
る
状
態
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
で
は
河
道
が
み
ら
れ
な
い

所
で
こ
う
し
た
高
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
周
辺
に
か
つ
て
河
道
が
存
在
し
た
と
と
を
示
す
証
拠
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
以

下
、
各
河
川
に
つ
い
て
、

そ
の
流
路
と
周
辺
の
微
地
形
の
状
態
を
み
る
と
と
に
す
る
。

曽
我
川
は
御
所
市
の
東
南
、
重
阪
峠
に
源
を
発
し
、
巨
勢
谷
を
流
れ
て
本
市
の
西
南
部
に
入
る
。
観
音
寺
町
か
ら
一
町
に
か
け
て
は
北

北
東
に
流
れ
、
河
床
が
低
い
た
め
に
周
囲
は
段
丘
状
の
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

ず
低
地
が
連
続
し
て
み
ら
れ
、
曽
我
川
の
旧
流
路
が
こ
ζ

を
通
っ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
川
西
町
付
近
で
は
川
底
に
基
盤
岩
が
露
出
し

一
一
町
東
側
の
水
田
地
帯
は
、
正
陵
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
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古
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て
お
り
、
付
近
の
基
盤
の
位
置
を
知
る
乙
と
が
で

き
る
。
北
流
し
た
曽
我
川
は
忌
部
山
の
手
前
で
西

に
折
れ
、
さ
ら
に
北
流
す
る
が
、
か
つ
て
の
流
路

が
そ
の
ま
ま
北
流
し
て
い
た
乙
と
は
、

そ
の
延
長

部
分
に
旧
河
道
状
の
低
地
が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら

も
推
定
で
き
る
(
写
真
一
)
。

東
坊
城
町
川
端
に
進
ん
だ
曽
我
川
は
、

乙
乙
で

大
き
く
蛇
行
し
て

(
乙
の
部
分
は
近
年
河
道
が
つ
け

替
え
ら
れ
て
直
流
す
る
と
と
と
な
っ
た
)
北
流
す
る

が、

ζ

の
付
近
か
ら
両
岸
に
自
然
堤
防
状
の
高
ま

り
が
認
め
ら
れ
る
。
曽
我
町
付
近
で
高
取
川
と
合

流
し
た
後
、
西
北
・
北
流
し
て
広
陵
町
に
達
す
る

る
。
な
お
、
中
曽
司
町
の
北
側
に
も
自
然
堤
防
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
が
、

が
、
こ
の
付
近
で
は
河
道
の
堤
防
は
益
々
高
く
な
り
、
付
近
の
集
落
(
曽
我
町
・
中
曽
司
町
等
)
も
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
よ
う
で
あ

こ
れ
は
か
つ
て
の
葛
城
川
が
こ
の
付
近
を
流
れ
て
い
た
際

に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

飛
鳥
川
は
明
日
香
村
背
後
の
山
中
に
源
を
も
ち
、
飛
鳥
地
域
を
う
る
お
し
て
本
市
に
入
る
。
甘
樫
丘
・
雷
丘
の
近
辺
で
は
河
床
も
深

く
、
両
岸
に
は
段
丘
状
の
地
形
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
付
近
は
地
形
の
傾
斜
が
大
き
い
た
め
に
西
北
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
右
岸
の
明
日
香

旧
河
道
状
の
地
形
や
小
規
模
な
丘
陵
が
連
続
す
る
ζ

と
か
ら
、
か
つ
て
の
飛
鳥

村
小
山
・
奥
山
付
近
は
左
岸
に
比
べ
る
と
地
形
が
低
く
、
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川
は
雷
丘
の
東
側
を
そ
の
ま
ま
北
流
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

川
化
が
始
ま
る
。

飛
騨
町
に
入
る
と
、
両
岸
に
は
自
然
堤
防
状
の
地
形
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
今
井
町
に
入
る
と
河
床
は
さ
ら
に
一
両
く
な
り
天
井

こ
の
の
ち
、
流
路
は
北
に
折
れ
て
そ
の
ま
ま
北
流
す
る
が
、
小
網
町
の
北
側
か
ら
豊
田
町
・
大
垣
町
、
さ
ら
に
は
小
槻

第
一
章
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第 1-3図豊田・大垣町付近の白然堤防
(自然堤防の部分は周囲より一段高いために)
畑地や果樹園となる例が多い f 
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町
に
か
け
て
大
規
模
な
自
然
堤
防
が
み
ら
れ
る
の
で
、
か
つ
て
の
飛
鳥
川
は
小
網
町
付
近
か
ら
そ
の
ま
ま
北
西
方
向
に
流
れ
て
い
た
可
能

(
3
)
 

性
が
高
い
。

米
川
は
桜
井
市
の
南
部
、
多
武
峯
山
系
に
源
を
も
っ
寺
川
よ
り
分
流
し
て
本
市
の
東
南
部
に
入
る
。
桜
井
市
吉
備
と
本
市
の
膳
夫
町
付

近
で
は
段
丘
状
の
地
形
が
み
ら
れ
る
。
面
堂
付
近
か
ら
横
大
路
に
沿
っ
て
西
流
し
、
耳
成
山
を
迂
回
す
る
か
た
ち
で
北
・
西
流
し
た
後
、

新
賀
町
で
直
角
に
折
れ
て
、
下
ッ
道
に
沿
っ
て
北
流
す
る
。

木
原
町
や
新
賀
町
等
の
集
落
も
高
ま
り
に
立
地
す
る
よ
う
で
あ
る
。
米
川
の
流
路
は
直
角
に
折
れ
る
こ
と
が
多
く
極
め
て
不
自
然
な
と
と

と
の
流
域
で
は
、
耳
成
山
の
付
近
か
ら
自
然
堤
防
状
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
、

性
が
高
い
。

か
ら
、
も
と
の
流
路
は
新
賀
町
で
北
に
折
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
西
北
流
し
、
自
然
堤
防
の
分
布
す
る
大
垣
町
・
飯
高
町
に
及
ん
で
い
た
可
能

寺
川
は
市
内
の
北
東
部
を
西
流
し
、
米
川
に
合
流
す
る
。

東竹田の東方lとみられる

寺)1¥の旧河道

写真 2

ζ

の
川
の
両
岸
に
も
自
然
堤
防
上
の
高
ま
り
が
各
所
で
観
察
で
き
る
。
乙
れ

に
対
し
て
、
本
市
の
北
東
隅
、
太
田
市
町
内
を
流
れ
る
か
が
り
川
は
下
刻

作
用
が
大
き
く
、
両
岸
に
は
段
丘
状
の
地
形
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。
か

が
り
川
の
上
流
は
、

東
竹
田
付
近
で
東
に
折
れ
、

桜
井
市
側
に
達
す
る

が
、
乙
の
付
近
に
は
旧
河
道
と
み
ら
れ
る
三
カ
月
状
の
低
地
も
み
ら
れ
、

こ
れ
を
結
ぶ
と
寺
川
の
流
路
に
あ
た
る
の
で
、
か
つ
て
の
寺
川
は
今
よ
り

も
北
寄
り
の
と
こ
ろ
を
西
北
方
向
に
流
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

な
お
、
大
和
高
田
市
と
の
境
界
付
近
か
ら
曲
川
町
に
か
け
て
は
、
幅
三

O
J五
O
米
の
帯
状
の
高
ま
り
が
北
々
東
方
向
に
の
び
て
い
る
。
乙
の
高

ま
り
は
、
南
へ
行
く
と
新
庄
町
か
ら
御
所
市
内
を
流
れ
る
葛
城
川
に
達
す
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第 1-4図沖積面の傾斜断面図

各断面図両端の番号l土、第 1-1図中の番号と一致する)

土橋池

る
乙
と
か
ら
、
葛
城
川
は
今
の
河
道
に
落
ち
つ
く
以
前
、

乙
の
帯
状

の
付
近
を
北
々
東
に
流
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
の
河
川
を
概
観
す
る
と
、
河
道
が
現
在
の
位

置
に
固
定
さ
れ
た
の
は
後
世
の
人
為
的
な
改
造
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

そ
れ
以
前
は
地
形
の
傾
斜
に
従
っ
て
金
地
の
中
心
部
に
向
う

(
4
)
 

流
路
を
と
っ
て
い
た
乙
と
が
想
定
で
き
る
。

キ
己
ノ
¥
、

同

沖
積
面
と
段
丘
面

市
内
の
大
半
を
占
め
る
沖
積
面
は
極
め
て
平
坦
で
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
は
盆
地
の
中
央
部
に
向
っ
て
低
く
傾
斜
し
て
い
る
。
沖
積
面

の
中
で
最
も
高
い
所
は
、

明
日
香
村
豊
浦
と
の
境
界
付
近
(
標
高
九

二
米
)
で
、

最
も
低
い
所
は
西
北
端
の
飯
高
町
(
標
高
五
O
米
)
で
あ

る
。
乙
の
閣
の
距
離
は
約
六
・
二
粁
、
平
均
の
傾
斜
度
は
一
千
分
の

七
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(横 1 縦 5

沖
積
面
の
傾
斜
を
知
る
目
的
で
作
成
し
た
第
一

l
四
図
を
み
る

と
、
乙
の
中
の
ほ
ぼ
飛
鳥
川
沿
い
の
断
而
(
四
i
四
)
に
、
盆
地
中
央

部
に
向
っ
て
ゆ
る
や
か
に
下
る
地
形
の
特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
い

る
。
乙
の
傾
斜
面
は
飛
鳥
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
性
の
地

形
を
呈
し
て
い
る
が
、

八
木
町
付
近
に
傾
斜
変
換
点
が
あ
り
、

乙
乙



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

四

が
扇
状
地
の
先
端
(
一
扇
端
)
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
ζ

ろ
で
、

乙
の
扇
状
地
性
の
傾
斜
面
も
よ
く
見
る
と
、
小
規
模
な
段
丘
崖
が
み
ら
れ
、
扇
状
地
が
開
析
さ
れ
て
で
き
た
一
種
の
段
丘

地
形
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
飛
鳥
川
左
岸
の
明
日
香
村
豊
浦
か
ら
本
市
の
田
中
町
に
広
が
る
一
帯
は
、

(
5
)
 

所
で
あ
る
(
低
位
段
丘
一
)

0

乙
の
段
丘
面
の
最
も
明
瞭
な
箇

し
か
し
、

飛
鳥
川
の
右
岸
地
域
は
相
対
的
に
地
形
が
低
く
、

こ
れ
に
相
当
す
る
函
は
左
岸
ほ
ど
明
瞭
で
な

し、
O 

な
お
、

乙
の
段
丘
面
の
下
位
に
も
、
同
じ
よ
う
な
扇
状
地
性
の
段
丘
面
が
認
め
ら
れ
る
(
低
位
段
丘
二
)

0

こ
の
面
は
、
先
の
段
正
面
を

開
析
し
て
で
き
た
新
期
の
扇
状
地
面
と
考
え
ら
れ
、
現
状
で
は
、
左
岸
で
は
城
殿
町
、
右
岸
で
は
高
殿
町
付
近
ま
で
の
範
囲
に
認
め
る
乙

と
が
で
き
る
が
、
高
殿
町
一
帯
に
広
が
る
平
坦
面
は
藤
原
宮
跡
の
主
要
部
分
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
、
歴
史
時
代
に
入
っ
て
人
工
的
に
改

変
さ
れ
た
地
形
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
下
位
の
地
形
は
、
扇
状
地
性
低
地
と
三
角
州
低
地
に
分
類
で
き
る
が
、
両
者

の
境
界
は
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
地
形
の
傾
斜
を
参
考
に
、

一
応
八
木
町
に
境
界
を
求
め
た
が
、
地
質
学
的
な
調
査
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
他
、
貝
瀬
丸
山
古
墳
の
立
地
す
る
一
帯
に
は
、
中
位
段
正
に
分
類
で
き
る
段
正
地
形
が
広
が
っ
て
い
る
。

乙
の
段
上
面
は
開
析
を

う
け
た
た
め
か
広
い
平
坦
面
が
見
ら
れ
ず
、
し
か
も
丘
陵
と
同
方
向
に
派
生
す
る
点
な
ど
、
低
正
陵
の
頂
部
が
削
平
さ
れ
て
平
坦
面
を
も

(
8
)
 

つ
こ
と
に
な
っ
た
一
種
の
丘
陵
地
形
と
も
み
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
検
討
が
必
要
と
い
え
る
。

最
後
に
、
本
市
の
地
形
を
形
成
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
飛
鳥
川
と
曽
我
川
を
比
較
し
、
そ
の
地
形
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
乙
う
。

第
一

l
四
図
の
二
|
二
を
み
る
と
、
曽
我
川
流
域
の
地
形
は
飛
鳥
川
流
域
に
比
べ
か
な
り
低
い
と
と
が
わ
か
る
。
飛
鳥
川
流
域
の
地
形
が

一
角
い
の
は
扇
状
性
の
堆
積
物
が
流
域
を
被
う
た
め
で
あ
る
こ
と
は
簡
単
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
以
上
の
こ
と
は
第
一
五
図
に
示
し
た

双
方
の
河
道
勾
配
曲
線
を
み
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
飛
鳥
川
は
背
後
の
山
地
か
ら
流
れ
出
た
水
を
集
め
て
北
流
す
る
た
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め
に
河
道
勾
配
が
大
き
く
、

こ
の
た
め
土
砂
の
供
給
量
も
多
量
に
あ
っ
て
、
平
野
部
に
一
扇
状
地
を
形

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
曽
我
川
は
流
域
が
長
い
わ
り
に
勾
配
が
ゆ
る
や
か
で
、

乙
の
た
め

土
砂
を
運
ぶ
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
平
野
部
に
明
瞭
な
扇
状
地
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
原
因
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

曽
我
川
の
上
流
域
は
今
で
も
周
囲
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
が
、

河道の勾配曲線

乙
れ
は
曽
我
川
の
下
刻
が
こ
の
付

近
で
は
特
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
大
局
的
に
み
る
と
、
御
所
市
側
と
畝
傍
山

ー
貝
吹
山
の
高
ま
り
に
は
さ
ま
れ
て
で
き
た
谷
地
形
に
、

ζ

の
河
川
が
位
置
す
る
乙
と
と
も
無
関
係

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
飛
鳥
川
と
曽
我
川
の
周
辺
地
形
の
ち
が
い
は
、
こ
の
よ
う
な
河
川
の
も

つ
特
性
と
は
別
に
、
奈
良
盆
地
全
体
の
構
造
か
ら
お
こ
る
問
題
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

表
層
地
質
と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
成
果

第 1-5図

橿
原
市
は
奈
良
盆
地
の
南
縁
に
位
置
す
る
関
係
で
、
そ
の
表
層
地
質
は
「
基
盤
花
ζ

う
岩
と
そ
れ

を
被
う
沖
積
層
、
お
よ
び
二
個
の
火
山
岩
体
よ
り
な
る
。
」
と
定
義
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

丘
陵

山
地
は
風
化
の
進
ん
だ
花
岡
山
石
類
、
耳
成
・
畝
傍
の
両
山
は
火
山
岩
で
あ
る
安
山
岩
等
が
分
布
し
、

残
り
を
沖
積
層
が
被
う
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

表
層
地
質
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
状
態
は
、
主
に
崖
面
等
、
地
層
の
露
出
し
た
箇
所
を
観

察
・
記
録
し
て
得
ら
れ
た
成
果
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
圧
倒
的
大
部
分
が
沖
積
層
か
ら

な
る
本
市
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
平
地
を
被
う
沖
積
層
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状

自
然
環
境
と
考
古
空
間

一
五
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(地形分類は第1-1図による、図中の番号は第 1-7・8図の柱状図の番号を表わす)

。

一ムハ

で
あ
る
。
特
に
、
奈
良
盆
地

は
地
溝
性
の
盆
地
で
あ
っ

て
、
基
盤
岩
の
上
に
は
洪
積

層
・
沖
積
層
が
厚
く
被
う
と

説
明
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
の
内
容
を
知
る
乙
と
は
奈

良
盆
地
の
形
成
史
を
理
解
す

る
上
で
極
め
て
重
要
と
い
え

ブ

Q

。幸
い
な
こ
と
に
本
市
で

は
、
公
共
施
設
の
建
設
工
事

に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
ボ

l

リ
ン
グ
資
料
が
揃
え
ら
れ
て

お
り
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
す

る
と
あ
る
程
度
地
中
の
状
態

を
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
建
物
の
建
設
工
事
に

伴
っ
て
実
施
さ
れ
る
ボ

l
リ



を
決
定
す
る
際
の
参
考
資
料
と
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ン
グ
調
査
は
、
地
下
に
あ
る
堆
積
物
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
建
物
の
安
定
地
盤
を
選
定
し
、
合
せ
て
建
物
自
体
の
構
造

そ
の
一
方
で
は
普
段
見
る
乙
と
の
で
き
な
い
地
下
の
堆
積
物

の
内
容
が
明
ら
か
と
な
り
、
地
質
分
野
の
研
究
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
市
内
各
地
点
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
配
列
し
た
の
が
、
第
一

I
七
・
八
図
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

は
、
一
般
に
二

O
J
三
O
米
の
深
さ
に
達
し
て
お
り
、
堆
積
物
の
内
容
は
柱
状
図
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
る
。

に
、
堆
積
物
の
墜
さ
を
一
不
す

N
値
を
合
せ
て
示
し
た
。
以
下
に
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

こ
こ
で
は
そ
の
右
側

基

盤

岩

の

位

置

標
本
山
・
附
・
闘
で
は
、
そ
の
下
部
に
基
盤
岩
で
あ
る
風
化
し
た
花
嵐
岩
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
山
・
川
聞
は
と
も
に
丘
陵
に
近
い
が
、
附

の
場
合
は
丘
陵
か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
に
あ
る
の
で
、
こ
の
付
近
の
基
盤
は
比
較
的
浅
い
位
置
に
み
ら
れ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

付仁j

堆

積

物

の

検

討

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
に
示
さ
れ
た
堆
積
物
の
内
容
は
、
粘
土
・
シ
ル
ト
・
砂
・
砂
疎
等
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
単

純
な
層
を
一
不
す
場
合
よ
り
も
、

0
0ま
じ
り
と
か

O
O質
と
表
記
さ
れ
た
混
在
し
た
状
態
を
示
す
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
堆
積
物
の
内
容

そ
の
生
成
条
件
の
差
に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
粘
土
や
シ
ル
ト
は
静
穏
な
環
境
下
で
出
殿
堆
積
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
砂
や
砂
離
は
洪
水
等
に
よ
っ
て
上
流
か
ら
押
し
流
さ
れ
て
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
個
々
の
柱
状
図
に
示
さ
れ
た
堆

の
ち
が
い
は
、

積
物
の
内
容
は
、

そ
の
時
々
の
環
境
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

市
内
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
一
覧
す
る
と
、
上
・
下
部
と
も
に
粘
土
・
シ
ル
ト
・
砂
・
砂
疎
な
ど
が
混
在
し
て
唯
積
す
る
状
態
が
み
ら

れ
、
各
標
本
に
共
通
の
層
序
は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
接
す
る
標
本
同
士
で
は
内
容
的
に
類
似
す
る
も
の
も

認
め
ら
れ
る
。

第
一
章
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然
環
境
と
考
古
空
間

七



1く

j

i

l

-

-

J

4

 

W
ハ‘
W

4

'

¥

町

刊

、

W
刈

W
内
山
九
%
山
W
ん

〆て
¥L.

，F
V
¥

f5'1j 
7 [1:話相1土
8 火 111D，

50 

{lli~~自身都心 ~J E>'結城主

凡
1 1h1'土
2 1'1， jニ

3 ンノレト
4 砂
5砂町i
6 風化岩部

20 

30m 

25 

+=OOìl~ リ (例 4十 2=砂ìl~l) ~ノレト)
=OOlt~ (WIJ 4-2二砂nシノレト)

ング柱状図 1ボ ー リ第 1ー 7図



E 
g 

治

H
i
∞
図

て
は
可
9

4

帯

常

国

N

先

l

q

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

訳語宅色ぞミぞミ雪渓主ぞ色ぞ
ι_J__Jームー ι_.~"'- -4_ 

九



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

O 

た
と
え
ば
、
標
本
棚
・
凶
・
問
で
は
そ
の
上
半
部
に
厚
い
砂
礁
の
堆
積
が
共
通
し
て
み
ら
れ
、
他
の
標
本
と
は
際
立
っ
た
ち
が
い
を
み

せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
標
本
は
い
ず
れ
も
飛
鳥
川
流
域
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
砂
礁
は
飛
鳥
川
に
よ
っ
て
運

ば
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
砂
礁
の
堆
積
は
、
同
・
凶
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
砂
牒
は
そ
の
下
半
部
で
検

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
側
・
間
・
仰
の
先
の
砂
陳
よ
り
古
い
段
階
に
推
積
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
・
凶
も
位

置
的
に
は
飛
鳥
川
沿
い
に
あ
り
、
特
に
凶
は
地
形
分
類
で
み
た
飛
鳥
川
延
長
部
の
自
然
堤
防
倍
付
近
に
位
置
す
る
乙
と
は
、
飛
鳥
川
の
旧

流
路
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
標
本
以
外
の
も
の
は
、
お
お
む
ね
砂
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、
粘
土
や
シ
ル
ト
が
互
層
状
に
堆
積
し
て
地
層
を
形
づ
く
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

乙
れ
ら
の
堆
積
層
か
ら
は
、

自
然
堤
防
(
砂
)
と
後
背
湿
地
(
枯
土
・
ジ
ル
ト
)
性
の
環
境
が
く
り
か
え
さ
れ
た
氾
濫

原
状
の
地
形
が
永
く
続
い
た
ζ

と
が
読
み
取
れ
る
。

国

沖
積
層
と
洪
積
層

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
報
告
で
は
、
地
表
下
一

O

J
一
五
米
付
近
に
沖
積
層
と
洪
積
層
の
境
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

こ

の
付
近
を
墳
に

N
値
が
上
昇
す
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
堆
積
物
の
内
容
か
ら
は
こ
こ
に
一
線
を
引
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

沖
積
層
は
一
般
に
、
最
後
の
氷
期
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期
が
す
ん
で
、
気
候
が
温
暖
化
す
る
時
期
に
堆
積
し
た
、
砂
・
泥
・
諜
等
か
ら

(m〉

な
る
軟
弱
な
地
層
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
市
内
の
沖
積
層
を
考
察
す
る
際
に
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
、
奈
良
教
育
大
学
の
ス

タ
ッ
フ
が
行
な
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
成
果
が
あ
る
。
乙
の
調
査
は
、
奈
良
盆
地
の
古
環
境
を
復
原
す
る
目
的
で
一
九
七
七
年
か
ら
七

九
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ン
ド
オ

l
ガ
ー
を
用
い
て
得
ら
れ
た
標
本
の
叱
年
代
測
定
や
花
粉
分
析
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
地
表
下
二

J
三
米
の
位
置
で
泥
炭
層
と
火
山
灰
層
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
泥
炭
層
の
叱
年
代
測
定
で
は
二
万
四
千
年
J
二

万
八
千
年
の
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
堆
積
量
が
最
も
多
い
は
ず
の
盆
地
中
央
部
で
さ
え
も
、

た
か
だ
か
二

J
三
米
の
位
置



で
洪
積
世
末
期
の
地
層
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
奈
良
盆
地
を
被
う
沖
積
層
が
極
め
て
薄
い
乙
と
を
物
語
る
資
料
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。こ

の
例
を
参
考
に
、
本
市
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
み
る
と
、
山
間
・
附
・
附
に
は
腐
植
土
層
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
同
で
は
こ
れ
に
挟
ま
れ

た
か
た
ち
で
火
山
灰
が
検
出
さ
れ
て
い
る
点
で
、
先
の
調
査
例
に
類
似
し
た
状
態
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
れ
ら
の
腐
植
土
・

火
山
灰
層
が
先
の
例
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、

そ
の
測
定
結
果
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
上
部
の
堆
積
層
が
本
当
の
沖
積
層
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
大
阪
平
野
や
関
東
平
野
、
あ
る
い
は
濃
尾
平
野
等
の
臨
海
沖
積
平
野
の
沖
積
層
は
、
厚
き
が
三

O
J五
O
米
に
も
及
び
、

し
か
も
そ
の
層
序
が
下
か
ら
基
底
牒
層
・
沖
積
下
部
砂
層
・
沖
積
中
部
泥
層
・
沖
積
上
部
砂
層
で
共
通
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
本
市
の
場
合
は
先
に
み
た
よ
う
に
厚
さ
が
な
く
、
共
通
の
層
序
が
認
め
ら
れ
な
い
点
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奈
良

盆
地
が
内
陸
金
地
で
あ
っ
た
た
め
に
海
面
変
動
に
よ
る
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
か
っ
た
乙
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

相1

N 

{直

(
日
)

地
層
の
締
り
具
合
を
表
す

N
値
は
、
深
く
な
る
程
高
く
な
る
傾
向
を
も
っ
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
標
本
で
は
四
J
七
米
付
近
で
一
度

高
い
値
を
と
り
、

そ
の
後
低
く
な
っ
て
一

O
米
を
超
え
る
あ
た
り
で
再
び
上
昇
す
る
例
が
多
い
。

N
値
の
最
初
の
ピ

l
ク
は
、

こ
こ
に
砂

こ
の
ピ

l
ク
は
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
の
標
本
で
認
め
ら
れ
る
の
で
、
比
較
的
広
い
範
囲
に
砂
や
砂

牒
が
一
時
的
に
堆
積
す
る
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
こ
れ
が
、
単
に
一
時
的
な
氾
濫
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
洪
積
層
と

(
M
)
 

沖
積
層
の
境
界
に
あ
た
る
沖
積
層
基
底
疎
層
の
よ
う
な
も
の
に
対
応
す
る
の
か
、
現
状
で
は
速
断
で
き
な
い
が
、
も
し
後
者
に
該
当
す
る

や
砂
礁
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
対
応
す
る
。

な
ら
、
先
に
述
べ
た
腐
植
土
・
火
山
灰
層
の
位
置
と
も
よ
く
合
致
し
、
沖
積
層
の
始
ま
り
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

第
二
早

自
然
環
境
と
考
古
空
間



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

気

候

←) 

気
候
の
区
分
と
そ
の
決
定
因
子

そ
の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て
気
候
が
異
な

近
畿
地
方
は
四
季
の
は
っ
き
り
し
た
、
比
較
的
温
和
な
気
候
帯
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
冬
期
の
日
本
海
側
の
地
方
で
は
、
北
西
の
季
節
風
に
伴
っ
て
多
量
の
降
雪
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
太
平
洋
岸
の
地
方
は
冬
期
で
も
晴
れ
た
日
の
多
い
穏
や
か
な
天
候
が
続
く
乙
と
等
は
、

そ
の
代
表
的
な
例
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
沿
岸
地
方
に
つ
い
て
み
て
も
、
太
平
洋
に
突
き
出
た
紀
伊
半
島
は
前
面
を
洗
う
黒
潮
海
流
の
影
響
に
よ
っ
て
穏
や
か
な
気
候
と
な
っ

て
い
る
が
、
洋
上
を
進
む
前
線
の
影
響
を
'
つ
け
る
た
め
に
山
岳
部
で
は
極
め
て
雨
量
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
神
戸
・
大
阪
と
い
っ
た

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
地
方
は
、
年
聞
を
通
し
て
晴
れ
た
日
が
多
く
、
降
水
量
の
少
な
い
気
候
と
な
っ
て
い
る
。

を
通
じ
て
の
温
度
差
(
年
較
差
)
や
、

と
こ
ろ
で
奈
良
盆
地
の
気
候
は
、
盆
地
が
内
陸
部
に
位
置
す
る
関
係
で
、
内
陸
性
気
候
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
内
陸
性
気
候
は
、

日
昼
と
夜
間
の
温
度
差
が
大
き
い
乙
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
熱
し
や
す
く
醒
め
や
す
い 年

第 1-9図
近畿地方の降水量分布図

単位:mm 
cr日本地理大系j7・

近畿編より〉



地
面
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
が
そ
の
主
な
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
ど
と
の
気
候
の
ち
が
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
気
候
の
状

態
は
、

そ
の
土
地
の
緯
度
と
高
度
、
及
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
形
の
状
態
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
場
合
、
緯
度
は

日
照
時
間
、
一
角
度
は
気
圧
を
決
定
す
る
因
子
と
な
る
も
の
で
、
と
も
に
数
字
で
表
示
で
き
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

乙
れ
に
対
し
て
、
地

形
の
状
態
と
は
沿
岸
部
と
内
陸
部
、
平
野
部
と
山
岳
部
と
い
っ
た
地
形
上
の
大
区
分
と
は
別
に
、
周
囲
に
存
在
す
る
湖
沼
や
山
系
、
河
川

と
い
っ
た
細
か
な
要
素
が
複
雑
に
組
み
合
さ
っ
て
出
来
上
る
の
で
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
差
が
大
き
い
。
風
の
強
さ
と
方
向
、
雲
の
発
生
、

雨
や
雪
の
降
り
方
と
い
っ
た
気
象
現
象
は
、
実
は
こ
~
つ
し
た
地
形
細
部
の
状
態
で
決
ま
る
の
で
、

変
え
る
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
小
地
域
ご
と
に
気
候
の
状
態
を

口

橿

原

市

の

気

候

第
一

i
一
表
は
「
理
科
年
表
』
(
一
九
八
六
年
)
を
も
と
に
、

地
方
気
象
台
の
設
置
さ
れ
て
い
る
近
畿
地
方
各
都
市
の
気
象
を
表
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

橿
原
市
で
は
、

明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
に
八
木
測
候
所
が
置
か
れ
、

永
ら
く
ζ

ζ

が
県
内
の
気
象
資
料
を
取
り
扱
う

と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
が
、

昭
和
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)
に
本
部
が
奈
良
市
に
移
転
(
今
の
奈
良
地
方
気
象
台
)
し
た
た
め
に
、

そ
れ
以
降

の
ま
と
ま
っ
た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
表
で
奈
良
市
の
値
を
み
る
と
、
年
平
均
気
温
一
四
・
三
度
と
彦
根
に
次
い
で
低
く
、
ま
た
降
水
量
も
最
少
の
値
を
示
し
て
い
る
。

寒
暖
の
差
を
示
す
年
較
差
を
求
め
る
と
、

奈
良
市
つ
言
了
一
度
)
は
、

京
都
市
公
三
了
九
度
)
に
次
い
で
値
が
大
き
く
、

他
の
都
市
が

二
二
度
前
後
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、
寒
暖
の
差
の
大
き
い
内
陸
性
の
気
候
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

次
に
、
第
一
|
二
表
は
県
内
各
地
の
気
温
と
降
水
量
の
累
年
平
均
値
を
抽
出
し
て
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
市
の
数
値
が
先
程
の

第
一

l
一
表
と
異
な
る
の
は
、
統
計
年
数
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
の
表
を
も
と
に
県
内
の
気
象
の
概
略
を
図
示
し
た
の
が
第
一
|

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間
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第 1-1 表近畿地方各都市の気象表 (1951~1980年までの平均値〉

1 1月 1 2月 1 3月 1 4月 1 5月 1 6月 1 7月 1 8月 1 9月 1
10月|凶|凶

l

年

彦
気湿降

水
温度量 (((月月月平平平均均均

m

℃
96) 〕
) 

3.2 3.5 6.2 11. 7 16.6 20.8 25.1 26.4 22.3 16.4 10.8 5.9 14.1 
77 76 74 74 75 79 80 77 78 76 76 77 77 

i長 110 106 119 154 149 224 235 150 206 117 85 861 1741 

五ミ
気湿降

水
温度量 (((月月月平平平均均均

m
労℃)

) 

) 3.9 4.6 7.6 13.7 18.4 22.1 26.3 27.5 23.2 17.0 11.4 6.4 15.2 
71 70 66 65 66 72 74 71 73 72 72 72 70 

都 57 67 108 163 156 247 250 176 206 118 75 451 1669 

奈
気湿降

水
温度丑 (((月月月平平平均均均 四%℃〉) 

〉

3.4 3.9 6.7 13.0 25.5 26.3 22.2 15.9 10.5 5.8 14.3 
72 72 70 70 721 78 79 77 80 79 78 74 75 

良 56 59 95 137 1311 208 184 132 155 116 69 471 1390 

気湿降
水

温度

E
((〔月月月平平平均均均 四%℃〕

〕

) 
81「ぺ 21M1m1U11「

7.8 16.2 
64 64 ~ ~ ~ rn w m ru al ~ 66 67 
51 60 1001 1451 1411 2131 1921 1031 1651 1141 73 421 1400 

気湿降
水

温度量 〔(〔月月月平平平均均均
m

℃
pd
〕
〕
〉 当「「坦 1

泊

1「「ぺ「65 65 661 701 761 781 751 751 721 70 671 70 
56 59 1381 1371 2161 1741 1231 2041 1231 80 511 1454 

湿気降
水

温度量 ((〔月月月平平平均均均 m%

℃〕
) 
〕

7.5 15.3 

「「
Z 2 26.5 

ブペ
16.9

58 591 62 72 761 841 87 84 801 72 661 601 72 
111 1151 166 269 2881 3901 287 285 3061 252 1911 1091 2769 

気湿降
水

温度虫 (((月月月平平平均均均 四必℃〕) 
〉

4.5 4.9 7.5 13.1 17.7 21.6 25.5 26.7 22.8 17.1 11.8 6.9 15.0 
津 65 65 66 71 74 80 81 79 79 74 70 67 73 

53 62 100 154 168 243 208 185 251 157 79 491 1708 

(r理科年表J1986年による〉



第 1-2表奈良県内各地の気温と降水量(累年平均値〉

1 1月 1 2月 1 3月 1 4月 1 5月 1 6月 1 7月 1 8 Jj 1 9 Jj 1
10月

I 11Jj 1
12Jj 1 年|雲南ぷ

奈良|気温(℃〉|
降水量(皿) 59 

l気温(℃)|
桓(八木原〕 降水 丑 (mm) 51 62 

御所|気温(℃)!
降 水丑 (mm) 66 

榛原(気温 (C)|
降水量 (mm) 60 

首爾 I気温(℃〉|l 
降水量(皿〉 70 

五 l気温問|([日)f傑 降水 丑 (mm)

洞川|気温 ml141-051
降水 量 (mm) 1 1011 97 

河合|気温(℃〕 i
降 水虫 (mm) 87 113 

十津川!気 混ω(
降水量 (mm) 79 83 

主食 l側 担昔話器都心神~-l時円E

73iーペ 2171ベベベ 167J4981 1251 1211 2071 1801 1221 1821 1201 75 
64l-20m  
551 13961 67 1970 

77|ぺ185l226l270lペペベ「00 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
61155l14 附
601 14131 63 1960 

73iベベ 223[引「「ベベ1011 1231 1121 2081 1731 1391 2171 1451 84 
63l150|47 附

841 15061 50 1946 

59|120(ペペ 2511「ベベ1101 1301 1361 2221 2041 1771 2201 149 92 
46[ベ14 附
751 16491 45 1964 

54[ベ159I196lペ250I210i M 
1181 1401 1371 2271 2531 2491 2771 168 95 

43[ー19 1970 
811 18991 42 1970 

:::[サ 180[割オ幻 :1オ1:4ベ1331 1301 2251 2021 1541 2191 1471 88 
67115;[101 
691 16001 64 1962 

131 
89lペペベ引ぺ「1681 1531 2441 2931 3201 3241 190 114 

16l102119m 
921 22271 60 1970 

72iベベ 2ゴペ 258i引け 10100 ~ WI m ~ ~ ~ ~ ~ 
60l143l131964 
1001 32031 68 1964 

:i:トサペ 211 オ幻 ~I ベペー2371 2771 4501 4931 4101 3631 2011 127 
67lオ10 1970 
821 29871 10 1970 

(r奈良県の気象.]1972年より〕

11同



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

f¥/¥ ヘ

倍
と
な
っ
て
い
る
。

第 1-10図奈良県の気温と

降水量の等高線図

(累年平均値「奈良県の気象J

1972年による)
ム

ノ¥

一
O
図
で
あ

る
。
冬
期
の
気

温
分
布
を
み
る

と
、
奈
良
盆
地

が
四
度
前
後
と

高
い
が
、
同
じ

値
は
南
端
の
十

津
J11 

村

両
北

利
用
す
る
目
的
で
各
所
に
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
降
っ
た
雨
や
雪
は
吉
野
川
・
北
山
川
に
合
流
し
て
各
方
面
に
流
れ
出
る
乙
と
に
な
り
、

山
村
を
中
心
に
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
夏
期
の
気
温
分
布
も
乙
の
傾
向
と
変
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
大
和
高
原
の
気
温
の
低
い
箇
所
は
、
針
(
都
郡
村
)
で
あ
り
、
南
側

の
山
岳
地
帯
の
ピ

l
ク
は
、
右
か
ら
大
ム
口
ケ
原
山
系
・
大
峰
山
系
・
護
摩
壇
山
を

合
む
山
系
に
該
当
し
て
い
る
。
降
水
量
分
布
図
で
は
、
奈
良
金
地
が
や
は
り
少
な

系
で
は
四
二

O
O粍
に
達
し
て
お
り
、

く
、
南
東
に
行
く
に
従
っ
て
等
高
線
が
密
に
分
布
し
て
い
る
。
特
に
大
ム
ロ
ケ
原
山

乙
れ
は
橿
原
(
一
四

O
O粍
代
)
の
丁
度
三

こ
の
豊
富
な
水
量
を

第
一

i
l
-
-
図
は
ク
ラ
イ
モ
・
グ
ラ
フ
と
い
っ
て
、
縦
軸
に
気
温
、
横
軸
に
降
水
量
を
と
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
気
候
の
状
態

が
図
形
で
表
現
さ
れ
る
の
で
、
地
域
聞
の
気
候
を
比
較
す
る
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

と
れ
を
見
る
と
そ
の
図
形
は
、
気
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第 1-11図

温
と
降
水
量
が
最
小
の
一
月
を

起
点
に
、
梅
雨
に
よ
っ
て
降
水

量
が
増
加
す
る
六
月
ま
で
右
上

方
に
向
い
、
気
温
が
高
く
な
る

七
・
八
月
を
頭
部
に
、
九
月
に

再
び
降
水
量
が
増
加
(
台
風

秋
雨
)
し
た
の
ち
左
下
方
に
収

束
す
る
と
い
っ
た
形
が
一
般
的

と
な
っ
て
い
る
。

橿
原
や
奈
良
・
五
僚
の
図
形

は
今
述
べ
た
も
の
に
近
い
状
態

に
あ
る
が
、
大
和
高
原
に
位
置

す
る
榛
原
や
曽
爾
で
は
烏
の
頭

部
に
見
立
て
ら
れ
る
七
・
八
月

の
形
が
大
き
く
崩
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
十
津
川
に
至
つ
て
は
図

形
は
も
と
よ
り
大
き
さ
そ
の
も

の
ま
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

七
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第 1-3表桓原市(八木〉の気象表(累年平均値〕

1 1月 12月 13月 14月 15月 16月 17月 18月 19月 110月 | 同 112月[ 年 i統計年

月平均気温 6.61 12.21 16.91 21.51 25.81 26.11 22.11 15.61 10.31 

月日最平高気均温値の 8.8112.7119.1123.8127.4131.3132.3127.9121.9116.3110.91 

月日最平低気均温値の 1 -0.51 -0.51 6.51 11.41 17.61 21.91 22.01 18.11 11.01 

日最高気温の月 19.7 23.0 25.0 30.5 33.4 36.2 38.8 38.6 36.1 33.8 27.3 24.0 38.8 1897~1965 

別累年最高値と 1916 1954 1954 1964 1940 1944 1942 1942 1942 1961 1940 1936 1942 

その起日 22 27 28 22 22 30 25 5 11 6 7 17 1直25

日最低気温の月 -11.1 7.1 -7.1 -3.8 1.3 6.6 13.2 13.0 8.6 1.1 -2.3 5.5 11.1 1897~1965 

別累年最低値と 1922 1942 1934 1945 1929 1906 1913 1956 1916 1936 1947 1917 1922 

その起日 15 14 6 7 6 1 11 20 30 24 28 27 115 

月平均湿度 利則~四
月平均風速度

月間降水丑 1 50.71 61.91 94.21山 41108.1い93.41177.51123.81200.01135.51 82.41 59.91 1402.71附 ~ω

日降水宜の月別 38 42 53 70 79 122 243 153 188 136 69 52 243 1897~1960 

累年最大値とそ 1941 1950 1958 1944 1902 1911 1903 1959 1917 1899 1952 1901 1904 

の起日 7 9 25 7 5 15 8 13 30 6 4 25 VlI8 

月間日照時数

月間日照率
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R
I汁
仰
い
)

る
。
こ
の
グ
ラ
フ
で
は
図
形
が
右
方
向
に
流
れ
る
の
は
降
水
量
が
多
い
ζ

と
、
縦
長
に
な
る
の
は
気
温
が
高
い
こ
と
を
表
わ
す
の
で
、
十

津
川
の
降
水
量
が
他
に
比
べ
い
か
に
多
い
か
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
|
三
表
は
、

橿
原
市
(
八
木
)
に
測
候
所
が
置
か
れ
て
い
た
期
間
の
累
年
平
均
値
を
抽
出
し
て
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

月
平
均

気
温
や
降
水
量
の
値
が
第
一
|
二
表
と
異
な
る
の
は
、
統
計
年
数
の
差
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
年
較
差
は
一
=
了
七
度
と
な
っ
て
お

り
、
全
体
を
総
合
し
た
た
め
や
や
小
さ
目
の
値
と
な
っ
て
い
る
。
日
最
高
気
温
は
三
八
・
八
度
、
逆
に
日
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
一

一
度
の
記
録
が
あ
り
、

そ
の
差
は
五

O
度
に
近
い
。

こ
の
他
、

日
降
水
量
の
最
大
値
、
快
晴
や
雪
、
雷
、
霜
等
の
日
数
は
、
橿
原
市
を
始

め
と
す
る
奈
良
盆
地
の
気
象
記
録
を
一
不
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

国

過
去
の
気
象
記
録
と
気
象
災
害

八
木
に
測
候
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
の
年
平
均
気
温
と
湿
度
、
年
間
降
水
量
を
年
ご
と
に
整
理
し
第
一

l
四
表
に
示
し
た
。
年
平

均
気
温
は
、

一
四
J
一
五
度
で
上
下
し
、
年
平
均
湿
度
は
、
七
六
J
八
二
労
閣
を
上
下
し
て
い
る
。
年
間
降
水
量
は
年
ご
と
の
変
動
が
大

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

九



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

O 

橿原市(八木〉の過去の気象表

(1897~1952年までの年平均値)

年 l年平(均℃気)温|年平(均形湿)度 I年間(降m水〕量 主な気象災害

1897 (明30) 14.0 77 1479.4 

1898 (明31) 14.7 78 1373.1 

1899 (明32) 14.3 77 1493.7 

1900 (明33) 14.2 77 1278.5 

1901 (明34) 14.2 77 1348.1 

1902 (明35) 14.3 78 1528.8 

1903 (明36) 14.4 79 1855.1 

1904 (明37) 14.2 78 1629.6 

1905 (明38) 14.5 79 1954.3 

1906 (明39) 13.9 78 1221. 9 

1907 (明40) 14.9 78 1557.9 

1908 (明41) 13.9 78 1253.6 

1909 (明42) 14.0 79 1235.2 

1910 (明43) 14.0 79 1398.9 

1911 (明44) 14.6 78 1644.8 

1912 (大1) 14.3 78 1377.9 

1913 (大2) 13.8 77 1255.5 

1914 (大 3) 14.9 79 1372.4 

1915 (大4) 14.8 79 1518.2 

1916 (大5) 15.1 81 1862.9 

1917 (大6) 13.8 77 1503.6 

1918 (大7) 14.0 80 1646.3 

1919 (大8) 14.4 82 1318.5 

1920 (大9) 14.4 81 1331.2 

1921 (大10) 14.0 80 1829.0 

1922 (大11) 14.7 77 1171.9 

1923 (大12) 14.6 79 1812.8 

1924 (大13) 14.0 77 1042.6 

1925 (大14) 13.9 77 1299.3 

1926 (昭1) 13.8 76 1335.4 

1927 (昭 2) 14.2 77 936.1 干ばつ

1928 (昭 3) 14.4 78 1483.5 

1929 (昭 4) 14.3 78 1656.3 

1930 (昭 5) 14.7 79 1223.7 水害(台風)

1931 (昭 6) 14.2 79 1462.3 雪害(低気圧)

第 1-4表



年 |年平(崎OC)温|年平(均労)湿度 I年間(凹降水)量 主な気象災害

1932 (昭7) 14.2 78 1271. 8 

1933 (昭 8) 14.4 78 1504.1 

1934 (昭 9) 13.9 76 1069.5 水害(台風)

1935 (昭10) 14.3 77 1350.2 

1936 (昭11) 13.9 76 1111.1 

1937 (昭12) 14.7 78 1300.0 

1938 (昭13) 14.4 77 1370.2 

1939 (昭14) 14.5 76 1077.2 干ばつ

1940 (昭15) 14.4 76 1292.3 

1941 (昭16) 14.5 78 1581.1 

1942 (昭17) 14.5 76 1198.0 

1943 (昭18) 14.0 77 1553.1 

1944 (昭19) 14.2 77 1250.1 干ばつ

1945 (昭20) 13.8 76 1386.7 

1946 (昭21) 14.6 78 1459.6 雪害(低気圧)

1947 (昭22) 13.7 76 888.9 干ばつ

1948 (昭23) 14.8 80 1252.1 

1949 (昭24) 14.3 78 1472.3 水害(台風)

1950 (昭25) 14.7 77 1561.3 水害(台風)

1951 (昭26) 14.5 76 1394.4 雪害(低気圧)

1952 (昭27) 14.6 77 1517.6 水害(台風〕

平 均 14.2 78 

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

き
く
、

最
大
が
明
治
三
十
八
年
(
一
九
O

(r八木の気象』による)

五
)
の
一
九
五
四
粍
、

最
小
が
昭
和
二
十

二
年
(
一
九
四
七
)

の
八
八
九
粍
と
な
っ

て
い
る
。

昭
和
二
十
二
年
の
こ
の
年
は
、
干
ば
つ

に
見
舞
れ
た
年
に
あ
た
る
。

乙
の
年
、

八

木
で
は
六
月
の
降
水
量
が
わ
ず
か
に
一

O

粍
、
七
月
が
七
二
粍
で
、
梅
雨
期
の
雨
量

が
極
端
に
少
な
い
年
で
あ
っ
た
。

乙

の

年
前
の
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四
)

に

も

奈
良
県
は
干
ば
つ
に
見
舞
れ
、

八
木
で
は

五
・
六
・
七
月
の
降
水
量
が
わ
ず
か
に

一
O
粍
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
他
、
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)
、

昭
和

十
四
年
(
一
九
三
九
)

に
も
干
ば
つ
の
記

録
が
あ
る
。
昭
和
二
年
の
年
間
降
水
量
は

九
三
六
粍
で
、
先
の
昭
和
二
十
二
年
に
次

い
で
二
番
目
に
少
な
い
記
録
と
な
っ
て
い



自
然
環
境
と
そ
の
諸
条
件

る
逆
に
降
水
量
の
多
い
年
を
み
る
と
、

最
大
で
あ
っ
た
明
治
三
十
八
年
以
降
で
一
八

O
O粍
台
に
達
し
た
年
は
、

大
正
五
年
(
一
九
一

六
)
、
大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
、
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
等
で
あ
る
。

そ
の
後
は
、

一
五

O
O粍
台
で
安
定
し
て
い
る
。

水
害
が
報
告

さ
れ
て
い
る
昭
和
五
年
(
一
九
三
O
)
、
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
降
水
量
の
少
な
か
っ
た
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九
)
や
翌
二
十
五
年
(
一
九
五
O
て
そ
の
二
年
後
の
昭
和
二
十
七
年
(
一
九
五
二
)
の
水
害
は
、

降
水
量
が
一
五

O
O粍
前
後
に
達
す
る
年
に
起
っ
て
お
り
、
特
に
昭
和
二
十
七
年
の
水
害
は
、
六
月
に
ダ
イ
ナ
台
風
、
七
月
に
低
気
圧
・

前
線
に
相
継
い
で
見
舞
れ
た
た
め
に
起
き
て
い
る
。

奈
良
県
で
は
こ
の
後
も
、

昭
和
二
十
八
年
九
月
の
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
を
始
め
と
し
て
、

昭
和
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
か
ら
昭

和
四
十
六
年
(
一
九
七
一
)
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
隔
年
ご
と
に
水
害
に
見
舞
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
昭
和
五
十
七
年
六
月
の
水
害
が
記
憶
に

新
し
い
が
、
乙
の
時
期
の
気
象
記
録
は
測
候
所
が
奈
良
市
内
に
移
っ
た
た
め
に
本
市
の
分
は
残
さ
れ
て
い
な
い
点
が
惜
ま
れ
る
と
ζ

ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
観
測
自
体
は
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
奈
良
市
で
の
観
測
記
録
を
も
っ
て
こ
れ
を
補
え
ば
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
に
わ
た
る
奈
良
県
の
気
象
の
推
移
と
災
害
史
は
、
十
分
整
理
で
き
る
と
こ
ろ
と
い
え
る
。

〔注〕
(
1
)
堀
井
甚
一
郎
(
一
九
六
二
)
「
地
形
」
『
橿
原
市
史
』
所
収
。

(

2

)

堀
井
甚
一
郎
前
掲
書
(

1

)

に
同
じ
。

(
3
)

木
全
敬
蔵
(
一
九
八
五
)
「
自
然
環
境
と
景
観
史
」
「
奈
良
県
史
』
地
理
編
所
収
、
名
著
出
版
。

(
4
)

パ
l
ン
ズ
・
ジ
ナ
・
リ
l
(
一
九
八
二
)
「
地
形
復
元
と
遺
物
出
土
地
の
最
近
隣
法
に
よ
る
解
析
|
奈
良
盆
地
の
場
合
l
」

学
』
第
一
五
号
。

乙
の
論
文
で
は
空
中
写
真
の
判
読
か
ら
地
形
分
類
を
行
い
河
川
構
造
の
復
元
を
と
と
ろ
み
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
過
去
、
盆
地
内
を
流
れ
て

「
考
古
学
と
自
然
科



い
た
河
川
は
今
よ
り
も
数
が
多
く
等
間
隔
に
開
析
し
て
い
る
が
、
北
部
で
は
佐
保
川
に
、
南
部
で
は
曽
我
川
に
そ
れ
ぞ
れ
注
ぎ
込
む
樹
枝
状
の
パ

タ
!
シ
が
認
め
ら
れ
る
乙
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

5

)

武
久
義
彦
(
一
九
七
九
)
「
飛
鳥
ー
そ
の
地
形
的
一
考
察
|
」
『
地
理
』
一
一
四
1

三。

ζ

の
中
の
低
位
段
丘
二
(
飛
鳥
面
)
に
相
当
す
る
。

(
6
)

八
賀
晋
(
一
九
七
九
)
「
古
代
都
城
の
占
地
に
つ
い
て
ー
そ
の
地
形
的
環
境
l
」
「
学
叢
』
創
刊
号
、
京
都
国
立
博
物
館
。

(

7

)

武
久
義
彦
前
掲
書
(

5

)

、
木
全
敬
蔵
前
掲
書
(

3

)

及
び
原
秀
禎
(
一
九
八
三
)
「
布
留
遺
跡
周
辺
の
地
理
的
環
境
」
『
古
代
を
考
え
る
』
一
二

二
。
に
は
共
通
し
て
中
位
段
丘
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

(

8

)

見
瀬
丸
山
古
墳
の
前
方
部
を
北
西
方
向
に
派
生
す
る
段
丘
は
、
市
街
地
の
手
前
で
不
明
確
と
な
り
、
地
下
に
埋
没
す
る
よ
う
で
あ
る
。
と
の
延
長

部
に
は
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
著
名
な
橿
原
遺
跡
が
あ
り
、
「
赤
土
基
層
」
の
上
に
遺
跡
が
立
地
す
る
と
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
o

ζ

の
地
層
は

花
岡
岩
類
の
風
化
し
て
で
き
た
基
盤
を
さ
す
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
、
と
れ
ら
の
段
丘
地
形
も
実
際
に
は
丘
陵
地
と
同
じ
構
成
物
で
で
き
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(
9
)
梅
田
甲
子
郎
(
一
九
六
一
一
)
「
地
質
」
『
橿
原
市
史
』
所
収
。

(
叩
)
井
関
弘
太
郎
(
一
九
八
三
)
「
沖
積
平
野
』
東
京
大
学
出
版
会
。

(
日
)
西
国
史
朗
・
松
岡
数
充
(
一
九
七
七
)
『
完
新
世
奈
良
盆
地
の
自
然
史
ー
そ
の
一
|
』
古
文
化
財
教
育
研
究
報
告
第
六
号
。

西
田
史
朗
・
松
岡
数
充
・
野
口
寧
世
・
金
原
正
明
(
一
九
七
八
)
「
完
新
世
奈
良
盆
地
の
自
然
史
ー
そ
の
二

l
』
古
文
化
財
教
育
研
究
報
告
第
七

[号。西
国
史
朗
・
松
岡
数
充
・
野
口
寧
世
・
金
原
正
明
(
一
九
七
九
)
『
完
新
世
奈
良
盆
地
の
自
然
史
ー
そ
の
三
1

』
古
文
化
財
教
育
研
究
報
告
第
八

号。

(
ロ
)
井
関
弘
太
郎
前
掲
室
田
(
叩
)
に
同
じ
。

キ
ロ
グ
ラ
ム

(
日
)
標
準
貫
入
試
験
と
も
い
う
。
重
量
六
三
・
五
砥
の
ハ
ン
マ
ー
を
、
七
五
糎
の
高
さ
か
ら
自
由
落
下
さ
せ
て
、
サ
ン
プ
ラ
ー
が
一
二

O
糎
貫
入
す
る
の

に
要
し
た
打
撃
回
数
を
示
し
た
も
の
で
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
地
層
が
堅
い
と
と
を
示
す
。
乙
と
で
は
N
値
五

O
以
上
の
場
合
、

ω
/
m
u
等
と
記

し
た
が
、
と
れ
は
五

O
回
打
撃
し
て
二
九
糎
貫
入
し
た
と
と
を
表
す
。

(
日
比
)
最
終
氷
期
の
低
位
海
面
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
た
低
位
段
丘
磯
層
お
よ
び
扇
状
地
球
層
の
乙
と
で
、
主
な
臨
海
沖
積
平
野
で
は
沖
積
層
の
基
底
を

な
す
か
た
ち
で
厚
く
堆
積
す
る
と
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

第
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然
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間

四

井
関
弘
太
郎
前
掲
室
田
(
叩
)
に
よ
る
。

(
日
)
気
象
の
項
に
つ
い
て
は
、
奈
良
防
災
気
象
連
絡
会
(
一
九
七
二
)
『
奈
良
県
の
気
象
』
を
参
考
に
し
た
。

丸

)1¥ 

義

広
)

第
二
節

自
然
環
境
と
考
古
空
間

遺
跡
分
布
と
考
古
空
間

←) 

考
古
空
間
と
そ
の
活
用

古
墳
や
寺
院
と
い
っ
た
現
存
す
る
構
築
物
と
と
も
に
、
考
古
学
的
な
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
遺
跡
を
集
め
て
図
上
に
ド
ッ
ト
す
る

と

一
つ
の
平
面
空
間
を
も
っ
た
分
布
図
が
出
来
上
る
。

こ
れ
を
、
考
古
学
的
な
資
料
に
よ
っ
て
出
来
た
空
間
と
い
う
意
味
で
、
考
古
空

聞
と
仮
称
し
て
お
こ
う
。

こ
の
考
古
空
間
は
現
在
知
ら
れ
る
資
料
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
精
度
的
に
は
問
題
点
も

多
い
が
、

当
時
の
生
産
と
消
費
に
関
す
る
諸
遺
跡
(
生
産
・
住
居
・
祭
紀
・
墳
墓
等
)
を
包
括
す
る
と
と
が
で
き
れ
ば
、

当
時
の
地
域
社
会

の
状
態
を
示
す
復
原
図
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

考
古
空
聞
を
用
い
て
地
域
社
会
の
構
造
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
第
一
に
取
り
扱
う
遺
跡
の
精
度
を
揃
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
遺
跡
の
内
容
に
関
す
る
程
度
差
は
調
査
回
数
の
多
少
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に

必
要
が
あ
る
。

は
調
査
回
数
の
多
い
遺
跡
ほ
ど
、
遺
跡
の
年
代
や
性
格
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る

乙
の
点
は
、
遺
跡
自
体
の
範
囲
や
地
域
内
の
遺
跡
数
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
考
古
空
間
で
は
、
遺
跡
や
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
当
時
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
る
。

ζ

の
点
は
従
来
の
考
古
学
が



あ
ま
り
認
識
を
一
不
さ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
特
に
、
遺
跡
の
立
地
条
件
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
遺
跡
を
取
り
巻
く
周
辺
地
形
の
状
態
を

知
る
ζ

と
が
重
要
で
、
平
野
部
に
立
地
す
る
遺
跡
等
で
は
、
河
道
の
位
置
や
自
然
堤
防
、
後
背
湿
地
の
状
態
等
が
特
に
重
要
と
な
っ
て
く

る
遺
跡
の
分
布
状
態
を
も
と
に
作
成
す
る
考
古
空
間
は
、
大
半
が
地
中
に
埋
も
れ
た
遺
跡
を
対
象
に
、
現
状
で
知
り
得
る
遺
跡
の
内
容
を

用
い
て
行
な
う
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
精
度
的
な
問
題
点
も
多
い
。
し
か
し
、
資
料
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
今
後
の
資
料
の
増
加
に
よ
っ

て
補
う
ζ

と
も
で
き
る
の
で
、
原
始
・
古
代
と
い
っ
た
文
献
史
料
の
乏
し
い
時
代
の
地
域
社
会
を
考
察
す
る
上
で
は
や
は
り
有
効
な
方
法

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

口

旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
遺
跡
分
布

旧

石

器

時

代

旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島

θ 

人
類
の
祖
先
が
初
め
て
地
上
に
姿
を
現
わ
し
た
第
四
紀
更
新
世
(
今
か
ら
約
二

O
O万
年
前
に
始
ま
り
、
洪
積

世
と
も
よ
ば
れ
る
)
の
時
代
は
、
く
り
返
し
氷
河
期
に
見
舞
れ
た
寒
冷
な
気
候
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
最
後
の
氷
河
期
(
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期
)
が

盛
期
を
迎
え
る
約
二
万
年
前
の
気
候
は
、
今
よ
り
も
七
度
前
後
低
目
で
奈
良
盆
地
等
の
平
野
部
で
も
今
の
高
山
地
帯
と
同
じ
よ
う
な
亜
高

山
帯
針
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

氷
期
に
は
、
水
分
が
氷
と
な
っ
て
地
上
に
保
存
さ
れ
る
た
め
に
海
水
量
が
減
少
し
、

こ
の
た
め
海
水
面
の
低
下
を
き
た
し
た
。
約
二
万

年
前
と
い
わ
れ
る
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期
極
相
頃
の
海
水
面
は
今
よ
り
も
一

O
O米
以
上
も
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

日
本
列
島
は
北
と

南
の
両
端
が
大
陸
・
半
島
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
北
方
系
と
よ
ば
れ
る
マ
ン
モ
ス
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
、

あ
る
い
は
南
方
系
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
と
い
っ
た
本
来
列
島
に
は
生
棲
し
な
い
大
型
獣
が
日
本
列
島
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
乙
の

こ
と
が
我
々
日
本
人
の
祖
先
と
な
る
人
達
が
列
島
内
に
移
り
住
む
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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一
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然
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古
空
間

五
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古
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奈
良
県
下
の
旧
石
器
時
代
遺
跡

こ
の
更
新
世
の
時
代
を
考
古
学
上
は
、

旧
石
器
時
代
、
あ
る
い
は
先
土
器
時
代
と
よ
ん
で
い
る
。
奈

良
県
下
で
は
、

た
火
山
で
あ
る
が
、 乙

の
時
代
の
遺
跡
が
二
上
山
の
北
麓
で
多
数
存
在
す
る
乙
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
二
上
山
は
、
第
三
紀
中
新
世
に
噴
出
し

こ
れ
を
形
づ
く
る
安
山
岩
類
が
石
器
の
原
材
料
と
な
る
た
め
、
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
の
各
時
代
を
通
じ
て
、
常
に

石
器
生
産
と
係
り
の
深
い
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
に
関
し
て
は
、
二
上
山
の
北
麓
、
穴
虫
峠
の
北
側
に
あ
る
屯
鶴
峯
・
鶴

峯
荘
か
ら
大
阪
府
羽
曳
野
市
に
か
け
て
の
正
陵
斜
面
に
遺
跡
が
点
在
し
て
お
り
、
石
器
製
作
と
の
関
連
で
こ
れ
ら
の
遺
跡
が
理
解
さ
れ
て

、.
i
。

し
」こ

れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
様
々
な
石
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
中
で
も
ナ
イ
フ
形
石
器
は
「
国
分
形
ナ
イ
フ
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
瀬

戸
内
地
方
に
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
盛
行
年
代
は
約
二
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ィ
ル
ム
氷
期
の
極
相
頃

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ
ら
の
石
器
を
通
し
て
、
厳
し
い
自
然
環
境
下
で
石
器
作
り
に
従
事
し
た
旧
石
器
時
代
人
の
姿
を
想
像
す
る

乙
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
市
内
で
は
今
の
と
乙
ろ
こ
の
時
代
に
関
す
る
遺
跡
・
遺
物
は
明
瞭
で
な
く
、
将
来
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

。
f尾

文

時

代

縄
文
時
代
の
始
ま
り
と
県
下
の
遺
跡
分
布

約
一
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
時
代
を
、

地
質
学
上
は
完
新
世
(
沖
積
世
)
と
呼
ん
で
い

る
。
乙
の
時
代
は
、
最
後
の
氷
河
期
が
終
っ
た
後
氷
期
に
属
し
て
お
り
、
今
の
我
々
が
生
活
す
る
自
然
環
境
も
大
部
分
が
こ
の
時
代
に
入

っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

後
氷
期
に
入
る
と
気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
海
水
面
も
ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
、
約
六

O
O
O年
前
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
こ
れ
を

後
氷
期
海
進
、
あ
る
い
は
縄
文
海
進
と
よ
ん
で
い
る
。
奈
良
盆
地
は
内
陸
盆
地
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
海
進
に
伴
う
影
響
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
関
東
平
野
等
の
臨
海
平
野
部
で
は
現
在
の
海
岸
線
を
遠
く
遡
っ
た
内
陸
地
に
も
縄
文
時
代
前
期
を
中
心
と
す
る
貝
塚
遺
跡
が
分
布



し
て
お
り
、
当
時
の
海
岸
線
の
位
置
や
こ
れ
を
取
り
巻
く
地
形
の
状
態
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

奈
良
県
下
で
は
、
奈
良
盆
地
や
吉
野
川
流
域
の
平
野
部
と
大
和
高
原
を
始
め
と
す
る
山
間
部
で
、
多
数
の
縄
文
時
代
遺
跡
が
知
ら
れ
て

第
一
章
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い
る
。

こ
れ
ら
の
分
布
状
態
を
概
観
す

る
と
、
縄
文
時
代
の
中
で
も
古
い
段
階

(
早
期
・
前
期
・
中
期
)

の
も
の
は
大
和

縄文時代の遺跡分布図

高
原
側
に
多
く
み
ら
れ
、
新
し
い
段
階

(
後
期
・
晩
期
)
の
遺
跡
は
奈
良
盆
地
を

中
心
に
分
布
す
る
事
が
指
摘
で
き
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
奈
良
金
地
に
限
ら
ず

西
日
本
の
沖
積
平
野
部
で
共
通
す
る
現

象
で
、

そ
の
背
景
に
は
原
始
農
耕
の
存

在
を
想
定
す
る
乙
と
も
可
能
で
あ
る

第 1-12図

が
、
実
際
の
と
乙
ろ
は
縄
文
時
代
の
終

り
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
奈
良
盆
地
が

人
々
の
居
住
に
適
し
た
生
活
空
間
と
な

っ
て
い
た
こ
と
、

つ
ま
り
乙
の
頃
の
自

然
環
境
が
初
期
水
稲
耕
作
を
受
容
し
た

弥
生
時
代
初
め
頃
の
自
然
環
境
と
ほ
ぼ

七
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同
じ
状
態
で
あ
っ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

縄
文
時
代
遺
跡
の
分
布
状
態

縄
文
時
代
の
遺
跡
は
市
内
の
お
よ
そ
七
カ
所
で
み
つ
か
っ
て
い
る
。

(
1
)
 

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
高
殿
の
一
例
を

除
い
て
は
後
期
・
晩
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
分
布
状
態
も
本
市
の
南
・
東
側
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
特
に
、
本
市
と
桜
井
市
と
の

境
界
付
近
に
は
遺
跡
が
密
集
す
る
傾
向
が
あ
り
、
遺
跡
が
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
本
市
北
西
部
と
著
し
い
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

現
状
で
遺
跡
の
立
地
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
沖
積
平
野
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
橿
原
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
遺
跡
も
存
在
し
た
当
時
は
周
囲
よ
り
少
し
一
品
目
の
、

お
そ
ら
く
は
自
然
堤
防
の
よ
う
な
部
分
に
立
地
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

縄
文
時
代
遺
跡
の
内
容

市
内
の
縄
文
遺
跡
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
み
つ
か
っ
た
も
の
が
多
い
わ
り
に
、
内
容
と
な
る
と
不
明
な
部
分

(
2
)
 

こ
の
中
で
、
特
に
著
名
な
橿
原
遺
跡
は
昭
和
十
三
年
か
ら
始
ま
る
神
宮
外
苑
の
整
備
工
事
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
、
縄
文

が
多
い
。

時
代
の
他
に
弥
生
・
古
墳
・
奈
良
時
代
に
わ
た
る
遺
構
・
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
中
で
も
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
丁
度
今
の
陸
上
競
技

場
付
近
に
あ
っ
て
、

ζ

こ
で
は
湿
地
帯
に
突
き
出
た
低
台
地
の
両
側
で
二
筋
の
遺
物
包
合
層
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
と
の
遺
跡
で
は
当
時

の
生
活
跡
を
一
万
す
住
居
跡
な
ど
の
遺
構
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ζ
ζ

か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
質
量
と
も
豊
富
で
、

「
橿
原
式
」
と
命
名

さ
れ
た
晩
期
土
器
群
、
関
西
で
は
類
例
の
少
な
い
土
偶
・
土
獣
や
耳
飾
・
腕
飾
等
の
土
製
品
、
石
棒
や
石
刀
と
い
っ
た
呪
術
具
を
合
む
石

器
・
石
製
品
の
数
々
、
さ
ら
に
は
骨
牙
製
品
・
木
製
品
と
、
動
物
骨
や
植
物
種
突
な
ど
の
自
然
遺
物
は
、
当
時
の
生
活
文
化
を
初
併
さ
せ

る
格
好
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
出
土
遺
物
に
注
目
す
る
と
、
土
器
の
中
に
は
他
地
域
の
特
徴
を
示
す
も
の
が
み
ら
れ
、
ま
た
石
器
の
原
石
に
は
、

ホ
ル
ン
フ
ェ

ル
ス
・
頁
岩
・
粘
板
岩
(
丹
波
層
群
)
、
安
山
岩
(
二
上
山
)
、
絵
日
間
片
岩
や
蛇
絞
山
石
(
吉
野
川
流
域
)
、

(
3
)
 

和
一
両
原
)
と
い
っ
た
各
地
域
の
も
の
が
み
ら
れ
る
乙
と
、
さ
ら
に
は
魚
骨
の
中
に
も
、

流
絞
岩
質
溶
結
凝
灰
岩
(
榛
原
石
H
大

ク
ジ
ラ
や
タ
イ
・
エ
イ
・
ボ
ラ
と
い
っ
た
近
辺
で

は
捕
獲
で
き
な
い
海
水
性
の
も
の
が
合
ま
れ
る
乙
と
等
が
判
明
し
て
お
り
、
当
時
す
で
に
広
範
囲
に
わ
た
る
交
易
圏
が
存
在
し
た
乙
と
を



一
不
す
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

300m 
s 

調
査
区
外

④ 。

青色粘土層

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

層

第 1-13図橿原遺跡の立地環境

(末永雅雄・ 1963年)1大和の古代文化」より作成)

区ヨ砂
九
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第 1-14図

四
O 

乙
の
他
、
桜
井
市
大
福
西
遺
附

γ坪
井
・
大
福
遺
跡
)
で
は
縄
文
晩
期
の
蓋
棺
墓
が
一
二
基
見
つ

か
つ
て
お
り
、
当
時
の
埋
葬
形
態
を
知
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
日
香
村
小
山
に
所
存
す

ハ
5
〉

る
大
官
大
寺
の
下
層
で
も
、
不
整
形
な
土
擦
が
多
数
検
出
さ
れ
て
お
り
、
付
近
に
集
落
の
存
在
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

橿
原
遺
跡
の
立
地
環
境

畝
傍
山
の
東
麓
に
広
が
る
橿
原
遺
跡
は
奈
良
県
を
代
表
す
る
縄
文
時
代

遺
跡
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
周
辺
地
形

乙
の
様
子
を
報
告
書

の
状
態
も
明
ら
か
と
な
り
、
遺
跡
の
立
地
環
境
を
知
る
好
例
と
な
っ
て
い
る
。

に
掲
載
さ
れ
た
図
を
も
と
に
、
少
し
詳
し
く
み
て
お
乙
う
。

第
一

I

一
三
図
は
遺
跡
と
周
辺
の
状
態
を
示
し
た
平
面
図
で
あ
る
。
多
且
一
旦
の
遺
物
が
出
土
し
た
縄

文
時
代
の
遺
物
包
含
層
は
、
半
島
状
に
突
き
出
た
低
台
地
の
先
端
部
で
二
筋
見
つ
か
っ
て
お
り
、
本

来
は
赤
土
基
層
か
ら
な
る
低
台
地
上
に
当
時
の
生
活
面
が
あ
り
、

乙
の
時
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
台
地

の
両
斜
面
に
堆
積
し
て
遺
物
包
含
層
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
低
台
地
を
形
成
し
て
い
る
赤
土
基
層
は
、
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
派
生
し
て
広
が
っ

こ
れ
は
本
市
の
南
東
部
に
み
ら
れ
る
段
丘
の
方
向
と
一
致
し
て
い
る
。
乙
の
段
丘
面
上

に
は
後
に
貝
瀬
丸
山
古
墳
が
築
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
古
墳
前
方
部
の
北
側
を
北
西
に
派
生
す
る
段

て
い
る
が
、

丘
面
は
橿
原
神
宮
前
駅
の
手
前
で
次
第
に
不
明
瞭
と
な
っ
て
地
下
に
埋
没
し
た
状
態
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
橿
原
遺
跡
の
立
地
す
る
赤
土
基
層
は
乙
の
南
東
方
向
か
ら
派
生
し
て
き
た
段
正

面
の
延
長
部
分
に
あ
た
る
乙
と
が
わ
か
る
。



こ
の
様
子
を
断
面
図
を
使
っ
て
み
て
お
こ
う
。
赤
土
基
層
の
平
坦
面
は
幅
が
四

O
米
以
上
あ
り
、

そ
の
両
側
は
ゆ
る
や
か
な
斜
面
と
な

っ
て
、

こ
こ
に
砂
や
青
色
粘
土
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
の
遺
物
包
合
層
は
両
斜
面
の
肩
口
に
み
ら
れ
る
の
で
、
遺
跡
が
営
ま
れ

て
い
た
頃
は
、
赤
土
基
層
の
さ
ら
に
高
い
部
分
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
上
面
に
当
時
の
生
活
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

遺
跡
が
立
地
す
る
以
前
か
ら
赤
土
基
層
の
低
所
に
は
桜
川
が
流
れ
、

乙
の
地
層
を
開
析
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、

乙
の
桜
川
の
流
域
に

は
砂
層
や
粘
土
層
の
分
布
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
水
流
に
よ
っ
て
出
来
た
自
然
堤
防
状
の
部
分
(
砂
)
と
、

そ
の
背
後
に
生
じ
た
後
背

湿
地
性
の
部
分
(
青
色
粘
土
層
)
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
橿
原
遺
跡
は
三
方
を
こ
の
後
背
湿
地
性
の
低
地
に
固
ま
れ
た
台
地

上
に
立
地
す
る
、
当
時
と
し
て
は
生
活
に
適
し
た
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
う
し
た
遺
跡
立
地
の
状
態
は
、
低

湿
地
開
発
を
基
本
と
し
た
弥
生
時
代
初
め
頃
の
姿
と
共
通
す
る
点
が
多
い
が
、
橿
原
遺
跡
で
は
農
耕
生
活
を
示
す
遺
構
・
遺
物
は
全
く
見

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
両
者
の
聞
に
は
生
産
基
盤
の
上
で
質
的
な
差
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

な
お
、
余
談
な
が
ら
こ
の
橿
原
遺
跡
の
調
査
で
は
実
際
の
カ
シ
の
樹
根
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、

(
7
)
 

目
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
地
名
の
起
源
を
知
る
上
で
注

国

弥
生
時
代
遺
跡
の
展
開
と
地
域
集
団
の
形
成

θ 

弥
生
時
代
の
始
ま
り
と
奈
良
金
地

乙
れ
が
水
稲
耕
作
と
金
属
器
に
代
表
さ
れ
る

弥
生
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
。
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
弥
生
文
化
は
、
水
稲
の
種
類
や
大
陸
系
と
よ
ば
れ
る
磨
製
石
器
群
、
石
庖
丁
や
高

前
二

O
O年
頃
に
な
っ
て
、

よ
う
や
く
我
が
国
に
も
稲
作
の
技
術
と
文
化
が
伝
わ
っ
た
。

半
島
に
原
流
を
も
つ
も
の
も
合
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
と
は
別
に
磨
製
石
剣
や
石
鉱
、
支
石
墓
な
ど
朝
鮮

そ
の
経
路
が
け
っ
し
て
単
純
で
な
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。

床
式
倉
庫
の
存
在
等
か
ら
中
国
江
南
地
方
に
そ
の
故
地
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

弥
生
文
化
は
ま
ず
北
部
九
州
に
定
着
し
、
ま
た
た
く
聞
に
尾
張
以
西
の
西
日
本
一
帯
に
広
が
っ
た
。

ζ

れ
を
弥
生
文
化
の
第
一
次
波
及

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

四



自
然
環
境
と
考
古
空
間

四

と
よ
ぶ
が
、

そ
の
範
囲
は
先
の
縄
文
後
・
晩
期
に
西
日
本
で
み
ら
れ
た
無
文
土
器
の
分
布
圏
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
弥
生
文
化
が
尾
張

以
東
で
東
進
を
は
ば
ま
れ
た
要
因
の
中
に
は
、
稲
の
生
育
に
係
る
自
然
環
境
の
諸
条
件
と
は
別
に
、
当
時
の
社
会
構
造
に
根
ざ
し
た
別
の

要
因
が
伏
在
し
た
と
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
弥
生
文
化
は
我
が
固
に
伝
え
ら
れ
た
当
初
か
ら
、
か
な
り
完
成
さ
れ
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
乙
の
点
は
、
前
期
の

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
製
農
耕
具
が
す
で
に
鋤
・
鍬
の
形
態
分
化
を
と
げ
て
お
り
、
そ
の
材
質
の
選
定
に
は
強
靭
な
カ
シ
材
を
用
い
て
い

る
こ
と
、
石
器
に
つ
い
て
も
磨
製
石
斧
と
石
庖
丁
と
よ
ば
れ
る
穂
積
み
具
が
共
伴
す
る
乙
と
、

日
常
用
い
ら
れ
た
土
器
で
は
、
貯
蔵
形
態

(
壷
)
・
煮
沸
形
態
(
饗
)
・
供
献
形
態
(
鉢
)
の
三
者
に
機
能
分
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
想
定
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
前
期
の
西

日
本
は
地
域
性
の
乏
し
い
、
逆
に
い
え
ば
極
め
て
斉
一
一
位
の
強
い
生
活
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
盆
地
で
は
多
数
の
弥
生
時
代
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
特
に
著
名
な
の
が
唐
古
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
は
戦
前
に
謂

査
が
行
な
わ
れ
、
多
量
の
土
器
・
石
器
・
木
器
と
と
も
に
、
木
製
農
耕
具
や
炭
化
米
が
出
土
、
弥
生
時
代
の
社
会
が
農
耕
生
活
を
基
軸
と

し
た
社
会
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
最
初
の
遺
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
唐
古
遺
跡
に
限
ら
ず
、
奈
良
盆
地
の
弥
生
時

代
遺
跡
は
、
多
く
が
盆
地
底
の
沖
積
平
野
部
に
立
地
し
て
お
り
、

そ
の
遺
跡
立
地
の
あ
り
方
は
先
の
縄
文
時
代
遺
跡
と
比
較
し
て
好
対
照

を
な
し
て
い
る
。
弥
生
時
代
遺
跡
が
低
地
に
立
地
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時
代
開
始
当
初
の
水
田
開
発
が
地
下
水
位
の
高
い
湿
田
を

対
象
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
奈
良
盆
地
は
水
稲
耕
作
の
受
容
と
展
開
に
極
め
て
好
都
合

な
自
然
環
境
を
備
え
て
い
た
と
い
え
る
。
奈
良
盆
地
で
は
こ
の
後
も
、
中
期
・
後
期
に
わ
た
っ
て
遺
跡
数
が
増
加
し
、
農
耕
社
会
へ
の
足

や
は
り
水
稲
耕
作
に
適
し
た
奈
良
盆

取
り
は
益
々
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
弥
生
時
代
遺
跡
の
展
開
を
支
え
た
の
も
、

地
の
優
れ
た
自
然
環
境
が
背
景
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

。
弥
生
時
代
遺
跡
の
分
布
と
遺
跡
群



第
二
早

自
然
環
境
と
考
古
空
間

弥
生
時
代
遺
跡
は
市
内

の
全
域
に
分
布
し
て
お

り
、
偏
在
的
で
あ
っ
た
先

の
縄
文
時
代
遺
跡
の
分
布

弥生時代遺跡分布図

状
態
と
好
対
照
を
な
し
て

、，〉。
し
え

良
県第
遺ー
跡 l
地ー
図会五
』。図

こご は
九=主
八奈

四
年
改
訂
)

を
も
と
に
奈

良
盆
地
に
お
け
る
弥
生

文会遺
やる跡
最の
近動
行向
なを
わ論
れじ
たた
発論

第 1-15図

掘
調
査
の
成
果
を
取
り
入

れ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
地
形
の
状
態
は
前
節

の
地
形
分
類
図
に
従
い
、

復
原
可
能
な
旧
河
道
は
点

線
で
そ
の
流
路
を
示
し

四



自
然
環
境
と
考
古
空
間

四
四

た
。
以
下
、

乙
れ
を
も
と
に
遺
跡
の
分
布
状
態
を
み
て
お
こ
う
。

弥
生
時
代
は
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
前
期
は
稲
作
文
化
の
受
容
の
の
ち
、
畿
内
地
方
が
創
造
的
な
展

(
日
)

聞
を
始
め
る
ま
で
の
段
階
と
さ
れ
て
い
る
。

前
期

市
内
で
前
期
に
属
す
る
遺
跡
は
、
中
曽
司
、
坪
井
・
大
福
、
四
分
、

分
遺
跡
が
や
や
古
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
外
で
前
期
に
属
す
る
遺
跡
と
し
て
は
、
田
原
本
町
多
、
桜
井
市
東
新
堂
・
新
屋
敷
、

一
町
遺
跡
等
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
う
ち
、
現
状
で
は
中
曽
司
と
四

明
日
香
村
飛
鳥
・
岡
、
大
和
高
田
市
三
倉
堂
等
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
市
内
・
市
外
を
含
め
た
こ
れ
ら
遺
跡
の
分
布
状
態
を
み
る

と
、
平
面
的
に
は
一
定
の
間
隔
を
も
っ
て
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
遺
跡
の
形
成
が
始
ま
る
乙
の
段
階
で
早
く
も
お

互
い
の
生
活
領
域
が
決
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
前
期
か
ら
始
ま
る
遺
跡
は
、

そ
の
大
半
が
中
期
・
後
期
に
続
く
「
継
続
型
」
集
落
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
し

か
も
、

こ
れ
ら
の
集
落
は
そ
の
規
模
が
大
き
く
、
遺
跡
の
内
容
が
豊
富
で
あ
る
た
め
に
、
お
そ
ら
く
は
一
定
地
域
の
中
で
中
心
的
な
役
割

を
果
し
た
「
拠
点
的
な
集
落
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
う
し
た
遺
跡
が
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
す
る
こ
と
は
、
水
田
開
発
を
主
と
し
た

弥
生
時
代
の
地
域
開
発
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
生
活
領
域
の
決
定
と
い
っ
た
地
域
単
位
の
分
割
が
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た
感
が
強

(
U
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く
、
し
か
も
こ
う
し
た
点
は
橿
原
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
限
ら
ず
奈
良
盆
地
全
体
を
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
奈
良
盆

地
の
開
発
は
、
弥
生
時
代
の
比
較
的
早
い
段
階
に
そ
の
道
筋
が
決
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
弥
生
前
期
の
段
階
で
問
題
と
な
る
縄
文
人
と
弥
生
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
、
縄
文
晩
期

弥
生
時
代
初
め
頃
の
遺
跡
(
中
曽
司
・
四
分
・
東
新
堂
)
は
、

ら
縄
文
集
落
と
距
離
を
お
い
て
位
置
し
て
お
り
、
両
者
の
聞
に
は
一
定
の
隔
り
が
認
め
ら
れ
る
。
次
い
で
、
前
期
で
も
新
し
い
段
階
に
な

の
遺
跡
は
先
述
し
た
よ
う
に
市
域
の
東
・
南
側
に
分
布
し
て
い
る
が
、

乙

れ

る
と
、
弥
生
土
器
と
縄
文
土
器
を
一
所
に
出
土
す
る
遺
跡
が
多
く
な
り
、

こ
の
段
階
で
弥
生
人
と
縄
文
人
の
融
合
が
進
展
し
た
こ
と
が
想



(
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定
で
き
る
。
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
は
縄
文
晩
期
の
斐
棺
群
に
混
っ
て
弥
生
前
期
の
中
で
も
新
し
い
段
階
の
壷
棺
が
一
基
検
出
さ
れ
て
い

(
臼
)

る
の
も
、
こ
う
し
た
両
者
の
融
合
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

中
期

こ
の
段
階
の
遺
跡
は
、
市
内
の
お
よ
そ
八
カ
所
で
知
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
数
は
前
期
の
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
の
分
布
状

態
は
市
内
の
全
域
に
認
め
ら
れ
、
奈
良
盆
地
全
体
と
し
て
も
こ
の
段
階
で
は
、

よ
り
低
地
と
高
所
の
両
方
に
遺
跡
が
営
ま
れ
た
乙
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

中
期
に
は
い
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
は
、
前
期
段
階
で
成
立
し
た
拠
点
的
集
落
の
周
囲
で
出
現
す
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
中
曽
司
遺
跡
の
周
辺
で
は
曽
我
遺
跡
が
あ
り
、
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
は
横
内
、
吉
備
池
遺
跡
、
四
分
遺
跡
で
は
飛
鳥
川
を
隔
て
た
大

久
保
、
橿
原
遺
跡
、

一
町
遺
跡
で
は
千
塚
山
、
東
寺
田
遺
跡
と
い
っ
た
関
係
を
み
る
乙
と
が
で
き
る
。

中
期
に
出
現
す
る
遺
跡
は
、

こ
の
よ
う
に
拠
点
的
集
落
の
周
辺
に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、

ζ

の
集
落
か
ら
の
分
村
に
よ
っ
て
出
来
た
集

落
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
前
期
以
来
の
水
稲
耕
作
の
展
開
に
よ
っ
て
拠
点
的
集
落
の
人
口
が
増
加
し
、
新
た
に

分
村
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
や
、
濯
淑
施
設
の
整
備
・
耕
作
技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
可
耕
で
き
る
土
地
が
拡
大
し
た
ζ

と
等
の
要
因

が
あ
っ
た
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
期
段
階
に
な
る
と
、
遺
跡
が
二
定
箇
所
に
集
中
し
て
営
ま
れ
、
「
遺
跡
群
」
の
形
成
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

乙
の
遺
跡
群
こ
そ
が
弥
生
時
代
の
人
々
が
農
耕
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
水
と
土
地
に
よ
る
結
び
付
き
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
最
初
の
地

縁
的
な
共
同
体
社
会
の
姿
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

後
期

こ
の
段
階
に
な
る
と
遺
跡
数
は
さ
ら
に
増
加
し
、
市
内
の
お
よ
そ
一
二
カ
所
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
立
地
と
分
布

の
状
態
は
前
・
中
期
と
さ
ほ
ど
変
ら
な
い
が
、
遺
跡
が
増
加
し
た
分
だ
け
遺
跡
群
の
密
集
具
合
い
か
高
く
な
る
。

乙
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
中

曽
司
遺
跡
の
周
辺
で
は
土
橋
、
出
川
遺
跡
が
あ
り
、
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
は
下
明
寺
、
横
内
、
黒
田
池
、
吉
備
池
遺
跡
が
、
四
分
遺
跡
で
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は
院
ノ
上
、
畝
傍
高
校
東
方
、
醍
醐
池
遺
跡
と
、
飛
鳥
川
を
隔
て
て
中
期
よ
り
継
続
す
る
大
久
保
、
橿
原
遺
跡
が
、
ま
た
一
町
遺
跡
の
周

辺
で
は
忌
部
山
、
千
塚
山
、
上
ノ
山
、
本
馬
山
、
東
寺
田
等
の
遺
跡
を
あ
げ
る
ζ

と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
期
に
入
る
と
生
産
基
盤
と
な
る
沖
積
平
野
部
を
眼
下
に
見
降
す
丘
陵
・
台
地
上
に
遺
跡
が
立
地
す
る
例
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

こ
う
し
た
遺
跡
を
一
般
に
「
高
地
性
集
落
」
と
よ
ん
で
い
る
。
一
民
向
地
性
集
落
は
そ
の
立
地
条
件
が
稲
作
を
主
と
す
る
当
時
の

こ
の
後
期
段
階
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
乙
と
等
か
ら
、
弥
生
時
代
後
期
に
畿
内

地
方
を
中
心
に
起
っ
た
軍
事
的
な
緊
張
関
係
を
示
す
遺
跡
と
み
ら
れ
て
お
り
、

日
常
生
活
に
と
っ
て
は
著
し
く
不
自
然
で
あ
る
こ
と
や
、

「
見
張
台
」
や

「
逃
げ
城
」
等
の
性
格
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
市
内
で
は
、
忌
部
山
、
千
塚
山
、
上
ノ
山
、
本
馬
山
等
の
各
遺
跡
が
こ
れ
に
該
当
し
て
い
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
一
町
遺
跡
を
中

心
と
し
て
曽
我
川
流
域
に
み
ら
れ
、
吉
野
川
か
ら
巨
勢
路
を
進
ん
で
奈
良
盆
地
に
入
る
玄
関
口
に
位
置
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
乙
れ
ら

の
高
地
性
集
落
が
奈
良
盆
地
に
本
拠
を
お
く
勢
力
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
守
る
べ
き
本
拠
地
と
は
ど
乙
で
あ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
畑
山
定
さ
れ
た
外
敵
と
は
ど
の
地
方
の
勢
力
で
あ
っ
た
の
か
、
大
い
に
興
味
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

@ 

地
域
社
会
の
形
成
と
遺
跡
の
状
態

前
項
で
は
弥
生
時
代
遺
跡
の
分
布
状
態
か
ら
遺
跡
の
集
中
す
る
傾
向
を
抽
出
し
て
、

こ
れ
を
遺
跡
群
と
把
握
し
、

こ
れ
が
各
々
の
拠
点

的
集
落
を
核
に
形
成
さ
れ
た
地
縁
的
な
共
同
体
社
会
の
最
初
の
姿
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
当
然
、

こ
う
し
た
遺
跡
群
が
集
ま
っ
て
さ
ら
に

(
H
H
)
 

大
き
な
地
縁
共
同
体
の
形
成
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
弥
生
時
代
社
会
の
形
成
を
論
じ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
「
農
業
共
同
体
」
な
る

概
念
も
、
お
そ
ら
く
は
、

こ
う
し
た
遺
跡
群
の
集
合
に
よ
っ
て
出
来
た
水
系
単
位
の
ま
と
ま
り
を
そ
の
実
態
に
想
定
し
て
大
過
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
の
地
域
単
位
に
み
ら
れ
る
遺
跡
の
ま
と
ま
り
を
、
地
域
社
会
と
い
う
今
日
的
用
語
で
よ
べ
ば
奈
良
盆
地
で
は
弥
生
時
代

に
入
っ
て
地
域
社
会
の
原
形
が
形
づ
く
ら
れ
た
乙
と
に
な
り
、

そ
れ
ら
が
地
域
開
発
を
推
し
進
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
生
活
領
域
を
拡
大

し
、
盆
地
内
の
各
所
に
各
々
の
勢
力
基
盤
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第 1-16図 四分遺跡、出土の銅鐸形土製品
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と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
遺
跡
の
内
容
で
あ
る
が
、
市
内
の
弥

生
時
代
遺
跡
は
発
掘
調
査
さ
れ
た
も
の
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
集
落
の
様
子
と
な
る
と
不
明
な
点
が
多
い
c

そ
れ

は
、
人
々
の
生
活
を
直
接
示
す
住
居
跡
の
検
出
が
、

一
町
選

跡
や
忌
部
山
遺
跡
を
除
い
て
ま
っ
た
く
見
つ
か
っ
て
い
な
い

点
に
原
因
が
あ
る
。

一
般
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
る
遺
構
は
、
主
に
溝
・
土

竣
・
井
戸
等
で
あ
る
。
最
近
、
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
は
弥
生

時
代
前
・
中
期
の
壷
棺
や
木
棺
墓
が
、
ま
た
曲
川
遺
跡
や
明

日
香
村
小
山
に
所
在
す
る
大
官
大
寺
跡
の
下
層
で
は
後
期
に

属
す
る
方
形
周
溝
墓
が
検
出
さ
れ
て
、
弥
生
時
代
の
墓
制
を

知
る
手
懸
り
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
調
査
に
よ
っ
て
最
も
数
多
く
検
出
さ
れ
る
の
が
溝

で
あ
る
。

乙
の
中
に
は
人
工
的
な
溝
と
自
然
流
路
の
両
方
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
人
工
的
な
溝
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る

も
の
に
、
集
落
を
取
り
巻
く
か
た
ち
で
開
削
さ
れ
た
環
濠
が

あ
る
。

ζ

の
環
濠
は
、
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
も
そ
の
一
部
が

検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
大
規
模
な
も
の
は
田
原
本
町

四
ー七
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唐
古
遺
跡
で
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
の
集
落
、

こ
と
に
拠
点
的
集
落
と
考
え
ら
れ
る
大
型
集
落
で
は
、

そ
の
周
囲
に
環
濠
を
も

つ
も
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
弥
生
時
代
遺
物
の
中
で
特
に
著
名
な
も
の
に
銅
鐸
が
あ
る
。
銅
鐸
は
そ
の
形
態
か
ら
祭
器
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
土
製
品

の
中
に
は
土
で
こ
れ
を
模
し
た
「
銅
鐸
形
土
製
品
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
乙
の
銅
鐸
形
土
製
品
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
四
分
遺

跡
で
二
例
、
坪
井
・
大
福
遺
跡
で
二
例
出
土
し
、
他
に
唐
古
遺
跡
で
も
一
例
出
土
し
て
い
る
が
、

ζ

れ
ら
の
遺
跡
は
い
ず
れ
も
拠
点
的
集

落
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
銅
鐸
を
用
い
た
祭
杷
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
で
は
知
る
よ
し
も
な
い

が
、
一
般
に
は
農
作
物
の
豊
穣
を
神
に
祈
る
と
い
う
農
耕
祭
租
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
銅
鐸
形
土
製
品
も
こ
れ
と
類
似
し
た
扱
い
が
想
定

さ
れ
る
な
ら
、
弥
生
時
代
の
農
耕
祭
肥
は
各
々
の
拠
点
的
集
落
で
取
り
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
豊
穣
を
祈
る
村
々
の
祭
り
も
、

方
で
は
水
と
土
地
と
い
っ
た
地
縁
的
な
結
合
関
係
を
強
め
る
働
き
を
促
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

同

古
墳
時
代
の
集
落
と
墳
墓

古
墳
時
代
の
奈
良
金
地

θ 奈
良
盆
地
は
全
国
有
数
の
古
墳
分
布
地
域
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
に
み
た
弥
生
時
代
遺
跡
の
展
開
と
深
く
係
っ
て
お
り
、

そ

こ
に
一
不
さ
れ
た
弥
生
時
代
農
業
の
発
達
が
地
縁
的
な
共
同
体
社
会
の
結
合
を
早
め
、
他
地
域
に
比
べ
よ
り
強
閏
な
政
治
的
権
力
機
構
を
造

り
上
げ
た
こ
と
が
、

と
こ
ろ
で
、
奈
良
県
は
古
く
は
大
和
国
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

や

ま

と

に

日

ん

こ
の
大
和
は
倭
・
大
倭
と
も
記
し
我
が
国
が
日
本
と
呼
ば
れ
る
以
前
の
国

口写で、

ヤ
マ
ト
朝
廷
の
進
出
・
拡
大
に
伴
っ
て
そ
の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
和
地
方
が
、
国
の
総
称
に
用
い
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い

「
和
名
抄
」
に
は
城
下
郡
に
大
和
郷
の
地
名
が
み
ら
れ
、

る

。

乙

の

大

和

の

語

源

で

あ

る

が

、

乙

こ

に

は

現

在

も

大

和

大

国

魂

大

神

を

祭

お
お
や
ま
と

神
と
す
る
大
和
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
の
で
、
も
と
は
奈
良
盆
地
東
南
部
の
一
地
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
勢
力
の
進
出
に
伴
っ
て
盆



地
全
域
を
大
和
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
令
制
下
の
国
名
、

〈
ん
な
か

が
っ
て
、
奈
良
盆
地
を
「
国
中
」
と
よ
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
大
和
を
「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
歌
っ
た
奈
良
金
地
の
状
況
は
、
古
墳
分
布
な

(
四
)

つ
い
に
は
日
本
列
島
の
代
名
詞
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
た

ど
か
ら
み
る
と
遅
く
と
も
古
墳
時
代
に
は
出
来
上
っ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

奈
良
盆
地
に
分
布
す
る
古
墳
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
墳
長
が
二

O
O米
を
超
え
る
よ
う
な
極
め
て
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
数
多
く
築

造
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
前
期
で
も
古
い
段
階
の
も
の
か
ら
始
ま
っ
て
、
中
期
・
後
期
に
わ
た
る
各
時
期
の
も
の
が
み
ら
れ
る
乙
と

等
を
そ
の
特
色
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
墳
の
中
に
陵
墓
の
比
定
を
v

つ
け
た
大
王
陵
が
数
多
く
含
ま
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
政
治
権
力
の
頂
点
に
位
置
し
た
被
葬
者
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
ま
た
第
二
の
点
に

つ
い
て
は
、
古
墳
時
代
の
都
宮
が
奈
良
盆
地
に
集
中
す
る
点
と
も
合
せ
て
、
大
和
地
方
が
古
墳
時
代
全
般
を
通
じ
て
常
に
政
治
・
文
化
の

中
心
地
で
あ
っ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

次
に
、
奈
良
盆
地
に
所
在
す
る
大
型
前
方
後
円
墳
は
時
期
に
よ
っ
て
分
布
が
異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
ま

ず
前
期
段
階
に
は
盆
地
東
南
部
、
三
輪
山
西
麓
に
大
型
古
墳
が
築
か
れ
、
次
い
で
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
盆
地
北
端
の
佐
紀
丘
陵
に

大
型
古
墳
が
多
数
築
か
れ
る
乙
と
に
な
る
。

中
期
に
入
る
と
、

特
に
巨
大
な
古
墳
は
奈
良
盆
地
を
離
れ
て
河
内
(
古
市
)
、

和
泉
(
百
舌

鳥
)
に
築
造
さ
れ
る
と
と
に
な
る
が
、
奈
良
盆
地
の
各
地
域
で
も
引
き
続
き
大
型
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

後
期
に
入
る
と
古
墳
の
規

模
が
縮
小
す
る
が
、
盆
地
南
部
に
集
中
し
、
橿
原
市
に
は
後
期
古
墳
と
し
て
は
屈
指
の
規
模
を
も
っ
見
瀬
丸
山
古
墳
が
築
か
れ
、
ま
た
盆

地
の
南
半
部
で
は
小
規
模
な
古
墳
が
密
集
し
た
群
集
墳
も
多
数
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
古
墳
分
布
の
変
遷
は
、
各
地
域
の

動
向
を
知
る
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
特
に
後
期
の
古
墳
分
布
状
態
に
関
し
て
は
、
律
令
国
家
の
形
成
が
始
ま
る
飛
鳥
時
代
の
前
提

を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

。
集
落
遺
跡
の
分
布
と
そ
の
構
造
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古
墳
時
代
の
集
落
遺
跡

は
市
内
の
平
野
部
各
所
で

見
つ
か
っ
て
お
り
、
弥
生

時
代
遺
跡
に
比
べ
そ
の
数

古墳時代遺跡分布図

は
さ
ら
に
増
加
し
て
い

る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の

中
に
は
古
墳
時
代
後
期

(
ム
ハ
・
七
世
紀
)
を
主
と
す

る
小
規
模
な
造
物
散
布
地

も
か
な
り
の
数
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
遺
跡
の
実
態

第 1-17図

と
し
て
は
不
明
な
点
も
多

い
と
い
え
る
。
ま
た
、

ζ 

れ
ら
の
遺
物
散
布
地
は
弥

生
時
代
に
は
遺
跡
が
比
較

的
少
な
か
っ
た
大
和
高
田

市
か
ら
御
所
市
側
に
多
く

み
ら
れ
、

乙
の
地
域
で
は



古
墳
時
代
の
後
期
に
入
り
急
速
に
地
域
開
発
が
押
し
進
め
ら
れ
た
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
で
述
べ
た
拠
点
的
集
落
は
、

一
応
ど
の
遺
跡
も
古
墳
時
代
の
遺
物
が
出
土
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
集
落
と
し
て
継
続
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
し
、
細
部
と
な
る
と
不
明
な
点
が
多
く
、
た
と
え
ば
飛
鳥
川
右
岸
の
微
高
地
に
立
地
す
る
四
分
遺
跡
で
は
古
墳
時
代
初
頭

(
初
)

に
空
白
期
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
継
続
の
仕
方
も
け
っ
し
て
一
様
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

時
期
別
に
市
内
の
遺
跡
を
み
る
と
、
ま
ず
前
期
で
は
北
八
木
、
院
ノ
上
、
藤
原
宮
東
面
北
門
下
層
等
で
乙
の
時
期
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て

ハ
幻
)

い
る
。
ま
た
中
期
に
入
り
出
現
す
る
遺
跡
に
は
、
曽
我
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
曽
我
遺
跡
は
葛
城
川
右
岸
の
低
地
に
立
地
す
る
遺
跡

で
、
国
道
二
四
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
に
先
立
つ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
「
玉
作
遺
跡
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
遺
跡
で
あ
る
。

ζ

ま

が

た

ま

く

に

た

ま

紅

つ

め

だ

ま

こ
か
ら
は
、
勾
玉
・
管
玉
・
裏
玉
・
切
子
玉
・
小
玉
等
の
玉
製
品
と
そ
れ
ら
の
未
製
品
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
原
石

に
は
ヒ
ス
イ
・
コ
ハ
ク
・
緑
色
凝
灰
岩
・
碧
玉
・
水
品
・
滑
石
と
い
っ
た
大
和
地
方
で
は
産
出
し
な
い
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
点
で

従
来
の
玉
作
遺
跡
と
は
異
な
っ
た
特
色
あ
る
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。

に
か
け
て
多
く
分
布
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
後
期
に
は
遺
跡
数
が
さ
ら
に
増
加
し
、
特
に
本
市
の
西
側

跡
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
遺
跡
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
藤
原
宮
東
面
北
円
の
下
層
で
見
つ
か
っ
た
遺

藤
原
宮
の
構
造
を
調
べ
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
一
連
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
も
の

こ
の
遺
跡
は
、

で
、
古
墳
時
代
前
期
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
井
戸
・
土
旗
・
溝
と
、

方
形
(
円
形
)
周
溝
墓
と
よ
ば
れ
る
当
時
の
墓
が
二
基
見
つ
か
っ

て
い
る
。

こ
乙
で
は
住
居
跡
の
検
出
が
な
く
、
墓
域
の
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
調
査
と
い
え
る
。
ま
た
検
出
さ
れ
た
溝
は
す
べ
て
自
然
流

路
で
あ
る
た
め
、
後
に
掘
ら
れ
た
人
工
流
路
に
比
べ
方
位
が
二
定
で
は
な
い
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
乙
乙
で
見
つ
か
っ
た
方
形
周

(m) 

溝
墓
と
同
じ
も
の
は
、
藤
原
宮
大
極
殿
の
す
ぐ
西
側
で
実
施
さ
れ
た
藤
原
宮
第
一
六
次
調
査
で
も
三
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
同
じ

古
墳
時
代
前
期
に
属
し
て
い
る
が
、
距
離
に
す
る
と
お
よ
そ
六

O
O米
程
の
聞
き
が
あ
る
の
で
、
別
々
の
集
落
に
伴
っ
た
墓
域
で
あ
る
可

第

章
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然
環
品
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古
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五
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五

能
性
が
一
角
い
。

こ
の
他
、
当
時
の
集
落
の
状
態
を
示
す
竪

(
お
)

穴
住
居
跡
は
、
藤
原
宮
第
四
三
次
調
査
で
二

(μ) 

棟
、
同
じ
く
第
四
六
次
調
査
(
木
之
本
)
で
七

棟
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
後
者
で

は
、
自
然
河
川
に
は
さ
ま
れ
た
徴
高
地
上
に

立
地
す
る
点
や
二
棟
前
後
で
一
単
位
を
な
す

集
落
内
部
の
様
相
も
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り
、
当
時
の
集
落
形
態
を
知
る
好
例
と
な
っ

は北
、円

豪付
族近
のでな
居実お
宅施
かさ先
、れに

あた述
る第ベ
い四た
は四藤
屯み次原
倉Z調宮
な査"~東
どで~面

て
い
る
。

の
公
的
施
設
と
み
ら
れ
る
整
然
と
配
置
さ
れ

た
古
墳
時
代
後
期
の
掘
立
柱
建
物
詳
が
検
出

さ
れ
て
お
り
、

そ
の
性
格
が
注
目
さ
れ
て
い

る
@ 

古
墳
の
分
布
と
立
地
環
境

古
墳
は
大
部
分
が
市
の
東
・
南
に
広
が
る



第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

新沢千塚古墳封.とミサンザイ古墳、桝山古墳

(白石太一郎・ 1973年より〉

第 1-19図

丘
陵
地
に
立
地
し
て
い
る
。

ζ

の
中
に
は
、
前
期
・
中
期
・
後

期
の
各
時
期
の
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
前
・
中
期
の
も
の
は
極

め
て
数
が
少
な
く
、
後
期
に
属
す
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
大
型
古
墳
と
し
て
は
、
中
期
後
半
に
属
す
る
前

方
後
円
墳
の
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
(
宣
化
天
皇
陵
古
墳
、
会
長
一
八

三
米
)
、
我
が
国
最
大
ク
ラ
ス
の
方
墳
で
あ
る
桝
山
古
墳
(
倭
彦

A
叩
陵
古
墳
、

一
辺
八
五
米
)
、

及
び
後
期
古
墳
と
し
て
は
我
が
国

屈
指
の
規
模
を
も
っ
前
方
後
円
墳
、

見
瀬
丸
山
古
墳
(
会
長
三

一
O
米
)
の
三
基
の
古
墳
が
所
在
し
て
い
る
。

次
に
丘
陵
上
に
立
地
す
る
古
墳
は
、
大
部
分
が
「
群
集
墳
」

と
よ
ば
れ
る
、
小
規
模
な
古
墳
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
貝
吹
山
か
ら
北
側
の
正
陵
部
に
か
け
て
分
布
す
る
古
墳
群

は
、
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
る
以
前
の
木
棺
直
葬
の
古
墳
が

多
く
、
特
に
新
沢
千
塚
古
墳
群
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
一
四

O
基

に
及
ぶ
古
墳
が
調
査
さ
れ
た
結
果
、
通
常
の
群
集
墳
よ
り
や
や

早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
木
棺
直
葬
を
主
体
と
す
る
特
色
あ
る

(
m
m
)
 

古
墳
詳
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
奈
良
盆
地
の

南
半
部
で
は
、

ζ

の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
古
墳
群
が
特
に
顕
著

五
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に
分
布
し
て
お
り
、

こ
の
点
は
古
墳
時
代
後
期
の
大
型
古
墳
の
分
布
状
態
や
都
宮
の
所
在
地
と
も
合
せ
て
、
当
時
の
大
和
地
方
の
状
態
を

五
四

示
す
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

と
乙
ろ
で
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
で
は
乙
れ
に
近
接
し
て
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
、
桝
山
古
墳
と
い
う
二
つ
の
大
型
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
基
の
古
墳
は
時
期
的
に
も
新
沢

写真 3 見瀬丸 山 古 墳 と 周 囲 の 地 形

古墳が段丘面を利用して築造されている状態がよくわかる。

千
塚
古
墳
群
と
並
行
し
て
造
ら
れ
た
可
能
性

が
高
く
、
両
者
の
聞
に
は
密
接
な
関
係
が
想

定
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
も
新
沢
千
塚
古
墳

群
は
一
般
に
い
わ
れ
る
よ
う
な
古
代
の
家
族

基
と
し
て
の
群
集
墳
以
上
に
、
当
時
の
ヤ
マ

ト
政
権
に
係
り
を
も
っ
た
集
団
の
共
同
墓
地

が と
でし
きて
るの
だ性
ろ格
うρが
O~ 強

古
墳
詳
と
み
る
こ
と

次
に
、
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
と
桝
山
古
墳
の

立
地
環
境
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
二
つ
の

古
墳
は
と
も
に
貝
吹
山
よ
り
北
々
東
に
派
生

す
る
同
一
丘
陵
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い

る
。
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
で
は
墳
丘
主
軸
が
丘

陵
と
同
じ
北
々
東
方
向
を
示
し
、
ま
た
桝
山



古
墳
の
向
き
が
丘
陵
の
方
向
と
一
致
す
る
よ
う
に
」
設
計
さ
れ
て
い
る
の
も
、

ζ

の
丘
陵
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
結
果
と
い
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
二
つ
の
古
墳
を
築
造
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
で
は
丘
陵
背
後
の
部
分
を
、
桝
山
古
墳
で
は
そ
の
前
後
の
部
分
を

開
削
し
、

そ
の
土
を
利
用
し
て
墳
丘
を
構
築
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、

こ
の
よ
う
な
古
墳
の
築
造
方
法
は
、
奈
良
盆
地
に
分
布
す
る
古
墳
で
通
常
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

本
市
に
所
在
す
る
見
瀬
丸
山
古
墳
で
は
、
北
々
西
方
向
に
派
生
し
た
丘
陵
(
中
位
段
丘
か
)
上
に
立
地
し
て
お
り
、
墳
丘
主
軸
が
丘
陵
の
方

向
と
一
致
す
る
こ
と
や
前
方
部
が
丘
陵
の
先
端
方
向
を
向
く
こ
と
な
ど
、
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
と
基
本
的
に
は
同
じ
方
法
で
築
造
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

〔注〕
(
1
)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
二
)
「
藤
原
宮
東
方
宵
街
地
域
の
調
査
」
(
第
三
三
|
四
次
)
『
型
烏
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
一
。

と
こ
で
は
、
黄
色
粘
土
か
ら
な
る
地
山
面
の
凹
み
に
堆
積
し
た
暗
褐
色
砂
質
土
層
か
ら
、
縄
文
時
代
前
期
の
北
白
川
E
C
式
土
器
と
石
鉱
・
剥
片

な
ど
の
山
山
土
が
報
告
ぢ
れ
て
い
る
o

高
殿
地
区
は
周
囲
よ
り
や
や
高
い
立
地
条
件
の
優
れ
た
箇
所
に
集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
縄
文
遺
跡
の
存
在

も
こ
の
点
と
関
連
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(
2
)
末
永
雅
雄
他
(
一
九
六
一
)
『
橿
原
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
・
第
一
七
冊
。

(
3
)
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
(
一
九
八
二
)
『
常
設
展
示
解
説
・
大
和
の
考
古
学
」
。

(

4

)

亀
田
博
他
(
一
九
七
八
)
『
大
福
遺
跡
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
・
第
三
六
冊
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
。

(

5

)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
八
)
「
大
官
大
寺
第
四
次
(
推
定
金
堂
跡
)
の
調
査
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
八
。

(

6

)

前掲量一日
(

2

)

に
同
じ
「
橿
原
」
の
こ
と
。

か

し

ば

ら

(
7
)

「
橿
原
」
の
地
名
は
、
「
古
事
記
』
神
武
紀
で
は
、
「
畝
傍
の
白
梼
原
宮
に
坐
し
ま
し
て
」
、
『
日
本
書
紀
』
神
武
即
位
前
記
で
は
、
「
畝
傍
山
の
東
南

か

し

は

ら

も

な

か

の

〈

ら

し

み

や

乙

つ

〈

の
橿
原
の
地
は
蓋
し
国
の
填
区
か
。
治
る
べ
し
」
と
あ
る
o

一
績
は
常
緑
喬
木
の
一
群
の
総
称
で
、
樫
、
あ
る
い
は
椅
の
字
も
用
い
る
。
果
実

は
ド
ン
グ
リ
で
、
材
が
堅
く
丈
夫
な
た
め
十
日
く
か
ら
機
材
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
橿
原
は
橿
の
樹
木
が
多
生
す
る
状
態
の
場
所
を
指

す
言
葉
と
い
え
る
。
平
凡
社
(
一
九
八
一
)
『
奈
良
県
の
地
名
」
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三

O
巻
に
よ
る
。

第
一
章

自
然
環
ヂ
手
ζ

考
古
空
間

五
五



自
然
環
境
と
考
古
空
間

五
六

(

8

)

奈
良
県
教
育
委
員
会
(
一
九
八
四
)
「
奈
良
県
遺
跡
地
図
』
第
二
分
冊
改
訂
。

(

9

)

石
野
博
信
(
一
九
七
一
二
)
「
大
和
の
弥
生
時
代
」
「
考
古
学
論
孜
』
第
二
冊
及
び
寺
沢

『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
四
。

(
叩
)
田
辺
昭
三
・
佐
原
真
(
一
九
六
六
)
「
弥
生
文
化
の
発
展
と
地
域
性
・
三
、
近
畿
」
『
日
本
の
考
古
学
」

E
、
河
出
書
房
新
社
。

(
日
)
丸
川
義
広
(
一
九
八
五
)
「
先
史
・
古
墳
時
代
の
開
発
と
生
活
空
間
」
『
奈
良
県
史
』
一
・
地
理
、
名
著
出
版
。

(
ロ
)
坪
井
遺
跡
と
桜
井
市
大
福
(
西
)
遺
跡
は
互
い
に
近
接
す
る
た
め
に
、
最
近
で
は
同
じ
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

伊
藤
勇
輔
・
楠
元
哲
夫
(
一
九
八
五
)
「
日
本
古
代
遺
跡
』

6

・
奈
良
南
部
、
保
育
社
、
及
び
寺
沢
蒸
(
一
九
八
六
)
「
弥
生
時
代
・
主
要
遺

跡
・
奈
良
県
」
『
考
古
遺
跡
遺
物
地
名
表
』
柏
書
房
。

(
日
)
前
掲
書
(

4

)

及
び
斉
藤
明
彦
(
一
九
八
三
)
「
坪
井
遺
跡
」
『
大
和
を
掘
る
』
|
一
九
八
二
年
度
発
掘
調
査
速
報
展
l
三
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
附
属
博
物
館
編
。

(

U

)

都
出
比
呂
志
(
一
九
七

O
)
「
農
業
共
同
体
と
首
長
権
」
「
講
座
日
本
史
』
一
・
古
代
国
家
、
東
京
大
学
出
版
会
。
と
の
中
で
は
、
河
川
に
沿
っ
て

分
布
す
る
遺
跡
を
世
帯
共
同
体
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
・
三
の
集
同
体
と
と
ら
え
、
地
域
開
発
を
進
め
る
過
程
で
と
れ
ら
が
耕
地
の
占
拠
や
小
水
路

の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
結
び
付
き
を
強
め
、
や
が
て
土
地
と
水
利
を
基
軸
と
す
る
地
縁
的
編
成
に
よ
っ
て
弥
生
時
代
の
中
・
後
期
に
農
業
共
同
体
が

形
成
さ
れ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
今
尾
文
昭
(
一
九
八

O
)
「
橿
原
市
曲
川
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
「
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
七
九
年
度
・
第
一
分
冊
。

(
時
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
七
)
「
大
宮
大
寺
第
三
次
の
調
査
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
七
。

〈
臼
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八

O
)
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
」

E
。

(
路
)
前
掲
童
日
(

4

)

及
び
佐
々
木
好
直
(
一
九
八

O
)
「
坪
井
遺
跡
第
二
次
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
八
二
年
度
・
第
一
分
冊
。

(
四
)
直
木
孝
次
郎
(
一
九
七

O
)
7や
ま
と
H

の
範
囲
に
つ
い
て
1

奈
良
盆
地
の
一
部
と
し
て
の

l
」
『
日
本
古
文
化
論
孜
』
橿
原
考
古
学
研
究
所

(
初
)
木
下
正
史
(
一
九
八
三
)
「
藤
原
宮
域
の
開
発
|
宮
前
身
遺
構
の
性
格
!
」
『
文
化
財
論
叢
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三

O
周
年
記
念
論
文

集
・
悶
朋
会
。

(
幻
)
佐
藤
良
二
・
泉
武
(
一
九
八
二
)
「
橿
原
市
曽
我
遺
跡
・
芝
ノ
前
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
l
国
道
ニ
四
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
調
査
|
」
『
奈

良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
八
一
年
度
・
第
二
分
冊
。
関
川
尚
功
・
佐
藤
良
二
(
一
九
八
三
)
「
橿
原
市
曽
我
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺

薫
(
一
九
七
九
)
「
大
和
弥
生
社
会
の
展
開
と
そ
の
特
質
」



跡
調
査
概
報
』
一
九
八
二
年
度
・
第
二
分
冊
。

(
詑
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
六
)
「
藤
原
宮
第
一
六
次
(
南
)
の
調
査
」
『
識
の
烏
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
。

(
お
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
五
)
「
右
京
二
条
三
坊
・
三
条
三
坊
の
調
査
(
第
三
九
・
四
三
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」
一

五。

(
処
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
六
)
「
左
京
六
条
三
坊
の
調
査
(
第
四
五
・
四
六
次
)
」
『
理
烏
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
六
。

(
お
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
五
)
「
藤
原
宮
東
方
宮
街
地
域
の
調
査
(
第
三
八
・
四
一
・
四
四
次
)
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』

一五。

(
お
)
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
(
一
九
七
五
)
「
新
沢
千
塚
展
』

0

(
幻
)
白
石
太
一
郎
(
一
九
七
一
二
)
「
大
型
古
墳
と
群
集
墳
l
群
集
墳
の
形
成
と
同
族
系
譜
の
成
立
l
」
「
考
古
学
論
孜
」
第
二
冊
。
と
の
論
文
の
中
で
は

「
・
:
現
宣
化
陵
お
よ
び
桝
山
古
墳
は
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
大
伴
氏
の
二
代
に
わ
た
る
族
長
の
墳
墓
で
あ
り
、
新
沢
千
塚
は

こ
の
族
長
の
奥
津
城
に
接
し
て
大
伴
氏
と
同
族
的
関
係
を
も
つ
い
く
つ
か
の
集
団
の
共
同
墓
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
・
:
」
と
述
べ
て
、
被
葬
者
層

の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
o

遺
跡
の
形
成
と
土
地
利
用
史

付

遺
跡
の
形
成
と
遺
構
面

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
主
に
遺
構
・
遺
物
の
状
態
か
ら
当
時
の
生
活
様
式
を
復
原
す
る
乙
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ
に
際
し
て
は
そ
の
遺
跡
地
の
土
層
堆
積
状
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
遺
跡
の
形
成
過
程
や
埋
没
状
態
と
い
っ
た
遺
跡
を
取
り
巻
く
環
境
に

関
す
る
様
々
な
資
料
を
得
る
乙
と
が
で
き
る
。

こ
と
で
は
、
主
に
市
内
の
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
土
層
図
を
用
い
て
遺
構
面
の
相
互
比
較

を
行
な
っ
た
上
で
、
遺
跡
の
埋
没
過
程
や
土
地
利
用
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

。
遺
構
面
と
そ
の
種
類

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

五
七



自
然
環
境
と
考
古
空
間

五
J¥ 

発
掘
調
査
は
上
の
層
か
ら
順
次
掘
り
下
げ
る
方
法
を
と
る
が
、
あ
る
深
さ
に
達
す
る
と
遺
構
の
輪
郭
が
検
出
で
き
る
面
が
あ
る
。

乙

れ

を
遺
構
面
(
遺
構
検
出
面
)
と
よ
ん
で
い
る
。

遺
跡
の
廃
絶
と
と
も
に

そ
の
後
堆
積
と
削
平
を
く
り
返
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
構
面
よ
り
下
位
の
堆
積
層
に
は
遺
跡
の
形
成
過

遺
構
面
は
往
時
の
人
々
が
生
活
を
営
ん
だ
地
表
面
(
生
活
面
)
が
、

埋
没
し
、

程
が
一
不
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
し
、
逆
に
ζ

れ
よ
り
上
位
の
堆
積
層
に
は
遺
跡
の
廃
絶
以
降
に
行
な
わ
れ
た
土
地
利
用
状
態
が
示
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
遺
跡
調
査
に
お
い
て
は
一
般
に
当
時
の
生
活
面
が
そ
の
ま
ま
遺
構
面
と
し
て
残
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
多
く
の
場
合
、

遺
構
面
は
当
時
の
生
活
面
が
削
平
さ
れ
た
状
態
で
検
出
さ
れ
る
事
が
多
い
。
井
戸
や
土
墳
・
溝
や
柱
穴
と
い
っ
た
深
く
掘
り
込
ま
れ
た
遺

構
が
よ
く
見
つ
か
る
の
も
、

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

み
ら
れ
る
遺
構
面
で
、

こ
こ
で
は
年
代
の
新
し
い
遺
構
面
が
上
位
に
順
次
重
複
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
堆
積
作
用
が
大
き
い
箇
所
で

ζ

れ
と
は
逆
に
削
平
が
堆
積

次
に
、
遺
構
面
は
堆
積
と
削
平
の
程
度
に
よ
っ
て
二
つ
の
状
態
に
分
け
る
乙
と
が
で
き
る
。

を
上
回
る
箇
所
で
は
、
遺
構
面
は
一
面
し
か
み
ら
れ
ず
、

ζ

こ
で
は
同
一
面
上
で
異
な
っ
た
各
時
代
の
遺
構
が
す
べ
て
検
出
さ
れ
る
と
と

に
な
る
。

遺
構
面
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
る
第
一
の
場
合
は
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
や
火
山
灰
の
降
下
、
あ
る
い
は
人
工
的
な
盛
土

等
を
要
因
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
市
内
の
調
査
で
み
ら
れ
る
遺
構
面
は
圧
倒
的
に
後
者
の
例
、

つ
ま
り
削
平
に
よ
っ
て
で
き

た
遺
構
面
に
該
当
す
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
要
因
と
し
て
は
自
然
の
堆
積
作
用
が
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る

カま

一
方
で
は
藤
原
京
の
廃
都
以
降
一
帯
が
水
田
地
帯
に
変
貌
を
と
げ
た
た
め
、

そ
の
後
の
人
為
的
な
盛
土
等
の
堆
積
作
用
が
あ
ま
り
働

か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

。遺
構
面
の
相
互
比
較



第1-20図調査地位置図

(地形分類は第 1-1図による@が調査地点、
番号は第 1-21図l乙対応する。〕

第
一
ー
ー
一
二
図
は
市
内
各
遺
跡
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
土
層
図
を
集
成
し

(
1〉

た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
な
土
層
図
は
、

通
常
色
調
と
土
質
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
ま
ず

土
層
が
分
層
さ
れ
、
各
層
毎
に
層
名
が
付
け

ら
れ
て
で
き
上
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
観

察
者
の
主
観
が
入
り
易
い
状
況
で
作
成
さ
れ

る
た
め
に
用
語
の
統
一
は
な
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
、
他
遺
跡
の
も
の
と
比
較
す
る

場
合
に
は
ま
ず
乙
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。こ

れ
ら
の
土
層
図
を
み
る
と
、
各
遺
跡
の

遺
構
商
は
極
め
て
浅
く
、
多
く
の
場
合
現
地

表
下
回

O
J七
O
糎
前
後
に
位
置
す
る
乙
と

こ
れ
ら
の
土
層
図
に
は
現
在
ま
で
の

が
わ
か
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
土
層
図
の
大
半
は
、
弥
生
J
奈
良
時
代
の
遺
跡
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
し
て
も
遺
構
面
ま
で
平
均

し
て
六

O
糎
前
後
で
あ
る
点
は
、

時
間
差
お
よ
そ
一
二

O
O
J
二
0
0
0年
間
分
に
相
当
す
る
堆
積
量
が
一
不
さ
れ
て
い
る
ζ

と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の

乙
の
地
域
の
堆
積
旦
一
旦
が
け
っ
し
て
多
い
も
の
で
な
い
乙
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
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空
間

遺
構
面
は
、
遺
物
を
ま
っ
た
く
合
ま
な
い
層
(
地
山
層
)
の
上
面
と
一
致
す
る
例
が
多
い
点
も
注
意
さ
れ
る
。
以
上
の
乙
と
か
ら
推
察
す
る

五
九
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各遺跡、の土層図(太線が遺構面、第 1~21図



と
、
ま
ず
市
内
の
各
遺
跡
で
は
土
砂
の
供
給
且
一
旦
が
少
な
い
た
め
に
遺
構
面
が
重
複
し
て
み
ら
れ
る
と
と
が
少
な
く
、
仮
り
に
遺
構
面
を
被

う
か
た
ち
で
次
の
遺
構
面
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
乙
れ
を
上
回
る
削
平
が
後
世
に
あ
り
、

ζ

れ
が
た
め
に
現
在
で
は
地
山
面
上
で
全
て

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
ζ

と
が
で
き
る
。

次
に
、
地
形
分
類
と
の
関
連
で
こ
れ
ら
の
土
層
図
を
み
る
と
、
段
丘
面
上
の
も
の
も
、
扇
状
地
性
低
地
の
も
の
も
、
遺
構
面
白
体
の
深

さ
に
あ
ま
り
差
の
な
い
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
段
丘
面
で
も
高
燥
な
箇
所
に
あ
た
る
田
中
町
の
例
制
・
倒
等
で
は
、
約
四

O
糎
下
に
遺
構
面
が
あ
り
、
極
め
て
浅
い
位
置
に
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
が
、
藤
原
宮
跡
の
主
要
部
分
が
立
地
す
る
地
区
の
例

m
J闘
で

も
遺
構
面
は
、
深
さ
約
六

O
糎
前
後
で
み
ら
れ
、
そ
の
差
は
顕
著
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
扇
状
地
性
低
地
に
属
す
る
市
域
北
半
の
例
で

は
凶
・
附
・
同
等
に
や
や
深
い
例
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
地
点
が
存
在
す
る
と
と
も
確
か
で
あ
る
。
奈
良
盆
地
の
よ
う
な
沖
積
盆

地
で
は
通
常
盆
地
底
に
近
い
所
ほ
ど
堆
積
量
が
大
き
い
と
想
像
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
ζ

ろ
は
先
に
記
し
た
と
お
り
で
、

概

に
は
論
じ
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
個
々
の
土
層
図
に
つ
い
て
二
・
三
み
て
お
く
と
、
ま
ず
丈
六
北
遺
跡
聞
の
例
で
は
、
現
地
表
下
約
二

O
糎
で
地
山
の
花
筒
岩
風

化
土
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
調
査
地
点
は
近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
の
東
約
一
五

O
米
で
、
地
形
分
類
図
に
示
さ
れ
た
中
位
段
丘
の
延
長
部
分

に
あ
た
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
浅
い
位
置
で
地
山
が
検
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
北
西
に
延
ば
す
と
橿
原
遺
跡
の
立
地

す
る
低
台
地
に
達
す
る
ζ

と
は
、
す
で
に
先
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
は
橿
原
公
苑
内
で
実
施
さ
れ
た
調
査
の
土
層
図
聞
が
参
考
に
な
る
。

な
お
、

こ
乙
で
は
盛
土
が
極
め
て
厚
く
、
約

一
・
二
米
下
で
遺
構
面
が
み
ら
れ
た
が
、

こ
の
下
約
九

O
糎
分
は
砂
牒
・
砂
層
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
乙
の
下
に
は
青
灰
色
シ
ル
ト
層
が
約

一
五
糎
ほ
ど
堆
積
す
る
ζ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
種
原
遺
跡
で
は
か
つ
て
広
範
囲
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
「
砂
層
」
や
「
青
色
粘

土
層
」
の
分
布
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ζ

の
調
査
で
は
砂
牒
・
砂
層
が
「
砂
層
」
に
、
ま
た
青
色
シ
ル
ト
層
が
「
青
色
粘
土
層
」
に
相

第
一
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第 1-22図小房町地区の土居柱状図

(r飛鳥・藤原宮発掘調査概報.J12より作成)
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当
す
る
乙
と
が
確
認
さ
れ
た
点
で
重
要
と
い
え
る
。

(
4〕

ζ

の
他
、
曽
我
遺
跡
凶
で
は
遺
構
面
の
下
部
に
暗

青
灰
色
砂
・
灰
色
砂
が
約
七

O
糎
堆
積
し
て
お
り
、

旧
小
河
道
に
伴
う
堆
積
物
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
砂

局
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
点
で
は
確
か
に
流
水
に
伴
う

堆
積
物
と
み
て
誤
り
な
か
ろ
う
が
、
調
査
地
点
の
周

辺
に
は
現
在
も
自
然
堤
防
上
の
高
ま
り
が
認
め
ら
れ

る
点
で
、
検
出
さ
れ
た
砂
層
も
こ
れ
と
関
連
さ
せ
て

解
釈
し
た
方
が
よ
り
自
然
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に

実
施
さ
れ
た
曽
我
川
西
岸
に
位
置
す
る
芝
ノ
前
遺
跡

は
現
在
も
自
然
堤
防
の
高
ま
り
上
に
立
地
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
も
こ
れ
と
同

様
の
土
層
堆
積
状
態
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら
の
砂
層
に
つ
い
て
は
旧
河
道
内
に
堆

積
し
た
砂
層
と
み
る
よ
り
も
洪
水
時
K
周
囲
に
は
き

出
さ
れ
た
堆
積
物
と
考
え
、

乙
の
積
み
重
ね
で
現
在

み
ら
れ
る
自
然
堤
防
の
高
ま
り
が
形
成
さ
れ
た
と
解

釈
し
た
方
が
、
周
辺
地
形
の
関
係
が
よ
り
理
解
し
ゃ
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第 1-23図 同E区で見つかった牛の足跡

(r飛鳥・藤原宮発掘調査概報.113による。)

す
い
も
の
と
な
ろ
う
。

@ 

堆
積
層
序
と
土
地
利
用
の
変
遷

次
に
、
堆
積
層
と
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
知
る
例
と
し
て
、
小
一
尻
町
で
実
施
さ
れ
た
藤
原
宮

(
5
)
 

第
三
一
次
調
査
の
例
を
み
て
お
こ
う
。
こ
乙
で
は
、
飛
鳥
川
を
挟
む
か
た
ち
で
東
西
五
カ
所
に

ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
で
粘
土
と
砂
の
互
層
状
態
が
み
ら
れ
、
飛

鳥
川
の
氾
濫
と
水
田
開
発
の
歴
史
を
う
か
が
い
知
る
貴
重
な
例
と
な
っ
て
い
る
。
層
序
全
体
を

み
る
と
、
砂
と
粘
土
は
各
々
三
回
ず
つ
く
り
か
え
し
堆
積
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
中
が

さ
ら
に
分
層
で
き
る
の
で
、
層
序
に
一
不
さ
れ
た
洪
水
と
滞
水
の
く
り
か
え
し
は
さ
ら
に
複
雑
な

も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
層
序
は
出
土
遺
物
か
ら
、
粘
土
工
が
一
回
世
紀
後
半
、
粘
土
宜
が
一
三
世
紀
J
一

四
世
紀
、

粘
土

E
が
一

O
世
紀
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
各
々
の
粘
土
層
か
ら

は
、
溝
や
畦
畔
、
足
跡
等
の
水
田
に
伴
う
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
粘
土
層
が
水

田
土
壌
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
構
の

中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
人
や
牛
の
足
跡
で
あ
ろ
う
。

乙
れ
ら
は
粘
土

E
を
中
心
に
見
つ

か
つ
て
お
り
、
特
に
直
区
で
は
爪
先
ま
で
識
別
が
可
能
な
牛
の
足
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
乙

う
し
た
遺
構
は
、
本
来
残
り
に
く
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

自
体
、
調
査
地
の
遺
構
面
が
常
に
堆
積
を
主
と
す
る
状
態
の
も
の
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い

る
o
E
区
の
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
足
跡
上
を
砂
層
が
被
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は

自
然
環
境
と
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古
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六
回

水
田
中
に
こ
れ
ら
が
踏
み
込
ま
れ
た
後
、
形
が
崩
れ
る
以
前
に
洪
水
に
よ
っ
て
一
帯
が
砂
層
に
被
わ
れ
た
た
め
に
、

ζ

れ
ら
の
足
跡
が
土

中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
調
査
地
で
は
こ
の
後
も
水
田
土
壌
が
砂
層
を
被
い
、
乙
の
く
り
か
え
し
が
連
綿
と
続
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ

の
状
担
は
何
も
小
房
町
の
例
に
限
っ
た
も
の
で
な
く
、

乙
う
し
た
く
り
か
え
し
は
市
内
の
各
遺
跡
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
項
で
み
た
よ
う
に
各
遺
跡
の
土
層
図
か
ら
は
こ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
小
房
町
の
場
合
、

飛
鳥
川
に
近
接
す
る
関
係
で
他
遺
跡
に
比
べ
土
砂
の
供
給
量
が
多
く
、
乙
れ
が
原
因
と
な
っ
て
遺
構
面
が
重
複
す
る
こ
の
よ
う
な
状
態
が

生
じ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
乙
に
一
不
さ
れ
た
土
層
柱
状
図
は
市
内
の
各
遺
跡
が
経
験
し
た
で
あ
ろ
う
土
地

利
用
の
変
遷
を
代
表
す
る
も
の
と
も
い
え
る
し
、
同
時
に
そ
れ
は
自
然
界
に
対
し
て
行
な
っ
た
人
聞
社
会
の
働
き
か
け
を
具
体
的
に
今
に

伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
と
い
え
る
。

仁j

旧
河
道
跡
の
調
査

河
川
は
地
形
の
傾
斜
に
従
っ
て
流
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
流
れ
る
道
筋
(
河
道
)
は
常
に
一
定
と
は
限
ら
な
い
。

乙
れ
は
、
河
川
の

も
つ
攻
撃
性
が
地
盤
の
地
質
状
態
に
影
響
さ
れ
て
お
乙
る
現
象
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、

乙
の
点
か
ら
す
れ
ば
市
内
を
流
れ
る
諸
河
川

も
、
も
と
の
河
道
を
保
っ
て
今
日
流
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
く
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
今
の
河
道
に
落
ち
着
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
の
河
道
が
落
ち
着
く
以
前
の
河
道
を
旧
河
道
と
よ
ぷ
。

乙
の
旧
河
道
は
地
形
分
類
の
項
で
示
し
た
よ
う
に
、
現
状
の
微
地
形
観
察

に
よ
っ
て
も
そ
の
存
在
が
推
定
で
き
る
が
、

一
方
で
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
実
際
の
河
道
跡
が
検
出
さ
れ
る
例
も
多
い
。

こ
う
し
た
調
査

例
か
ら
は
、

旧
河
道
の
方
位
や
規
模
、
埋
没
年
代
等
が
判
明
す
る
の
で
、
平
野
の
地
形
発
達
史
を
研
究
す
る
上
か
ら
も
重
要
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。



θ 

自
然
流
路
の
調
査

現
状
で
は
市
内
の
数
カ
所
で
旧
河
道
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
は
、
曽
我
川
・
飛
鳥
川
・
中
の
川
等
の
諸
河
川
に
伴
う
痕
跡
と

(
6
)
 

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
香
久
山
の
西
麓
を
北
流
す
る
中
の
川
の
旧
河
道
に
関
し
て
は
、
藤
原
宮
第
二
七
|
七
次
調
査
や
藤
原
京
左
京

(

7

)

(

B

)

 

九
条
三
坊
で
実
施
さ
れ
た
耳
成
線
第
二
次
調
査
、
あ
る
い
は
香
久
山
の
西
麓
で
実
施
さ
れ
た
藤
原
宮
第
四
五
次
調
査
の
際
に
調
査
区
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
五
次
調
査
で
は
幅
約
二
五
米
あ
り
、
川
底
は
湧
水
の
た
め
調
査
で
き
な
か
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
曽
我
川
旧
河
道
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
一
町
の
東
側
一
帯
は
、
弥
生
時
代
の
一
町
遺
跡
に
含
ま
れ
る
た
め
発
掘
調
査
が
実
施
さ

(
9
)
 

れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
大
石
地
区
に
設
け
ら
れ
た
調
査
区
で
安
定
し
た
状
態
の
遺
構
面
が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
北
側
に
設
け

ら
れ
た
前
殿
地
区
の
調
査
で
は
、
砂

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

南北方向に連続する中の川の旧河道

と
泥
の
互
層
状
態
が
検
出
さ
れ
、
か

つ
て
は
こ
の
部
分
が
流
路
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

次
に
、
現
状
で
は
痕
跡
が
認
め
ら

れ
な
い
箇
所
で
も
、
調
査
に
よ
っ
て

旧
河
道
の
検
出
さ
れ
る
例
が
多
い
。

藤
原
宮
跡
で
は
、
宮
城
の
西
面
部

査η れ に
でむたあ
、第た

南二る
東 八 縄
か次子
ら調池
北 査G の
西やむ周
方第辺
向 三 で
に三 実
流次施
れ調さ

写真 4

六
五
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第 1-24図藤原宮第28次・ 33次調査で見つかった旧河道

流路の方向が現状の地割りと異なり、飛鳥川の方向lζ等しいととがわかる。

亡
、
↓
¥

」
ノ
」
ノ

る
旧
河
道
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
第
二
八
次
調
査

で
見
つ
か
っ
た
二
条
の
河
川
遺
構
は
、
各
々
幅
一
二
米
と
一
七

米
を
有
し
、
埋
土
に
は
弥
生
土
器
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
乙
れ

を
被
う
埋
土
上
面
に
は
藤
原
京
の
西
三
坊
坊
間
路
の
両
側
溝
が

掘
ら
れ
て
お
り
、
造
営
に
先
立
つ
段
階
で
す
で
に
埋
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
第
三
三
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た

S
D
コ二

O
Oも
、
幅
六
J
八
米
、

深
さ
二
米
の
規
模
を
も

ち
、
埋
土
は
牒
混
り
の
粗
砂
で
弥
生
土
器
の
破
片
を
少
量
合
む

と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

ζ

の
埋
土
最
上
層
の
上
面
に
も
藤
原

宮
期
の
井
戸

(
S
E
三
O
九
四
)
や
こ
れ
よ
り
や
や
古
い
建
物

(
S
B
三
O
九
五
)
・
柵
(
S
A
三
O
九
六
)

が
造
ら
れ
て
お
り
、

乙
の
河
道
も
藤
原
宮
造
営
の
時
期
に
は
完
全
に
埋
没
し
て
い
た

と
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
宮
城
の
北
面
中
門
を
検
出
し
た
第
一
八

次
調
査
や
、
藤
原
京
右
京
七
条
一
坊
で
実
施
さ
れ
た
第
一
九
次

(日

)

(

M

〉

調
査
、
第
二
三
次
調
査
、
あ
る
い
は
、
本
薬
師
寺
の
第
二
次
調

査
等
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
藤
原
宮
第
二
三
次
調
査
で
は
、

丘
陵
谷
聞
か
ら
山
裾
に
沿
っ
て
流
れ
る
古
墳
時
代
前
期
の
遺
物
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第 1-25図藤原宮第33次調査で見つかった旧河道(網部分『飛鳥・
藤原宮発掘調査概報j12による)。ととでは旧河道 SD3100が埋
没した後、建物や井戸が造られている様子がわかる。

を
含
む
自
然
流
路
が
検
出

さ
れ
て
い
る
が
、

乙
れ
も

藤
原
宮
期
の
整
地
層
に
被

わ
れ
て
、
宮
造
営
時
に
完

全
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
乙

と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
薬
師
寺
の
寺
域
東

半
部
で
見
つ
か
っ
た
自
然

流
路
は
、
飛
鳥
川
の
旧
河

道
の
一
部
と
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
埋
土
に
は

七
世
紀
後
半
ま
で
の
遺
物

が
合
ま
れ
て
お
り
、
本
薬

師
寺
の
造
営
直
前
ま
で
流

路
と
し
て
存
在
し
た
ζ

と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ヲ
心
。

O 

人
工
流
路
の
調
査

六
七
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第 1-26図藤原宮北面中門付近の流路群 cr飛鳥・藤原宮発掘調査概報』
6による)。北面中問、大垣、 内濠、外濠の下では、 自然流路や宮造
営11::伴う側溝・水路等が見つかっている。
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つ
ノ
，
，
〆

こ
の
よ
う
に
、
藤
原
宮
跡
の
調
査
で
見

っ
か
る
旧
河
道
・
自
然
流
路
は
、

ず
れ

も
が
藤
原
宮
の
造
営
を
前
後
す
る
時
期
に

完
全
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
だ
と
す
る
と
宮
造
営

時
、
あ
る
い
は
宮
造
営
以
降
の
水
路
は
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

ζ

乙
で
は
、
宮
造
営
に
伴
い
開
削

さ
れ
た
人
工
流
路
に
つ
い
て
注
目
し
て
み

よ
ν

つ。藤
原
宮
跡
で
み
ら
れ
る
人
工
流
路
に

は
、
京
の
条
坊
に
伴
う
側
溝
と
、
宮
城
を

取
り
囲
む
濠
、
宮
城
内
を
南
北
に
走
る
大

規
模
な
水
路
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

乙

れ

ら
の
流
路
は
自
然
流
路
に
比
べ
る
と
、

そ

の
規
模
が
一
定
で
あ
る
ζ

と
や
、
方
位
が

正
し
く
南
北
・
東
西
方
向
を
示
す
点
で
異

な
っ
て
い
る
。



(
時
)

北
面
中
門
を
検
出
し
た
第
一
八
次
調
査
を
例
に
と
る
と
、
ま
ず
北
面
中
門
の
西
側
に
は
斜
め
方
向
に
走
る
二
条
の
自
然
流
路
が
あ
り
、

も
と
は
こ
の
流
路
が
付
近
の
水
を
排
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
宮
の
造
営
に
伴
っ
て
朱
雀
大
路
宮
内
延
長
道
路
の
側
溝
(
S

そ
の
東
側
に
は
大
規
模
な
水
路
S
D
一
九

O
一
A
も
開
削
さ
れ
て
、

(η) 

担
う
乙
と
と
な
っ
た
。

S
D
一
九

O
一
A
は
、
大
極
殿
北
方
で
実
施
し
た
第
二

O
次
調
査
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
溝
内
に
堆
積

D
一
九
二
一
・

S
D
一
九
二
二
)
が
掘
ら
れ
、

こ
れ
ら
が
排
水
機
能
を

し
た
砂
・
牒
層
か
ら
豊
富
な
水
量
を
も
っ
運
河
的
な
水
路
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、

こ
れ
ら
の
水
路
が
埋
め
立
て

ら
れ
て
北
面
中
門
・
大
垣
・
外
濠
・
内
濠
と
い
っ
た
宮
城
北
面
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
、
水
は
東
か
ら
西
に
排
水
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
外
濠
で
は
か
つ
て
の
流
路
も
継
承
し
て
北
側
に
向
う
流
れ
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宮
城
を
取
り
囲
む
大
垣
に
伴
っ
て
め
ぐ
る
外
濠
・
内
濠
は
、

そ
れ
自
身
宮
城
の
外
郭
施
設
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
宮
城
と
京
域
内
の
水
を
集
め
る
排
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
濠
は
各
辺
と
も
同
じ
状
態

で
み
ら
れ
る
の
に
比
べ
る
と
、
外
濠
は
場
所
に
よ
っ
て
規
模
や
水
量
、
埋
没
の
状
態
が
異
な
っ
て
お
り
、
東
部
分
で
は
溝
幅
五
・
五
米
、

深
さ
一
・
二
米
前
後
の
規
模
で
、
宮
の
廃
絶
と
と
も
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
西
面
部
分
で
は
溝
幅
一

O
米
、
深
さ
二
米
弱

と
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
水
量
も
豊
富
で
、
溝
内
よ
り
出
土
す
る
遺
物
か
ら
一
一
世
紀
代
ま
で
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
乙
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
西
面
外
濠
に
多
量
の
水
が
流
れ
込
む
こ
と
が
多
く
、

で
は
、
な
ぜ
両
者
に
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
た
か
と
い
え
ば
、
西
面
外
濠
が
め
ぐ
る
宮
城
西
辺
の
一
帯
が
常
に
飛
鳥
川
の
氾
濫
を
う
け

こ
の
影
響
で
外
濠
は
水
路
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

な
っ
た
結
果
、
宮
廃
絶
以
降
も
水
路
と
し
て
生
き
続
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
宮
域
の
下
層
で
検
出
さ
れ
る
自
然
流
路
の
状
態

を
み
て
も
、
西
面
部
分
で
は
第
一

l
二
四
図
に
示
し
た
よ
う
な
大
規
模
な
河
道
跡
も
数
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
宮
城
西
辺
の
一
帯
は
常
に

水
の
影
響
を
う
け
や
す
い
不
安
定
な
土
地
で
あ
っ
た
ζ

と
が
う
か
が
え
る
。
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第 1-27図藤原宮第36次調査検出の外濠・流路と現地形

左の南北流路が西面外濠、上の東西流路が北面外濠、下が自然流路、
とれらが合流して北々西l己流出していた。乙の一帯の地形は周囲より
も低く、とれら!日河道の痕跡をみるととができる。

七
O 

そ
れ
で
は
、
西
面
外
濠
の
水
は
ど
の
よ
う
な
経
路

で
京
外
へ
流
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点

で
参
考
に
な
る
の
が
、
藤
原
宮
の
北
西
隅
部
分
で
実

(
日
)

施
さ
れ
た
第
三
六
次
調
査
の
成
果
で
あ
る
。

ζ

の
調

査
で
は
、
西
面
・
北
面
の
外
濠
と
と
も
に
自
然
流
路

が
多
数
検
出
さ
れ
て
お
り
、

ζ

れ
ら
が
合
流
し
て
北

北
西
方
向
に
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
出
土
遺
物
か
ら
、
北
面
外
濠
が
八
世
紀
、

そ
の
南
側
の
自
然
流
路
と
西
面
外
濠
が
二
二
世
紀
に

埋
没
し
た
乙
と
が
判
明
し
て
お
り
、

と
れ
に
よ
っ
て

外
濠
の
水
は
宮
の
北
西
隅
で
合
流
し
て
北
々
商
方
向

に
流
出
し
て
い
た
ζ

と
、
宮
廃
絶
の
後
ま
ず
北
面
外

濠
が
埋
ま
り
、
代
っ
て
そ
の
南
に
出
来
た
流
路
と
西

面
外
濠
が
合
流
し
て
同
じ
く
北
々
西
方
向
に
流
出
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

乙
う
し
て
、
宮
城
を
流
れ
出
た
水
は
、
地
形
の
傾

斜
に
従
っ
て
北
西
流
し
、
今
井
町
付
近
か
ら
飛
鳥
川

に
合
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
藤



原
京
の
条
坊
は
北
辺
が
横
大
路
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

(
凶
)

味
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ζ

の
流
路
が
条
坊
で
区
画
さ
れ
た
京
内
を
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
の
か
輿

な
お
、

こ
う
し
た
外
濠
の
状
態
の
ち
が
い
は
、
現
在
の
地
形
に
も
微
妙
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中
世
初
め
ま
で
水
路
と
し
て
機
能
し

て
い
た
西
面
外
濠
の
跡
地
は
現
在
で
も
一
段
低
い
地
形
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
が
、
他
辺
の
外
濠
跡
地
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
は
み
ら
れ

ず
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
は
条
里
制
が
施
行
さ
れ
る
段
階
で
西
面
外
濠
は
水
路
と
し
て
存
続
し
て
い
た
の
に
対
し
、
他
辺
の
外
濠

は
完
全
に
埋
没
し
て
い
た
乙
と
が
主
な
原
因
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
藤
原
宮
の
下
層
で
検
出
さ
れ
る
旧
河
道
が
現
在
の
地
表
に
痕
跡

を
と
ど
め
な
い
の
も
、

乙
れ
と
同
じ
理
由
に
よ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〔注〕
(
1
)
藤
原
宮
跡
に
関
す
る
部
分
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
・
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
よ
り
提
供
号
つ
け
、
特
に
木
下
正
史

氏
よ
り
多
く
の
御
教
一
不
を
v

つ
け
た
。

(
2
)

石
野
博
信
・
佐
藤
良
二
(
一
九
八
四
)
「
橿
原
市
橿
原
遺
跡
周
辺
地
区
発
掘
調
査
報
告
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
」
一
九
八
三
年
度
・
第
二
分

π汀
O

(
3
)
前
掲
書
(

2

)

に
同
じ
。

(
4
)

佐
藤
良
二
・
泉
武
「
橿
原
市
曽
我
遺
跡
・
芝
ノ
前
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
L

「
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
」
一
九
八
一
年
度
・
第
二
分
間
。

(

5

)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
二
)
「
藤
原
京
右
京
五
条
四
坊
の
調
査
(
第
三
一
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」
一
一
一
。

(

6

)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
O
)
「
藤
原
宮
第
二
七
|
七
次
の
調
査
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一

O
。

(

7

)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
二
)
「
藤
原
京
左
京
九
条
三
坊
の
調
査
(
耳
成
線
第
二
次
)
」
『
誠
心
烏
・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
一
一
一
。

(
8
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
六
)
「
左
京
六
条
三
坊
の
調
査
(
第
四
五
・
四
六
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」
一
六
。

(

9

)

斎
藤
明
彦
・
長
谷
川
俊
幸
(
一
九
八
四
)
「
一
町
遺
跡
第
六
・
八
・
九
次
発
掘
調
査
概
報
』
橿
原
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
・
一
、
橿
原
市
教
育

委
員
会
。

(
凶
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
一
)
「
藤
原
京
右
京
五
条
三
坊
の
調
査
(
第
二
八
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
一
。

第
一
章

自
然
環
境
と
考
古
空
間

七



自
然
環
境
と
考
古
空
間

七

(
日
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
二
)
「
族
原
宮
西
方
官
街
地
域
の
調
査
(
第
三
三
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
二
。

(
ロ
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
六
)
「
藤
原
宮
第
一
八
次
の
調
査
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
資
概
報
』
六
。

(
日
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
七
)
「
藤
原
宮
第
一
九
次
の
調
査
(
藤
原
京
右
京
七
条
一
坊
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
七
。

(

U

)

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
九
)
「
藤
原
宮
第
二
三
次
・
日
高
山
瓦
窯
の
調
査
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」
九
。

(
日
〕
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
四
)
「
本
薬
師
寺
第
二
次
調
査
(
寺
域
東
半
部
)
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
四
。

(
日
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
六
)
「
藤
原
宮
第
一
八
次
の
調
査
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
。

(
幻
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
七
八
)
「
藤
原
宮
第
二

O
次
の
調
査
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
」
八
。

(
凶
)
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
四
)
「
藤
原
宮
西
北
隅
地
域
の
調
査
(
第
三
六
次
)
」
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
回
。

(
印
)
と
の
後
、
約
二

O
O米
北
側
の
地
点
で
実
施
さ
れ
た
第
四
二
次
調
査
で
は
、
幅
二
三
米
を
測
る
大
規
模
な
南
北
方
向
の
流
路
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
外
濠
の
延
長
部
分
の
可
能
性
が
高
い
と
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
(
一
九
八
五
)
「
右
京
二
条
二
坊
の
調
査
(
第
四
二
次
)
」
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
一
五
。

丸
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第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

第
一
節

古
代
に
お
け
る
行
政
区
画
の
成
立

ア
ガ
タ
と
ミ
ヤ
ケ

古
代
の
律
令
時
代
に
な
っ
て
国

l
郡
と
い
う
行
政
区
画
が
成
立
す
る
が
、

そ
の
前
段
階
の
様
相
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か

し
『
日
本
書
紀
』
や
「
古
事
記
』
に
は
ア
ガ
タ
(
県
)
と
い
う
行
政
区
画
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
名
称
が
み
ら
れ
、

大
和
王
権
の
支
配
組

織
の
あ
り
方
を
採
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る
。

橿
原
市
内
に
も
、
十
市
御
県
坐
神
社
(
十
市
町
)
、
高
市
御
県
神
社
(
四
条
町
)
、
高
市
御
県
坐
事
代
主
神
社
(
雲
梯
町
河
俣
神
社
)
や
さ
ら

に
久
米
御
県
神
社
(
久
米
町
)
が
あ
り
、
か
つ
て
十
市
県
、
高
市
県
お
よ
び
久
米
県
と
い
っ
た
ア
ガ
タ
が
あ
っ
た
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
ア
ガ
タ
の
実
体
は
不
詳
な
点
が
多
く
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

以
下
、
し
ば
ら
く
ア
ガ
タ
一
般
に
つ
い
て
略
考
し
て
み
た
い
。

「
古
事
記
』
の
成
務
天
皇
段
に
は
「
大
国
小
国
の
国
造
を
定
め
賜
ひ
、
及
大
県
小
県
の
県
主
を
定
め
賜
ひ
き
」
と
あ

あ
が
た
ぬ
し

り
、
ア
ガ
タ
の
長
は
県
主
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
『
日
本
書
紀
』
の
成
務
天
皇
九
月
の
条
に
は
「
諸
国
に
令
し
て
、
国
郡
に
造
長
を
立
て
、

県
邑
に
稲
置
を
置
つ
」
と
も
あ
り
、
稲
置
も
ア
ガ
タ
を
管
理
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
乙
の
県
主
と
稲
置
と
の
関
係
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
体

亦
国
国
の
堺
、

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

七



古
代
に
お
け
る
行
政
区
画
の
成
立

七
四

に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
で
は
ア
ガ
タ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
を
す
る
余
裕
は
な
い
が
、

『
古
事
記
』
と
『
日
本

書
紀
』
を
通
じ
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
ア
ガ
タ
の
総
数
六
九
の
う
ち
、
後
の
郡
名
と
一
致
す
る
の
が
五
一
例
あ
り
、

乙
の
乙
と
は
郡
と
ア

ガ
タ
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
(
米
国
雄
介
「
評
の
成
立
と
構
造
」
「
郡
司
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
五
十
一
年
)

0

ゐ

が

た

が
同
時
に
後
の
郡
制
の
下
に
あ
っ
た
郷
の
名
称
と
し
て
、
例
え
ば
河
内
国
英
多
郷
や
、
遠
江
国
浜
名
郡
英
多
郷
と
い
う
も
の
や
、
小
字
名 te.' 

と
し
て
も
、

た
と
え
ば
奈
良
県
字
陀
郡
榛
原
町
桧
牧
に
「
阿
片
家
ノ
下
」
(
ア
ガ
タ
イ
エ
ノ
ジ
タ
)
と
い
う
よ
う
な
ア
ガ
タ
関
係
の
も
の
も

あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
郡
の
よ
う
な
大
き
さ
を
も
っ
た
領
域
を
想
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
い

律
令
期
の
郡
(
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
行
す
る
評
)
の
よ
み
で
あ
る
「
コ
オ

え
る
こ
と
は
、
「
県
」
と
い
う
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
ζ

と
は
、

リ
」
と
は
異
な
り
、

や
は
り
「
ア
ガ
タ
」
と
し
て
よ
ま
れ
て
い
た
も
の
の
実
体
は
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、

ア
ガ
タ
に
つ
い
て
は
難
解
な
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
た
だ
、

乙
の
稿
で
は
一
つ
の
見
通
し
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
乙
と
に

と
ど
め
た
い
。

右
に
み
た
よ
う
に
ア
ガ
タ
の
地
名
に
郡
レ
ベ
ル
の
大
地
名
と
、
郷
名
や
小
字
名
の
よ
う
な
小
地
名
が
あ
る
乙
と
で
、

乙
の
関
係
は
律
令

郡
に
お
い
て
、
郡
領
域
自
体
を
「
コ
オ
リ
」
と
よ
ぷ
一
方
、
郡
の
行
政
中
心
で
あ
る
郡
家
も
ま
た
「
コ
オ
リ
」
と
い
う
地
名
と
し
て
遺
称

さ
れ
る
よ
う
に
地
名
の
存
在
の
構
造
に
お
い
て
は
類
似
す
る
。
と
い
う
乙
と
は
、

ア
ガ
タ
関
係
の
小
地
名
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ガ
タ
を

と
り
く
ん
だ
、
後
の
郡
的
な
領
域
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
大
地
名
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ガ
タ
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し

た
が
っ
て
県
主
の
管
轄
し
た
ア
ガ
タ
の
実
体
は
小
地
名
で
示
さ
れ
る
個
々
の
ア
ガ
タ
の
寄
せ
集
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
乙
と
が
推
測

さ
れ
る
。

い
っ
た
い
小
地
名
で
表
わ
さ
れ
る
ア
ガ
タ
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

み

あ

が

た

ま

す

め

が

み

た

ち

ま

を

農
作
物
の
豊
作
を
願
う
祈
年
祭
の
祝
詞
に
「
御
県
に
坐
す
皇
神
等
の
前
に
白
さ
く
、
高
市
・
葛
木
・
十
市
・
士
山
貴
・
山
辺
・
曽
布
と
御

そ
れ
で
は
、



名
は
白
し
て
、

支

す

め

み

ま

な

が

み

け

と

ほ

み

け

ζ

の
六
の
御
県
に
生
り
出
づ
る
、
甘
菜
・
辛
菜
を
持
ち
参
ゐ
来
て
、
皇
御
孫
の
命
の
長
御
膳
の
遠
御
膳
と
聞
し
め
す
が
故

み
て
ぐ
ら
た
た
へ
と
と
を

に
、
皇
御
孫
の
命
の
う
づ
の
幣
自
を
称
辞
寛
へ
ま
つ
ら
く
」
と
あ
っ
て
、
大
和
の
六
の
御
県
の
名
が
し
ら
れ
る
が
、
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も

後
の
郡
名
に
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
祈
年
祭
の
祝
詞
を
み
る
と
、

そ
の
内
容
は
ア
ガ
タ
に
生
育
す
る
「
甘
菜
・
辛

菜
」
を
天
皇
家
の
食
膳
に
供
す
る
こ
と
が
よ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

ア
ガ
タ
が
天
皇
家
の
御
料
地
的
性
格
で
あ
る
乙
と
を
示
し
て
い

ヲ

Q
o

つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
「
甘
菜
・
辛
菜
」
|
農
産
物
l
と
い
う
天
皇
家
の
経
済
的
支
配
の
土
地
的
な
実
体
が
、

乙
の
稿
で
い
う
小
地

名
か
ら
な
る
ア
ガ
タ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

史
料
的
に
は
先
に
み
た
郷
名
と
し
て
遺
称
さ
れ
た
も
の
や
、
『
日
本
書
紀
』
大
化

元
年
八
月
丙
申
条
の
東
国
国
司
発
遣
記
事
に
い
う
「
県
稲
置
」
の
ア
ガ
タ
が
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ま
と

め
た
形
で
、
後
の
郡
名
に
継
承
さ
れ
る
大
地
名
の
ア
ガ
タ
が
存
在
し
た
と
、
と
り
あ
え
ず
考
え
て
お
く
ζ

と
に
し
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
ア
ガ
タ
は
、
同
じ
く
大
和
王
権
の
下
で
設
置
さ
れ
た
ミ
ヤ
ケ
と
類
似
す
る
ζ

と
に
問
題
を
残

す
。
ミ
ヤ
ケ
も
ま
た
大
和
朝
廷
の
経
済
的
な
基
盤
と
し
て
各
地
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

乙
乙
で
も
ア
ガ
タ
と
の
異
同
に
つ
い
て

推
測
を
重
ね
る
と
す
れ
ば
、

ア
ガ
タ
の
原
義
が
、
上
・
高
・
崇
の
意
味
を
も
っ
ア
ガ
(
ア
ガ
・
ル
、
ア
ガ
・
ム
な
ど
の
語
根
ア
ガ
)
と
タ
(
田
)

と
の
複
合
と
み
る
ζ

と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ミ
ヤ
ケ
は
屯
倉
、
屯
家
あ
る
い
は
三
宅
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
建
物
そ
の
も
の
を
指
示
す

こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
前
者
が
耕
作
地
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
建
造
物
を
示
す
点
が
異
な
る
が
、
実
体
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
大

き
な
差
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
、

乙
と
、
は
自
体
が
相
違
す
る
ζ

と
は
、

そ
の
内
容
に
も
具
体
的
に
は
違
い
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、

乙
ζ

で
は
そ
れ
に
つ
い
て
吟
味
す
る
準
備
が
な
い
。
た
だ
、
ミ
ヤ
ケ
と
ア
ガ
タ
と
は
倉
の
よ
う
な
建
物
に
重
き
を
お
く
実

体
と
、
耕
地
に
意
味
を
お
く
そ
れ
と
の
相
違
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
に
し
て
も
天
皇
家
の
直
轄
地
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
経
済
的
な
領
域

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
想
定
は
ミ
ヤ
ケ
を
守
衛
す
る
職
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
犬
養
部
(
黛
弘
道
「
律
令
国
家
成
立
史

の
研
究
』
昭
和
五
十
七
年
)
は
、

県
犬
養
氏
と
い
う
氏
族
名
か
ら
ア
ガ
タ
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
乙
と
か
ら
も
一
応
は
導
か
れ
そ
う
で
あ
る
。

第
二
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史
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形
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古
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し
た
が
っ
て
、
大
地
名
で
表
わ
さ
れ
る
ア
ガ
タ
は
そ
の
内
部
に
ミ
ヤ
ケ
も
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
え
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、

い

ひ

ぽ

『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
閏
十
二
月
壬
午
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
河
内
の
三
島
県
主
飯
粒
は
天
皇
に
良
田
四

O
町
を
献
上
し
、
こ

た
か
ふ

れ
が
竹
村
屯
倉
と
よ
ば
れ
、
河
内
県
の
部
曲
を
田
部
(
耕
作
民
)
と
し
て
あ
て
た
記
事
か
ら
、
ア
ガ
タ
が
実
質
的
に
は
、
ミ
ヤ
ケ
の
制
度
と

関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
乙
と
が
し
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
仮
定
か
ら
橿
原
市
域
に
関
係
し
た
三
つ
の
ア
ガ
タ
に
つ
い
て
史
料
に
即
し
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
て
お
き
た
い
。

十

市

県

① 

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の
ア
ガ
タ
に
関
す
る
記
事
が
事
実
そ
の
も
の
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承

が
い
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
十
市
県
主
と
磯
城
県
主
と
に
つ
い
て
も
そ
の
記
述
は
混
然
と
し
て
い
る
。
「
日
本
書
紀
』
孝
安
天
皇

み

め

ひ

お

し

ひ

め

は

え

む

す

め

な

が

ひ

め

二
十
六
年
二
月
壬
寅
条
に
は
、
「
姪
押
媛
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
一
に
云
は
く
、
磯
城
県
主
葉
江
が
女
長
媛
と
い
ふ
。
一
に
云
は
く
、
十
市
県
主
五

さ

か

ぴ

乙

い

さ

か

ひ

め

き

さ

き

お

ほ

や

ま

と

ね

ζ

ひ
乙
ふ
と
に
す
め
ら
み
ζ
と
あ

十
坂
彦
が
女
五
十
坂
媛
と
い
ふ
。
后
、
大
日
本
根
子
彦
太
護
天
皇
生
を
れ
ま
す
。
」
と
あ
っ
て
、
孝
安
天
皇
の
皇
后
の
人
物
に
つ
い
て
押
媛

磯
城
県
主
と
十
市
県
主
の
女
と
す
る
一
説
を
付
加
え
て
い
る
。

あ
め
た
ら
し
ひ
ζ

く
K
討
し
ひ
と
の
み
と
と

孝
安
天
皇
の
兄
、
天
足
彦
国
押
人
命
の
女
か
、

の
ほ
か
に
、

押
媛
は
、

『
日
本
書
紀
』
孝
霊
天
皇
即
位
前
紀
に
よ
れ
ば
、

と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
磯
城
県
主
と
十
市
県
主
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
混
乱
は
、
「
古
事
記
』
孝
霊
天
皇
段
に
「
此
の
天
皇
、
十
市
県
主
の
祖
、

②
 

お
ほ
め

大
目
の
女
、
名
は
細
比
売
命
を
要
し
て
、

ほ
そ
ひ
め
の
み
と
と

「
母
を
ば
細
媛
命
と
日
す
。
磯
城
県
主
大
目
が
女
な
り
」
と
あ
っ
て
、

生
み
ま
せ
る
御
子
:
:
:
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
孝
元
天
皇
の
即
位
前
紀
に
は

ホ
ソ
ヒ
メ
は
磯
城
の
県
主
の
女
と
す
る
よ
う
に
、
記
紀
に
お
い

て
呉
な
る
伝
承
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
十
市
県
主
と
磯
城
県
主
と
は
も
と
も
と
同
族
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
後
の

十
市
郡
と
城
上
郡
・
城
下
郡
と
は
地
理
的
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
想
定
で
き
な
い
乙
と
も
な
い
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
定
か
で
は
な
い
。

本
来

ヤ
マ
ト
と
よ
ば
れ
た
地
域
は
磯
城
・
十
市
の
地
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
(
直
木
孝
次



郎
「
や
ま
と
の
範
囲
に
つ
い
て
|
奈
良
盆
地
の
一
部
と
し
て
の
」
、
「
日
本
古
文
化
論
孜
』
昭
和
四
十
五
年
所
収
)

な
ら
ば
、

磯
城
お
よ
び
十
市
県
の

範
囲
は
ヤ
マ
ト
の
中
心
地
で
あ
り
、
大
和
王
権
に
と
っ
て
核
心
的
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
地
域
に
設
定
さ
れ
た
ミ
ヤ
ケ

と
し
て
は
『
古
事
記
』
景
行
天
皇
没
に
い
う
倭
の
屯
家
、
あ
る
い
は
「
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀
の
倭
の
屯
田
・
屯
倉
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
書
紀
』
孝
霊
天
皇
二
年
二
月
丙
寅
条
に
は
、
「
細
媛
命
を
立
て
て
、
皇
后
と
す
。

一
に
云
は
く
、
十
市
県
主
等
が
祖
が
女
真
由
蹴
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て
、

③ 

か
す
が
の
ら
ち
は
や
や
玄
か
び
め

一
に
云
は
く
、
春
日
千
乳
早
山
香
媛
と
い
ふ
。

こ
こ
で
は
、

孝
霊
天
皇
の
皇
后
を
ホ
ソ
ヒ
メ
と
し
な
が
ら
、

一
説
に
カ

ス
ガ
ノ
チ
チ
ハ
ヤ
ヤ
マ
カ
ヒ
メ
あ
る
い
は
十
市
県
主
の
祖
の
女
、

マ
シ
タ
ヒ
メ
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

孝
安
・
孝
霊
・
孝
元
紀
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
「
古
事
記
』
孝
霊
段
に
お
い
て
も
い
ず
れ
も
天
皇
家
と
県
主
家
と
の
婚
姻
関
係
を
伝
え

る
も
の
で
あ
り
、
磯
城
あ
る
い
は
十
市
の
県
主
家
は
天
皇
家
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
い
ま
参
考
ま
で
に
『
記
紀
』
に

お
け
る
県
主
と
天
皇
家
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
記
事
を
み
る
と
一
五
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一

O
例
ま
で
が
磯
城
県
主
に
関
す
る
も
の
で
、

た
ん
ぱ

三
例
が
十
市
県
主
の
、
一
例
が
春
日
県
主
の
女
に
つ
い
て
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
旦
波
之
大
県
主
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
史
料

的
に
は
問
題
が
あ
る
が
、

「
和
州
五
郡
神
社
神
名
帳
大
略
注
解
』
に
引
か
れ
る
「
十
市
県
主
系
図
」
に
よ
れ
ば
「
孝
昭
天
皇
御
世
、

春
日

県
名
を
改
め
十
市
県
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
同
注
解
の
引
く
久
安
五
年
の
多
神
社
注
進
状
に
も
「
当
国
春
日
県
、
後
に
十
市
県
と
改
む
」
と

こ
の
こ
と
が
事
実
と
す
れ
ば
、
春
日
県
主
と
十
市
県
主
は
同
族
と
み
な
さ
れ
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
十
市
県
主
と
磯
城
県
主
も
同

あ
り
、

族
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
県
主
家
と
天
皇
家
と
の
婚
姻
は
旦
波
之
大
県
主
家
の
一
例
を
除
け
ば
、
す
べ
て
が
磯
城
県
主
家
に
関
わ

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
既
に
み
た
ヤ
マ
ト
の
範
囲
が
磯
城
・
十
市
の
地
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
り
、

や
は
り
大
和
王
権
と
強
い
繋
が
り
の
あ
る
地
域
で
あ
っ
た
ζ

と
が
推
定
さ
れ
る
。

そ
こ
に
倭
の
屯

倉
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
と
同
様
、

高

市

県第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

七
七



古
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区
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七
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① 

後
の
郡
の
領
域
か
ら
推
定
す
れ
ば
十
市
県
は
橿
原
市
域
に
つ
い
て
は
北
の
一
部
が
そ
れ
に
相
当
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
高
市
県
は

市
域
の
大
部
分
を
占
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
市
県
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
古
事
記
』
神
代
の
天
安
河
之
字
気
比
段
に
は
天
津
日
子
根
命
は
高
市
県
主
の
祖
と
あ
り
、

七
月
壬
子
条
に
は
、
壬
申
の
乱
の
記
事
の
中
に
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
に
は
「
高
市
県
主
天
津
彦
根
命
十
二
世
孫
建
許
日
命
之
後
也
」
と
あ
り
、
『
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇
元
年

「
高
市
郡
大
領
高
市
県
主
許
梅
」
と
い
う
人
物
の
名
が
み
え
る
。

大
領
は
律
令
制
の
郡

の
役
人
、
郡
司
の
長
官
で
あ
る
の
で
、

乙
の
頃
、

既
に
ア
ガ
タ
の
実
体
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
「
高
市
県
主
」
と
氏

姓
化
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
二
年
十
月
己
未
条
に
は
高
市
県
主
ら
に
連
の
姓
を
賜
う

記
事
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ア
ガ
タ
の
実
体
を
し
る
に
は
断
片
的
に
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

お
は
り
だ

ミ
ヤ
ケ
に
つ
い
は
ま
ず
、
「
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
甲
子
条
に
「
大
伴
連
金
村
奏
し
て
称
さ
く
、
『
小
墾
田
屯
倉
と
国
毎
の
回

さ

て

ひ

め

た

ま

部
と
を
以
て
、
紗
手
媛
に
給
配
は
む
O
i
-
-
・
』
と
ま
う
す
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

② 

紗
手
媛
と
は
安
閑
天
皇
の
妃
の
一
人
で
あ
る
が
、

そ

の
紗
手
媛
に
国
毎
の
田
部
と
と
も
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ヤ
ケ
が
小
墾
田
屯
倉
で
あ
る
と
安
閑
紀
は
記
す
の
で
あ
る
が
、

乙
の
小
墾
田
屯
倉
の

比
定
地
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
小
墾
田
と
よ
ば
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
明
日
香
村
の
豊
浦
あ
た
り
と
み
る
の
が
通

説
で
あ
る
が
、
筆
者
は
豊
浦
を
も
含
め
て
さ
ら
に
北
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
に
つ
い
て
述
べ
た
(
拙
稿
「
小
墾
回
・

飛
鳥
・
橘
i
槻
と
橘
|
」
、
『
人
文
地
理
学
の
視
圏
』
昭
和
六
十
一
年
所
収
)
。

も
し
こ
の
仮
定
に
し
た
が
う
乙
と
が
で
き
た
ら
、

明
日
香
村
小
山

に
小
字
「
犬
飼
」
が
あ
り
、
先
に
ふ
れ
た
犬
養
部
に
由
来
す
る
地
名
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
小
墾
田
屯
倉
と
の
関
係
を

示
唆
し
て
い
る
乙
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

っ

か

は

か

ら

ひ

と

の

お

ほ

む

さ

の

み

や

げ

「
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
七
年
十
月
条
に
「
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
等
を
倭
国
の
高
市
郡
に
遣
し
て
、
韓
人
大
身
狭
屯
倉

4
2

口ふ

ま
ぴ
と
の
を
む
き
の
み
や
砂

高
麗
人
小
身
狭
屯
倉
を
置
か
し
む
」

ム
」
占
め
ヲ
h
v
o

こ
こ
に
い
う
倭
国
高
市
郡
と
い
う
の
は
後
の
国
l
郡
制
に

と
と
ろ
は
緯
人
は
百
済
な
り
。
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二
章

陛
史
的
地
域
の
形
成

よ
っ
て
い
る
も
の
で
、
欽
明
朝
に
は
ま
だ
こ
の
制
度
は

な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
百
済
お
よ
び
高
句
麗
か
ら

の
渡
来
人
に
よ
る
大
身
狭
・
小
身
狭
屯
倉
が
一
両
市
の
地

曽我町周辺のミヤケ関係地名と斜行地割

に
営
ま
れ
た
と
い
う
が
、

そ
の
比
定
地
は
橿
原
市
見
瀬

町
付
近
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

乙
乙

に
は
式
内
社
牟
佐
坐
神
社
も
あ
り
、

乙
れ
ら
の
ミ
ヤ
ケ

の
故
地
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
見
瀬
町
の
あ
た
り
は
正
陵
の
谷
あ
い
に
あ
っ
て
こ

こ
に
二
つ
の
ミ
ヤ
ケ
が
お
か
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。
地
名
か
ら
い
え
ば
越
智
岡
丘
陵
の
南
、
高
取
町

兵
庫
に
、
「
オ
ク
ミ
サ
」
、
「
見
佐
大
谷
」
、
「
見
佐
池
」
、

「
見
佐
池
上
」
、
「
見
佐
口
」
、
「
見
佐
ト
ン
ド
」
と
い
う

第2ー 1図

こ
乙
も
見
狭
屯
倉
の
比
定
地
の
候
補
と

小
字
が
あ
り
、

考
え
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
(
拙

稿
「
ミ
ヤ
ケ
の
地
理
的
実
休
|
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
立

地
と
地
割
の
問
題
l
L、
「
史
林
』
五
八
|
四
、
昭
和
五
十
年
)
。

@ 

史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
地
名
か
ら
ミ
ヤ
ケ

が
お
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
場
所
が
あ

七
九



古
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立
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る
。
そ
れ
は
一
橿
原
市
曲
川
町
か
ら
曽
我
町
に
か
け
て
、
第
二
|
一
図
に
示
す
よ
う
に
、
「
ミ
ヤ
ケ
」
、

部
」
(
タ
ベ
)
と
い
う
地
名
群
が
あ
り
、
「
犬
貝
」
は
犬
養
部
と
い
う
、
「
多
部
し
は
田
部
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ヤ
ケ
に
関
係
す
る
乙
と
ば
に

由
来
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
こ
に
ミ
ヤ
ケ
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
第
一
一
ー
ー
一
図
で
曽
我
付

「
犬
貝
」
、

「
宮
毛
」
(
ミ
ヤ
ケ
)
、
「
多

近
の
道
路
の
走
向
を
み
る
と
、
後
述
す
る
奈
良
盆
地
の
主
条
里
の
方
位
で
あ
る
東
西
l
南
北
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

乙
の
異
方
向
の
方
位
は
正
北
か
ら
約
一

O
度
東
に
偏
い
て
い
る
が
、

そ
れ
が
曽
我
町
の
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
東
方
の
地
黄
町
に
も
み
ら

れ
る
。
現
在
で
は
曽
我
町
と
地
黄
町
の
異
方
位
の
地
割
は
連
続
し
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
、
両
者
は
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

ζ

の
地
が
ミ
ヤ
ケ
の
お
か
れ
た
場
所
で
あ
る
な
ら
ば
、
異
方
位
の
地
割
は
主
条
里
の
地
割
に
先
行
し
た
乙
と
も
想
定
さ
れ
、
ミ
ヤ

ケ
の
設
置
に
伴
う
耕
地
の
地
割
の
痕
跡
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
奈
良
盆
地
全
体
に
正
南
北
の
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
た
時

に
、
そ
れ
に
先
行
し
た
ミ
ヤ
ケ
の
地
割
は
、
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
と
か
、
あ
る
い
は
微
高
地
で
あ
る
た
め
に
、
新
し
い
条
里
地
割
の
企

画
に
整
合
さ
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。

曽
我
町
に
は
、
式
内
社
宗
我
坐
宗
我
都
比
古
神
社
お
よ
び
天
高
市
神
社
が
あ
り
、

乙
の
地
を
も
っ
て
蘇
我
氏
の
本
貫
の
地
と
す
る
説
が

あ
る
(
門
脇
禎
二
「
新
版
飛
鳥
ー
そ
の
古
代
史
と
風
土
|
』
昭
和
五
十
二
年
)
。
ま
た
、
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
と
い
う
氏
名
か
ら
、
倉
系
統
の
複

姓
は
「
地
名
+
倉
」
と
い
う
構
造
を
も
っ
と
し
て
、
蘇
我
倉
は
ソ
ガ
の
地
に
所
在
し
た
倉
と
み
、
こ
の
曽
我
町
付
近
に
稲
貢
納
物
を
収
納

す
る
蘇
我
倉
が
あ
り
、

ミ
ヤ
ケ
と
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
(
和
田

率
「
横
大
路
と
そ
の
周
辺
」
、
「
古
代
文
化
』
二
六
|
六
、
昭
和

四
十
九
年
)
o

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
曽
我
遺
跡
か
ら
は
古
墳
時
代
の
大
規
模
な
玉
造
工
房
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
が
、

こ
れ
も
ま
た
ミ
ヤ
ケ
の
工
業
的
側
面
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
曲
川
町
か
ら
曽
我
町
に
か
け
て

想
定
さ
れ
る
ミ
ヤ
ケ
は
、
律
令
期
に
先
行
す
る
古
代
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

久

米

県



① 

久
米
県
と
よ
ば
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
乙
と
を
想
定
さ
せ
る
の
は
、
橿
原
市
久
米
町
に
あ
る
久
米
寺
の
南
に
久
米
御
県
神
社

が
鎮
座
す
る
乙
と
に
よ
る
。

② 

久
米
県
は
先
に
み
た
大
和
の
六
御
県
に
は
含
ま
れ
な
い
し
、

し
た
が
っ
て
後
の
郡
名
に
も
引
継
が
れ
て
い
な
い
。
久
米
と
い
う
地

名
は
郷
名
と
し
て
高
市
郡
久
米
郷
と
な
る
も
の
で
、
空
間
的
に
も
そ
の
範
囲
は
広
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

乙
の
稿
で
い
う
小

地
名
の
ア
ガ
タ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
二
十
七
年
是
歳
条
に
「
屯
倉
を
来
目
巴
に
輿
つ
」
と
あ
り
、

乙

れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、

こ
の
ミ
ヤ
ケ
と
久
米
県
は
な
ん
ら
の
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

来
日
邑
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、
「
日
本

世
一
日
紀
』
神
武
天
皇
二
年
二
月
乙
巳
条
に
「
天
皇
、
功
を
定
め
賞
を
行
ひ
た
ま
ふ
。
:
:
:
亦
大
来
日
を
し
て
畝
傍
山
の
西
の
川
辺
の
地
に
居

ら
し
め
た
ま
ふ
。
今
、
来
目
邑
と
号
く
る
は
、
此
の
縁
な
り
」
と
あ
る
が
、
久
米
氏
と
関
わ
り
の
あ
る
地
で
あ
っ
た
乙
と
は
確
か
で
あ
ろ

ヤペノ
0

以
上
、

ア
ガ
タ
と
ミ
ヤ
ケ
の
関
係
に
つ
い
て
、

一
応
の
見
通
し
に
し
た
が
っ
て
橿
原
市
域
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
ム
寸

後
の
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
乙
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

。。ι

事
相

と

~ÐI\ 

郡
と
よ
ば
れ
る
行
政
区
画
の
成
立
は
、
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
(
六
四
六
)
正
月
条
に
「
凡
そ
郡
は
四
十
里
を
以
て
大
郡
と
せ
よ
。
三

ト
里
よ
り
以
下

四
里
よ
り
以
上
を
中
郡
と
し
、
三
塁
を
小
郡
と
せ
よ
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
大
化
五
年
(
六
四
九
)
に
評
制
が
施
行
さ

れ
、
郡
は
こ
の
評
を
継
承
し
て
、
大
宝
元
年
(
七
O
一
)
の
大
宝
令
の
制
定
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

一
里
(
後
ピ
郷

と
改
称
)
は
五

O
戸
か
ら
な
の
、

乙
の
里
の
数
に
よ
っ
て
、

二
O
里
以
下
一
六
里
以
上
を
大
郡
、

一
二
里
以
上
を
上
郡
、

八
里
以
上
を
中

郡
、
四
里
以
上
を
下
郡
、
二
里
以
上
を
小
郡
と
す
る
と
あ
る
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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古
代
に
お
け
る
行
政
区
画
の
成
立

延
久
二
年
(
一

O
七
O
)
の
「
興
福
寺
大
和
国
雑
役
免
坪
付
帳
」

延久2年 (1070)頃の大和国郡境

(服部昌之原図〕

第 2-2図

)¥ 

橿
原
市
域
に
関
係
す

る
郡
は
十
市
郡
と
高
市

郡
で
あ
る
が
、
平
安
時

代
の
承
平
五
年
(
九
三

五
)
ご
ろ
に
編
纂
さ
れ

た
『
和
名
抄
』
に
よ
れ

ば
、
十
市
郡
に
四
郷
、

高
市
郡
に
七
郷
の
名
を

あ
げ
る
か
ら
、

ず
~L 

も
下
郡
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

古
代
の
郡
の
領
域
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

昌
之
『
律
令
国
家
の
歴
史
地
斑
学
的
研
究
』
昭
和
五
十
八
年
)
0

乙
れ
に
よ
れ
ば
、

の
記
載
な
ど
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
た
成
果
が
あ
る
(
第
一
一
一
一
図
)
(
服
部

明
ら
か
で
は
な
い
が
、

十
市
郡
と
高
市
郡
と
の
郡
境
は
、
後
述
す
る
条
里
地
割
の
里

あ
る
い
は
坪
界
線
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
行
政
区
画
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
十
市
郡
は
橿
原
市
、
桜
井
市
、
田
原
本

町
に
か
け
て
の
範
囲
に
、
ま
た
高
市
郡
は
橿
原
市
の
大
部
分
と
、
明
日
香
村
、
高
取
町
を
合
む
一
帯
で
あ
る
。



と
こ
ろ
が
、
高
市
郡
の
領
域
に
後
に
統
合
さ
れ
る
今
来
郡
と
い
う
郡
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
七
年
七
月
条
に

ま

う

か

は

ら

の

た

み

あ

た

ひ

み

や

み

や

「
倭
国
の
ふ
1

来
郡
言
さ
く
、
「
五
年
の
春
に
、
川
原
民
直
宮
、
楼
に
登
り
て
鴨
望
る
。
:
:
:
川
原
民
宮
は
、
桧
隈
の
人
な
り
』
と
ま
う
す
」

と
あ
り
、
民
直
は
渡
来
系
の
東
漠
氏
の
一
族
で
あ
り
、
飛
鳥
付
近
の
桧
前
あ
た
り
を
本
拠
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
一
族
で

あ
る
坂
上
氏
の
『
坂
上
系
図
』
に
引
く
姓
氏
録
逸
文
に
「
爾
時
阿
智
王
奏
す
。
人
(
寸
来
郡
を
建
て
、
後
に
高
市
郡
と
改
号
す
」
と
あ
る
乙
と

現
在
の
明
日
香
村
の
桧
前
を
中
心
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ

な
ど
か
ら
、
今
来
、
す
な
わ
ち
新
し
く
渡
来
し
た
人
々
に
よ
る
郡
(
評
)
が
、

る
が
、
後
に
高
市
郡
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

郡
の
下
に
郷
と
い
う
行
政
的
な
単
位
が
設
け
ら
れ
、

郷
が
最
小
の
単
位
に
な
る
の
は
天
平
十
一
・
二
年
(
七
三
九
・
七
回
O
)
ご
ろ
で
、

も
と
も
と
は
五

O
戸
一
里
制
で
、
霊
亀
元
年
(
七
一
五
)
に
里
を
郷
と
改
め
、

そ
の
下
に
こ
な
い
し
三
の
里
を
お
く
、

い
わ
ゆ
る
郷
里
制
が

施
行
さ
れ
て
い
た
。

以
下
「
和
名
抄
』
に
し
た
が
っ
て
十
市
郡
と
高
市
郡
の
郷
名
と
そ
の
お
お
よ
そ
の
比
定
地
に
つ
い
て
概
述
し
て
み
た
い
。

ート

市

郡

『
和
名
抄
』
の
刊
本
お
よ
び
高
山
寺
本
と
も
「
飯
」
と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
飲
」
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
比
定
地
は
田
原
本
町
多
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
橿
原
市
飯
高
町
も
飲
富
の
字
形
類
似
に
よ
る
誤
写
が
集
落
名
と
な
っ
た

飯
富
郷

説
が
あ
る
。

)11 
辺
郷

田
原
本
町
三
笠
に
求
め
る
説
が
あ
る
が
、
根
拠
は
定
か
で
は
な
い
。

池
上
郷

桜
井
市
阿
部
付
近
と
す
る
説
が
あ
る
。
「
日
本
書
紀
』
履
中
天
皇
二
年
二
月
条
の
磐
余
池
に
ち
な
む
郷
名
か
。

神
戸
郷

一
説
に
桜
井
市
橋
本
付
近
と
す
る
が
、
不
詳
。

高

市

郡第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

J¥ 



巨
勢
郷

古
代
に
お
け
る
行
政
区
画
の
成
立

;¥、
四

御
所
市
古
瀬
を
中
心
と
し
て
曽
我
川
上
流
の
一
帯
、
い
わ
ゆ
る
巨
勢
谷
の
地
と
み
ら
れ
る
。

「
今
昔
物
語
集
』
(
巻
二
第
三
二
)
に
「
今
昔
、
大
和
国
、

波
多
郷

八
多
郷
に
小
嶋
寺
と
云
フ
寺
有
り
」
と
あ
っ
て
、

は
た
の
み
か
い

小
嶋
寺
は
高
取
町
上
子
島
・
下
子
島
付
近
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
東
大
寺
領
波
多
庄
が
同
町
市
尾
に
、
式
内
社
波
多
躍
井
神
社
は
同

高
市
ノ
郡
、

遊
部
郷

町
羽
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
取
町
南
部
あ
た
り
に
比
定
す
る
と
い
う
説
に
し
た
が
う
。

『
三
代
実
録
』

元
慶
四
年
十
月
二
十
日
庚
子
条
に
「
天
武
天
皇
高
市
郡
夜
部
村
に
遷
し
立

て
、
号
け
て
高
市
大
官
大
寺
と
日
う
」
と
あ
る
夜
部
村
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
と
の
郷
の
故
地
は
大
官
大
寺
跡
の
周
辺
、
つ

ま
り
明
日
香
村
小
山
付
近
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
遊
部
を
ソ
ブ
と
よ
む
と
す
れ
ば
、
橿
原
市
四
分
町
、
岡
市
今
井
町
の
蘇

正
確
な
よ
み
は
不
明
で
あ
る
が
、

武
橋
な
ど
の
地
名
、
ま
た
明
日
香
村
小
山
か
ら
橿
原
市
四
分
町
に
か
け
て
の
飛
鳥
川
が
尊
坊
川
と
よ
ば
れ
る
ζ

と
か
ら
考
え
る
と
か
な
り

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
郷
域
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
喪
葬
令
に
親
王
な
ど
に
つ
い
て
の
葬
具
と
と
も
に
遊
部
と
い
う
乙
と

点
山
ブ
Q
O

が
で
て
く
る
が
、
遊
部
は
死
者
の
魂
を
鎮
め
る
こ
と
を
専
門
と
す
る
職
の
こ
と
で
、
令
集
解
に
は
「
遊
部
は
大
倭
国
高
市
郡
に
在
り
」
と

桧
前
郷

雲う久
梯ミ米
銀I~ 郷

明
日
香
村
桧
前
一
帯
で
あ
ろ
う
。

来
目
巴
に
つ
い
て
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
橿
原
市
久
米
町
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

橿
原
市
雲
梯
町
あ
た
り
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
延
喜
式
』

の
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
「
事
代
主
の
命
の
御
魂
を
宇
奈
堤
に

坐
せ
」
と
あ
る
乙
と
か
ら
、
曽
我
川
東
岸
に
あ
る
河
俣
神
社
は
前
述
の
よ
う
に
式
内
社
高
市
御
県
坐
鴨
事
代
主
神
社
に
比
定
さ
れ
て
い

る
。
『
万
葉
集
』
巻
七
お
よ
び
一
二
に
「
卯
名
手
の
(
神
)
社
」
を
よ
ん
だ
歌
を
の
せ
る
。
な
お
、
ウ
ナ
テ
と
は
溝
の
ζ

と
を
い
い
、
お
そ

賀
美
郷

ら
く
農
業
用
の
濯
瓶
水
路
に
ち
な
む
地
名
で
あ
ろ
う
。

こ
の
神
社
は
「
日
本
紀

神
の
郷
の
意
味
と
思
わ
れ
る
の
で
、
通
説
は
飛
鳥
坐
神
社
の
あ
る
明
日
香
村
飛
鳥
に
比
定
す
る
が
、



略
』
に
よ
れ
ば
天
長
六
年
(
八
二
九
)
に
こ
こ
に
選
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

こ
の
郷
が
そ
れ
以
前
か
ら
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
万
葉
集
』

に
う
た
わ
れ
る
飛
鳥
の
神
岳
の
推
定
地
と
さ
れ
る
、
橘
寺
の
背
後
に
あ
る
小
字
「
ミ
ハ
山
」
(
岸

俊
男
「
万
葉
歌
の
歴
史
的
背
景
L

、
「
宮
部
と

木
簡
よ
み
が
え
る
古
代
史
|
」
昭
和
五
十
二
年
所
収
)
の
周
辺
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域

0

フ
ラ
ン

交
通
路
の
配
置
と
規
模

付

古

代

の

道

路

古
代
の
奈
良
盆
地
の
主
要
道
路
は
第
二
|
三
図
に
示
す
よ
う
に
、

東
か
ら
上
ツ
道
、

中
ツ
道
、

下
ツ
道
と
よ
ば
れ
た
三
本
の
南
北
道

と
、
盆
地
の
北
と
南
を
東
西
に
は
し
る
二
本
の
横
大
路
か
ら
な
っ
て
い
た
。
三
本
の
南
北
道
の
相
互
の
間
隔
は
、
四
里
(
古
代
の
一
里
は
約

五
三

O
米
、
し
た
が
っ
て
四
里
は
約
二
・
一
粁
)
で
あ
る
。
上
ツ
道
は
第
二
|
三
図
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
北
の
部
分
に
つ
い
て
は
不
詳
で

あ
る
が
、
あ
る
い
は
近
世
の
上
街
道
と
同
じ
ル

l
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
南
は
桜
井
市
の
柳
本
か
ら
三

輪
山
の
西
麓
を
通
り
、
山
田
寺
付
近
か
ら
カ

l
ブ
を
描
き
、
飛
鳥
に
入
り
、
東
西
道
と
な
っ
て
、
橿
原
市
和
田
町
、
石
川
町
を
経
て
近
鉄

橿
原
神
宮
前
駅
付
近
に
至
る
。

こ
の
山
田
寺
か
ら
飛
鳥
そ
し
て
橿
原
市
域
に
至
る
部
分
を
、

一
般
に
は
山
田
道
と
よ
ば
れ
る
が
、
『
日
本

霊
異
記
』
上
巻
第
一
に
い
う
「
阿
部
の
山
田
の
前
の
道
と
豊
浦
寺
の
前
の
路
」
の
乙
と
で
あ
る
。

中
ツ
道
は
橿
原
市
内
で
は
、
太
田
市
町
か
ら
東
竹
田
町
、
常
盤
町
、
石
原
田
町
を
経
て
香
久
山
の
頂
上
を
通
り
飛
鳥
に
達
し
て
い
た
。

こ
の
中
ツ
道
の
痕
跡
は
太
田
市
付
近
お
よ
び
常
盤
町
か
ら
石
原
因
あ
た
り
で
は
橿
原
市
と
桜
井
市
と
の
境
界
線
と
し
て
と
ど
め
て
い
る

第

章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
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が
、
横
大
路
よ
り
以
南
で
は
、
地
表
上
に

そ
の
遺
構
を
見
い
だ
し
が
た
い
。
さ
ら
に

大和の古道概要図

飛
鳥
に
お
い
て
は
発
掘
調
査
で
も
そ
の
痕

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
中
ツ
道

は
飛
鳥
に
は
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
説
も

あ
る
が
、
飛
鳥
寺
や
橘
寺
の
伽
藍
配
置
を

第2-3図

み
る
と
、
中
ツ
道
と
の
関
係
を
意
識
し
て

い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
精
査
を
今
後
に
ま

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
万
葉
集
』
巻
一
三
I
コ
一
二
三

O
の
歌

は
中
ツ
道
の
ル

l
ト
を
よ
ん
だ
も
の
で
あ

る
が
、
奈
良
飛
鳥
の
神
奈
火
山
l
吉
野
と
い
う
地
名
の
配
列
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

ζ

の
こ
と
か
ら
中
ツ
道
は
飛
鳥
に
存
在
し
た
か

ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
先
に
触
れ
た
飛
鳥
の
神
奈
火
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
中
ツ
道
の
ル

l
ト

を
真
直
ぐ
南
に
延
長
す
る
と
、
橘
寺
の
背
後
の
山
、
「
ミ
ハ
山
」
に
あ
た
る
。

に
営
ま
れ
た
吉
野
宮
に
至
る
道
で
も
あ
っ
た
ζ

と
が
、
こ
の
万
葉
歌
か
ら
推
定
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
中
ツ
道
は
、

斉
明
天
皇
以
来
、
吉
野
町
宮
滝

ま
た
中
ツ
道
は
北
に
向
か
う
と
、
平
城
京
の
東
四
坊
大
路
に
結
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

O
)
に
遷
都
さ
れ
た
平
城
京
に
向
か
っ
て
中
ツ
道
を
御
輿
が
進
ん
で
い
っ
た
乙
と
は
、

ζ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
『
万
葉
集
』
巻
一
ニ

i
二
六
九
の

藤
原
京
の
時
代
が
終
わ
り
、

和
銅
三
年
(
七

「
万
葉
集
』
巻
一

l
七
八
の
歌
の
題
詞
か
ら
し
る



阿
部
女
郎
の
屋
部
坂
の
歌
一
首

人
見
ず
は

わ
が
袖
も
ち
て

隠
さ
む
と

燃
え
つ
つ
か
あ
ら
む

着
ず
て
来
に
け
り

と
い
う
歌
の
題
詞
に
あ
る
屋
部
坂
は
、
前
に
触
れ
た
夜
部
の
こ
と
で
香
久
山
の
近
く
の
坂
の
ζ

と
と
み
る
説
が
あ
る

露

俊
男
「
大
和
の

古
道
」
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
「
日
本
古
文
化
論
孜
』
昭
和
四
十
五
年
所
収
)

0

南
北
三
道
の
な
か
で
、
上
ツ
道
と
下
ツ
道
は
、
近
世
に
は
上
街
道
あ
る
い
は
中
街
道
と
し
て
、
交
通
路
と
し
て
の
機
能
を
継
承
し
て
い

っ
た
の
に
対
し
て
、
中
ツ
道
は
そ
の
意
味
を
縮
小
し
て
い
く
。
そ
れ
は
上
ツ
道
は
平
安
時
代
の
初
瀬
詣
で
な
ど
の
交
通
路
と
し
て
利
用
さ

れ
、
下
ツ
道
は
盆
地
の
北
で
は
平
城
京
の
朱
雀
大
路
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
に
比
べ
て
、
中
ツ
道
は
さ
し
た
る
機
能
を
課
せ
ら
れ
る
乙
と

が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

古
代
以
降
の
中
ツ
道
の
様
子
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
お
く
。
平
安
時
代
に
藤
原
道
長
が
吉
野
の
金
峰
山
に
詣
で
た
と
き
に
、
今
日
の
天
理

市
井
戸
堂
で
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
が
、

『
御
堂
関
白
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

乙
の
場
合
は
中
ツ
道
を
通
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
嘉

禎
二
年
(
一
二
三
六
)
の
「
春
日
供
物
運
上
路
注
進
状
」

に
「
中
津
路
」
と
い
う
名
が
み
え
、

嘉
元
元
年
(
ご
ニ
O
三
)
の
大
和
国
東
喜
殿

荘
の
近
傍
図
ゃ
、

永
正
十
二
年
(
一
五
一
五
)
の
中
ツ
道
の

道
筋
に
あ
た
る
現
在
の
橿
原
市
膳
夫
町
付
近
を
描
い
た
「
膳
夫
荘
差
図
」
に
は
中
ツ
道
と
い
う
記
載
が
な
く
、
中
ツ
道
の
西
四
町
の
と
ζ

明
応
二
年
(
一
四
九
三
)
の
古
図
に
「
中
ツ
道
」
と
い
う
書
込
み
が
あ
る
が
、

ろ
に
南
北
に
走
る
「
木
本
海
道
」
と
い
う
名
が
記
入
さ
れ
、
も
は
や
当
時
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
乙
の
あ
た
り
で
は
主
道
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

町
に
入
り
、

上
ツ
道
の
西
四
里
の
と
乙
ろ
を
南
北
に
走
る
下
ツ
道
は
、
橿
原
市
域
で
は
、
西
新
堂
町
、
新
口
町
、
上
品
寺
町
の
東
を
通
り
、

こ
こ
で
横
大
路
と
交
差
し
、
見
瀬
丸
山
古
墳
の
と
乙
ろ
に
至
り
、

八
木
の

そ
こ
か
ら
越
、
真
弓
あ
た
り
を
経
て
、
高
取
町
か
ら
巨
勢

谷
を
ぬ
け
て
五
僚
か
ら
紀
伊
国
に
向
か
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
平
城
京
の
時
代
に
お
い
て
は
、
宮
都
と
南
海
道
を
む
す
ぶ
主
要
道
で
あ
っ

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
平
城
京
か
ら
北
に
進
む
と
山
背
国
の
木

津
川
(
泉
川
)
を
渡
り
、
宇
治
、

山
科
を
過
ぎ
、

逢
坂
山
を
越
え

見瀬丸山古墳

て
近
江
国
に
達
す
る
。

こ
の
よ
う
に
下
ツ
道
を
南
に
と
れ
ば
西
日

本
各
地
と
、
北
に
進
め
ば
東
日
本
各
地
へ
と
通
じ
た
の
で
あ
っ

て
、
乙
の
道
は
奈
良
時
代
の
最
も
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。

金
地
の
内
部
に
お
い
て
も
、

こ
の
下
ツ
道
が
中
心
軸
的
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
条
豆
地
割
が
下
ツ

第2-4図

道
を
基
準
と
し
て
、
施
行
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
り
、

乙
れ
よ
り

東
を
路
東
条
里
、
西
を
路
西
条
里
と
よ
ば
れ
る
乙
と
か
ら
も
し
ら

れ
る
。下

ツ
道
が
橿
原
市
の
見
瀬
丸
山
古
墳
の
前
方
部
の
中
央
に
あ
た

る
た
め
、

そ
の
西
に
迂
回
す
る
と
い
う
指
摘
(
岸

俊
男
「
大
和
の

古
道
」
前
掲
)

が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、

下
ツ
道
の
設
置
と
な

そ
の
被
葬
者
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
見
瀬
丸
山
古
墳
は
後
円
部
だ
け
が
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
第
二
|
四

図
の
ご
と
く
も
と
の
形
を
復
原
し
(
上
回
宏
範
『
前
方
後
円
古
墳
』
昭
和
四
十
四
年
に
し
た
が
う
)
、

測
す
る
と
、

い
ず
れ
も
四
二
二
・
回
米
と
な
る
。

こ
の
長
さ
は
当
時
の
土
地
を
測
る
の
に
用
い
ら
れ
た
高
一
麗
尺
(
一
尺
は
約
三
五
・
二
米
)

中
心
軸
と
前
方
部
の
局
堤
帯
の
長
さ
を
計

の
二

O
O歩
(
一
歩
は
六
尺
)
と
な
り
、
古
代
の
町
・
反
制
の
単
位
で
は
四
町
の
長
さ
に
相
当
す
る
。
そ
ζ

で
平
安
時
代
の
『
延
喜
式
』
の



諸
陵
寮
の
墳
墓
名
の
中
で
、
「
桧
隈
坂
合
陵
」
と
し
て
「
磯
城
島
金
刺
宮
御
宇
欽
明
天
皇
。

在
大
和
国
高
市
郡
。

兆
域
東
西
四
町
。
南
北

田
町
」
と
い
う
記
載
に
注
意
さ
れ
る
。
兆
域
と
は
墓
地
の
敷
地
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
に
復
原
し
て
計
測
し
た
見
瀬
丸
山
古
墳
の
タ
テ
・

ヨ
コ
四
町
の
大
き
さ
と
、
『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
の
欽
明
陵
の
兆
域
の
そ
れ
と
一
致
す
る
乙
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
一
つ

の
可
能
性
に
と
ど
ま
る
が
、

見
瀬
丸
山
古
墳
は
欽
明
天
皇
陵
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
(
拙
稿
「
条
里
地
割
と
古
地
割
」
、
『
条
皇
制
の
諸
問
題
E』

昭
和
五
十
八
年
所
収
)
。

し
か
し
、

乙
の
古
墳
の
被
葬
者
を
宣
化
天
皇
と
み
る
説
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
少
な
く
と
も
下
ツ
道
の
設
置

時
期
は
こ
の
墳
墓
の
築
造
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
下
ツ
道
と
こ
の
見
瀬
丸
山
古
墳
と
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
が
も
た
れ
る

の
は
、
先
に
、
中
ツ
道
が
南
へ
の
延
長
線
上
に
「
ミ
ハ
山
」
に
あ
た
る
と
い
う
指
摘
と
同
様
、

こ
の
墳
墓
も
ま
た
下
ツ
道
の
宗
教
的
意
味

を
暗
示
し
て
い
る
乙
と
に
も
な
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
わ
が
国
の
古
語
で
貴
人
の
死
を
「
か
む
あ
が
り
」
と
い
う
が
、

乙
の
意
味
は
死
後
、
神
と

な
っ
て
天
に
上
が
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
な
ら
ば
、
古
墳
、
特
に
天
皇
陵
は
神
を
祭
る
場
で
あ
る
と
解
釈
し
て
差
支
え
な
い

「
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
神
酒
(
美
和
)
の
こ
と
を
も
い
う
が
、

か

み

つ

み

わ

神
そ
の
も
の
も
「
ミ
ワ
」
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
く
「
和
名
抄
』
に
和
泉
国
大
鳥
郡
の
上
神
郷
の
よ
み
を
「
加
無
都
美
和
」
と
記
し
て
い

で
あ
ろ
う
。

一方、

「
ミ
ハ
山
」
の
「
ミ
ハ
」
は
「
ミ
ワ
」
の
こ
と
で
、

る
こ
と
か
ら
も
し
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
中
ツ
道
に
し
て
も
、

そ
し
て
下
ツ
道
も
そ
の
端
か
、
延
長
線
上
に
神
を
祭
っ
て
い
た
と
み
る
乙

と
が
で
き
る
。
「
神
」
と
「
道
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

乙
の
稿
で
は
詳
論
を
避
け
た
い
が
、

同
様
の
事
例
は
、

後
に
述
べ
る
横
大
路
に

お
い
て
も
指
摘
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

平
安
時
代
以
降
、

史
料
の
上
で
下
ツ
道
と
い
う
呼
称
が
確
認
で
き
る
最
後
の
年
代
の
も
の
は
、
可
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
「
尋
尊
大

僧
正
記
」
明
応
七
年
(
一
四
九
八
)
正
月
二
十
六
日
条
の
記
事
で
あ
り
、

近
世
の
下
ツ
道
」
、
『
環
境
文
化
」
四
五
、
昭
和
五
十
五
年
)

0

近
世
の
史
料
で
は
中
街
道
に
代
わ
っ
て
い
る
(
和
田

翠
「
中

第
二
章
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史
的
地
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形
成
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古
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以
上
に
み
た
南
北
三
道
に
た
い
し
て
、
東
西
道
と
し
て
の
横
大
路
は
奈
良
盆
地
の
北
と
南
に
あ
っ
た
が
、
北
の
横
大
路
は
斑
鳩
か
ら
大

和
郡
山
市
筒
井
を
経
て
、
東
は
天
理
市
機
本
町
の
和
爾
下
神
社
付
近
に
至
る
道
路
で
、
斑
鳩
か
ら
西
に
い
く
と
大
和
川
に
そ
っ
て
河
内
に

出
る
竜
田
道
の
乙
と
で
あ
る
。

一
方
、
南
の
横
大
路
は
河
内
か
ら
竹
内
峠
を
乙
え
、
現
在
の
大
和
高
田
市
か
ら
、
橿
原
市
の
曲
川
町
、
曽

我
町
、

八
木
町
か
ら
石
原
田
町
を
経
て
桜
井
市
に
至
る
も
の
で
、
後
の
伊
勢
街
道
で
あ
る
。

先
に
、
中
ツ
道
お
よ
び
下
ツ
道
に
つ
い
て
道
と
寸
神
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

乙
の
横
大
路
の
道
筋
も
ま
っ
す
ぐ
に
東
に
の

ば
し
て
い
く
と
、
桜
井
市
の
外
鎌
山
の
頂
上
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
外
鎌
山
は
「
万
葉
集
』
に
よ
ま
れ
る
忍
坂
山
の
こ
と
で
、
麓
に
は

忍
坂
坐
生
根
神
社
が
あ
り
、
神
奈
備
山
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
北
の
横
大
路
の
東
端
に
和
爾
下
神
社
が
あ
る
よ
う
に
、
南
の
横
大
路
も
ま

た
神
に
至
る
道
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

横
大
路
と
い
う
名
が
史
料
の
上
で
し
ら
れ
る
の
は
、

一
二
世
紀
末
ど
ろ
で
あ
る
(
和
田

率
「
横
大
路
と
そ
の
周
辺
」
、
『
古
代
文
化
』
二
六
!

六
、
昭
和
四
十
九
年
)
と
い
わ
れ
る
が
、

お
そ
ら
く
南
北
道
が
「
タ
テ
」
と
意
識
さ
れ
た
乙
と
と
関
連
し
て
、
東
西
の
道
が
「
ヨ
コ
」
の
大

路
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
古
来
、

日
本
語
で
は
「
ヨ
コ
」
は
「
タ
テ
」
に
た
い
し
て
「
横
道
」
と
い
う
乙
と
ば
の
よ
う

に
副
次
的
な
意
味
あ
い
を
も
っ
。

そ
の
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
古
代
の
都
城
制
で
南
北
道
で
あ
る
朱
雀
路
が
中
軌
道
路
と
し
て
象
徴
的
な

意
義
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
ろ
か
ら
、

横
大
路
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
(
拙
稿
「
横
大
路
と
そ
の
周
辺
の

歴
史
地
理
」
、
『
横
大
路
l
奈
良
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告
1
0
0
1

』
(
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
一
集
)
)
。

通
説
に
し
た
が
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
十
一
年
(
六
一
一
二
)
十
一
月
条
に
「
難
波
よ
り
京
に
至
る
大
道
を
置
く
」
と
あ
る
大

道
を
も
っ
て
こ
の
横
大
路
に
あ
て
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
裏
づ
け
る
他
の
史
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
推
古
紀
に
い
う
大
道
を
た
だ
ち

に
横
大
路
と
み
る
乙
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
・
近
世
の
南
の
横
大
路
は
初
瀬
あ
る
い
は
伊
勢
詣
で
の
道
と
し
て
賑
わ
う
が
、
八
木
町
で
下
ツ
道
と
交
差
す
る
付
近
に
は
矢
木
座
と



れ
る
(
「
実
隆
公
記
』
明
応
五
年
間
二
月
一
九
日
条
)
。

い
う
油
座
が
あ
り
(
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
「
尋
尊
大
僧
正
記
」
文
明
二
年
六
月
晦
日
条
)
、
八
木
市
場
と
称
さ
れ
た
市
場
も
あ
っ
た
ζ

と
が
し
ら

先
に
み
た
南
北
あ
る
い
は
東
西
に
走
る
古
道
の
他
に
、
盆
地
を
斜
め
に
走
る
道
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
斑
鳩
と
飛
鳥
を
結
ん
だ
と
い

と
は
で
き
な
い
。

い
ま
一
つ
は
、

そ
の
痕
跡
は
磯
城
郡
三
宅
町
か
ら
田
原
本
町
に
か
け
て
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
が
橿
原
市
域
に
は
見
い
だ
す
こ

に
乙
の
庄
域
の
南
西
を
限
る
と
乙
ろ
に
「
限
葛
上

わ
れ
る
太
子
道
で
あ
り
、

明
応
六
年
(
一
四
九
七
)
作
成
の
「
忌
部
庄
差
図
」

道
」
と
い
う
書
込
み
が
あ
り
、
南
西
l
北
東
方
向
に
一
部
屈
曲
し
た
部
分
を
含
み
な
が
ら
斜
行
す
る
線
を
描
い
て
い
る
。

乙
の
線
状
の
表

現
は
「
葛
上
道
」
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
れ
に
相
当
す
る
道
路
は
近
年
の
宅
地
化
の
た
め
に
消
滅
し
た
が
、
実
際
に
は
地
図
上
で

の
で
、

た
ど
れ
る
も
の
で
、
曲
川
池
の
東
を
斜
行
す
る
道
路
が
あ
る
。
乙
の
道
は
橿
原
市
新
堂
町
の
東
を
経
て
大
和
高
田
市
根
成
柿
へ
と
至
る
も

そ
の
走
向
状
態
お
よ
び
道
筋
の
地
割
か
ら
み
て
、
葛
城
川
の
旧
分
流
の
河
川
敷
を
利
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
乙
の
道
が
古
代

に
既
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
飛
鳥
と
葛
城
地
方
と
を
結
ぶ
道
路
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

さ
て
、
再
び
南
北
三
道
の
問
題
に
た
ち
か
え
っ
て
み
た
い
。
そ
の
設
置

時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
六
七
二
年
の
壬
申
の
乱

横大路の街道

の
と
き
に
は
こ
の
三
道
が
あ
っ
た
ζ

と
は
、
「
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元

年
七
月
条
に
倭
側
が
「
則
ち
軍
を
分
り
て
、
各
上
中
下
の
道
に
当
て
て
屯

む
」
と
い
う
記
事
を
挙
げ
る
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
日
本
書

写真

紀
』
白
雄
四
年
(
六
五
三
)
六
月
条
に
「
処
々
の
大
道
を
修
治
す
」
と
い
う

記
事
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
史
料
と

し
て
は
、
『
陪
書
』
「
倭
国
伝
」
に
、

日
本
国
王
の
乙
と
ば
と
し
て
、
「
今
、

九



古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

九

故
に
道
を
清
め
館
を
飾
り
、

以
て
大
使
を
待
つ
」

と
あ
り
、
推
古
朝
ご
ろ
飛
鳥
を
中
心
と
し
た
地
域
に

道
路
の
整
備
が
は
じ
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
前
掲
の
推
古
紀
二
十
一
年
の
難
波
よ
り
京
に

至
る
大
道
を
置
い
た
と
い
う
記
事
は
、
南
北
三
道
の

設
置
の
時
期
に
も
関
連
す
る
乙
と
も
考
え
ら
れ
よ

ぅ。

ζ

れ
も
先
に
触
れ
た
乙
と
で
あ
る
が
、
飛
鳥
寺

や
橘
寺
の
寺
地
が
中
ツ
道
想
定
線
と
関
係
を
も
っ
と

い
う
ζ

と
も
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
ツ

道
想
定
線
は
飛
鳥
寺
の
西
を
走
り
、

ζ

の
寺
の
西
円

は
中
ツ
道
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
も

員(曲川町付近)

と
も
と
飛
鳥
寺
の
建
立
は
中
ツ
道
と
関
係
な
く
、

そ

れ
以
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
主
要
伽
藍
が
完
成
し

た
後
中
ツ
道
が
計
画
さ
れ
、

そ
の
た
め
寺
域
は
そ
れ

に
規
制
さ
れ
東
方
に
延
び
、
西
門
が
正
門
の
ご
と
き

幅

位
置
を
占
め
、
中
門
・
南
門
よ
り
も
大
き
く
つ
く
ら

定

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
中
ツ
道
設
定
の
時

推

期
は
主
要
伽
藍
完
成
と
西
円
建
立
の
間
と
い
う
時
点



第
二
章

慌
史
的
地
域
の
形
成

の

に
限
ら
れ
て
く
る
(
岸

俊
男
「
大
和
の
古
道
」
前
掲
)
。

路

橘
寺
に
つ
い
て
は
そ
の
東
円
が
中
ツ
道
想
定
線
に
面

大

し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
中
ツ
道
の
設
置
は
橘
寺

横

創
建
以
前
と
な
る
が
、

そ
の
建
立
は
天
智
朝
ま
た
は

第 2-5図

そ
れ
よ
り
は
大
き
く
遡
ら
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る

(岸

俊
男
「
大
和
の
古
道
」
前
掲
)

0

-
r
d
J
、

ナ
J

中
/

T

L

乙

の

問
題
は
中
ツ
道
を
中
心
と
す
る
飛
鳥
に
お
け
る
古
代

の
都
市
計
画
の
存
否
に
関
わ
る
乙
と
で
あ
り
、
・
3
ら

に
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ロ
古

代

の

幅

員

古
代
の
幹
線
道
路
の
道
幅
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
試
考
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
横
大
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
従
来
約

O
米
あ
る
い
は
二
八
米
強
と
い
う
数
値
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、

乙
乙
で
は
、
後
述
す
る
条
里
地
割
と
の

関
係
か
ら
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
幅
員
の
復
原
を
試

み
る
。つ

ま
り
、
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
て
い
る
区
域
を

九



の推定 I)jji員(八木町付近)

古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

九
四
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地
域
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九
五

棋大路と下ツ道第 2-6図



古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

九
六

古
代
の
道
路
が
走
っ
て
い
た
場
合
、

そ
の
道
路
敷
の
部
分
が
、
条
里
地
割
の
区
画
(
実
際
に
は
町
の
区
画
)
に
つ
け
加
わ
り
、

本
来
の
条
里

地
割
の
区
画
よ
り
も
増
長
さ
れ
て
現
存
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
増
長
さ
れ
た
部
分
は
「
条
里
余
剰
帯
」
と
よ
ば
れ
る
が
、

と
の
余
剰
部

分
が
道
路
敷
と
い
う
乙
と
に
な
る
(
木
下

良
「
国
府
の
十
字
街
に
つ
い
て
」
、
『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
一
九
、
昭
和
五
十
二
年
)

0

第
二

l
五
図
は
橿
原
市
曲
川
町
付
近
を
一
不
す
が
、
横
大
路
よ
り
北
の
部
分
に
お
い
て
、
条
里
地
割
の
町
界
線
の
東
西
線
を
順
次
引
き
、

同
様
に
横
大
路
の
南
の
部
分
で
も
北
に
向
か
っ
て
そ
れ
を
試
み
る
と
、
図
の
よ
う
に
、
直
線

a
と
b
の
部
分
が
い
わ
ゆ
る
「
条
里
余
剰

帯
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

a
と
b
で
は
さ
ま
れ
た
部
分
が
横
大
路
の
道
幅
(
道
路
敷
)
と
み
な
す
乙
と
が
で
き
る
と

す
れ
ば
、

こ
の
間
を
二
、

五
O
O分
の
一
の
地
図
で
計
測
す
る
と
四
二
・
五
米
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
復
原
さ
れ
た
幅
員
と
現
在
の
水
田

の
地
割
と
の
関
係
を
み
る
と
、
第
二

i
五
図
の

A
の
東
西
に
狭
長
な
水
田
の
形
は
横
大
路
の
幅
の
南
半
分
の
部
分
に
正
確
に
位
置
す
る
と

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

B
の
屋
敷
地
の
箇
所
も
ζ

乙
で
復
原
さ
れ
た
道
幅
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
ζ

と
が
み
と
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二

ー
五
図
の
部
分
に
み
る
現
存
す
る
横
大
路
は
、
か
つ
て
の
横
大
路
の
中
心
部
が
遺
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二

i
六
図
は
橿
原
市
小
綱
町
か
ら
八
木
町
に
か
け
て
の
部
分
を
示
す
が
、
右
に
こ
こ
ろ
み
た
方
法
と
同
様
に
条
里
余
剰
帯
を
求
め
た

も
の
で
、

c
と
d
の
間
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
場
合
も
そ
の
長
さ
、

つ
ま
り
推
定
さ
れ
る
横
大
路
の
幅
は
四
二
・
五
米
と
い
う
計
測
値

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
の
左
端
の
小
制
町
の
小
字
「
畑
ケ
田
」
と
小
字
「
苗
代
」
の
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
畑
ケ
田
」
の
地
条

は
そ
の
南
限
線
が
横
大
路
の
推
定
幅
の
南
側
に
正
確
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
そ
の
北
の
「
苗
代
」
も
ま
た
地
条
の
北
限
線
が
、
推
定
幅
の

こ
れ
ら
二
つ
の
小
字
か
ら
な
る
地
条
が
横
大
路
の
道
幅
の
原
形
を
示
す
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
側
に
一
致
す
る
の
で
、

第
二

l
六
図
で
は
や
は
り
条
里
余
剰
帯
を
求
め
る
方
法
に
し
た
が
っ
て
、
下
ツ
道
の
道
幅
も
復
原
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
下
ツ
道
の
幅
員
も
ま
た
四
二
・
五
米
と
な
り
、
横
大
路
の
そ
れ
と
等
し
い
と
い
う
結
果
が
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ζ

の
四
二
・
五

米
と
い
う
数
値
を
三
五
・
二
米
(
一
両
一
一
股
尺
の
一
尺
)
で
除
す
る
と
一
二

0
・
七
と
な
る
が
、
計
測
上
で
の
誤
差
、
あ
る
い
は
高
麗
尺
の
一
尺



の
値
に
つ
い
て
の
精
度
な
ど
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
、
横
大
路
お
よ
び
下
ツ
道
の
幅
員
は
高
一
一
路
尺
二
一

O
尺
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

し
か
し
乙
の
一
二

O
尺
と
い
う
推
定
幅
員
は
あ
く
ま
で
も
道
路
敷
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
、
道
路
の
両
側
に
お
そ
ら
く
設
け
ら
れ
て
い

た
側
溝
も
含
ま
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
側
溝
の
外
側
に
も
、
道
路
敷
に
含
ま
れ
る
部
分
が
あ
っ

て
、
そ
の
外
側
に
は
じ
め
て
耕
地
が
施
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
平
城
京
の
朱
雀
大
路
の
発
掘
調
査
で
路
面

幅
約
六
七
・
三
米
、
左
右
の
側
溝
幅
が
約
六
|
七
米
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
下
層
の
下
ツ
道
の
遺
構
で
は
側
溝
聞
の

距
離
が
約
二
三
米
と
い
う
数
値
を
得
て
い
る
乙
と
か
ら
、

こ
乙
に
み
た
よ
う
な
下
ツ
道
の
推
定
道
幅
四
二
・
五
米
と
の
差
に
つ
い
て
検
討

の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
に
み
る
よ
う
に
中
ツ
道
の
道
幅
は
約
三
五
米
と
計
測
さ
れ
る
の
で
、
下
ツ
道
は
平
城
京
の
造
営
に

伴
っ
て
拡
幅
さ
れ
た
可
能
性
ゃ
、
下
ツ
道
の
南
部
と
北
部
に
お
け
る
幅
員
の
相
違
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

横
大
路
の
近
辺
で
、
中
ツ
道
の
道
幅
を
地
割
と
し
て
遺
存
し
て
い
る
の
は
、
橿
原
市
と
桜
井
市
の
境
界
線
に
接
す
る
、
桜
井
市
大
福
の

小
字
「
コ
セ
」
お
よ
び
小
字
「
ヨ
コ
マ
ク
ラ
」
と
桜
井
市
西
之
宮
の
小
字
「
細
田
」
の
南
北
に
狭
長
な
地
条
で
あ
る
(
第
二
七
図
)
。
小

五

O
O分
の
一
の
地
図
で
計
測
す
る
と
、
約
三
五
米
と
な
り
、
乙
の
数
値
は
高

字
「
ヨ
コ
マ
ク
ラ
」
お
よ
び
「
細
田
」
の
東
西
幅
を
二
、

麗
尺
一

O
O尺
と
な
り
、
横
大
路
や
下
ツ
道
の
道
幅
よ
り
も
狭
い
と
い
う
結
果
を
得
る
。

乙
の
場
合
、
第
二
|
七
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
条
里
余
剰
帯
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
条
里
地
割
が
中
ツ
道
の
設
置
よ
り
も
先
に
施
行
さ
れ
て
、

そ
の
後
に

中
ツ
道
が
造
ら
れ
た
か
、

そ
れ
と
も
中
ツ
道
の
設
置
が
条
里
地
割
の
施
行
よ
り
も
先
行
し
、
条
里
地
割
の
施
行
に
際
し
て
、
本
来
の
中
ツ

道
の
道
幅
を
縮
小
し
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
前
者
と
す
れ
ば
現
存
の
地
割
の
中
に
中
ツ
道
の
痕
跡
が
強
く
遺
存
し
て
も
よ
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
ツ
道
の
ル

l
ト
に
つ
い
て
盆
地
の
北
か
ら
南
ま
で
を
検
討
し
て
み
て
も
道
幅
の
痕
跡
を
明
確
に
指
摘
で
き
る
部
分

は
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。

乙
の
事
実
は
条
里
地
割
は
中
ツ
道
の
道
路
敷
も
耕
地
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
な
お
、
上
ツ
道
に
つ
い
て
も
そ
の
道
幅
は
下
ツ
道
と
同
様
三
五
・
二
米
と
推
定
さ
れ
る
が
、

や
は
り
条
里
余
剰
帯
は
検
出
さ

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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古
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れ
な
い
(
拙
稿
「
検
大
路
周
辺
の
歴
史
地
理
」
前
掲
)
。

以
上
の
ζ

と
か
ら
、

南
北
三
道
の
設
置
は
条
里
地
割
の
施
行
よ
り
も
早
い
時
期
に
な
さ
れ
た
乙
と
、
さ
ら
に
下
ツ
道
が
重
要
な
意
味
を 中ツ道の推定幅員(石原田町付近〉第2ー 7図



に
な
っ
た
奈
良
時
代
に
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

藤
原
京
と
国
府
・
郡
家

←) 

藤
原
京
の
プ
ラ
ン

ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

き
よ
み
が
は
ら

六
九
四
年
持
統
天
皇
は
飛
鳥
浄
御
原
宮
か
ら
、
橿
原
市
高
殿
町
の
大
和
三
山
を
み
る
藤
原
宮
に
う
つ
る
。
同
時
に
宮
を
取
囲
む
京
も
造

し
ん
や
く
の
み
や
ζ

一
般
に
は
藤
原
京
と
よ
ば
れ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
は
新
益
京
と
記
す
。
飛
鳥
の
京
に
あ
ら
た
に
増
し
た
都

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

乙
の
新
益
京
の
造
営
の
経
緯
を
史
料
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

藤
原
京
の
建
設
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
意
図
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
持
続
天
皇
の
夫
帝
天
武
天
皇
の
乙
ろ
に
遡
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
壬
申
の
乱
に
勝
利
を
お
さ
め
た
大
海
人
皇
子
、
後
の
天
武
天
皇
は
、
石
舞
台
近
く
の
島
宮
と
、
岡
本
宮
に
一
時
滞
在
す
る
が
、

天
武
天
皇
元
年
(
六
七
二
)
に
岡
本
宮
の
南
に
飛
鳥
浄
御
原
宮
を
営
み
、
翌
二
年
そ
こ
で
即
位
す
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇

五
年
是
年
条
に
は
「
新
城
に
都
つ
く
ら
む
と
す
。
限
り
の
内
の
田
聞
は
、
公
私
を
問
わ
ず
、
皆
耕
さ
ず
し
て
悉
く
に
荒
れ
ぬ
。
然
れ
ど
も

遂
に
都
を
つ
く
ら
ず
。
」
と
あ
り
、
天
武
天
皇
は
即
位
し
て
三
年
目
に
す
で
に
新
城
と
い
う
と
こ
ろ
に
都
を
建
設
す
る
乙
と
を
企
図
し
、

そ
の
予
定
地
は
耕
作
さ
せ
な
い
で
確
保
さ
れ
て
い
た
乙
と
が
し
ら
れ
る
。
し
か
し
、

ζ

の
時
点
で
は
宮
都
造
営
に
は
着
手
さ
れ
て
い
な

あ
て
る
説
も
あ
る
が
、

ぃ
。
こ
こ
に
い
う
新
城
が
ど
乙
で
あ
る
か
は
、
議
論
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
固
有
名
詞
と
み
て
、
大
和
郡
山
市
の
新
木
あ
た
り
に

乙
の
稿
で
は
、
城
を
普
通
名
詞
と
み
て
新
城
と
は
新
し
い
都
城
の
地
と
解
し
て
お
、
き
た
い
。
そ
の
新
し
い
都
城
の

地
と
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
後
に
新
益
京
の
造
ら
れ
る
地
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
藤
原
京
の
建
設
計
画
は

壬
申
の
乱
が
終
結
し
て
間
も
な
い
う
ち
に
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
乙
ろ
で
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
九
年
五
月
朔
日

ム

と

ぎ

ぬ

い

と

お

〈

じ

な

条
に
は
「
勅
し
て
、
総
・
綿
・
総
・
布
を
以
て
、
京
の
内
の
二
十
四
の
寺
に
施
り
た
ま
ふ
乙
と
、
各
差
有
り
」
と
記
す
が
、
乙
ζ

に
い
う

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

九
九



古
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京
を
飛
鳥
の
地
に
限
定
す
る
と
二
四
の
寺
が
当
時
乙
の
地
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
後
の
藤
原
京
域
を
も
含
め
た
範
囲
を
想
定
す
る

俊
男
「
古
代
凶
l
飛
鳥
の
世
紀
」
、
「
明
日
香
村
史
』
上
巻
、
昭
和
四
十
九
年
所
収
)

0

方
が
理
解
し
や
す
い
(
岸

さ
ら
に

「
日
本
書
紀
』

天
武

天
皇
十
一
年
三
月
朔
日
条
に
は
つ
小
紫
三
野
王
及
び
宮
内
宮
大
夫
等
に
命
し
て
、
新
城
に
派
遣
し
て
、
其
の
地
形
を
見
し
む
。
の
り
て
都

を
つ
く
ら
む
と
す
」
と
あ
り
、

こ
の
時
期
に
お
よ
ん
で
、
天
武
天
皇
は
い
よ
い
よ
新
城
に
宮
都
を
造
る
こ
と
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
固
め

た
よ
う
で
あ
る
。
同
三
H
A
己
酉
条
に
お
い
て
は
天
皇
み
ず
か
ら
「
新
城
に
幸
す
」
と
あ
り
、
新
都
建
設
の
地
を
確
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
同

十
二
年
七
月
笑
卯
条
は
「
天
皇
、
京
師
に
巡
行
す
」
と
あ
っ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
飛
鳥
と
藤
原
京
建
設
予
定
地
を
含
め
た
範
聞
を

巡
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
乙
で
こ
の
京
あ
る
い
は
京
師
と
よ
ば
れ
る
空
間
と
新
城
と
の
地
理
的
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

京
と
は
、

『日

本
書
紀
』
白
雄
四
年
条
に
す
で
に
記
さ
れ
る
倭
京
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
倭
京
と
い
う
ζ

と
ば
は
、
天
武
紀
元
年
ま
で
『
日
本
書
紀
』
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
京
の
範
囲
を
上
の
よ
う
に
新
城
の
範
囲
を
含
め
て
み
る
と
す
れ
ば
、

乙
の
新
城
は
か
つ
て
の
倭
京
の
拡
大
さ
れ
た

部
分
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
新
し
い
城
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
武
天
皇
の
心
中
は
新
都
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
動
揺
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
」
十
三
年
二
月
庚
辰
条

に
は
畿
内
や
信
濃
に
都
の
地
を
探
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
記
す
。
だ
が
結
局
翌
三
月
に
は
、
天
皇
は
京
師
を
巡
行
し
、
宮
室
の
地
を
定
め
た

と
、
『
日
本
書
紀
』
同
年
三
月
辛
卯
条
に
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

察
す
る
に
、

そ
の
場
所
は
京
師
新
城
の
地
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
天
武
天
皇
の
遺
志
を
継

い
で
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
藤
原
宮
と
し
て
実
現
す
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
後
の
藤
原
京
を
も
含
む
京
師
の
建
設
が
天
武
天
皇
が
即
位
し
て
間
も
な
い
う
ち
に
企
図
さ
れ
た
ζ

と
は
、

『
万
葉
集
』
の
次
の
二
首
の
解
釈
に
よ
っ
て
想
定
で
き
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
(
岸

俊
男
「
万
葉
歌
の
背
景
」
前
掲
)

0

壬
申
の
乱
の
平
定
し
ぬ
る
以
後
の
歌
二
首



大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
赤
駒
の
は
ら
ば
ふ
回
居
を
都
と
な
し
つ
(
巻
一
九
四
二
六
O
)

右
の
一
首
は
、
大
将
軍
贈
右
大
臣
大
伴
卿
作
れ
り
。

す

だ

み

ぬ

ま

大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
水
鳥
の
多
集
く
水
沼
を
皇
都
と
な
し
つ

作
者
詳
ら
か
な
ら
ず
(
巻
一
九
l
四
二
六
一
)

右
の
二
首
は
、
天
平
勝
宝
四
年
二
月
二
日
に
聞
き
て
、
即
ち
こ
こ
に
載
す
。

つ
ま
り
、
従
来
の
こ
の
歌
の
解
は
、
京
師
あ
る
い
は
皇
都
を
飛
鳥
浄
御
原
宮
と
し
て
い
た
が
、
既
に
開
発
が
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
狭

い
飛
鳥
の
地
に
い
ま
さ
ら
京
を
造
る
と
い
う
よ
り
も
、
さ
ら
に
広
い
京
域
の
成
立
を
乙
の
歌
の
背
景
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で

あ
っ
て
、
興
味
あ
る
指
摘
で
あ
る
。

以
下
、
「
日
本
書
紀
』
に
し
た
が
っ
て
、

し、
。

持
統
四
年
(
六
九
O
)
十
月

年
表
風
に
持
統
天
皇
に
よ
る
藤
原
宮
・
新
益
京
の
造
営
の
経
過
を
騒
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た

同

五
年
(
六
九
一
)
十
月

四
年
(
六
九
O
)
十
二
月
辛
酉
条
「
天
皇
、
藤
原
京
に
幸
し
て
宮
地
を
観
す
。
公
卿
百
寮
、
皆
従
な
り
」

み

そ

危

は

お

ほ

み

と

・

6

壬
申
条
「
高
市
皇
子
、
藤
原
の
宮
地
を
観
す
。
公
卿
百
寮
従
な
り
」

同同

六
年
(
」
ハ
九
二
)
正
月

同

六
年
(
六
九
二
)
五
月

同

六
年
(
六
九
二
)
五
月

同

六
年
(
六
九
二
)
六
月

同

七
年
(
六
九
三
)
八
月

同

八
年
(
六
九
四
)
正
月

第
二
章

甲
子
条
「
使
者
を
遣
し
て
新
益
京
を
鎮
め
祭
ら
し
む
」

戊
寅
条
「
天
皇
、
新
益
京
の
路
を
観
す
」

丁
亥
条
「
浄
広
津
難
波
王
等
を
遣
し
て
、
藤
原
の
宮
地
を
鎮
め
祭
ら
し
む
」

民
寅
条
「
使
者
を
遣
し
て
、
幣
を
四
所
の
、
伊
勢
・
大
倭
・
住
吉
・
紀
伊
の
大
神
に
奉
ら
し
む
」

笑
巳
条
「
天
皇
、
藤
原
の
宮
地
を
観
す
」

戊
午
条
「
藤
原
宮
に
幸
す
」

乙
巳
条
「
藤
原
宮
に
幸
す
」

股
史
的
地
域
の
形
成

O 



古
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同

八
年
(
ム
ハ
九
四
)
十
二
月
乙
卯
条
「
藤
原
宮
に
遷
り
居
し
ま
す
」

以
上
に
み
る
よ
う
に
、

持
続
天
皇
八
年
(
六
九
四
)
の
段
階
で
は
、

藤
原
宮
が
完
成
し
て
い
た
乙
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
(
七
O
四
)
十
一
月
壬
寅
条
に
「
始
め
て
藤
原
宮
の
地
を
定
む
。
宅
、
宮
中
に
入
る
百
姓
一
千
五
百
五
畑
に

布
を
賜
ふ
ζ

と
差
あ
り
」
と
あ
っ
て
こ
ζ

に
い
う
宮
は
戸
数
か
ら
み
て
京
の
乙
と
と
思
わ
れ
、
と
す
れ
ば
乙
の
時
に
新
益
京
は
、
完
成
し

た
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。
平
城
京
遷
都
六
年
前
の
乙
と
で
あ
る
。
持
統
天
皇
が
藤
原
宮
に
遷
っ
た
後
も
京
の
建
設
工
事
は
継
続
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

藤
原
京
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
末
か
ら
約
一

O
年
に
わ
た
っ
て
お
乙
な
わ
れ
た
日
本
古
文
化
研
究
所
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
高
殿
町
の
大
宮
土
壇
が
大
極
殿
祉
で
あ
る
こ
と
や
、
朝
堂
院
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
後
昭
和
四
十
一
年
末
か
ら
の
、

国
道
バ
イ
パ
ス
計
画
に
と
も
な
う
緊
急
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
宮
域
を
画
定
す
る
と
い
う
成
果
が
え
ら
れ
た
。
宮
域
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤
原
京
全
体
の
プ
ラ
ン
を
復
原
す
る
て
が
か
り
も
得
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
(
岸

俊
男
「
宮
域
お
よ
び
京
域
の
推
定
」
、

『
藤
原
宮
』
(
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
五
冊
)
昭
和
四
十
四
年
)

0

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
第
二
八
図
)
。

藤
原
京
の
京
域
は
、
東
京
極
を
中
ツ
道
、
西
京
極
を
下
ツ
道
、
北
京
極
を
横
大
路
、
南
京
極
を
上
ツ
道
の
延
長
で
あ
る
山
田
道
と
す
る

も
の
で
、
京
域
が
道
路
で
画
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
京
域
の
中
を
左
京
・
右
京
お
の
お
の
一
二
条
・
四
坊
の
条
坊
制
の
区
画
が
な

さ
れ
る
。
四
坊
は
、
戸
令
に
四
坊
に
一
人
の
坊
令
を
置
く
と
す
る
乙
と
、

一
二
条
は
職
員
令
に
一
二
人
の
坊
令
を
お
く
と
す
る
規
定
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
る
。
中
ツ
道
と
下
ツ
道
の
間
隔
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
四
里
で
あ
る
が
、
左
京
・
右
京
合
せ
て
八
坊
で
あ
る
か
ら
、

坊
分
の
一
辺
の
長
さ
は
半
里
(
約
二
六
五
米
)
と
な
る
。

乙
の
数
値
で
も
っ
て
北
京
極
と
み
な
す
横
大
路
か
ら
順
次
南
へ
割
り
つ
け
て
い

つ
ま
り
一
二
条
の
部
分
だ
け
が
南
北
幅
が
半
里
よ
り
短
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

く
と
、
南
京
極
の
線
は
山
田
道
よ
り
南
と
な
る
。

山
田
道
が
藤
原
京
の
造
営
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。



こ
の
復
原
案
は
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
坊
を
区
画
す
る
大
路
の
想
定
線
上
で
の
発

掘
に
お
い
て
も
、
当
時
の
大
路
跡
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

ζ

の
案
に
対
し
て
若
干
の
疑
問
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
二
条

の
南
北
幅
が
他
の
条
よ
り
も
わ
ず
か
に
短
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
復
原
案
に
従
う
と
す
れ
ば
、
羅
城
門
の
位
置
は

丘
陵
の
端
の
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
羅
城
門
を
設
置
で
き
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

か
つ
て
、
筆
者
は
、
空
中
写
真
の
判
読
や
地
形
観
察
な
ど
か
ら
、
橿
原
市
田
中
町
付
近
よ
り
南
で
は
東
西
方
向
に
地
形
の
急
斜
面
が
あ

そ
れ
よ
り
以
北
で
は
丘
陵
端
の
部
分
を
人
為
的
に
削
平
し
た
と
み
ら
れ
る
乙
と
を
指
摘
し
、

ζ

の
よ
う
な
人
為
的
な
整
地
は
藤

原
京
の
建
設
に
伴
う
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
し
、
も
し
そ
の
よ
う
に
み
る
乙
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
南
京
極
の
線
は
山

る
こ
と
、

国
道
よ
り
も
北
、
通
説
復
原
案
の
一

O
条
大
路
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
示
し
た
(
拙
稿
「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
「
復

原
』
か
ら
「
意
味
論
』
へ

l
藤
原
京
を
事
例
と
し
て
l
」
、
「
地
理
の
思
想
』
昭
和
五
十
七
年
)

0

こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
通
説
に
し
た
が
っ
て
南

北
一
二
条
と
す
れ
ば
、
北
京
極
の
線
も
二
条
分
北
に
も
っ
て
乙
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
に
相
当
す
る
痕
跡
を
み
い
だ
し
て
は
い
な

ぃ
。
こ
の
通
説
一

O
条
大
路
を
も
っ
て
南
京
極
と
す
る
案
に
つ
い
て
、

一
O
条
大
路
以
南
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
事
例
か
ら
、

乙
の
案
は

具
体
性
を
も
っ
と
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
(
井
上
和
人
「
藤
原
京
|
新
益
京
造
営
K
関
す
る
諸
問
題
|
」
、
『
仏
教
芸
術
』

一
五
四
、
昭
和
五
十
九
年
)

0

そ
の
事
例
と
は
、

一
つ
は
明
日
香
村
豊
浦
の
「
小
墾
田
宮
推
定
地
」
で
あ
る
。

と
こ
は
通
説
の
左
京
二
一
条

二
坊
に
あ
た
る
が
発
掘
調
査
の
所
見
に
よ
る
か
ぎ
り
、
藤
原
京
時
代
の
遺
構
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。

い
ま
一
つ
の
事
例
は

橿
原
市
和
田
町
の
和
田
廃
寺
の
「
大
野
塚
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
塔
跡
で
あ
る
。

乙
の
塔
も
し
く
は
塔
の
南
北
に
接
す
る
程
の
位
置
に
通
説

一
一
条
大
路
が
想
定
さ
れ
る
が
、

乙
の
塔
は
八
世
紀
ま
で
は
少
な
く
と
も
存
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
う
な

ら
ば
藤
原
京
時
代
に
は
そ
こ
に
大
路
が
通
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
例
は
わ
ず
か
二
つ
に
す
ぎ
ず
、
羅
城

門
跡
の
検
出
な
ど
に
よ
る
今
後
の
検
討
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一O
三



古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

O 
四

藤
原
京
が
大
和

山
に
固
ま
れ
た
地
に

建
設
さ
れ
た
理
由

は
、
万
葉
歌
に
「
天

降
り
つ
く
、
天
の
芳

来
山
霞
立
つ
:
:
:
」

(
巻
三
二
六
七
)
と

い
う
よ
う
に
、

「
北
万

域

来
山
」
と
記
さ
れ
、

中
口
小

香
久
山
が
蓬
莱
山
と

原

み
な
さ
れ
て
い
た
と

i銭

思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ

第2-8図

る
か
ら
で
あ
る
。
蓬

競E茶
ナH品山
とうは

と 古
も代
lζ 中

国
東 l乙

の
海
上
に
あ
っ
た
と

さ
れ
た
神
仙
の
島
の

ζ

と
で
あ
る
。
も



西京極の下ツ道付近

(八木・小房間)

写真

し
、
香
久
山
が
そ
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
畝
傍
山
お
よ
び
耳
成
山
を
含
め
た
三
山
は
、
神
仙
の
島
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

、4
2
フ
-4

、O

J
J
F
h
v
e
J
j
t
v
 

い
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
地
に
都
域
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
都
城
そ
の
も
の
を
永
遠
不
死
の
仙
郷
、
常
世
の
世
界
と
み
る
思
想
に
他

そ
れ
は
道
教
の
思
想
で
あ
る
。
天
武
天
皇
そ
し
て
持
統
天
皇
は
道
教
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
乙
と

に
な
ろ
う
。
ま
さ
に
、

は
既
に
説
か
れ
て
い
る
(
福
永
光
司
「
道
教
と
日
本
文
佑
』
昭
和
五
十
七
年
)
。
そ
の
よ
う
な
天
皇
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
都
城
に
神
仙
の
思
想

が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
、
藤
原
京
に
関
す
る
万
葉
歌
を
よ
み
な
お

わ
が
国
は

そ
の
意
味
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
藤
原
宮
の
役
民
の
作
る
歌
(
巻
一
五

O
)
に
い
う
「
:
:
:
知
ら
ぬ
国

み
や神

し
き
亀
も
:
:
:
」
と
い
う
常
世
や
亀
と
い
う
表
現
は
不
老
不
死
や
大
地
を
さ
さ
え
る

寄
し
巨
勢
道
よ

し
て
み
る
と
、

り

常
世
に
な
ら
む

図
負
へ
る

亀
と
い
う
道
教
思
想
を
ぬ
き
に
し
て
そ
の
意
味
は
解
し
が
た
い
し
、

「
藤
原
宮
の
御
井
の
歌
」
に
よ
ま
れ
て
い
る
宮
都
の
永
遠
性
も
、

山
山{
 

郷
と
し
て
の
都
城
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

そ
の
意
味
は
鮮
明
と
な
る
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

O 
五



古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

一O
ムハ

藤
原
京
の
京
域
に
つ
い
て
、
近
年
通
説
の
京
域
外
か
ら
通
説
の
プ
ラ
ン
に
整
合
す
る
道
路
跡
が
橿
原
市
葛
本
町
の
院
の
上
遺
跡
や
八
木

町
の
旧
橿
原
警
察
署
前
遺
跡
あ
る
い
は
下
明
寺
遺
跡
な
ど
か
ら
検
出
さ
れ
た
乙
と
か
ら
、

よ
り
拡
大
さ
れ
た
京
域
を
想
定
し
う
る
と
い
う

見
解
が
あ
る
(
秋
山
日
出
雄
「
藤
原
京
の
京
域
考
i
内
城
と
外
京
の
想
定
」
、
「
考
古
学
論
孜
』
(
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
第
四
冊
)
昭
和
五
十
六
年
)

0

チ

-

A

V

伊

】

、

J
i
J
/
 

こ
れ
ら
の
遺
構
を
条
坊
区
画
の
道
路
と
認
定
し
う
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
藤
原
京
の
外
側
の
地
域
計
画
と
の
関

連
性
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

口

国

府

律
令
期
の
各
国
に
は
行
政
の
中
心
地
と
し
て
国
府
が
お
か
れ
た
。
そ
の
所
在
地
を
一
覧
で
き
る
史
料
は
『
和
名
抄
』
で
あ
り
、
大
和
の

し
か
し
大
和
国
の
国
府
は
も
と
も
と
葛
上
郡
に
あ
っ
た
ら
し
い
乙
と
は
、
『
入
唐
五
家
伝

記
』
に
の
せ
る
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
に
「
大
和
国
葛
上
郡
旧
国
府
」
と
あ
る
乙
と
か
ら
し
ら
れ
る
。
そ
の
正
確
な
位
置
に
つ
い
て
は

御
所
市
液
上
付
近
が
一
つ
の
候
補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

場
合
「
国
府
在
高
市
郡
行
程
一
日
」
と
あ
る
。

不
明
で
あ
る
が
、

葛
上
国
府
か
ら
、
『
和
名
抄
』
に
記
す
高
市
郡
に
移

転
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
場
所
は
軽
で
あ
っ
た
ζ

と
が
、
「
越
智
郷
段
銭
収
納
算
用
状
L

(

「
春
日
文
書
』
八
四
三
号
)
に
「
:
・

一
町
二
段
:
:
:
」
と
あ
り
、
ま
た
「
三
箇
院
家
抄
』
に
「
軽
国
符
」
と
い
う
名
が
み
え
る
乙
と
か
ら

加
留
庄

二
町
段
大

同
国
符

し
ら
れ
る
。

従
来
一
両
市
国
府
を
高
取
町
の
下
土
佐
の
国
府
神
社
付
近
に
求
め
る
説
が
あ
る
が
、
軽
と
い
う
地
名
は
そ
の
あ
た
り
に
見
い
だ
す
と
と
は

で
き
な
い
し
、
実
際
、
地
形
的
に
も
国
府
域
を
設
定
す
る
に
は
狭
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
で
、

乙
の
説
を
と
る
の
は
無
理
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
地
名
の
上
で
は
軽
国
府
を
比
定
で
き
る
の
は
、
橿
原
市
西
池
尻
町
小
学
軽
古
か
あ
る
い
は
、
大
軽
町
で
あ
る
と
す
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
小
字
軽
古
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

軽
古
は
「
カ
ル
コ
」
と
よ
ば
れ
る
の
で
「
軽
国
府
」
の
意
味
と
み
、

嘉
保
二
年
(
一

O
九



五
)
正
月
十
日
の
「
大
江
公
仲
処
分
状
案
」
に
「
国
府
庄

在
大
和
国
、
本
名
池
尻
」
と
あ
る
か
ら
、

西
池
尻
町
と
い
う
地
名
と
も
よ
く

合
う
と
す
る
説
が
あ
る
。

し
か
し
、

乙
の
付
近
に
は
当
時
の
遺
構
の
存
在
を
示
す
遺
物
の
出
土
が
し
ら
れ
て
い
な
い
乙
と
、
本
来
の
軽
と
よ
ば
れ
た
地
域
で
は
な

い
こ
と
、

「
大
江
公
仲
処
分
案
」
に
み
る
国
府
圧
は
、

一
一
世
紀
初
頭
に
平
群
郡
に
移
転
し
た
国
府
(
今
日
の
大
和
郡
山
市
今
国
府
付
近
と
み

ら
れ
る
)
の
こ
と
を
い
う
と
し
て
、

大
軽
町
あ
た
り
に
国
府
を
想
定
す
る
見
解
が
あ
る
(
和
田

率
「
大
和
国
府
に
つ
い
て
」
、
『
赤
松
俊
秀
教
授

か
る
の
ち
ま
た

そ
れ
に
よ
る
と
、
軽
は
下
ツ
道
と
山
田
道
の
交
差
す
る
あ
た
り
で
、
軽
街
と
よ
ば
れ
た
交

退
官
記
念
・
国
史
論
集
』
昭
和
四
十
八
年
所
収
)

0

通
の
要
所
で
あ
り
、
近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
よ
り
や
や
南
の
丈
六
北
遺
跡
や
丈
六
南
遺
跡
か
ら
は
柱
根
や
磯
石
が
、
ま
た
橿
原
遺
跡
か
ら
は

奈
良
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
丈
六
遺
跡
か
ら
大
軽
町
の
一
帯
に
大
和
国
府
が
お
か

れ
て
い
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
と
い
う
。
今
後
、
考
古
学
的
な
調
査
に
よ
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
興
味
あ
る
候
補
地
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
、

こ
の
場
合
、
国
府
の
設
置
時
期
、
藤
原
京
の
南
京
極
の
位
置
と
の
関
係
な
ど
吟
味
す
べ
き
ζ

と
も
少
な
く
な
い
。

国

郡

家

国
の
下
の
郡
に
は
、

や
は
り
行
政
の
中
心
地
と
し
て
郡
家
と
い
う
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
橿
原
市
域
に
関
わ
る
郡
は
十

市
郡
と
高
市
郡
で
あ
る
が
、
前
者
の
郡
家
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
そ
の
位
置
が
推
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

橿
原
市
葛
本
町
に
小
字
「
束
郡
」
(
ヒ
ガ
ジ
コ
オ
リ
)
・
「
西
郡
」
(
ニ
ジ
コ
オ
リ
)
が
あ
る
が
(
第
二
|
九
図
)
、

乙
の
「
コ
オ
リ
」
と
い
う
地

名
は
郡
家
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
、
郡
家
跡
推
定
の
手
が
か
り
と
し
て
、
し
ば
し
ば
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
下
ツ
道

に
近
い
こ
と
か
ら
も
こ
の
付
近
に
十
市
郡
家
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
今
の
と
乙
ろ
そ
れ
に
関
連
す
る
遺
物
や
遺
構
は
し
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
こ
の
場
所
は
藤
原
京
の
推
定
北
京
極
に
近
く
、
南
京
極
付
近
と
み
ら
れ
る
大
和
国
府
と
同
様
、
藤
原
京
と
の
位
置
関
係
や
そ
の
設
置

時
期
な
ど
が
今
後
問
題
と
な
ろ
う
。
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古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

一O
八

高
市
郡
家
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
想
定
す
る
有
力
な
地
名
な
ど
は
見
当
た

ら
な
い
。
あ
え
て
比
定
の
候
補
地
と
な
り
そ
う
な
場
所
を
二
、
一
二
あ
げ
て
お
く
と
す
れ

ば
、
ミ
ヤ
ケ
が
置
か
れ
た
と
先
に
推
定
し
た
曽
我
町
あ
た
り
か
、

そ
れ
と
も
一
両
市
御
県

神
社
の
あ
る
四
条
町
あ
る
い
は
高
市
御
県
坐
事
代
主
神
社
の
あ
る
雲
梯
町
あ
た
り
と
い

葛本町の「コオリ」地名

う
乙
と
に
な
ろ
う
。

条

里

止
巾

付

条

里

制

の

概

要

条
里
制
と
は
、
第
二

l
一
O
図
同
に
示
す
よ
う
に
、
方
格
状
の
耕
地
の
区
画
を
、
例

え
ば
、
北
か
ら
南
へ
と
一
条
、
二
条
、
一
二
条
:
:
:
と
、
ま
た
東
か
ら
西
へ
と
一
里
、
二

第2-9図

里
、
三
里
:
:
:
と
座
標
の
よ
う
に
な
づ
け
、
当
該
の
方
格
状
の
耕
地
を
一
条
三
塁
、
あ

る
い
は
二
条
二
里
の
よ
う
に
呼
称
す
る
シ
ス
テ
ム
の
乙
と
を
い
う
。
第
二
一

O
図
同

の
各
正
方
形
は
里
と
よ
ば
れ
る
。

ζ

の
里
は
タ
テ
・
ヨ
コ
六
等
分
し
第
二
一

O
図
川

あ
る
い
は
同
の
よ
う
に
三
六
の
正
方
形
に
区
画
さ
れ
る
。
乙
の
正
方
形
を
町
あ
る
い
は

坪
と
よ
び
、
面
積
に
お
い
て
も
一
町
と
さ
れ
る
。

里
の
三
六
の
町
に
つ
い
て
、

例
え

ば
、
第
二
|
一

O
図
川
の
よ
う
に
、
北
東
問
の
坪
か
ら
、
南
に
向
か
っ
て
一
ノ
坪
、
二
ノ
坪
、
三
ノ
坪
:
:
:
の
よ
う
に
名
付
け
、
六
ノ
坪

で
一
列
が
終
わ
る
と
、
そ
の
西
の
列
の
南
端
の
町
を
七
ノ
坪
と
し
て
、
順
次
北
に
八
ノ
坪
、
九
ノ
坪
:
:
:
と
進
ん
で
い
き
、
北
西
隅
の
町

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二

l
一
O
図
同
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
北
東
隅
の
坪
か
ら
、

で
三
六
ノ
坪
と
な
る
方
法
を
千
鳥
式
の
坪
並
と
い
う
。



(a) 
皇

12歩
~\ 

同一1反

υ30歩

(d)半折型
里里

条里判

条

条

1町

(b)千鳥式坪並

36 25 24 13 12 1k 

35 26 23 14 11 2 

34 27 22 15 10 3 

33 28 21 16 9 4 

32 29 20 17 8 5 

31 30 19 18 7 6 

1反
v 

(e)長地型

て
い
る
。
た
だ
し
、
下
ツ
道
よ
り
東
側
(
路
東
条
里
)
で
は
、

か
つ
て
坪
並
が
数
え
ら
れ
る
。

(c)平行式坪並

31 25 19 13 7 1 

32 26 20 14 8 2 

33 27 21 15 9 3 

34 28 22 16 10 4 

35 29 23 17 11 5 

36 30 24 18 12 6 

南
に
向
か
っ
て
一
ノ
坪
、

二
ノ
坪
、
二
一
ノ
坪
:
:
:
の

よ
う
に
名
付
け
、
六
ノ
坪

条皇制地割の模式

で
一
列
が
終
わ
る
と
、
七

の
坪
は
そ
の
西
の
列
の
北

端
の
町
と
し
て
、
踊
次
南

へ
、
八
ノ
坪
、
九
ノ
坪
と

進
ん
で
い
き
、
南
西
隅
の

町
で
三
六
ノ
坪
と
な
る
方

第 2-10図

法
を
平
行
式
の
坪
並
と
い

ぅ
。
地
域
に
よ
っ
て
坪
並

の
方
式
は
様
々
で
あ
る

が
、
奈
良
盆
地
で
は
連
続

北
西
隅
の
町
か
ら
、

西
側
(
路
西
条
皇
)
で
は
北
東
隅
の
町
か
ら
、
南
に
向

式
が
原
則
的
に
施
行
さ
れ

町
、
つ
ま
り
一
町
の
大
き
さ
は
一

O
等
分
す
る
と
一
反
の
面
積
の
耕
地
と
な
る
。
そ
の
方
法
も
第
二

i
一
O
図
同
と
同
の
よ
う
に
二
通

り
あ
り
、
同
を
半
折
型
、
同
を
長
地
型
と
よ
ぷ
。
史
料
の
上
で
は
、
回
令
に
「
凡
そ
回
は
、
長
さ
知
歩
、
広
さ
十
二
歩
を
段
と
せ
よ
。
十

第

二三己

与主

歴
史
的
地
域
の
形
成
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古
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O 

段
を
町
と
為
よ
」
と
あ
り
、

タ
テ
三

O
歩、

ヨ
コ
一
二
歩
か
ら
な
る
一
反
は
半
折
型
を
示
し
て
い
る
。
歩
と
は
令
大
尺
の
五
尺
の
乙
と
を

い
う
。
令
大
尺
の
一
尺
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
約
三
五
・
二
糎
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
町
の
一
辺
の
長
さ
は
約
一

O
六
米
と
な
る
が
、

実
際
に
地
図
上
で
復
原
し
た
場
合
一

O
九
米
前
後
の
長
さ
を
示
す
乙
と
が
多
い
。
こ
れ
は
耕
地
の
実
面
積
に
畦
畔
や
水
路
の
幅
が
加
わ
っ

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。

乙
の
条
里
制
は
、

一
般
的
に
は
郡
単
位
で
施
行
さ
れ
た
の
で
、
土
地
の
表
示
は

O
郡

O
条

O
里

O
坪
の
よ
う
に
な
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
土
地
管
理
上
便
宜
な
方
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
条
里
制
が
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
明
確
に
し
る
乙
と
の
で
き
る
史

料
は
な
い
。
た
だ
、
呼
称
法
の
里
が
郷
里
制
の
里
と
共
通
す
る
乙
と
、
斑
回
図
が
各
条
ご
と
に
一
巻
を
な
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
乙
と
な

ど
か
ら
、
郷
里
制
が
廃
止
さ
れ
、
班
国
図
が
整
備
さ
れ
た
天
平
時
代
の
中
期
、

七
四

0
年
代
と
み
る
見
解
が
あ
る
。
奈
良
盆
地
の
条
皇
制

に
つ
い
て
み
て
も
、

里
の
呼
称
が
平
城
京
の
朱
雀
大
路
に
結
ぼ
れ
る
下
ツ
道
を
基
準
と
し
て
い
る
乙
と
、
条
の
呼
称
も
路
東
条
里
と
路
西

条
里
と
で
は
そ
の
起
点
に
遠
い
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
平
城
京
の
南
京
極
付
近
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
乙
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
奈
良

時
代
に
今
日
復
原
さ
れ
て
い
る
条
里
制
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
条
里
地
割
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
奈
良
時
代
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
平
安
時
代
以
降
の
畦
畔
が
発
見
さ

れ
る
事
例
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
例
え
ば
、
近
年
の
報
告
で
は
、
橿
原
市
に
近
い
田
原
本
町
の
多
遺
跡
で
は
、
現
存
の
条
里
地
割
と
ほ
と
ん

ど
一
致
す
る
地
割
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
年
代
的
に
は
平
安
時
代
末
期
ま
で
し
か
遡
ら
な
い
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
所
見
を
史

料
と
い
か
に
整
合
的
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
条
里
制
研
究
の
新
し
い
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。

仁}

条

里

制

の

復

原

実
際
の
条
里
制
の
復
原
は
、
現
在
も
小
字
名
な
ど
に
の
乙
っ
て
い
る
坪
並
の
呼
称
を
手
が
か
り
に
し
て
、
里
の
区
画
を
地
図
上
に
画

し

つ
ま
り
里
界
線
を
引
き
、
史
料
に
よ
っ
て
条
と
里
の
呼
称
を
与
え
る
と
い
う
手
続
き
を
と
る
。
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古
代
に
お
け
る
交
通
路
の
変
遷
と
地
域
プ
ラ
ン

第
二

l
一
一
図
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
「
大
和
国
条
里
復
原
図
』
に
し
た
が
っ
て
橿
原
市
域
の
条
里
制
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
郡
別
に
説
明
し
て
お
き
た
い
(
以
下
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
「
大
和
国
条
里
復
原
図
・
解
説
』
昭
和
五
十
五
年
に
よ
る
)

0

十

市

郡

乙
の
郡
は
、
す
で
に
第
二
|
二
図
に
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
郡
域
を
下
ツ
道
が
走
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
条
里
の
呼
称
も
、
下
ツ
道

を
墳
に
し
て
路
東
と
路
西
に
分
け
ら
れ
る
。

路
東
条
里
の
里
の
起
点
は
二
四
条
ま
で
は
下
ツ
道
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
二
五
条
よ
り
南
に
お
い
て
は
里
の
起
点
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
第
二

l
一
一
図
の
十
市
郡
路
東
二
五
条
二
里
、
二
六
条
一
里
、
同
二
里
の
位
置
か
ら
、
二
五
条
以
南
は
里
の

起
点
を
中
ツ
道
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

路
西
条
里
の
呼
称
法
は
、
北
の
城
下
郡
の
そ
れ
を
南
に
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
路
東
も
路
西
も
南
は
横
大
路
で
終
わ
り
、

そ
れ
以
南

は
高
市
郡
の
条
里
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
郡
境
と
し
て
横
大
路
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
一
不
す
が
、
さ
ら
に
考
え
ら
れ
る
乙
と

は
、
横
大
路
が
藤
原
京
の
北
京
極
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

高

市

郡

こ
の
郡
の
境
域
も
下
ツ
道
を
ま
た
ぐ
た
め
に
、
条
里
呼
称
は
路
東
と
路
西
に
分
け
ら
れ
る
。

路
東
条
里
は
、
十
市
郡
の
場
合
と
同
様
、
里
の
起
点
は
下
ツ
道
で
あ
る
が
、
北
は
横
大
路
を
、
西
は
中
ツ
道
を
も
っ
て
限
ら
れ
た
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
通
説
藤
原
京
の
西
、
北
お
よ
び
東
京
極
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
条
名
は

十
市
郡
路
東
条
里
の
そ
れ
を
南
に
続
け
て
い
る
。

路
西
条
里
は
、
北
は
横
大
路
よ
り
も
以
北
に
は
じ
ま
り
、
条
名
は
路
東
条
皇
と
一
条
の
食
違
い
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
西
の
広
瀬

郡
お
よ
び
葛
下
郡
の
条
名
と
は
一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
城
下
郡
、
十
市
郡
お
よ
び
高
市
郡
路
東
条
里
は
大
和
国
東
諸
郡
の
共
通
の
条



名
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
高
市
郡
路
西
条
里
は
大
和
国
西
諸
郡
の
条
名
に
連
続
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

乙
の
よ
う
に
同
じ
高
市
郡
内

で
路
東
と
路
西
と
の
聞
に
条
名
の
食
違
い
が
生
じ
た
の
は
条
里
地
割
施
行
期
の
違
い
な
ど
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
考
を
ま
つ
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

こ
の
稿
に
お
い
て
一
つ
の
見
方
を
提
出
す
る
な
ら
ば
、
右
に
触
れ
た
よ
う
に
高
市
郡
路
東
条
塁
の
大
部
分
は
通
説

藤
原
京
域
に
重
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
藤
原
京
の
跡
地
に
条
里
地
割
が
区
画
さ
れ
た
段
階
で
、
北
の
十
市
郡
の
条
名
に
連
続
さ
れ
た
と
み

る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
藤
原
京
が
廃
都
さ
れ
た
後
も
、
す
ぐ
に
宮
都
プ
ラ
ン
を
消
去
し
て
条
里
地
割
を
施
行
し
た

と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
京
域
の
周
辺
に
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
高
市
郡
路
西
条
里
は
路
東
条
里
よ
り
も

さ
き
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
藤
原
京
の
跡
地
に
北
の
十
市
郡
の
条
里
地
割
を
延
長
し
、
同
時
に
条
名
も
連

続
的
に
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
平
勝
宝
八
年
(
七
五
六
)
六
月
十
二
日
の
「
孝
謙
天
皇
東
大
寺
飛
騨
坂
所
施
入
勅
書

案
」
に
よ
れ
ば
、
藤
原
京
内
に
あ
た
る
飛
騨
圧
が
、

こ
の
頃
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藤
原
京
の
跡
地
に
条
里
地
割
が
施
行
さ

れ
た
時
期
を
推
定
す
る
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。

以
上
、
橿
原
市
域
に
関
係
す
る
条
皇
制
に
つ
い
て
概
述
し
た
が
、

こ
こ
に
復
原
さ
れ
た
条
里
の
呼
称
法
が
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
条
里
地
割
の
起
源
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
藤
原
京
時
代
に
は
耕
地
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
、

い
か
に
管

理
さ
れ
て
い
た
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

千

回

稔
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近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

一
一
四

第
三
節

近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

近
世
の
大
和
は
、

慶
長
五
年
三
六
O
O
)
の
関
ケ
原
で
の
勝
利
の
後
、

徳
川
家
康
が
大
和
へ
直
接
支
配
の
手
を
の
ば
し
た
と
と
に
よ

っ
て
始
ま
る
。
本
節
で
は
、
橿
原
市
域
に
お
け
る
近
世
初
頭
の
所
領
構
成
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
変
遷
を
と
げ
た
の
か
を
み
る
と
と
も
に
、
次
節
で
は
、
支
配
領
域
の
差
が
農
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
、

主
に
貢
租
徴
収
と
の
か
か
わ
り
で
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

近
世
大
和
国
に
お
け
る
所
領
構
成
の
特
徴
と
変
遷

ま
ず
、
近
世
大
和
国
全
体
の
所
領
構
成
の
特
徴
と
変
遷
を
概
観
す
る
ζ

と
に
す
る
。
第
二

l
一
表
に
は
、
近
世
大
和
国
の
所
領
構
成

を
、
前
・
中
・
末
期
に
分
け
て
ま
と
め
た
。

近
世
の
所
領
は
、
幕
府
の
直
轄
領
、

一
万
石
以
上
を
所
有
す
る
大
名
の
領
地
で
あ
る
藩
領
、

一
万
石
以
下
で
御
目
見
え
以
上
で
あ
る
旗

本
の
領
地
及
び
寺
社
堂
上
領
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
中
世
的
寺
社
勢
力
に
か
わ
る
武
家
に
よ
る
大
和
国
の
統
一
は
筒
井
順
慶
が
、
争
乱
の

中
か
ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
織
田
信
長
よ
り
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。
秀
吉
は
筒
井
氏
を
伊
賀
に
移

封
し
、
弟
秀
長
を
郡
山
城
に
お
い
て
大
和
・
和
泉
・
紀
伊
三
国
を
与
え
、

ζ

れ
に
よ
っ
て
大
和
武
士
の
勢
力
一
掃
を
は
か
っ
た
。
秀
吉
・

秀
保
の
死
後
、
二

O
万
石
の
大
名
増
田
長
盛
が
郡
山
へ
入
城
し
、
関
ケ
原
の
役
直
前
の
大
和
は
、
増
田
氏
な
ど
数
名
の
大
名
を
は
じ
め
、

豊
臣
氏
ゆ
か
り
の
武
将
の
封
地
あ
る
い
は
豊
臣
氏
の
直
轄
領
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
関
ケ
原
で
の
勝
利
に
よ
っ
て
家
康
は
、
豊
臣
氏
の
直

轄
地
や
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
に
味
方
し
た
豊
臣
系
武
将
の
封
地
を
没
収
し
、

乙
れ
そ
直
轄
領
と
し
た
り
、
東
軍
に
与
し
た
大
名
・
旗
本



大和国における近世の所領構成

慶長期 元 禄 期 幕末期

千石 % 千石 % 千石 号令

幕 餌 141 31. 9 198 39.6 196 37.7 

落 領 162 36.6 193 38.7 217 41.8 

旗本領 101 22.8 71 14.2 67 12.9 

寺社堂上餌 39 8.7 38 7.5 40 7.6 その他

計ム 100.0 

第 2-1表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

に
宛
行
っ
て
、

そ
の
支
配
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
と
し
た
。

関
ケ
原
の
役
直
後
の
慶
長
期
に
お
け
る
、
大
和
国
総
石
高
の
三
分
の
一
弱
は
幕
領
、
三
分
の

一
強
が
藩
領
、
二
割
強
が
旗
本
領
で
、
残
る
一
割
弱
は
寺
社
堂
上
領
で
あ
っ
た
。

と
の
時
期
の

大
名
は
八
名
、

い
ず
れ
も
三
万
石
以
下
の
小
大
名
で
あ
る
。
豊
臣
系
大
名
で
旧
領
を
安
堵
さ
れ

た
の
は
、
高
市
郡
高
取
城
に
本
拠
を
お
く
本
多
民
の
み
で
、
他
は
、
新
た
に
関
ケ
原
に
お
い
て

「慶長郷帳JI元禄郷帳JI旧高旧領取調帳」などによる。

徳
川
氏
に
与
し
た
乙
と
に
よ
っ
て
、
封
地
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
大
名
は
、
織
田
有

楽
斎
、
片
相
且
元
な
ど
い
ず
れ
も
信
長
・
秀
吉
に
ゆ
か
り
の
あ
る
外
様
大
名
で
あ
り
、
大
和

lま

「
豊
臣
系
外
様
大
名
を
封
じ
こ
め
る
場
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
っ
た
。

乙
の
時
期
の
旗

本
家
は
五
六
家
、
う
ち
三

O
家
は
幕
末
ま
で
家
と
し
て
継
続
し
た
が
、

ζ

の
三

O
家
中
二
五
家

は
織
田
・
豊
臣
氏
に
仕
え
て
い
た
外
様
旗
本
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
旗
本
家
で
あ
り
、
大
和
は

「
豊
臣
系
旗
本
の
封
じ
込
め
の
場
」
で
も
あ
っ
た
。
う
ち
約
半
数
は
関
ケ
原
の
戦
功
に
よ
り
大

和
に
お
け
る
本
領
を
安
堵
さ
れ
、
他
は
新
た
に
大
和
に
封
地
を
得
た
。
寺
社
堂
上
領
約
四
万
石

は
秀
吉
時
代
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
。
そ
の
半
ば
は
興
福
寺
・
春
日
社
領
で
、
全
体
の
七
割
以
上
が

添
下
郡
に
存
在
し
た
。

慶
長
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
の
約
一

0
0年
聞
に
、
幕
領
は
三
割
か
ら
四
割
に
増
加
し
、
幾
分

の
増
加
を
み
た
藩
領
と
合
せ
て
約
八
割
弱
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
旗
本
領
は
、
慶
長
期
の
三
分

の
こ
と
な
り
、
寺
社
堂
上
領
も
幾
分
減
少
し
た
。

乙
の
一

0
0年
間
の
う
ち
で
も
大
き
な
変
化

は
、
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
大
坂
夏
の
陣
に
よ
る
豊
臣
民
の
滅
亡
に
よ
っ
て
も
た
う
り
さ
れ
た
。

一
一
五



近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

一
一
六

旗
本
家
の
う
ち
に
は
、
元
和
初
期
に
改
易
と
な
っ
た
者
が
多
い
が
、

そ
の
理
由
の
多
く
は
大
坂
方
に
味
方
し
た
故
と
考
え
ら
れ
る
。
改
易

と
な
っ
た
旗
本
の
封
地
は
直
結
地
と
な
り
、
改
め
て
徳
川
系
大
名
や
旗
本
に
宛
行
わ
れ
た
が
、
乙
の
期
の
最
大
の
出
来
事
は
、
増
田
氏
改

易
以
後
廃
城
と
な
っ
て
い
た
郡
山
城
を
再
興
し
、
徳
川
氏
の
譜
代
大
名
を
配
置
し
て
、
大
坂
城
へ
の
守
り
と
し
た
ζ

と
で
あ
ろ
う
。
元
和

一
万
年
、
六
万
石
で
入
城
し
て
近
世
郡
山
藩
の
初
代
藩
主
と
な
っ
た
水
野
勝
成
以
来
、
上
位
ク
ラ
ス
の
譜
代
大
名
が
、
最
高
一
九
万
石
、
平

均
一

O
万
石
前
後
で
、
郡
山
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
幕
府
は
、
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
、
徳
川
氏
の
一
門
・
譜
代
大
名
を
連
続
的
に
配
置
し
て
、

体
制
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
、
特
に
近
世
前
期
に
は
、
こ
れ
ら
譜
代
大
名
の
移
動
を
旗
繁
に
行
な
っ
て
彼
等
の
官
僚
化
を
お
し
す
す

め
た
。
元
禄
期
ま
で
の
郡
山
藩
で
は
、

い
ず
れ
も
譜
代
大
名
に
よ
る
五
度
の
藩
主
の
交
替
が
あ
っ
た
が
、

ζ

れ
は
、

こ
う
し
た
政
策
に
基

づ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
徳
川
幕
府
は
ま
た
、

一
七
世
紀
前
半
に
は
、
特
に
外
様
大
名
に
対
し
て
、
お
家
騒
動
は
勿
論
の
こ
と
相
続

者
が
無
い
場
合
に
も
廃
絶
に
す
る
な
ど
、
き
び
し
い
大
名
政
策
を
と
っ
た
。

こ
の
た
め
、
初
期
一

0
0年
聞
に
全
国
的
に
約
一

O
O家
が

改
易
と
な
っ
て
い
る
。
大
和
で
も
、
慶
長
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
家
と
し
て
存
続
し
た
大
名
は
小
泉
藩
の
み
で
、
改
易
・
絶
家
・
転
封
な
ど

一
元
禄
期
に
大
和
に
本
拠
を
お
く
大
名
七
家
の
う
ち
、
前
記
小
泉
藩
と
織
田
有
楽
斎
の
分
家
で
あ
る
柳

本
・
戒
重
藩
の
ほ
か
は
、
藩
と
し
て
は
継
続
し
た
高
取
藩
を
は
じ
め
と
し
て
す
べ
て
譜
代
大
名
に
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
津
藩
な

で
廃
藩
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。

ど
飛
地
領
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
元
禄
期
に
大
和
に
領
地
を
も
っ
大
名
家
は
、
あ
わ
せ
て
一
三
家
で
あ
っ
た
。
旗
本
領
に
つ
い
て
も
、
前

記
大
坂
夏
の
陣
直
後
の
変
動
の
後
、
大
名
と
同
じ
く
家
の
存
続
に
は
き
び
し
い
政
策
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
、
柳
生
氏
等
大
名
昇
格
に
よ
る

場
合
を
除
い
て
、
無
嗣
断
絶
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
た
場
合
が
多
い
。
慶
長
期
旗
本
五
六
家
中
、
元
禄
ま
で
存
続
し
た
の
は
分
家
を
含
め
て

三
O
家
で
あ
る
。
こ
れ
に
慶
長
以
後
、
大
名
あ
る
い
は
旗
本
の
分
家
が
新
た
に
加
わ
り
、
元
禄
期
の
旗
本
家
は
五
二
家
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
石
高
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
そ
の
減
少
分
は
、
多
く
幕
領
と
な
っ
た
。
元
禄
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
は
、
大
名
領
・
旗
本
領
と
も
大

き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。



こ
れ
ま
で
の
説
明
で
も
明
か
な
よ
う
に
、
近
世
の
大
和
は
、
大
名
領
が
一

O
家
前
後
、
旗
本
領
が
五

O
家
以
上
、
寺
社
領
も
五

O
以
上

と

一
O
O以
上
の
領
主
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
小
規
模
領
主
の
領
地
が
入
組
み
分
散
す
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
っ

た
。
加
え
て
、
一

O
万
石
前
後
を
有
す
る
郡
山
藩
も
そ
の
領
地
の
分
散
性
は
顕
著
で
あ
る
。
元
和
元
年
、
近
世
郡
山
藩
が
誕
生
し
た
時
、

郡
山
城
の
周
辺
に
は
、
添
上
郡
を
中
心
と
す
る
寺
社
領
、
添
下
郡
北
部
に
は
旗
本
領
、
同
南
部
に
は
小
泉
藩
領
、
ま
た
平
群
郡
の
盆
地
部

に
は
竜
田
藩
領
と
、
徳
川
氏
が
関
ケ
原
の
役
後
に
新
し
く
定
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
領
域
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
新
設
の
郡
山
藩
領

域
は
、
慶
長
期
及
び
大
坂
夏
の
陣
以
降
新
た
に
加
え
ら
れ
た
幕
領
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
元
和
元
年
水
野

一
円
的
な
領
域
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
郡
山
城
を
中
心
に
、
添
下
・
添
上
・
広
瀬
・
式
下
郡
及
び
平
群
郡
の

竜
田
川
流
域
の
幕
領
を
宛
行
わ
れ
、
元
和
五
年
松
平
氏
が
加
増
の
う
え
一
二
万
石
で
入
部
し
た
際
に
は
、
前
記
所
領
を
中
心
に
、
さ
ら
に

そ
の
周
辺
部
の
葛
下
・
十
市
・
宇
智
・
吉
野
・
高
市
・
山
辺
諸
郡
の
幕
領
が
郡
山
藩
領
と
な
っ
た
。
大
和
の
場
合
、
各
所
領
が
入
組
み
分

氏
六
万
石
の
郡
山
藩
は
、

散
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
背
景
に
は
、
政
策
的
な
面
で
の
配
慮
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
の
よ
う
に
豊
臣
系
旗
本
領
の
一
部
を
安
堵

し
、
多
く
の
寺
社
領
を
か
か
え
、

そ
の
後
に
郡
山
藩
の
よ
う
に
新
規
大
名
領
を
配
置
し
た
乙
と
が
、
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

橿
原
市
域
に
お
け
る
近
世
の
所
領
構
成
の
特
徴
と
変
化

奈
良
盆
地
の
南
部
中
央
に
位
置
す
る
一
種
原
市
の
領
域
は
、
下
ツ
道
と
横
大
路
の
交
点
に
立
地
す
る
集
落
八
木
を
ほ
ぼ
中
心
に
、
正
方
形

の
形
状
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
正
方
形
の
西
北
隅
よ
り
東
南
隅
へ
と
走
る
対
角
線
の
東
北
部
が
十
市
郡
、
西
南
部
が
高
市
郡
で
あ
り
、
近

世
の
八
木
は
、
北
部
は
十
市
郡
に
、
南
部
は
高
市
郡
に
位
置
し
て
い
た
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
な
大
和
国
全
体
の
所
領
構
成
に
対
し
て
、
橿
原
市
域
の
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

七



近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

橿原市域における近世の所領構成

慶長期 元禄期 幕末期

千石 % 千石 日 千石 % 
幕 領 1.2 3.3 13.1 34.8 15.0 39.7 

落 領 12.7 35.9 9.1 24.0 10.3 27.3 

旗木領 21.0 59.4 15.1 39.9 12.0 31. 7 

寺社堂領
1.4 0.5 0.5 1.3 0.5 1.3 

そ の 他

計 100.0 I 

第 2-2表

一
一
八

か
。
橿
原
市
域
の
三
期
に
お
け
る
所
領
構
成
を
第
二

l
二
表
に
、
一
ニ
期
の
各
村
の
領
主
を
第
二

現桜井市橋本を含む。「慶長郷帳JI元禄郷帳JI旧高!日領取制限」などによる。

ー
三
表
及
び
第
二

l
一
二
・
二
ニ
・
一
四
図
に
ま
と
め
た
。

ま
ず
、
慶
長
期
に
本
市
域
の
所
領
構
成
比
が
大
和
国
全
体
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

の
は
、
藩
領
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
大
和
国
の
構
成
比
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
幕
領
と
旗

本
領
で
あ
る
。
幕
領
は
、
大
和
国
全
体
が
一
二
一
・
九
Mm
で
あ
る
の
に
対
し
本
市
域
で
は
三
・
三

%
と
非
常
に
少
な
く
、
逆
に
旗
本
領
は
、
二
二
・
八
Mm
に
対
し
五
九
・
四
Mm
と
二
倍
以
上
に
な

っ
て
い
る
。
大
和
国
は
、
「
豊
臣
系
旗
本
の
封
じ
込
め
の
場
」
と
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
盆
地

南
部
に
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
市
域
の
構
成
比
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
旗
本
領
は
、

こ
れ
も
前
述
の
如
く
、
元
和
元
年
大
坂
夏
の
陣
後
に
大
き
な
変
動
が
あ
り
、

そ
の
後
も
断
絶
の

家
が
多
く
、
一
苅
禄
期
に
は
三
九
・
九
Mm、
幕
末
期
に
は
一
ニ
一
・
七
Mm
と
近
世
初
頭
の
約
二
分
の

一
に
ま
で
減
少
し
た
。

乙
れ
に
対
し
、
近
世
初
期
に
は
、
ゴ
了
三
Mm
と
極
め
て
少
な
か
っ
た
幕

領
は
、
元
禄
期
に
は
三
四
・
八
%
と
大
幅
に
増
加
し
、
幕
末
に
は
三
九
・
七
Mm
と
大
和
全
体
の

幕
領
比
を
越
え
る
ほ
ど
に
増
加
し
た
。
幕
領
は
、
藩
領
・
旗
本
領
の
取
立
・
廃
絶
や
領
域
の
増

減
と
の
か
か
わ
り
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
に
具
体
的
に
考
察
す
る
。
寺
社
領
は
、
大

和
北
部
に
集
中
し
て
お
り
、
本
市
域
で
は
、
香
久
山
興
善
寺
領
、
査
阪
山
法
華
寺
領
、
岡
竜
蓋

寺
領
、
奈
良
興
福
院
領
な
ど
、
主
に
南
部
に
位
置
す
る
寺
院
の
朱
印
地
が
点
在
す
る
に
す
ぎ
な

ぃ
。
さ
ら
に
能
楽
金
春
家
の
領
地
二

O
O石
が
存
在
す
る
。
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近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

O 

大
名
領
の
構
成
と
変
化

高
取
藩
と
郡
山
藩
を
中
心
に
、
木
市
の
大
名
領
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

付

高

取

藩

領

の

変

遷

高
取
藩
は
、

一
O
千
石
弱
を
占
め
、
本
市
域
最
大
の
所
領
官
同
を
示
す
。
一
日
間
取
藩
の
本
拠
は
現
高
取
町
に
あ
っ
て
標
高
五
八
三
・
九
米
の

高
取
山
山
頂
に
築
か
れ
た
高
取
城
で
あ
り
、
山
麓
の
土
佐
に
城
下
を
有
し
て
い
た
。
本
多
氏
は
近
江
国
の
出
身
で
秀
長
に
仕
え
、
高
取
城

本
城
郡
山
城
に
対
す
る
「
控
え
の
城
」
と
し
て
の
高
取
城
の
再
築
に
携
わ
っ
た
。

後
、
五
奉
行
の
一
人
増
田
長
盛
が
郡
山
城
主
と
な
り
、
大
和
で
二

O
O千
石
を
支
配
し
た
際
、
二
代
本
多
因
幡
守
も
知
行
一
五
千
石
の
ま

を
預
り
、

文
禄
四
年
(
一
五
九
四
)
、

豊
臣
秀
保
の
死

ま
一
両
取
城
を
与
え
ら
れ
た
。
関
ケ
原
の
役
に
お
い
て
東
軍
に
味
方
し
た
本
多
民
は
、
功
あ
り
と
し
て
本
領
安
堵
の
う
え
、

一
O
千
石
の
加

増
を
う
け
た
が
、
三
代
本
多
政
武
が
嗣
子
な
く
没
し
た
た
め
、
寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
絶
家
と
な
り
、

一
時
廃
藩
と
な
っ
た
。
寛
永
十

一
六
千
石
増
加
の
う
え
二
五
千
石
で
高
取
藩
を
立
藩
し
、
以
後
幕
末
ま
で
存
続
し
た
。
慶

七
年
(
一
六
四
O
)
、
大
番
頭
の
植
村
家
政
が
、

長
年
間
の
高
取
藩
は
、
慶
長
郷
帳
で
は
高
市
郡
六
三
ケ
村
二
五
千
石
と
な
っ
て
い
る
が
、
吉
備
一
二
六
石
が
二
重
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め、

ζ

れ
を
引
く
と
概
算
二
四
・
九
千
石
と
な
る
。
植
村
氏
の
知
行
高
は
は
じ
め
二
五
千
石
、
二
代
家
貞
は
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
う
ち

三
千
石
を
弟
政
春
に
頒
け
、
三
代
家
言
は
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
、

0
・
五
千
石
に
減
じ
た
が
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
、
九
代
家
長
の
と
き
、

一
千
石
を
弟
政
明
に
、

0
・
五
千
石
を
正
澄
に
分
知
し
た
た
め
、

老
中
と
な
っ
た
た
め
加
増
を
う
け
再
び
二
五
千
石
と
な
っ

た
。
寛
文
以
降
の
領
知
目
録
に
よ
る
と
、
寛
文
四
年
(
一
六
六
回
)
高
市
郡
六
八
ケ
村
二
二
千
石
、
正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
六
五
ケ
村
(
高

市
郡
六
回
、
吉
野
郡
一
)
二

0
・
五
千
石
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
八
三
ケ
村
(
高
市
郡
七
七
、
吉
野
郡
一
、
葛
上
郡
三
、
葛
下
郡
て
十
市
郡
一
)

二
五
千
石
と
な
っ
て
い
る
。
植
村
氏
が
領
主
と
な
っ
て
い
る
寛
永
郷
帳
で
は
村
数
は
六
二
ケ
村
で
あ
り
、
植
村
氏
は
本
多
氏
高
取
藩
の
領



域
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
で
い
る
。
慶
長
郷
帳
と
寛
永
郷
帳
で
は
各
村
高
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、

一
O
石
ま
で
の
幅
で
微
増
の
場
合

が
多
く
、
な
か
に
は
、
観
学
寺
村
(
高
取
町
)
の
よ
う
に
四
二
石
も
増
加
し
て
い
る
場
合
、
反
対
に
小
山
村
(
明
日
香
村
)
の
よ
う
に
七
五
石

も
減
少
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
全
体
で
は
五

O
石
あ
ま
り
の
増
加
だ
が
、
概
算
す
る
と
二
四
・
九
千
石
と
変
り
な
い
。
万
治
元
年
の
分

知
は
、
根
成
柿
(
大
和
高
田
市
)
・
川
西
・
四
条
の
一
部
(
小
泉
堂
)
・
常
円
の
一
部
(
常
門
)
の
四
ケ
村
計
三
千
石
で
あ
っ
た
。
寛
文
四
年
の

領
知
目
録
で
は
、
三
千
石
が
分
知
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
村
数
が
六
八
ケ
村
と
増
え
て
い
る
の
は
、
新
し
く
領
地
が
増
加
し
た
か
ら
で

は
な
く
、
分
村
の
た
め
で
あ
る
。
貞
享
四
年
、
正
明
に
分
知
さ
れ
た
の
は
、
萩
本
、
中
曽
司
及
び
新
堂
の
一
部
の
三
ケ
村
計
一
千
石
、

E 

世
へ
は
秋
吉
村
(
現
大
和
高
田
市
)
及
び
新
堂
村
の
一
部
計

0
・
五
千
石
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
正
明
領
は
、
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
改
易

さ
れ
、
幕
領
と
な
っ
た
。
元
禄
郷
帳
に
よ
る
と
高
取
藩
領
は
、
分
知
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
上
回
る
分
村
が
あ
り
七

O
ケ
村
と

な
っ
て
い
る
。
う
ち
、
薬
水
村
(
大
淀
町
)
は
郡
界
変
更
に
よ
り
吉
野
郡
に
移
さ
れ
て
い
る
。
文
政
九
年
に
は
、
高
市
郡
北
根
成
柿
・
南
根

成
柿
・
出
(
大
和
高
田
市
)
、
佐
田
(
高
取
町
)
・
醍
醐
(
橿
原
市
〉
、
葛
上
郡
原
谷
・
柏
原
・
今
住
(
御
所
市
)
、
葛
下
郡
今
里
(
大
和
高
田
市
)
、

十
市
郡
北
八
木
(
橿
原
市
)
の
一

O
ケ
村
合
計
四
・
二
千
石
が
加
増
さ
れ
た
。
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
、
七
四
ケ
村
二
五
・
一
千
石
と
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
高
取
藩
全
体
の
変
化
に
対
応
し
て
橿
原
市
内
の
高
取
藩
領
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。
関
ケ
原
後
の
慶
長

期
、
本
多
氏
高
取
藩
は
本
市
域
に
一
八
ケ
村
一

O
千
石
を
領
し
て
い
た
(
表
3
参
照
)
。
第
二
|
一
二
図
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
本
市
は
城

下
の
土
佐
か
ら
北
部
へ
伸
び
て
い
る
高
取
藩
領
の
末
端
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
高
取
藩
に
属
す
る
村
々
は
、
市
域
の
南
部
よ
り
二
手

に
分
れ
て
伸
び
て
来
て
い
る
。
植
村
氏
に
ひ
き
つ
が
れ
た
寛
永
郷
帳
で
は
同
じ
く
一
八
ケ
村
で
あ
り
、
村
一
品
に
多
少
の
変
化
が
あ
る
が
、

概
算
す
る
と
同
じ
一

0
・
0
千
石
と
な
る
。
万
治
元
年
に
政
春
へ
分
知
さ
れ
た
三
・

O
千
石
中
、
橿
原
市
域
に
は
、
川
西
・
小
泉
堂
・
常

円
の
一
部
計
二
・
二
千
石
が
存
在
し
た
。
貞
享
四
年
正
明
に
分
知
さ
れ
た
一
・

O
千
石
は
、
萩
本
・
中
曽
司
及
び
新
堂
の
一
部
に
あ
り
、

第
二
章

肢
史
的
地
域
の
形
成



近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

桜
井
市
締
本

一一一

A 寺社堂上領
1.奈良興福院

2. 壷阪山南法翠寺

3. 香久山輿善寺

4. 岡村竜蓋寺

5. 今春家

口旗本領

1.鈴木重時
2. 大野治長
3. 秋山右近
4.別所孫次郎
5.疋田右近
6.佐久間政実
7.松平正綱
8.桑山貞晴
9. 神保相茂
10.平野長泰
11.藤堂嘉以
12.多賀吉左衛門
13.佐藤継成
14.村越光
15.鈴木重勝
16.赤井忠家

(凡例)

@幕領

圏落領

1.高取

2.五修二見

橿原市域におけるE室長期の所領配置第2-12図
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歴
史
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A 寺社堂上領

L 奈良興福院

2. 壷阪山南法華寺

3.香久山奥善寺

4. 岡村竜蓋寺

5. 今春家

口旗本領

L 神保(相茂系〕

2.平野(長泰系)

3. 藤堂(嘉以系)

4.藤堂(嘉長系)

5. 多賀(吉左衛門系)

6. 佐藤(継成系)

7.村越(光系〉

8. 鈴木(重勝系)

9. 赤井(忠家系)

10.植村(正澄系)

11.植村(政春系)

12.植村(行長系)

橿原市域における元禄期の所領配置

居

生

第 2-13図

@幕領

幽落傾

L 高取

2.郡山
3. 津

4.久
5. 壬

一一一一



4邑 寺社堂上領

1.奈良興福院

2. 蚤阪山南i法華寺

3. 香久山奥善寺

4. 岡村竜蓋寺

5. 春日社

口旗本領

1.神保(相茂系)

2.藤堂(嘉以系)

3.藤堂(嘉長系)

4.多賀(吉左衛門系)

5.佐藤(継成系)

6.村越(光系)

7.鈴木(重勝系〉

8.赤井(忠家系)

9. 植村(正i澄系)

10.水野(守信系)

第2-14図 橿原市における幕末期の所領配置

@幕領

園藩領

1.高取

2.郡山

3.津

4.久居

5. 田原本

近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

四



域
の
一
角
取
藩
領
は
六
・

O
千
石
へ
と
減
少
し
た
。

同
年
正
澄
に
分
知
さ
れ
た

0
・
五
千
石
中
、

0
・
一
二
千
石
も
新
堂
の
一
部
で
橿
原
市
域
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
元
禄
郷
帳
で
は
、
本
市

こ
の
間
、
四
条
村
か
ら
小
泉
堂
村
、
常
門
村
か
ら
は
萩
本
村
が
、
ま
た
高
殿
村
か
ら
法

花
寺
村
が
分
れ
た
た
め
、
本
市
域
高
取
藩
領
の
村
数
は
一
六
ケ
村
と
な
っ
た
。
文
政
九
年
の
加
増
で
は
、
北
八
木
・
醍
醐
・
新
堂
の
一
部

計
一
・

O
千
石
が
橿
原
市
域
で
増
加
し
た
。
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
、
本
市
高
取
藩
領
は
、
七
・
四
千
石
を
数
え
、
村
数
は
、
和
田
村
が

仁j
和
田
出
屋
敷
を
、
四
分
村
が
小
房
と
飛
縛
を
、
高
殿
村
が
別
所
を
そ
れ
ぞ
れ
分
村
し
た
た
め
、
計
二
二
ケ
村
と
な
っ
て
い
る
。

郡

山

藩

領

の

変

遷

郡
山
藩
は
、
慶
長
郷
帳
に
は
全
く
姿
を
み
せ
ず
、
元
禄
郷
帳
で
は
、
十
市
郡
四
ケ
村
一
・

O
千
石
と
ほ
ん
の
小
面
積
が
本
市
域
に
か
か

わ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

一
七
世
紀
中
葉
に
は
、
本
市
域
に
九
千
石
あ
ま
り
を
領
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、

支
配
を
離
れ
て
後
ま
で
、
本
市
域
村
落
に
大
き
な
影
を
落
と
す
乙
と
に
な
っ
た
。
そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
近
世
郡
山
藩
の
成
立

備
後
福
山
(
一
口
万
石
)

播
磨
姫
路
(
一
八
万
石
)

除
奥
福
島
(
一
E

万
石
)

播
磨
明
石
(
六
万
石
)

橘
磨
山
崎
(
一
万
石
)

松
平
(
桜
井
)
信
之
(
一
代
)
一
延
宝
七
(
一
六
七
九
)
i貞
享
ニ
(
一
六
八
五
)
一
八
万
石
(
大
和
・
河
内
)
播
磨
明
石
(
六
万
五
千
石
)
下
総
古
河
(
九
万
石
)

本
多
忠
平
(
五
代
)
一
貞
享
ニ
(
一
六
八
五
)
l享保八(一吉一一ニ)一

ω
ゴ
一
万
石
(
大
和
・
河
内
・
近
江
)
下
野
宇
都
宮
(
一
一
万
石
)
(
無
嗣
断
絶
)

柳
沢
士
口
保
(
六
代
半
享
保
九
(
一
七
二
回
)
l明
治
四
(
一
八
甘
一
)
一
一
五
万
石
(
大
和
・
河
内
・
近
江
・
伊
勢
)
一
甲
斐
甲
府
(
一
五
万
石
)

第
2
1
4
表

郡

山

藩

の

領

主

主

領

郡

山

在

封

期

間

石

高

|日

封

名

水
野
勝
成
(
一
代
)
一
一
見
和
一
(
一
六
一
宜
)
l元
和
五
(
一
六
一
九
)
一
六
万
石
(
大
和
)

松
平
(
奥
平
)
忠
明
(
一
代
)
一
元
和
五
(
一
六
一
九
)
1寛
永
一
六
(
一
六
一
元
)
一
二
万
石
(
大
和
・
河
内
)

本
多
政
勝
(
二
代
)
一
寛
永
一
一
六
(
一
六
=
一
九
)
l延宝七(一六七九)一

ω
一
九
万
石
(
大
和
・
河
内
)

三
河
刈
谷
(
百
一
万
石
)

大
坂
(
一
口
万
石
)

播
磨
姫
路
(
一
E

万
石
)

(1) 

(2) 

実
子
勝
行
分
四
万
石
を
含
む

享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
六
万
石
減
知

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

地

移

封

「
大
和
郡
山
市
史
』
に
よ
る
。

一
二
五

先



近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

一一一ムハ

は
、
大
坂
夏
の
陣
直
後
の
元
和
元
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
夏
の
陣
後
の
論
功
行
賞
に
お
い
て
、
東
軍
の
大
和
口
先
鋒
第
一
陣
を
う
け
も
っ
た

水
野
勝
成
は
、
廃
城
と
な
っ
て
い
た
郡
山
城
に
、
添
上
・
添
下
・
平
群
・
式
下
・
広
瀬
の
五
ケ
郡
一
一
五
ケ
村
に
お
い
て
六

O
千
石
を
給

わ
り
、

こ
こ
に
近
世
郡
山
藩
が
立
藩
さ
れ
た
。
郡
山
藩
は
第
二
|
四
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
近
世
前
半
に
領
主
が
め
ま
ぐ
る
し
く

そ
の
所
領
高
も
六

O
千
石
か
ら
一
九

O
千
石
へ
と
大
き
な
幅
が
あ
る
。
激
し
い
領
主
の
交
替
と
そ
の
領
主
が
い
ず
れ
も
譜
代
大

名
で
あ
る
こ
と
は
、
郡
山
が
大
坂
へ
の
備
え
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
た
=
り
さ
れ
る
、
幕
府
の
支
配
体
制
を
確
立
す
る
た

交
替
し
、

め
の
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

す
で
に
述
べ
た
。

ま
た
近
世
を
通
じ
て
郡
山
藩
の
所
領
が
一
円
的
に
ま
と
ま
る
こ
と
な
く
、

幕

領
・
旗
本
領
・
寺
社
領
等
と
入
組
み
分
散
し
て
い
た
こ
と
は
、
郡
山
藩
の
成
立
が
、
関
ケ
原
の
役
直
後
の
徳
川
氏
入
国
に
よ
る
所
領
確
定

を
経
て
、
夏
の
陣
後
の
い
わ
ば
第
二
期
の
所
領
確
定
期
に
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
く
起
因
す
る
と
い
う
乙
と
も
前
述
し
た
。

さ
て
、
元
和
元
年
の
郡
山
藩
成
立
期
に
は
、
本
市
域
に
郡
山
藩
は
ま
だ
姿
を
み
せ
な
い
。

元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
、
水
野
氏
に
か
わ
っ

智
・
吉
野
の
諸
郡
に
及
び
、

第
二
|
一
六
図
の
よ
う
に
橿
原
市
域
で
は
計
二
一
ケ
村

が
、
郡
山
藩
領
と
な
っ
た
。
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
に
は
、
松
平
氏
に
か
わ
っ
て
姫
路
よ
り
本
多
政
勝
が
入
城
し
、
実
子
勝
行
分
四

O

τ、
大
坂
城
よ
り
松
平
忠
明
が
一
二

O
千
石
で
入
城
し
、
郡
山
藩
の
領
域
は
そ
れ
ま
で
の
五
ケ
郡
に
加
え
て
、
十
市
・
葛
下
・
高
市
・
字

分
散
錯
綜
の
度
は
よ
り
深
ま
っ
た
。

乙
の
と
き
、

千
石
分
も
合
め
て
一
九

O
千
石
を
領
し
た
と
さ
れ
、

こ
れ
は
、
松
平
氏
郡
山
藩
に
比
較
し
て
七

O
千
石
も
の
加
増
と
な
る
。
さ
て
、
す
で

に
本
多
氏
が
郡
山
藩
の
領
主
と
な
っ
て
い
る
寛
永
郷
帳
で
は
、
本
多
内
記
(
政
勝
)
の
所
領
は
、
大
和
国
一
四
九
・
九
千
石
と
示
さ
れ
、
こ

れ
に
河
内
国
一
千
石
、
合
せ
て
一
五

0
・
九
千
石
と
、
加
増
分
は
三

O
千
石
に
過
ぎ
な
い
。
と
ζ

ろ
が
、
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
の
寛
文

知
印
集
に
よ
る
と
、
本
多
政
勝
に
対
す
る
分
と
し
て
大
和
国
一
四
七
・
八
千
石
、
河
内
閣
一
・
三
千
石
で
計
一
四
九
・
一
千
石
が
、
ま
た

別
に
領
地
目
録
書
抜
に
は
、
実
子
勝
行
分
と
し
て
四

O
千
石
が
記
さ
れ
、

乙
の
聞
に
四

O
千
石
が
加
増
さ
れ
た
か
に
も
み
え
る
。
ま
た
、

郡
山
藩
領
で
実
施
さ
れ
た
二
割
半
無
地
増
高
と
の
か
か
わ
り
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
割
半
無
地
増
高
と
は
、
松
平
忠
明



本多氏郡山藩{五

| 明吋吋童r2γγ詰rFP6臼悶叫2お5 I C 寛即(本文多知正Qω畑叩叫印勝6剖倒削集6悦刊分4め)) (b本寛多氏永郡郷山藩根) 
(領松平氏目郡山落)

ケ村

10560石余
ケ村 石 ケ村

13199石余十市郡 22 22 11484.444 22 

高市郡 9 3386.3余 9 5212.438 9 

大和国計| 119001.3 147780 

河内讃良部 141 1000 1 41 (1000) 1 41 1250余

郡山制| 120001.3 149030 

d(領実地子勝目録行書分抜) le=c+d11  本多氏郡山藩 f=aX1.251 g=b-a 

ケ村 石 石 石
十市郡 3 925.047 13200 924.444 

高市郡 7 1829.953 6061余 4232.875 1826.138 

大和国計| 40000 30928.16 I 

河内讃良郡| 1250 1250 。
郡山藩 計( 40000 30927.7 

第 2-5表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

が
寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)
、
実
質
一
二

O
千
石
を
、

そ
の
分

の
軍
役
を
つ
と
め
る
と
い
う
乙
と
で
、
二
割
半
増
し
の
一
五

O
千
石
と
し
、

こ
れ
は
本
高
に
は
組
み
入
れ
ず
夫
役
の
増
収

に
の
み
あ
て
た
が
、
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二
)
、
本
高
に
組

(
叩
)

み
入
れ
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
ζ

で
、
本

市
域
を
合
む
十
市
郡
と
高
市
郡
及
び
大
和
全
体
の
本
多
氏
郡

山
藩
領
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
ベ
く
、
第
二

l
五
表
を

作
成
し
た
。
寛
永
郷
帳
と
慶
長
郷
帳
の
村
高
に
は
ほ
と
ん
ど

差
は
な
く
、

こ
の
時
点
で
は
、
本
高
に
は
二
割
半
増
し
は
適

dは『大和郡山市史』による O

用
さ
れ
て
い
な
い
。
松
平
氏
郡
山
藩
か
ら
、
本
多
氏
郡
山
藩

へ
の
増
加
分
は
、

g
欄
の
よ
う
に
、
十
市
郡

0
・
九
二
四
千

石
、
高
市
郡
一
・
八
二
六
石
、
藩
全
体
で
は
約
三

O
千
石
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

後
の
史
料
に
よ
っ
て
政
勝
分
(
寛
文
印

知
集
)
と
勝
行
分
(
領
地
目
録
書
抜
)
と
を
合
せ
る
と
、

藩
全

体
で
は
約
一
九

O
千
石
と
な
る
。

乙
ζ

で
注
目
す
べ
き
は
、

十
市
・
高
市
両
郡
と
も
、

正
勝
分
は
、
松
平
氏
郡
山
藩
領
分

c 、

の
二
割
半
増
し
に
等
し
く

(
C
と
f
)
、
勝
行
分
は
、
松
平
氏

a 、

か
ら
本
多
氏
へ
の
増
加
分
に
等
し
い

(
d
と
g
)
と
い
う
乙
と

七



近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

近世中~後期の郡山落傾

l鰐(松元平叫氏年I日(恵本2多(附氏)年I享(柳保沢年氏)間 I享日(柳沢8叫氏)

千石 千石 千石

添 上 17ケ村増加

添 下 23.7 23.7 23.7 1 

S[Z 群 7.1 7.1 7.1 1 

式 下 14.1 14.1 14.1 1 

!去 瀬 12.7 12.7 12.7 2 

十 市 3.1 3.1 3.1 5 

葛 下 18.1 18.1 18.1 11 

大 和国計 78.8 I 13.8十78.8

大和国外 河内 1.3 河内 1.3 河内 1.3 1.0十1.3

近江 30.0 近江 58.1 58.1 

伊勢 13.2 

国 4 I 総計 153.0

第 2-6表

J¥ 

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
市
・
高
市
郡
で
は
、

松
平
氏
か
ら
本
多
氏
へ
か
わ
っ
た
際
に
、
増
加
し
た
領
地
は
、
勝

行
分
に
あ
て
ら
れ
、

乙
の
石
高
は
慶
長
時
の
石
高
と
変
化
は
な
い

の
に
対
し
、
正
勝
分
の
石
高
は
、
寛
文
期
に
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
領
地
を
伴
わ
な
い
一
律
二
割
半
無
地
増
一
向
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
る
。
郡
山
藩
全
体
で
は
、
松
平
氏
か
ら

本
多
氏
へ
の
実
質
増
加
分
と
、
勝
行
分
と
の
聞
に
一
万
石
の
差
が

あ
り
、
も
う
少
し
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
松
平
氏
二
一

O
千
石

か
ら
本
多
氏
一
九

O
千
石
へ
の
増
加
の
う
ち
、
実
質
的
増
加
は
三

O
千
石
分
で
、
あ
と
は
領
地
増
を
含
ま
な
い
石
高
の
増
加
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

郡
山
藩
は
、
寛
文
十
一
年
(
一
六
七
一
)
、
政
勝
死
去
の
後
、
家

『大和郡山市史』によるo

督
相
続
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
た
た
め
本
多
家
は
二
分
さ
れ
、

延
宝
七
年
(
一
七
七
九
)
、
陸
奥
福
島
及
び
播
磨
明
石
へ
そ
れ
ぞ
れ

移
封
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
松
平
信
之
(
八
O
千
石
)
、
本
多
忠
平

忠
常
・
忠
直
・
忠
村
(
一
一

O
千
石
)
と
続
い
た
が
、
忠
村
は
十
歳

忠
村
弟
忠
裂
が
七
歳
で
旧

で
死
亡
し
、
享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
、

領
中
五
万
石
を
与
え
ら
れ
て
相
続
し
た
が
翌
年
死
亡
し
た
た
め
、



本
多
家
は
断
絶
し
た
。

こ
の
減
知
に
よ
っ
て
、
十
市
・
葛
下
・
広
瀬
郡
内
約
三

O
千
石
は
蔵
入
と
な
っ
た
。
翌
九
年
柳
沢
吉
保
が
大
和
国

内
七
八
・
八
千
石
、
計
約
一
五

O
千
石
で
入
部
し
、
幕
末
に
至
っ
た
。
松
平
(
信
之
)
氏
八

O
千
石
以
後
、
本
多
(
忠
平
系
)
氏
一
二

O
千

石

柳
沢
氏
一
五

O
千
石
と
石
高
が
変
化
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

大
和
国
内
の
郡
山
藩
の
所
領
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
第
二

l
六
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
郡
別
石
高
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
表
よ
り
、
松
平
(
信
之
)
氏
・
本
多
(
忠
平

系
)
氏
・
柳
沢
氏
の
時
代
と
も
大
和
国
の
各
郡
及
大
和
全
体
の
石
高
に
は
変
化
な
く
、

総
石
高
の
増
加
は
大
和
国
外
の
領
地
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
故
に
松
平
信
之
氏
以
後
、
大
和
国
内
の
郡
山
藩
は
、

そ
の
領
域
に
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
但
し
、
享

和
元
年
(
一
八
O
一
)
伊
勢
国
の
領
地
と
の
替
地
を
命
ぜ
ら
れ
、

こ
れ
以
後
大
和
圏
内
の
郡
山
藩
領
は
、

そ
れ
ま
で
の
七
八
・
八
千
石
か
ら

九
二
・
六
千
石
へ
と
増
加
し
、
十
市
郡
内
で
は
新
た
に
五
ケ
村
が
加
え
ら
れ
た
。
郡
山
藩
で
は
、
享
和
元
年
以
降
替
地
と
な
っ
た
藩
領
を

御
代
知
と
い
い
、
そ
れ
以
前
の
領
地
を
旧
地
と
呼
ん
だ
。

右
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
郡
山
藩
と
本
市
域
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

元
和
五
年
(
一
六
二

O
)
、
松
平

忠
明
が
入
部
し
て
一
二

O
千
石
へ
と
石
高
が
倍
増
し
、
南
部
へ
と
そ
の
領
域
が
拡
大
し
た
の
に
伴
っ
て
、
本
市
域
に
も
一
二
ケ
村
、
九
・

四
千
石
の
郡
山
藩
領
が
生
ま
れ
た
(
第
二
|
一
六
図
参
照
)

0

さ
ら
に
、

寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
、

北
越
知
の

こ
れ
ら
は
、
勝
行
分
で
あ
り
、
後
述
の
よ

本
多
民
の
入
部
に
伴
い
、

一
部
及
び
す
で
に
一
部
が
同
藩
と
な
っ
て
い
た
土
橋
の
他
の
一
部
が
、
郡
山
藩
と
な
っ
た
が
、

う
に
他
の
郡
山
藩
領
の
よ
う
に
二
割
半
無
地
増
高
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
、
松
平
信
之
が
八

O
千
石
と
そ
れ
以
前

の
半
分
以
下
の
石
高
で
入
部
し
た
際
、
橿
原
市
域
の
郡
山
藩
領
は
ほ
と
ん
ど
が
幕
領
と
な
り
、
残
さ
れ
た
郡
山
藩
領
は
、
内
膳
(
一
部
)
、

上
品
寺
、
飯
高
(
一
部
)
、
大
垣
の
四
ケ
村
計
約
一
・

O
千
石
と
、
本
多
氏
時
代
の
一
割
に
減
少
し
た
。

こ
れ
ら
の
村
は
、
本
多
・
柳
沢
時

代
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
い
く
。
享
和
元
年
、
伊
勢
国
の
郡
山
藩
領
と
の
替
地
で
、
十
市
部
で
は
五
ケ
村
が
郡
山
藩
領
と
な
っ
た
が
、
本
市

関
係
で
は
、
南
山
村
が
乙
れ
に
あ
た
る
。
旧
高
旧
領
取
調
帳
に
よ
る
と
五
ケ
村
一
・
四
千
石
が
郡
山
藩
と
な
っ
て
い
る
。
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国

そ

の

他

の

藩

領

慶
長
時
、
本
市
域
藩
領
に
松
倉
重
政
領
が
み
ら
れ
る
。
松
倉
氏
は
、
筒
井
家
三
家
老
の
一
人
で
、
関
ケ
原
で
の
戦
功
に
よ
り
、
{
子
智
・

高
取
・
十
市
郡
内
に
お
い
て
一

O
千
石
を
与
え
ら
れ
、

五
条
二
見
に
拠
を
構
え
た
。

乙
の
う
ち
本
市
に
属
す
る
の
は
、
高
市
郡
醍
閥
、
飛

騨
、
小
槻
、

五
条
野
、
曽
我
、
十
市
郡
新
賀
の
六
ケ
村
計
三
・
三
千
石
で
あ
る
。
松
倉
氏
は
元
和
元
年
の
大
坂
夏
の
障
に
も
功
あ
っ
た
と

し
て
、
元
和
二
年
、
肥
前
島
原
へ
四

O
千
石
を
も
っ
て
移
封
さ
れ
た
た
め
五
条
二
見
藩
は
廃
藩
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
諸
村
は
ひ
と
ま
ず
幕

領
と
な
っ
た
。

藤
堂
高
虎
を
藩
祖
と
す
る
津
藩
は
、

元
和
五
年
、
和
歌
山
藩
領
と
の
替
地
に
よ
り
、
大
和
田
添
上
、
山
辺
、
十
市
、
式
上
の
四
郡
で
四

O
千
石
弱
の
所
領
を
得
た
。

こ
の
う
ち
、
橿
原
市
域
で
は
、
山
ノ
坊
、
膳
夫
(
一
部
)
、
木
ノ
本
、
新
日
の
四
ケ
村
一
・
二
千
石
が
津
藩
領

で
あ
っ
た
が
、

こ
の
う
ち
木
ノ
本
と
新
口
は
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
、
藤
堂
藩
の
支
藩
と
し
て
久
居
藩
が
設
置
さ
れ
た
際
、

そ
の
所
領

と
な
っ
た
。

加
藤
明
友
(
加
藤
嘉
明
の
孫
)
が
二

O
干
石
で
水
口
藩
(
滋
賀
県
水
口
町
)
を
立
藩
し
た
際
、

千
石
を
領
し
た
。
遺
領
を
継
い
だ
加
藤
明
英
は
、
元
禄
八
年
三
六
九
五
)
、
下
野
壬
生
に
移
封
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
大
和
の
所
領
は
壬
生

藩
(
栃
木
県
壬
生
町
)
へ
移
さ
れ
た
。
一
糧
原
市
域
で
は
、
十
市
村

0
・
五
千
石
が
水
口
藩
を
へ
て
壬
生
藩
と
な
っ
た
が
、
正
徳
二
年
(
一
ム
ハ

天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
に
、

大
和
で
約
八

一
二
)
加
藤
嘉
矩
(
明
英
の
闘
子
)
が
再
度
水
口
へ
移
封
さ
れ
た
際
幕
領
と
な
っ
た
。

同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
た
葛
下
郡
の
四
ケ
村
は
、
幕

末
ま
で
壬
生
藩
に
と
ど
ま
っ
た
。

将
軍
綱
吉
の
寵
愛
を
え
て
一
代
で
破
格
の
出
世
を
と
げ
た
柳
沢
吉
保
が
、

川
越
藩
主
で
あ
っ
た
と
き
、

大
和
国
山
辺
・
葛
下
・
平
群
・
式
下
・
広
瀬
・
高
市
・
添
上
八
郡
の
う
ち
で
二
万
石
が
川
越
藩

元
禄
十
五
年
三
六
O
二
)
か

ら
宝
永
元
年
(
一
六
O
四
)
の
三
年
間
、

領
と
な
っ
た
が
、
高
市
郡
で
は
、
本
市
萩
ノ
本
ほ
か
四
ケ
村
が
乙
れ
に
あ
た
る
。



四

旗
本
領
の
構
成
と
変
化

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
和
盆
地
南
部
は
、
関
ケ
原
直
後
に
外
様
旗
本
の
封
じ
込
め
の
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
本
市
の
慶
長
期
に

お
け
る
旗
本
領
の
構
成
比
六
割
と
い
う
数
字
は
、
そ
の
性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

慶
長
期
に
橿
原
市
域
に
所
領
を
有
し
て
い
た
旗
本
は
一
六
家
に
及
ぶ
。
多
く
は
一
千
石
前
後
の
小
規
模
な
旗
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
半

数
の
八
家
が
、
元
禄
期
ま
で
に
姿
を
消
し
た
の
に
対
し
、
藤
堂
氏
や
神
保
氏
な
ど
の
旗
本
や
大
名
植
村
氏
よ
り
孫
分
家
も
合
め
て
六
家
の

分
家
が
あ
り
、
う
ち
元
禄
期
ま
で
に
二
家
が
廃
絶
し
た
た
め
、
元
禄
期
に
は
一
二
家
の
旗
本
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
所
領
高
は
四

分
の
三
に
減
少
し
、
本
市
域
に
占
め
る
構
成
比
も
四
割
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
幕
末
に
は
一

O
家
と
な
り
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
旗
本
家
は

な
く
、
構
成
比
も
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
た
。

慶
長
期
に
所
領
を
有
し
て
い
た
旗
本
の
う
ち
、
元
禄
期
ま
で
に
姿
を
消
し
た
も
の
に
つ
い
て
ま
ず
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
大
坂
夏
の

陣
に
大
坂
方
に
つ
い
た
大
野
治
長
の
所
領
の
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
十
市
郡
内
に
五
・
四
千
石
、
う
ち
本
市
域
に
五
ケ
村
、
ニ
・
五
千

石
の
所
領
を
有
し
て
い
た
が
、
元
和
元
年
改
易
と
な
り
幕
領
と
な
っ
た
。
別
所
孫
次
郎
も
本
市
域
の
二
ケ
村
、

0
・
五
千
石
を
含
め
て

一
・
九
千
石
宇
佐
十
市
郡
内
に
有
し
て
い
た
が
、
元
和
二
年
殺
傷
事
件
を
起
し
て
改
易
さ
れ
、
十
市
郡
内
三
千
石
(
木
市
一
・
二
千
石
)
の
秋

山
右
近
領
、
東
竹
田
(
本
市
)
・
多
村
(
田
原
本
町
)
で

0
・
六
千
石
の
疋
田
右
近
債
も
元
和
初
年
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
霊
時

は
、
十
市
郡
に
二
・
四
千
石
(
う
ち
木
市
一
・
九
千
石
)
、
高
市
郡
に

0
・
一
千
石
(
本
市
)
、
式
下
郡
に

0
・
六
千
石
を
有
し
て
い
た
が
、
慶

長
十
二
年
三
六
O
七
)
に
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
佐
久
間
氏
は
、
式
下
郡
一
千
石
、
十
市
郡
に
一
千
石
(
木
市
0
・
五
千
石
)
を
有

し
て
い
た
が
、
寛
永
年
聞
に
退
転
し
て
い
る
。

一
方
、
後
に
大
名
へ
と
昇
格
し
た
松
平
正
綱
は
、
遠
江
国
の
出
身
で
、
近
習
出
頭
人
兼
勘

定
奉
行
と
し
て
家
康
の
側
に
仕
え
、
元
和
二
年
ま
で
に
三
河
国
幡
豆
郡
を
中
心
に
約
五
千
石
を
与
え
ら
れ
た
。
大
和
国
に
は
、
十
市
郡
矢
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部
村
(
田
原
本
町
)
及
び
高
市
郡
土
橋
村
(
本
市
)
で
計
0
・
五
千
石
の
所
領
を
得
て
い
た
。

寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)
、
二
二
千
石
を
も
っ

て
相
模
国
甘
縄
藩
主
と
な
り
大
名
に
昇
格
し
た
際
、
矢
部
村
に
合
せ
て

0
・
五
千
石
を
得
、
土
橋
村
の
松
平
氏
領
は
幕
領
と
な
っ
た
。
ま

た、

桑
山
貞
晴
は
、

高
市
郡
内
に
一
・
五
千
石
(
本
市
0
・
二
千
石
)
、

葛
下
郡
内
に
一
千
石
を
領
し
て
い
た
が
、

寛
永
十
三
年
(
一
六

し
か
し
、
同
十
五
年
貞
利
の
弟
貞
寄
が
名
跡
を
継
い
だ

際
葛
下
郡
内
の
旧
領
は
復
活
し
た
が
、
他
は
葛
上
郡
で
一
千
石
が
宛
行
わ
れ
た
た
め
、
本
市
域
の
桑
山
氏
領
(
北
越
知
)
は
、
消
滅
し
た
。

六
)
、
貞
晴
の
子
貞
利
に
嗣
子
な
く
改
易
さ
れ
、

い
っ
た
ん
幕
府
領
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
慶
長
期
か
ら
元
禄
期
ま
で
に
失
な
わ
れ
た
旗
本
領
の
う
ち
、
九
割
ま
で
は
元
和
初
期
ま
で
に
消
失
し
た
の
で
あ
り
、
旗

本
領
の
変
化
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
集
中
し
て
行
な
わ
れ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
元
禄
期
ま
で
存
続
し
た
旗
本
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
本
市
域
内
に
所
領
を
も
っ
旗
本
の
う
ち
、
最
大
は
神
保
氏
の

六
・
七
千
石
で
あ
る
。
慶
長
期
の
神
保
氏
の
全
所
領
は
高
市
郡
内
の
七
千
石
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
橿
原
市
域
内
に
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
神
保
氏
領
は
、
元
禄
期
に
一
千
石
の
石
高
を
減
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
己
山
部
村
の
う
ち

0
・
一
千
石
及
び
雲
梯
村
0
・

九
千
石
計
一
千
石
を
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
、
当
時
の
当
主
弟
茂
知
に
分
知
し
た
た
め
で
あ
る
。

茂
知
は
元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)
、
書
院

番
を
辞
し
た
際
所
領
没
収
と
な
り
、
両
村
の
茂
知
領
は
幕
領
と
な
っ
た
。

多
賀
氏
は
、
十
市
郡
0
・
七
千
石
、
高
市
郡
一
・
一
二
千
石
(
木

市
)
(
一
苅
禄
期
以
降
は
十
市
部
0
・
六
千
石
、
高
市
郡
一
・
四
千
石
(
木
市
)
)
、

佐
藤
氏
は
十
市
郡
一
千
石
(
木
市
)
、
村
越
氏
も
本
市
十
市
村
に
一

千
石
を
領
し
、
幕
末
ま
で
変
化
が
な
か
っ
た
。
賎
ケ
岳
七
本
槍
の
一
人
と
し
て
雄
名
を
馳
せ
た
平
野
長
泰
は
、
田
原
本
に
陣
屋
を
か
ま
え

五
千
石
を
有
し
た
が
、
維
新
直
後
石
盛
を
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
一

O
千
石
を
越
え
て
い
た
の
で
大
名
に
列
し
た
。
本
市
に
か
か
わ
る
の
は

市
北
西
端
飯
高
村
の
一
部

0
・
0
三
千
石
の
み
で
あ
る
。
鈴
木
重
時
は
、
慶
長
時
に
廃
絶
と
な
っ
た
鈴
木
重
勝
の
分
家
で
あ
る
。
大
和
国

内
で
は
内
膳
村
0
・
一
千
石
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、

幕
末
ま
で
存
続
し
た
。

藤
堂
氏
は
慶
長
時
高
市
郡
に
二
千
石
(
本
市
)
を
有

し
て
い
た
が
、
寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)
、

一
千
石
を
分
知
し
、
二
家
に
分
れ
幕
末
に
至
っ
た
。
赤
井
氏
は
十
市
郡
内
で
二
千
石
を
領
し
、



明
暦
元
年
(
一
六
五
五

)
0
・
三
千
石
、
宝
永
六
年
(
一
七
O
九
)
別
に

0
・
三
千
石
を
分
知
し
、
本
市
域
内
に
は
宝
永
六
年
以
後
、

四

千
石
を
領
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
代
忠
日
聞
は
、
天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
、
か
つ
て
、
越
後
国
雑
米
の
は
か
ら
い
が
等
閑
で
あ
っ
た
乙

と
、
及
び
不
正
の
金
を
借
用
し
た
こ
と
を
越
度
と
し
て
采
地
の
半
ば
を
減
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
直
前
忠
日
間
の
所
領
は
、
南
山
村
四
二

八
・
五
九
二
石
、
南
浦
村
三
九
八
・
一
二
七
三
石
、
橋
本
村
(
池
尻
を
含
む
)
五
一
八
・
九
五
回
石
(
以
上
本
市
)
、
宮
ノ
森
村
二
九
・

O
八
O
石

(

ロ

〕

(

日

)

(
田
原
本
町
)
の
計
一
三
七
四
・
九
九
九
石
で
あ
っ
た
。
享
和
三
年
の
「
大
和
国
高
附
帳
上
中
下
」
(
安
政
六
年
写
)
で
は
、
南
山
の
み
が
郡

山
藩
領
と
な
っ
て
お
り
、

(
M
)
 

郎
領
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
忠
晶
旧
領
中
、
南
山
・
橋
本
が
召
し
上
げ
ら
れ
て
幕
領
と
な
り
、
南
浦
・
池
尻
の
み
が
赤
井
氏
領

そ
の
後
南
山
は
、
伊
勢
国
領
地
と
の
村
替
え
の
際
再
び
郡
山
藩
領
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
南
山
村
か
ら
、
元
禄
ま
で

旧
高
旧
領
取
調
帳
に
は
、

幕
末
期
の
南
山
村
を
郡
山
藩
領
、

橋
本
村
を
幕
領
、

南
浦
・
池
尻
村
を
赤
井
伊
三

に
残
さ
れ
、

に
池
尻
(
橋
本
)
が
独
立
し
、

そ
の
後
、
池
尻
と
橋
本
が
分
離
さ
れ
た
。

橋
本
村
は
、
明
治
期
町
村
合
併
の
折
に
も
、

南
山
・
池
尻
が
属

し
た
香
久
山
村
と
は
異
な
る
安
倍
村
に
属
し
、
現
在
、
桜
井
市
に
属
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
本
稿
で
は
橋
本
を
橿
原
市
に
合

め
て
述
べ
、
石
一
両
も
合
せ
て
計
上
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
二
代
家
貞
は
弟
政
春
に
三
千
石
を
分
知
し
、
本
市
で
は
小
泉
堂
(
四

条
の
う
ち
て
常
門
、
川
西
計
二
・
二
千
石
余
が
旗
本
植
村
政
春
領
と
な
っ
た
。
う
ち
、
小
泉
堂
は
、
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
当
主
政
勝
弟

高
取
藩
主
植
村
家
か
ら
三
家
の
分
家
が
で
て
い
る
。

行
長
(
政
広
)
に
分
知
さ
れ
た
が
、
政
広
は
、
宝
永
四
年
(
一
七
O
七
)
政
勝
の
養
子
と
な
っ
て
高
取
藩
を
継
い
だ
た
め
、
小
泉
堂
は
幕
領

と
な
っ
た
。
残
る
所
領
も
、
享
保
十
四
年
(
一
七
二
九
)
、
政
文
が
高
取
藩
主
家
敬
の
養
子
と
な
っ
た
際
幕
領
に
な
っ
た
。
高
取
藩
主
三
代

家
言
は
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
弟
政
明
に
、
本
市
の
萩
本
・
中
曽
司
・
新
堂
あ
わ
せ
て
一
千
石
を
分
知
し
た
が
、

元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)

政
明
は
小
姓
に
な
る
の
を
固
辞
し
た
た
め
改
易
さ
れ
そ
の
所
領
は
幕
領
と
な
っ
た
。
家
言
は
ま
た
、
同
じ
く
貞
享
四
年
に
、
弟
正
澄
に
も

0
・
五
千
石
(
本
市
新
堂
及
び
大
和
高
田
市
秋
吉
)
を
分
知
し
た
が
、
旗
本
植
村
家
と
し
て
は
、
乙
の
正
澄
家
の
み
が
幕
末
ま
で
残
る
乙
と
と

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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近
世
の
所
領
構
成
と
特
徴

主
つ

=o

J
1・
も

ザ

J

四

大
和
の
旗
本
は
、
豊
臣
秀
吉
・
秀
長
に
従
臣
し
、
大
和
に
知
行
地
を
得
て
い
た
の
が
、
関
ケ
原
の
役
で
東
軍
に
与
し
、
本
領
を
安
堵
さ

れ
た
場
合
が
多
い
が
、
本
市
に
領
地
を
有
し
た
旗
本
も
松
平
氏
を
除
い
て
こ
の
例
に
も
れ
な
い
。
こ
の
た
め
か
、
改
易
・
分
知
の
ほ
か
は

移
動
が
な
く
、

ほ
と
ん
ど
近
世
初
頭
以
来
の
所
慣
を
守
っ

て、

幕
末
に
至
っ
た
。

小
規
模

し
か
し
そ
の
所
領
は
、

橿原市における近世郡山落成立直前の幕領

で
、
郡
を
異
に
し
た
り
あ
る
い
は
大
和
国
外
へ
と
分
散
す

る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
図
で
明
か

な
よ
う
に
、
神
保
氏
領
は
、
所
領
も
比
較
的
広
く
陣
屋
の

あ
る
池
尻
を
中
心
に
一
円
的
な
ま
と
ま
り
を
有
し
て
い
る

点
で
、
特
徴
が
あ
っ
た
。

五

幕
領
の
変
化
と
意
味

慶
長
期
に
は
わ
ず
か
コ
了
二
一

Mm
の
構
成
比
で
あ
っ
た
本

市
域
の
幕
領
は
、
元
禄
期
に
は
三
四
・
八
%
と
一

O
倍
以

第2ー15図

上
と
な
り
、
幕
末
に
は
、
さ
ら
に
四
割
近
く
に
ま
で
増
加

こ
う
し
た
幕
領
の
変
化
は
他
の
私
領
の
増
減
や
廃

絶
あ
る
い
は
新
設
と
大
き
な
か
か
わ
り
が
あ
る
。
幕
領
の

し
た
。

も
っ
て
い
た
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
私
領
と
の
か
か
わ
り
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津港
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年

年

年
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元
一
万
寛

O
口
@

を
検
討
し
つ
つ
幕
領
の
変
化
を
追
っ
て
み
た
い
。

第
二

l
一
二
図
の
よ
う
に
、
慶
長
期
に
お
け
る
本
市
の

橿原市における成立期の郡山落

幕
領
は
、
七
ケ
村
、

一
・
二
千
石
余
り
で
、
点
在
し
て
い

た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
元
和
五
年
郡
山
藩
成
立
直

前
に
は
、
第
二

l
一
五
図
の
よ
う
に
、
本
市
幕
領
は
二
四

ケ
村
、
約
一

O
千
石
に
も
増
加
し
て
い
た
。
新
た
に
加
わ

っ
た
幕
領
は
、
五
条
二
見
藩
の
よ
う
に
廃
絶
と
な
っ
た
大

名
債
や
、
大
野
治
長
な
ど
改
易
さ
れ
た
旗
本
領
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
幕
領
の
す
べ
て
は
、
第
二
1

一
六
図
の
よ
う

第 2-16図

に
元
和
五
年
藩
主
交
替
に
際
し
所
領
高
が
二
倍
に
な
っ
た

松
平
氏
郡
山
藩
及
び
津
藩
の
替
地
領
に
あ
て
ら
れ
、

乙

の

た
め
、
本
市
域
の
幕
領
は
乙
の
時
点
で
皆
無
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
高
取
藩
が
本
多
氏
か
ら
植
村
氏
へ
引
き
継
が
れ

た
際
一
時
的
に
幕
領
と
な
っ
た
こ
と
を
除
く
と
寛
永
二
年

加
増
に
よ
り
、

(
一
六
二
五
)
に
土
橋
(
松
平
正
綱
領
)
、
寛
永
十
三
年
に
北
越
知
(
桑
山
貞
晴
系
領
)
が
幕
領
と
な
っ
た
が
、
寛
永
十
六
年
本
多
氏
郡
山
藩
の

と
乙
ろ
が
延
宝
七
年
三
六

こ
れ
ら
も
郡
山
藩
領
(
勝
行
分
)
と
な
り
、
ま
た
も
本
市
に
お
い
て
幕
領
は
皆
無
と
な
っ
た
。

七
九
)
、
郡
山
藩
領
が
八

O
千
石
へ
と
減
知
に
な
る
に
及
ん
で
、
本
市
郡
山
藩
領
は
四
ケ
村
へ
と
減
少
し
た
た
め
、
第
二
|
一
七
図
の
よ
う

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

に
こ
の
時
点
ま
で
に
幕
領
と
な
っ
て
い
た
十
市
佐
久
間
氏
領
と
と
も
に
、
本
市
幕
領
は
二
二
ケ
村
へ
と
一
気
に
増
加
し
た
。
乙
の
後
、
旗

二
二
五
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世
の
所
領
構
成
と
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徴
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延宝7年郡山藩
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本
領
の
改
易
及
び
藩
領
の
加
増
や
領
地
替
え
に
よ
っ
て
多
少

の
増
減
は
あ
っ
た
が
、
大
き
な
変
動
は
な
く
幕
末
を
迎
え
る

橿原市における延宝7年の幕領

こ
と
と
な
っ
た
。

幕
府
は
、
改
易
あ
る
い
は
廃
絶
さ
れ
た
藩
領
や
私
領
を
幕

領
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
基
盤
を
確
実
に
す
る
と

と
も
に
政
治
的
支
配
の
確
立
に
も
役
立
て
た
。
大
和
は
、
秀

長
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
本
領
安
堵
、
あ
る
い
は
加
増
の
外

様
大
名
・
旗
本
が
多
数
「
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
」
土
地
柄

で
あ
っ
た
。
大
坂
へ
の
隣
接
地
で
あ
る
乙
と
を
考
え
る
と

第 2-17図

き
、
こ
れ
ら
外
様
の
大
名
・
旗
本
家
に
何
か
問
題
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
さ
ま
土
地
を
没
収
し
幕
領
と
す
る
と
と
は
、
政
治

的
安
定
の
う
え
か
ら
不
可
欠
の
乙
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
幕
領
は
ま
た
、
思
い
の
ま
ま
に
、
新
た
な
藩
の
創

設
や
転
封
を
行
な
う
た
め
の
予
備
の
土
地
で
あ
っ
た
。
大
名

の
取
立
て
・
石
室
岡
増
減
・
移
動
は
政
治
的
支
配
確
立
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
幕
府
は
近
世
前
半
、
特
に
中
央
地
帯
の

譜
代
大
名
の
移
動
を
激
し
く
行
な
っ
た
。
こ
う
し
た
乙
と
は
、
直
轄
領
と
の
組
み
合
せ
が
あ
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
。
狭
義
の
直
轄
幕

領
、
譜
代
の
旗
本
・
大
名
領
の
三
者
間
で
は
統
廃
合
が
容
易
に
行
な
わ
れ
、
幕
府
は
譜
代
の
旗
本
・
大
名
領
を
広
義
の
幕
領
と
み
な
し
て

い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
大
和
盆
地
南
部
の
本
市
域
で
は
、
近
世
前
半
に
外
様
大
名
・
旗
本
領
に
大
き
な
変
動
が
あ
り
、
多
く
の
幕
領
を
生



み
出
し
た
。
前
記
の
よ
う
に
郡
山
藩
領
の
増
減
の
経
緯
を
み
る
と
、

こ
う
し
た
譜
代
大
名
領
の
拡
大
・
縮
小
を
伴
う
変
化
に
果
し
た
幕
領

の
意
味
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

---'-
/¥ 

橿
原
市
に
お
け
る
近
世
所
領
支
配
の
類
型

以
上
の
経
過
を
ま
と
め
る
と
、
村
方
か
ら
み
て
本
市
の
近
世
所
領
支
配
は
次
の
二
つ
の
類
型
に
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
る
。

山
近
世
を
通
じ
て
同
一
の
私
領
支
配
下
に
あ
っ
た
村
。

間

私

領

l
幕
領
l
郡
山
藩
領
l
幕
領
と
い
う
コ

l
ス
を
た
ど
っ
た
村
。

第
二

l
二
了
二
ニ
・
一
四
図
、
第
二

l
一
表
を
み
る
と
山
に
は
、
高
取
落
や
、
神
保
氏
領
を
代
表
と
す
る
近
世
を
通
じ
て
所
領
支
配

旧
十
市
郡
に
多
く
み
ら
れ
る
。

に
変
化
の
な
か
っ
た
旗
本
領
が
あ
げ
ら
れ
、
本
市
の
西
南
部
の
旧
高
市
郡
に
そ
の
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
凶
は
反
対
に
、
本
市
東
北
部
の

こ
う
し
た
所
領
支
配
の
差
が
、
近
世
農
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
、
節
を
改
め
て

述
べ
て
い
き
た
い
。

〔注〕
(
1
)
森
島
允
子
(
一
九
八
五
)
「
支
配
領
域
の
再
編
成
L

藤
田
佳
久
編
『
奈
良
県
史
』
第
一
巻
所
収
。

(
2
)

高
取
町
史
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
六
四
)
「
高
取
町
史
』

0

(
3
)

「
大
和
国
著
聞
記
寛
永
七
年
高
附
」
「
庁
中
浸
録
』
所
収
(
奈
良
県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)
。

(
4
)
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

0

以
下
、
諸
藩
・
旗
本
の
記
述
に
は
多
く
と
れ
を
参
照
し
た
。

(

5

)

前
掲
書
(

2

)

0

(
6
)
「
大
和
国
著
聞
記
給
所
御
代
官
替
之
分
」
『
庁
中
漫
録
」
所
収
(
奈
良
県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〉

0

(
7
)

「
元
禄
郷
帳
」
奈
良
県
編
(
一
九
一
四

t
一
九
一
五
、
一
九
七
五
復
刻
)
『
大
和
士
山
料
』
所
収
。

(
8
)

木
村
礎
校
訂
(
一
九
七
五
)
「
旧
一
品
旧
領
取
調
帳
・
近
畿
編
』

0

第
二
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史
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所
領
支
配
と
村
落

J¥. 

(

9

)

と
の
項
は
、
柳
沢
文
庫
専
門
委
員
会
編
(
一
九
六
六
)
『
大
和
郡
山
市
史
』
を
参
照
し
た
。

(
叩
)
秋
、
氷
政
孝
(
一
九
六
七
)
「
大
和
の
村
高
仮
に
つ
い
て
」
堀
井
先
生
停
年
退
官
記
念
会
一
編
『
奈
良
文
化
論
叢
』
所
収
。
谷
山
正
道
(
一
九
七
六
)

「
一
八
世
紀
大
和
に
お
け
る
幕
領
支
配
の
特
質
と
農
村
享
保
・
宝
暦
期
を
中
心
に
1

」
「
史
学
研
究
』
一
三
三
号
。

(
U
)
「
大
和
国
郡
村
高
附
」
(
奈
良
県
立
図
書
館
)
に
朱
量
一
目
。

(
ロ
)
前
掲
室
田
(
日
)
。

(
日
)
「
大
和
国
高
附
帳
上
中
下
」
安
政
六
年
写
(
奈
良
県
立
図
書
館
)
。

(
日
比
)
「
天
保
郷
帳
」
で
は
、
池
尻
二
六
0
・
0
四
六
石
、
橋
本
二
五
八
・

O
九
七
石
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
L

で
は
、
二
六
0
・
0
四

六
五
石
と
二
三
一
了
六
六
O
一
石
と
記
ぢ
れ
て
い
る
。

第
四
節

所
領
支
配
と
村
落

橿
原
市
は
奈
良
盆
地
南
部
の
ま
と
ま
っ
た
平
坦
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
近
世
に
お
い
て
は
、
支
配
領
域
が
様
々
に
異
な
っ
て
い
た
。
本

節
で
は
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
乙
と
を
、
貢
租
と
生
産
力
と
の
関
係
か
ら
と
り
あ

げ
る
が
、
ま
ず
貢
租
の
基
礎
と
な
る
村
高
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

村

高

の

変

化

本
市
域
の
江
戸
期
石
高
は
、
慶
長
期
三
五
・
三
千
石
か
ら
元
禄
・
幕
末
期
の
三
七
・
七
千
石
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
三
期
の
各
村

高
を
斗
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
表
示
す
る
と
第
二
|
七
表
の
よ
う
に
な
る
。
慶
長
期
の
村
高
は
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
の
太
閤
検
地
の
石

高
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

乙
の
検
地
で
は
、

田
・
畑
・
屋
敷
の
一
筆
ど
と
に
面
積
を
計
測
し
、

一
反
当
り
の
生
産
量
を
米
の
収
量
で
等



第 2ー 7表桓 原市域における近世の村高

A B C D A B C D A B C D 

慶長期元禄期幕末期 Ax1.25 慶長期元禄期幕末期 Ax1.25 慶長期元禄期幕末期 Ax1.25 

日告j 殿 656 (上)飛騨 133 167 167 0 166 五 井 312 313 313 

(別所) 128 台u当 我ー 1352 1352 1352 吉田 248 254 

(法花寺) 80 80 槻 836 1046 1046 0 1045 (古川坊城) 381 381 

純 手 426 416 416 五条野 570 712 712 0 712 久 米 517 516 517 
南八木 465 465 465 内 E苦 372 440 438 0 340+ 1 00 ，r." 屋 514 528 529 

中曽 司 745 745 746 .. 吋、vυ~ 舟空 757 947 947 0 946 (西)池尻 "90 290 306 
事庁 堂 546 546 548 山ノ坊 308 308 308 0 畝 イ軍 282 283 

(南)妙法寺 113 117 117 上品寺 352 440 440 0 440 (御 坊) 112 112 

大 t経 182 182 182 日昔 夫 943 「ou
大 窪 517 517 517 

見 瀬 687 690 691 (出合) 271 271 山 本 241 239 239 

石 }I[ 392 394 394 (出土亘内) 143 国 1~ 附l 忌 古官 257 257 264 

木 殿 265 265 266 土 紙 624 652 652 ⑧ 9331 4. 梯 902 903 903 
田 中 399 402 403 石原因 399 498 498 0 499 飯 」IE3- 309 315 315 0 31+284 

四 分 r03 }山 263 木 原 423 529 528 0 529 綱 240 240 240 

(ヲf~ 騨) 59 太田市 316 395 395 0 395 来坊城 892 892 892 

(小 房) 87 葛 本 1212 1516 1516 0 1515 曲 }I[ 1298 1356 1356 0288+1068 

和田 675 675 557 下八釣 212 264 264 0 265 中 294 294 294 

(和田出屋敷) 117 木ノ本 227 227 227 且Jfft 田 417 417 439 

四条 l 877 628 628 新ノ口 545 544 544 南 i甫 398 398 398 

(小泉堂) 263 263 東竹田 579 724 727 0 724 南 山 428 429 

常問 (1154 1015 1015 十 市 1494 1502 1553 (池 尻) 543 260 

(萩ノ本) 157 157 答 喰 202 202 203 (橋 本) 233 

北越知 236 236 236 ⑧ (北)妙法寺 204 204 204 北 八 木 111 139 139 0 139 

西 966 966 966 地 Z責 411 411 415 メ寸入 井 330 413 414 0 413 

観音寺 849 839 839 大 谷 163 163 164 大 指 364 455 455 0 455 

新 カ!ロ、y 515 643 643 0 644 慈明寺 ( 716 467 475 香久山 28 30 30 

~ 醐 621 776 776 0 776 (寺田) 249 249 新 三みt己'- 200 200 200 

0本多氏郡山藩(政勝分) ⑧本多氏郡山藩(勝行分)

組長11桝 幽-s(宕翌主事Q絵蛍 1 111-s. 
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配
と
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落

一四
O

紋
づ
け
(
石
盛
)
を
し
た
う
え
で
収
穫
量
を
割
り
出
し
、

そ
れ
ら
を
総
合
計
し
て
村
高
が
算
出
さ
れ
る
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
村
高
と
は
、

一
村
の
総
生
産
量
を
米
の
収
量
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
禄
期
の
石
高
を
慶
長
期
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
、
政
勝
分
の
本
多
郡
山
藩
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
除
く
と
、

ほ
と
ん
ど
の
村
落
で
両

者
は
一
致
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
近
似
し
た
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
元
禄
期
の
村
高
も
文
禄
検
地
の
そ
れ
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
乙
と
が

わ
か
る
。
幕
領
に
お
い
て
は
、

延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
に
検
地
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
域
の
幕
領
は
、

同
年
に
郡
山
藩
か
ら
幕

乙
の
延
宝
検
地
を
う
け
た
村
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
高
取
藩
で
は
領
内
の
九
ケ
村
が
、
寛
永
・
正
保

(
1
)
 

年
聞
に
新
し
く
検
地
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
域
の
村
に
は
か
か
わ
り
が
な
い
。
郡
山
藩
領
で
あ
っ
た
村
々
の
石
高
は
、
先
述
の
と
お

領
に
か
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

り
、
無
地
増
一
両
に
よ
っ
て
一
様
に
慶
長
期
石
高
の
二
割
五
分
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
第
二
|
七
表
よ
り
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。

こ
の
表

の
D
欄
で
は
、
相
給
の
場
合
、
慶
長
期
石
高
中
郡
山
藩
領
分
の
み
二
割
五
分
増
と
し
、
さ
ら
に
他
藩
領
分
も
記
し
た
。
同
じ
郡
山
藩
鎮
で

も
、
前
述
勝
行
分
は
増
高
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
北
越
知
で
は
一
部
が
郡
山
藩
領
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
行
領

で
あ
っ
た
た
め
、
近
世
を
通
じ
て
村
高
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
郡
山
藩
領
政
勝
分
と
勝
行
分
及
び
神
保
氏
領
の
相
給
村
で
あ
っ
た
土
橋

(
慶
長
期
六
二
四
石
)
で
は
、
政
勝
分
一
一
一
石
が
二
割
五
分
増
し
の
一
三
一
九
石
と
な
り
、
乙
れ
に
勝
行
分
二
一
七
石
、
神
保
氏
領
三
八
六

石
を
加
え
て
元
禄
期
に
は
六
五
二
石
と
な
っ
た
。

元
禄
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
村
高
に
は
大
き
な
変
化
が
な
い
が
、
細
か
く
み
る
と
元
禄
期
と
は
わ
ず
か
な
が
ら
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
「
(
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
十
一
月
)
大
和
国
高
市
郡
村
々
高
附
帳
」
の
前
文
に

「
去
丑
年
城
州
河
州
摂
州
石
川
筋
御
普
譜
御
入
用
銀
五
畿
内
村
高
江
合
割
賦
候
間
改
出
シ
新
田
高
等
有
之
候
者
無
相
違
書
出
シ
可
申
候
、

村
一
品
書
違
又
ハ
出
高
等
追
々
申
出
候
村
方
茂
有
之
候
間
入
念
遂
吟
味
書
記
可
申
候
、
勿
論
入
組
之
村
方
者
村
高
室
日
分
銘
々
地
頭
之
名
委
細

書
付
差
出
可
申
事
、
御
料
私
領
者
勿
論
堂
上
方
門
跡
方
弁
地
下
役
人
御
朱
印
寺
社
領
其
外
村
高
一
切
不
残
書
付
可
申
事
」



と
あ
り
、
高
市
郡
内
各
村
を
順
に
廻
し
た
う
え
で
最
後
に
京
都
奉
行
所
へ
持
参
す
る
よ
う
高
市
郡
の
庄
屋
・
年
寄
宛
に
命
じ
て
い
る
。

と

の
文
書
に
は
、
神
保
氏
領
下
の
村
々
の
み
に
つ
い
て
(
相
給
村
の
場
合
は
相
給
領
も
記
載
)
記
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
び
「
増
高
新
聞
畑
共
」
を
差
引
い
た
残
高
が
示
さ
れ
、
庄
屋
・
年
寄
の
印
形
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
各
村
高
と
、

「、氷吉川」

乙
の
村
高
と
元
禄
郷
帳
の
村

高
と
は
、
幾
分
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
天
保
郷
帳
・
旧
高
旧
領
取
調
帳
と
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。

一
私
領
の
み
の
例
で

す
べ
て
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
天
保
郷
帳
・
旧
高
旧
領
取
調
帳
に
は
、

と
の
延
享
三
年
の
高
附
帳
あ
る
い
は
乙
の
当
時
の
石
高
が

示
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
の
基
礎
を
な
す
の
は
、

や
は
り
文
禄
検
地
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
。

貢
租
の
意
味
と
指
標

近
世
の
支
配
体
制
の
要
は
、
土
地
生
産
力
を
正
確
に
把
握
し
て
農
民
を
「
生
か
さ
ぬ
よ
う
殺
さ
ぬ
よ
う
」
な
状
態
で
、

い
か
に
し
て
最

大
限
に
貢
租
を
徴
収
す
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
貢
租
の
最
下
部
の
徴
収
単
位
が
村
落
で
あ
り
、

そ
の
基
礎
が
村
高
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

総
生
産
量
で
あ
る
村
高
に
対
し
て
何
割
の
税
を
徴
収
す
る
か
と
い
う
と
と
が
問
題
と
な
る
が
、

乙
の
税
率
を
免
と
い
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て

徴
収
さ
れ
る
貢
租
米
を
取
箇
米
あ
る
い
は
取
米
と
い
う
。
近
世
農
村
の
基
本
的
生
産
物
で
あ
る
取
米
の
多
少
が
、
農
民
の
生
活
を
左
右
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
し
う
る
。

一
般
に
幕
領
よ
り
私
領
の
取
米
は
多
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
私
領
に
よ
っ
て
も
大
き
な
差
が

あ
る
。
支
配
領
ご
と
の
取
米
の
多
少
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
配
領
の
違
い
が
村
落
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
み
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
こ
の
取
米
の
多
少
を
一
つ
に
は
、
農
民
留
保
分
を
示
す
指
標
と
と
ら
え
る
。
領
主
は
農
民
の
剰
余
労
働
部
分
も
最
大
限
に
吸

収
し
よ
う
と
す
る
が
、
領
主
権
力
が
弱
く
な
る
に
つ
れ
、
免
は
低
く
な
っ
て
農
民
側
に
留
保
さ
れ
る
分
は
、
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論

農
民
留
保
分
に
は
、
貢
租
の
金
納
が
進
む
に
つ
れ
て
、

そ
の
交
換
率
や
相
場
と
の
関
係
も
問
題
に
な
り
、
ま
た
本
税
以
外
の
雑
税
や
御
用

金
そ
の
他
貢
租
以
外
の
様
々
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
高
請
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
取
米
の
み
を

第

章

歴
史
的
地
域
の
形
成

四
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第 2-18図 「取米率」の変化
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考
察
の
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
取
米
は
、
水
損
・
早
損
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
下
げ
が
行
な
わ
れ

る
の
で
、
実
際
の
生
産
量
を
一
時
的
・
相
対
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
も
考
え
る
。

乙
う
し
た
意

味
を
も
っ
取
米
の
変
化
を
一
定
の
基
準
で
表
現
す
る
た
め
に
、

乙
ζ

で
は
、
近
世
初
頭
の
生
産

且
一
旦
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
い
で
あ
る
か
を
と
ら
え
る
と
と
と
し
、
慶
長
期
の
石
高
に
対
す

る
取
米
率
(
以
下
「
取
米
率
」
と
略
称
)
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
慶
長
郷
帳
に
お
け
る
石
一
角
は
、

文
禄
検
地
に
ほ
ぼ
基
づ
い
て
お
り
、
文
禄
検
地
は
、
種
々
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
当
時
の
一

定
の
基
準
に
従
っ
て
計
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
金
村
に
わ
た
っ
て
資
料
が
得
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

「
取
米
率
」

の
一
般
的
傾
向

(

3

)

(

4

〉

長
期
間
に
わ
た
っ
て
年
々
の
「
取
米
率
」
を
み
ら
れ
る
本
市
見
瀬
村
と
萩
ノ
本
村
に
つ
い
て

そ
の
変
化
を
第
二

i
一
八
図
に
示
し
た
。
見
瀬
村
は
近
世
を
通
じ
て
高
取
藩
領
で
あ
り
、
萩
ノ

本
村
は
、
は
じ
め
高
取
藩
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
〉
植
村
政
明
領
、
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
幕

領
、
元
禄
十
五
年
(
一
七
O
二
)
川
越
藩
領
、
元
禄
十
七
年
幕
領
と
変
化
し
た
。
両
村
に
共
通
し

て
い
え
る
こ
と
は
、
年
々
の
取
箇
が
一
定
せ
ず
何
年
か
ご
と
に
大
き
な
落
ち
込
み
が
あ
る
乙
と

で
、
乙
れ
は
気
象
条
件
の
変
化
に
充
分
対
応
し
き
れ
な
い
近
世
の
生
産
力
の
不
安
定
さ
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
幕
領
と
私
領
と
で
は
免
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
と
の
両

村
の
グ
ラ
フ
を
み
る
限
り
そ
の
通
り
と
い
え
る
。
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歴
史
的
地
域
の
形
成

次
に
、
年
々
の
豊
凶
の
差
に
と
ら
わ
れ
る
と
と
な
く
、
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、

一
O
年
ご
と
の
「
取
米
率
」
の
平
均
値
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が
、
第
二

l
一
九
図
で
あ
る
。
乙

乙
で
は
、
比
較
の
た
め
に
、
式
上
郡
辻
村
、
平
群
郡
法
隆
寺
村
が
「
取
米
率
」
も
あ
わ
せ
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

辻
村
は
も
と
太
田
村
の
一
部
で
、

元
和
七
年
幕

慶
長
期
織
田
有
楽
斎
領
、

10ヶ年平均「取米率」の変化

領
、
貢
租
関
係
に
関
し
て
寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一
)
太
田
村
よ
り
独
立
、

天
和
二
年
三
六
八

二
)
安
中
藩
、
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)
興
留
藩
、
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
幕
領
八
清
水
御
領
知
を

含
む
)
と
変
化
し
た
。

延
宝
七
年
(
一
七
七
九
)
新
検
地
を
う
け
、
慶
長
時
の
村
高
一
五
八
・
三

(
7〉

O
八
石
か
ら
二

O
九
・
六
四
四
石
へ
と
三
割
二
分
増
の
村
高
と
な
っ
た
。
法
隆
寺
村
は
、
慶
長

郷
帳
の
村
高
は
二
回
二
八
・
四
一
石
と
大
き
な
村
落
で
、
竜
田
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
五

年
(
一
六
三
八
)
以
後
幕
領
と
な
り
幕
末
に
及
ん
だ
。

乙
の
グ
ラ
フ
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
幕
領
で
も
辻
村
と
萩
ノ
本
・
法
隆
寺
村
で
は
、

第 2-19図

「
取
米
率
」
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
辻
村
は
高
取
藩
領
の
見
瀬
と
同
じ
傾
向
を
示
す
と
い
う
乙

と
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
領
三
ケ
村
は
、
率
そ
の
も
の
に
は
差
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
、

一
六
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
が
高
率
で
、
九

0
年
代
に
急
減
し
、

一
七
三

0
年
代
ま
で
低
率
で
あ
っ

た
の
が
、
四

0
年
代
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
萩
ノ
本
村
で
は
と
の
急
減
期
は
高
取
藩

か
ら
幕
領
へ
変
る
時
期
に
あ
た
る
た
め
そ
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
影
響
の
な
い
辻

村
や
法
隆
寺
村
で
も
「
取
米
率
」
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
和
幕
領
一
般
の
傾
向
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
和
幕
領
を
預
り
支
配
し
て
い
た
戒
重
藩
(
芝
村
藩
)
の
役
人
杉
浦

凹



所
領
支
配
と
村
落

一
四
四

弥
左
衛
門
は
奈
良
盆
地
幕
領
の
取
米
は
、
「
寛
永
之
比
ヨ
リ
延
宝
之
比
迄
五
十
年
之
間
仮
令
古
高
壱
万
石
ニ
付
御
成
箇
凡
六
千
八
百
石
余
」

「
貞
享
初
ヨ
リ
一
克
文
辰
年
迄
五
十
年
之
間
仮
定
壱
万
石
ニ
付
御
成
箇
凡
三
千
コ
一
百
石
程
」
と
い
っ
て
い
る
。
即
ち
一
六
三

0
年
代
か
ら
一

六
七

0
年
代
に
は
、
免
が

0
・
六
八
だ
っ
た
の
が
一
六
八
五
年
か
ら
一
七
三
五
年
の
五

0
年
聞
に
は

0
・
三
三
に
な
っ
た
と
し
、
元
禄
以

降
は
特
に
「
取
劣
り
」

「
五
ヶ
年
切
り
之
見
競
免
を
根
取
に
用
侯
様
ニ
成
り
来
り
侯
而
ハ
、

(
8
)
 

不
作
等
打
続
侯
所
ニ
而
見
競
侯
ハ
ハ
弥
取
お
と
り
可
申
侯
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

し
て
い
る
と
し
て
、

こ
の
原
因
に
つ
い
て
、

地
方
役
人
の
不
在
や
、
徴
税
法
の
不
適
切
な

ど
が
こ
の
減
少
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ば
い
な
い
し
、
微
減
傾
向
で
、

十
八
世
紀
後
半
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
見
瀬
や
辻
村
の
「
取
米
率
」
は
次
第
に
低
下
し
た
の
に
対
し
、
萩
ノ
本
や
法
隆
寺
村
で
は
、
横

一
七
五

O
年
前
後
に

0
・
二
以
上
あ
っ
た
両
者
の
差
は
次
第
に
縮
小
さ
れ
た
が
、
幕
末
期
に
至
つ
で
も
な

ぉ、

0
・
一
の
差
が
存
在
し
た
。

以
上
か
ら
、
幕
領
に
関
し
て
は
、

一
七

0
0年
代
前
半
の
低
率
と
一
七
回

0
年
代
の
急
増
の
原
因
、
及
び
、
幕
領
間
で
の
「
取
米
率
」

の
差
が
問
題
点
と
し
て
浮
か
び
上
っ
て
き
た
。
次
に
、

こ
の
低
率
と
急
増
に
大
き
く
か
か
わ
る
徴
税
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
乙
と
に
す

る

四

幕
領
に
お
け
る
取
米

付

徴
税
法
の
転
換
と
そ
の
結
果

元
禄
期
を
過
ぎ
て
、
消
費
支
出
の
増
大
傾
向
に
対
し
て
、
新
田
開
発
が
限
度
に
達
し
、
新
規
耕
地
の
創
出
に
よ
る
貢
租
収
入
の
増
加
で

は
、
支
出
の
増
大
を
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、
幕
府
財
政
も
危
機
に
陥
り
、

こ
れ
が
「
享
保
の
改
革
」
の
要
請
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

享
保
の
改
革
で
は
、

財
政
危
機
を
切
り
抜
け
る
主
要
政
策
と
し
て
年
貢
増
徴
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

そ
の
一
つ
に
、
「
畝
引
検
見
取
法
し



か
ら
「
有
毛
検
見
取
法
」
へ
の
徴
税
法
の
転
換
が
あ
っ
た
。
大
和
の
幕
領
に
と
っ
て
も
、

乙
の
徴
税
法
の
転
換
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
少

な
か
ら
、
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
ず
乙
の
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

従
来
の
畝
引
検
見
取
法
は
、

元
来
田
方
稲
作
に
対
す
る
徴
租
法
で
、
近
世
初
頭
の
検
地
に
よ
っ
て
上
・
中
・
下
と
位
付
け
さ
れ
た
田
の

石
盛
に
基
づ
い
て
年
貢
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
・
中
・
下
回
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
坪
刈
り
を
し
、
有
籾
旦
一
旦
(
何
割
か
の
干
減
を
引
い

た
籾
量
。
と
れ
を
普
通
五
八
戸
口
摺
り
し
て
二
分
の
一
が
米
の
収
穫
量
と
な
る
)
が
、

場
合
は
、

不
足
の
割
合
い
を
そ
の
位
の
田
地
よ
り
控
除
し
、

石
盛
を
収
量
と
み
な
し
、
不
足
す
る

残
り
の
反
別
に
根
取
米
(
石
盛
一
石
五
斗
で
五
公
五
民
の
場
合
七
斗
五
升
)
を
乗

石
盛
よ
り
過
多
の
場
合
、

じ
、
各
位
に
つ
い
て
寄
せ
合
せ
た
石
高
が
そ
の
年
の
年
貢
米
と
な
る
。
畝
引
検
見
取
法
は
、
綿
・
米
の
平
均
相
場
を
換
算
し
て
畿
内
・
中

こ
の
徴
租
法
は
、
反
当
収
旦
一
旦
が
石
高
に
達
し
な
い
場
合
に
は
貢
租
を
減
額
し
て
生
産
者
を
保
護
す
る
一

国
筋
の
綿
作
に
も
適
用
さ
れ
た
。

方
、
反
当
収
最
が
石
盛
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
取
分
と
し
、
生
産
者
に
生
産
意
欲
を
も
た
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
石
盛

が
生
産
力
水
準
に
適
合
し
、
生
産
基
盤
も
脆
弱
で
あ
っ
た
一
七
世
紀
段
階
に
あ
っ
て
は
、
全
余
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
の
に
非
常
に
適
し

た
徴
租
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
も
一

O
O年
を
経
過
し
て
、
農
具
の
改
良
や
池
の
構
築
・
用
水
路
の
整
備
な
ど
生
産
基
盤
の
充
実

に
よ
っ
て
生
産
力
が
上
昇
し
て
く
る
に
つ
れ
、
石
盛
を
超
え
る
分
は
生
産
者
の
取
分
と
な
る
畝
引
検
見
取
法
で
は
、
生
産
力
に
対
応
し
た

租
税
の
徴
収
は
不
可
能
と
な
り
、
農
民
に
剰
余
分
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

乙
乙
に
新
し
い
生
産
力
水
準
に
対
応
し
た
労
働
の
余
剰

分
を
徴
収
す
べ
く
登
場
し
た
の
が
、
「
有
毛
検
見
取
法
」
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
有
毛
検
見
取
法
の
採
用
に
先
立
ち
、
享
保
の
改
革
で
は
、
不
良
地
方
役
人
の
粛
正
と
年
貢
増
徴
を
は
か
つ
て
、
定
免
法
が

採
用
さ
れ
て
い
た
。
畝
引
検
見
取
法
で
は
、
地
方
・
村
役
人
に
お
け
る
賄
路
の
授
受
や
中
間
搾
取
の
生
ま
れ
る
余
地
が
あ
り
、

こ
れ
が
年

貢
減
少
の
一
因
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
検
見
の
費
用
も
廃
さ
れ
、
農
期
を
逸
す
る
乙
と
も
な
く
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

定
免
の
決
定
に
は
、

そ
れ
以
前
一

0
ヶ
年
平
均
に
「
増
」
を
加
え
た
も
の
と
さ
れ
、

年
季
は
三

J
五
年
で
、

村
相
応
の
免
率

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
四
五



所
領
支
配
と
村
落

一
四
六

(
五
公
五
日
山
)
に
達
す
る
ま
で
百
姓
の
納
得
・
得
心
の
う
え
引
き
あ
げ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。

ま
た
、

最
終
的
に
一
村
限
り
で
三
分
以

上
の
損
毛
で
破
免
で
き
る
乙
と
と
な
っ
た
。

の
取
米
(
毛
付
免
0
・
四
四
一
)
で
定
免
が
施
さ
れ
た
が
、

大
和
国
で
は
、
享
保
九
年
式
上
郡
辻
村
に
お
い
て
、
享
保
四
J
八
年
の
五
ヶ
年
平
均
取
米
に
四
・
九
一
五
八
石
の
増
米
を
加
え
九

O
石

享
保
十
二
年
以
外
破
免
、
同
十
四
年
よ
り
再
度
同
額
で
定
免
が
実
施
さ
れ
た
。

平
群
郡
五
百
井
村
で
も
同
じ
く
享
保
九
年
か
ら
九
四
・
六
二
九
石
で
三
年
の
定
免
、
十
二
年
に
一

O
一
・
五
四

O
石
で
コ
一
ヶ
年
の
定
免
、

十
三
年
か
ら
一

O
二
・
二
三
九
石
(
毛
付
免
0
・
四
四
三
八
)
で
七
年
季
の
定
免
と
、
次
第
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
多
く
は
破
免
と
な
っ

た
。
高
市
郡
萩
ノ
本
村
で
は
、
前
述
「
歳
々
御
免
定
之
写
L

に
享
保
十
一
年
に
「
是
β
定
免
」
と
し
て
六

0
・
七
三
五
石
が
示
さ
れ
て
い

正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
よ
り
享
保
十
年
(
一
七
二
五
)
の
う
ち
「
取
米
率
」
が

0
・
一
一
五
六
と

る
。
乙
の
算
出
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、

異
常
に
低
い
享
保
九
年
を
除
い
た
一

0
ヶ
年
平
均
に
一
割
の
増
米
を
加
え
る
と
六

0
・
七
七
八
四
石
と
定
免
に
よ
る
取
米
に
近
い
数
値
が

得
ら
れ
る
。

こ
れ
が
毛
付
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の
免
に
な
っ
て
い
る
か
も
不
明
で
あ
る
が
、

ζ

の
文
書
冒
頭
に
「
一
五
石
四
斗
七
升
一
合

荒
高
有
」
と
あ
り
、
村
高
一
五
六
・
六

O
四
石
よ
り
こ
れ
を
引
い
た
も
の
を
毛
付
と
考
え
る
と
、
毛
付
免
0
・
四
三

O
四
石
と
な
る
。
萩

ノ
本
村
の
取
米
は
享
保
十
一
・
十
二
年
が
六

0
・
七
三
五
石
の
あ
と
、
十
三
年
は
二
三
・
一

O
九
石
と
あ
り
破
免
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
享
保
十
四
・
十
五
・
十
六
年
及
び
十
八
年
が
六
四
・
六
五
一
石
と
同
じ
取
米
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
新
た
な
定
免
と
考
え
る

と
、
こ
の
毛
付
免
は

0
・
四
五
七
九
石
と
な
る
。

一
七
三

0
年
代
は
幾
分
年
貢
増
加
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

こ
の
様
に
し
て
実
施
さ
れ
た
定
免
法
に
よ
っ
て
も
第
二

l
一
九
図
で
わ
か
る
と
お
り
、
定
免
実
施
開
始
年
を
含
む
一
七
三

0
年
代
よ
り

一
七
一

0
年
代
の
水
準
に
す
ら
回
復
し
て
い
な
い
。
全
国
の
幕
債
に
関
し
て

も
実
施
の
初
期
に
は
増
加
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
享
保
十
六
年
頃
か
ら
、
幕
領
の
総
石
高
は
四
五

O
万
石
に
増
加
し
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
年
貢
収
納
量
は
享
保
初
頭
の
定
免
施
行
以
前
の
水
準
に
落
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
有
毛
検
見
取
法
が
登
場
す
る
乙
と
と
な



っ
た
。
有
毛
検
見
取
法
は
検
地
に
よ
る
上
・
中
・
下
回
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
石
盛
を
全
く
無
視
し
て
、
そ
の
年
々
の
実
際
の
出
来
高
に

応
じ
て
等
級
ご
と
に
坪
当
り
の
回
の
有
籾
量
を
算
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
反
別
を
剰
じ
た
も
の
を
合
計
し
て
出
さ
れ
た
総
籾
高
か
ら
、
五
合

摺
五
公
五
民
な
ら
そ
の
四
分
の
一
と
い
う
よ
う
に
年
貢
高
を
決
定
す
る
。
有
毛
検
見
取
法
の
採
用
は
検
地
施
行
時
よ
り
日
時
が
た
ち
、
検

地
帳
が
紛
失
し
て
年
貢
賦
課
に
困
る
場
合
が
多
く
な
り
、
ま
た
長
年
月
の
う
ち
に
、
検
地
時
の
位
づ
け
と
現
実
の
収
穫
量
に
組
傾
を
来
し

て
い
る
乙
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

有
毛
検
見
取
法
で
は
、

年
々
の
収
穫
高
を
確
実
に
把
握
で
き
、

石
盛
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の

で
、
生
産
力
が
上
れ
ば
そ
れ
だ
け
年
貢
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
毛
検
見
取
法
は
上
昇
し
た
生
産
力
に
対
応
し
た
余
剰
労
働
を
そ
の

都
度
確
実
に
収
奪
し
よ
う
と
す
る
徴
税
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
、
勘
定
奉
行
神
尾
若
狭
守
は
畿
内
・
中
国
筋
に
異
例
の
巡
見
を
行
な
っ
て
有
毛
検
見
取
法
の
実
施
を
せ
ま
っ

た
。
「
胡
麻
油
と
百
姓
は
絞
れ
ば
絞
る
ほ
ど
出
る
も
の
な
り
」

の
言
葉
で
後
世
に
悪
名
を
馳
せ
た
神
尾
若
狭
守
は
、

大
和
幕
領
巡
見
の
途

上
、
桜
井
村
に
近
在
の
村
々
庄
屋
・
幕
領
各
郡
惣
代
を
呼
び
寄
せ
、
今
後
五
公
五
民
の
定
法
に
よ
る
が
、
乙
の
高
免
に
つ
い
て
訴
訟
に
及

べ
ば
、
田
畑
を
と
り
あ
げ
、
百
姓
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
威
し
つ
け
た
と
い
う
。
大
和
幕
領
へ
の
有
毛
検
見
取
法
の
実
施

は
、
こ
の
年
に
始
ま
る
。
本
市
域
萩
ノ
本
村
に
お
い
て
も
第
二
|
一
八
図
の
通
り
延
享
元
年
よ
り
「
取
米
率
」
は
急
上
昇
し
て
お
り
、
ま

た
延
享
二
年
の
欄
に
「
乙
の
年
神
尾
若
狭
守
廻
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、

一
七
三

0
年
代
に
比
べ
て
一
七
回

0
年
代
は
、

第
二

i
一
九
図
の
よ
う
に
ど
の
幕
領
で
も
「
取
米
率
」
が
急
上
昇
し
て
お
り
、

乙
の
神
尾
若
狭
守
の
巡
見
と
有
毛
検
見
取
法
実
施
の
効
果

同
時
に
、
「
田
畑
木
綿
勝
手
作
仕
法
」
も
実
施
さ
れ
、
田
方
に
木
綿
を
植

が
い
か
に
絶
大
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。

付
け
る
の
は
百
姓
の
勝
手
作
り
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
通
例
の
年
は
「
稲
作
上
毛
並
」
の
年
貢
上
納
と
な
り
綿
作
衰
退
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
に
は
有
毛
検
見
取
法
に
よ
る
定
免
も
実
施
さ
れ
た
。

か
く
し
て
実
施
さ
れ
た
有
毛
検
見
取
法
に
よ
る
過
酷
な
増
徴
に
対
し
て
、
農
民
側
は
箱
訴
な
ど
に
よ
っ
て
対
抗
し
減
免
を
要
求
し
た
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
四
七



所
領
支
配
と
村
落

四
)¥、

遠
島
四
人
、
追
放
三
二
人
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
農
民
闘
争
で
あ
っ
た
。

そ
の
代
表
例
が
、
「
芝
村
騒
動
」
と
い
わ
れ
る
本
市
葛
本
村
ほ
か
八
ケ
村
を
ま
き
込
み
、
後
に
減
免
を
か
ち
え
た
と
は
い
え
、
死
罪
一
人
、

(
日
)

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
他
に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
箱

訴
の
内
容
に
よ
り
な
が
ら
、
預
所
の
問
題
、
当
時
の
生
産
力
水
準
と
の
関
係
、
幕
領
内
で
の
免
の
差
な
ど
闘
争
の
背
景
と
な
っ
た
条
件
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

口

預
所
支
配
の
問
題

箱
訴
訟
を
行
な
っ
た
十
市
郡
九
ケ
村
(
葛
本
・
石
原
田
・
内
膳
・
下
八
釣
・
常
盤
・
謄
夫
・
新
賀
・
木
原
(
以
上
橿
原
市
)
・
吉
備
(
桜
井
市
)
)
惣

(
M
)
 

百
姓
代
の
文
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
私
共
村
之
儀
、
十
七
年
以
前
巳
年
β
芝
村
御
預
所
ニ
奉
入
段
、
以
来
御
年
貢
御
取
箇
年
々
弥
増
ニ
被
仰
付
、
長
々
之
過
年
数
を
候
得

共
、
村
之
惣
百
姓
必
至
相
潰
レ
申
候
、

尤
一
統
御
預
所
ニ
奉
成
候
β
何
れ
之
御
預
所
様
ニ
茂
御
高
免
ニ
被
仰
付
侯
と
及
承
侯
得
共
、
別
而

芝
村
之
御
取
箇
各
別
御
高
免
ニ
被
仰
付
侯
儀
、
則
藤
堂
和
泉
守
様
御
預
所
、
私
共
村
之
隣
在
領
続
キ
之
村
方
有
之
ニ
付
、
御
取
箇
筋
承
及

入
候
所
、
各
別
之
儀
有
之
、
以
之
芝
村
之
御
取
箇
御
高
免
ニ
て
百
姓
難
儀
之
訳
御
難
キ
奉
申
上
候
御
事
」

こ
の
九
ケ
村
は
、
幕
領
で
は
あ
る
が
、

元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
よ
り
芝
村
藩
の
預
所
と
な
っ
た
。
同
じ
預
所
で
も
近
在
の
藤
堂
藩
預
所

と
比
べ
て
年
々
、
取
米
が
増
強
さ
れ
難
儀
を
し
て
い
る
、
と
訴
え
て
い
る
。
幕
領
の
大
名
預
地
の
復
活
も
享
保
改
革
の
一
政
策
で
あ
り
、

そ
の
主
意
は
、
地
方
の
不
良
役
人
を
廃
し
、
土
地
の
状
況
を
心
得
て
い
る
幕
領
近
隣
の
諸
藩
領
預
り
と
し
、
徴
税
も
、
幕
領
よ
り
一
般
に

(
日
)

高
位
に
あ
る
私
領
の
免
相
を
勘
案
し
て
行
な
う
こ
と
を
要
請
し
、
乙
れ
に
よ
り
地
方
支
配
の
強
化
と
増
徴
を
計
る
乙
と
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
預
る
側
の
大
名
に
と
っ
て
も
財
政
逼
迫
の
折
か
ら
年
貢
の
三
Mmを
口
米
(
手
数
料
)
と
し
て
得
ら
れ
る
な
ど
収
入
源
と
し
て
大
き
な
魅

力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
年
貢
が
多
い
ほ
ど
収
入
が
ふ
え
る
の
で
、
増
徴
に
は
げ
む
こ
と
に
も
な
る
。

大
和
に
お
い
て
は
、

元
文
以
降
芝
村
落
、

津
藩
、

高
取
藩
、

郡
山
藩
な
ど
に
幕
領
が
預
け
ら
れ
た
。

所
領
一
両
約
一
万
石
の
芝
村
藩
で



は
、
元
文
二
年
に
大
和
・
摂
津
両
国
で
一
三
千
石
を
預
け
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
次
第
に
増
加
し
、
寛
延
三
年
(
一
七
十
九
O
)
輔
宣
の

捻
出
の
た
め
も
あ
っ
て
年
貢
増
徴
に
は
げ
み
、

代
に
は
九
三
・
四
三
一
千
石
余
を
預
か
っ
て
い
た
。
延
享
二
年
(
一
七
四
五
)
に
藩
庁
の
移
動
を
行
な
っ
た
芝
村
落
で
は
、

こ
う
し
た
費
用
の

そ
の
役
人
が
幕
府
よ
り
賞
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
増
徴
に
対
す
る
村
々
の
抵
抗

も
激
し
く
、
預
所
支
配
を
め
ぐ
っ
て
の
訴
訟
は
、
芝
村
藩
に
関
わ
る
も
の
が
こ
と
の
ほ
か
多
か
っ
た
。
芝
村
藩
の
預
所
支
配
は
、

芝村藩預り

うち2旬!半無地増高村

i宰務預り

御蔵入

うち2割半無地増高村

「芝村騒動」関係村々

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
部
が

宝
層
十
三
年
(
一
七
六
三
)
清
水
御
料
地
へ
、

一
部
が
安
永
七

年
(
一
七
七
八
)
幕
府
代
官
へ
引
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
、

預
村
村
役
人
と
の
聞
に
銀
子
借
用
、
謝
礼
金

橿原市における幕領の預所

の
授
受
が
あ
っ
た
ζ

と
が
発
覚
し
処
分
を
ν

つ
け
た
際
、
残
る

(η
〉

す
べ
て
の
預
り
所
も
召
し
上
げ
ら
れ
た
。
高
取
藩
で
は
、
元

文
三
年
(
一
七
三
八
)
二

0
・
四
千
石
を
預
け
ら
れ
た
の
を
は

じ
め
と
し
て
、
最
高
は
文
政
四
年
(
一
八
二
一
)
の
六
九
千
石

時
期
に
よ
り
変
化
が
激
し
い
。

延
享
元
年
(
一

に
及
ぶ
が
、

七
四
四
)
、

そ
の
取
立
て
が
き
び
し
い
、
と
預
り
領
内
の
百
姓

第 2-20図

よ
り
江
戸
へ
訴
え
ら
れ
た
た
め
、
幕
府
は
高
取
藩
預
地
を
藤

堂
藩
と
芝
村
藩
へ
分
ち
預
け
た
と
い
う
。
藤
堂
藩
に
預
け
ら

れ
た
式
上
・
式
下
・
高
市
・
葛
上
・
葛
下
五
郡
六
四
ケ
村
、

二
六
・
九
七
千
石
を
再
度
預
け
ら
れ
た
明
和
六
年
(
一
七
六

九
)
に
高
取
藩
の
預
地
は
復
活
し
た
。一

四
九



引 |毛付|取米|高免 l毛付免除米率|護課

享保ふ18)年|郷蔵屋敷 ふ91816~8241ω弘710~2刈~4671み5品目7
永荒 13.733 

増高無地 302.98 

当戊年早損荒 301.644 

寛保元 |郷蔵屋敷 0.55911502.2881 668.36810.441 10.444910.551510.4208 
(問1)年|永荒 比 側

宝暦2 1)1¥成堤数道堀代刊刊の11498.5681950.09引0.626810.63410.784 10.4847 
(出2)年|間違地不足永荒.1./..1.1ゐ

高 1515石7斗 4升 慶長期高 1211石9斗 2升

「享保 3年免割目録Jr寛保元年免状J(木村博一 rr芝村騒動」覚書」所収)

「覚」宝暦3年 (r橿原市史史料集』所収)

所
領
支
配
と
村
落

葛本村の取米の変化第 2-8表

一五
O

延
享
J
明
和
頃
の
本
市
域
の
預
地
は
第
二
|
二

O
図
の
通
り
で
あ
る
。
本
市

域
の
十
市
郡
内
に
は
、
芝
村
藩
預
り
の
村
が
多
く
、

そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
本
多

政
勝
郡
山
藩
領
で
あ
り
、
芝
村
騒
動
に
か
か
わ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

村
々
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
二

l
一
九
図
に
用
い
た
萩
ノ
本
及
び
法
隆
寺

村
は
藤
堂
藩
領
り
で
あ
り
、
辻
村
は
芝
村
藩
預
り
で
あ
っ
た
。
九
ケ
村
総
代
の

訴
え
る
と
お
り
、

こ
の
グ
ラ
フ
で
み
る
限
り
に
お
い
て
も
、
藤
堂
藩
預
り
の
村

と
芝
村
藩
預
り
の
村
で
は
、

そ
の
免
に
大
き
な
差
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。同

葛
本
村
の
取
米
変
化

「
当
御
預
り
所
ニ
奉
入
侯
最
初
β
御
取
箇
相
増
、
下
地
一
両
免
下
免
之
筋
も
相

捨
リ
、
凡
一
統
之
御
免
合
を
以
年
々
御
取
笛
弥
増
ニ
被
仰
付
、
最
早
長
々
之
逐

年
数
ヲ
侯
得
者
、
村
々
惣
百
姓
必
至
と
相
潰
レ
申
候
、
既
ニ
先
年
御
箱
訴
証
申

五
公
五
民
之
外
御
取
箇
御
付

上
侯
節
、
芝
村
御
役
所
に
お
ゐ
て
被
仰
渡
侯
者
、

被
成
侯
儀
ハ
無
之
、

若
シ
不
作
有
之
侯
ハ
』
御
検
見
之
上
毛
上
相
応
ニ
御
取
箇

御
付
被
遊
候
様
一
一
被
為
仰
波
、
承
知
難
有
奉
存
侯
処
、
其
後
如
何
思
召
俣
市
之

御
事
ニ
御
座
侯
哉
、
豊
凶
之
御
訳
知
不
被
成
下
段
々
御
高
免
ニ
被
召
上
、
去
ル

未
申
年
之
儀
者
凡
五
百
石
之
役
高
一
一
准
シ
見
申
侯
得
者
、

拾
石
β
五
拾
石
程
相
増
候
様
ニ
奉
存
候
」

五
公
五
民
之
外
百
三



土橋村の高寄 i援

I司口 反 5.l1J 代 | 古検斗代

石 町反畝歩 石 石
上 回 222.532 12. 5. 6. 16 1.771 1.4168 

中 国 7.392 4. 7. 08 1.564 1.2512 

下 田 7.040 5. 7. 10 1.228 0.9824 

計 13. 6. 1. 04 1.2144 

上 畑 1. 6. 3. 11 1.0528 

中 畑 3.028 2. 7. 04 1.116 0.8928 

計 1. 9. O. 15 1.0304 

屋 敷 3. 5. 05 1.0656 

計 15. 8. 6. 24 1.34 

第 2-9表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

「大和国高市郡土橋村高寄根J(写)(r橿原市史史料集』所収)による。

小計、古検斗代は筆者。

当
預
所
に
な
っ
て
以
来
、
高
免
下
免
と
い
う
乙
と
な
く
、

一
定
の
免

で
、
取
米
は
次
第
に
増
加
し
て
き
て
、
長
年
数
が
立
ち
、
惣
百
姓
が
潰
れ

て
し
ま
う
の
も
必
歪
で
あ
る
。

こ
の
訴
訟
に
先
立
っ
て
箱
訴
訟
を
な
し
た

際
、
芝
村
役
所
に
お
い
て
、
有
毛
検
見
の
上
五
公
五
民
と
し
、

そ
れ
以
上

の
取
箇
を
申
し
付
け
る
ζ

と
は
な
く
、
ま
た
不
作
之
節
は
、
検
見
の
上
相

応
の
取
箇
を
申
し
付
け
る
、
と
仰
渡
さ
れ
、
有
難
く
承
知
し
て
い
た
の

に
、
豊
凶
を
考
慮
す
る
乙
と
な
く
、
年
々
免
は
弥
増
し
と
な
り
、
去
る
未

申
年
(
宝
暦
一
・
一
一
年
)
に
は
七
割
六
分
か
ら
八
割
に
も
及
ぶ
税
率
と
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

九
ケ
村
の
一
つ
葛
本
村
の
取
米
の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
第
二
|

八
表
の
よ
う
に
な
る
。

定
免
の
施
行
さ
れ
る
以
前
の
享
保
三
年
(
一
七
一

八
)
の
取
米
四
一
八
・
八
一
七
石
に
対
し
て
、

芝
村
落
領
預
り
と
な
っ
て

い
た
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
に
は
そ
の
一
・
六
倍
、
宝
暦
二
年
(
(
一
七
五

一¥J  

に
は
な
ん
と
二
・
三
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
年
々
御
取
箇
弥
増
」

と
い
う
の
も
全
く
そ
の
通
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
葛
本
村

は
、
二
割
半
無
地
増
高
の
村
で
、
宝
暦
二
年
の
慶
長
期
に
対
す
る
「
取
米

率
」
は
実
に

0
・
七
八
四
と
非
常
な
高
免
に
な
る
。
乙
の
無
地
増
高
の
扱

いヨも、

乙
の
三
期
の
聞
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
享
保
三
年
の
免

一五



所
領
支
配
と
村
落

五‘

割
目
録
で
は
、
高
の
う
ち
に
加
え
ら
れ
て
い
て
も
「
増
高
無
地
引
」
と
し
て
貢
租
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

幕
府
は
こ
の
二
割
増
高
を
、

元
文
四
年
(
一
七
三
九
)

そ
の
村
方
に
選
択
さ
せ
、

(
幻
)

(
一
七
胃
己
に
は
本
途
高
入
れ
を
し
た
村
に
は
高
改
め
を
行
な
い
、
寛
保
三
年
に
は
高
寄
帳
を
配
布
し
た
。
乙
の
時
新
検
地
を
v

つ
け
た
村

(n) 

も
あ
っ
た
が
、
橿
原
市
域
の
二
割
半
増
高
の
村
々
は
す
べ
て
本
途
高
入
れ
と
な
り
、
例
え
ば
土
橋
村
で
は
、
第
二

l
九
表
の
よ
う
に
、
本

か
ら
五
年
に
か
け
て
、

本
途
高
入
れ
に
す
る
か
新
検
地
を
す
る
か
、

寛
保
二
年

田
勝
政
郡
山
藩
領
に
つ
い
て
、
面
積
は
そ
の
ま
ま
で
、
石
高
及
び
石
盛
の
み
二
割
半
増
し
と
す
る
高
改
め
が
行
な
わ
れ
た
。
高
寄
帳
末
尾

に
は
「
右
者
今
度
大
和
国
高
市
郡
土
橋
村
、
有
来
増
高
を
以
村
一
両
相
改
ニ
付
、
位
石
盛
書
面
の
通
相
極
者
也
」
と
あ
り
、
勘
定
方
役
人
の

(
幻
)

連
判
及
び
神
尾
若
狭
守
の
印
形
が
あ
る
。
土
橋
村
に
は
前
述
の
よ
う
に
郡
山
藩
勝
行
分
で
あ
っ
た
所
領
も
あ
り
、
同
じ
村
内
の
幕
領
中
に

古
検
の
ま
ま
の
土
地
と
二
割
半
増
高
を
ν

つ
け
た
土
地
が
併
存
し
、
さ
ら
に
古
検
の
ま
ま
の
神
保
氏
領
が
存
在
す
る
と
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
葛
本
村
で
は
享
保
三
年
に
は
「
当
成
年
早
損
荒
三

O
一
・
六
四
四
石
」
が
あ
る
が
、
寛
保
元
年
・
宝
暦
二
年
に
は
、
年
々

(
川
品

)

(

M

m

)

こ
の
用
捨
引
き
を
な
く
す
と
い
う
措
置
も
、
平
群
郡
竜
田
村
や
山
辺
郡
東
井
戸
堂
村
の

の
災
害
な
ど
に
よ
る
用
捨
引
き
が
み
ら
れ
な
い
。

例
を
み
る
と
寛
保
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

「
豊
凶
之
御
訳
知
不
被
成
下
L

と
は
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

ζ

う
し
た
こ
と
か

ら
、
享
保
三
年
と
寛
保
元
年
で
は
、

毛
付
免
に
あ
ま
り
差
が
な
い
が
、

後
者
は
、

二
割
五
分
無
地
増
高
分
が
貢
租
の
対
象
と
な
り
、

ま

た
、
早
損
・
水
損
が
あ
っ
て
も
用
捨
引
は
な
く
毛
付
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

乙
の
た
め
、
享
保
三
年

に
は
高
免
と
毛
付
免
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
が
、
寛
保
以
降
で
は
そ
の
差
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

乙
の
時
点
で
、
ま
ず
取
米
高
の
実
質
的

上
昇
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
寛
保
元
年
ま
で
は
、
高
に
対
し
て
五
公
五
民
の
枠
は
一
応
守
ら
れ
て
い
た
の
が
、
宝
暦
二
年
で
は
、

五
公

五
民
を
大
き
く
超
え
て
取
米
が
増
加
し
、
慶
長
期
の
石
一
両
に
対
し
て
は
、
八
割
近
く
に
及
ぶ
税
率
と
な
り
、
こ
の
訴
書
通
り
の
状
況
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
藤
堂
藩
預
り
の
萩
ノ
本
村
の
「
取
米
率
L

と
比
較
す
る
と
、
同
村
は
葛
本
村
と
同
様
に
享
保
三
年
に
比
べ

て
、
寛
保
・
宝
暦
期
は
著
し
く
増
徴
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
「
取
米
率
」
が
五
割
は
越
え
て
い
な
い
。

無
地
増
高
の
高
入
れ
、

災
害
引
き



式上郡辻村における有毛検見取法による生産高(延享2年)

反 5JiJ |斗 代 I 竿6尺換3寸算

石 町反執歩 石 石

稲 作 出来米 146.0323 7. 6. 3. 25 1.9118 2.1030 

木綿作 此米 52.303 2. 8. 3. 04 1.8473 2.0320 

畑(雑毛) 此米 5.150 5. 1. 17 0.9987 1.0986 

屋 敷 此米 21. 033 1. O. 5. 05 2.000 2.2000 

出来米合 224.5183 12. O. 3. 21 (1.8652) 2.0517 

取 米 108.462 

取米率 0.685 

第 2-10表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

の
廃
棄
を
行
な
い
な
が
ら
免
を
五
公
五
民
に
近
づ
け
る
と
い
う
形
で
の
寛
保
期
ま
で
の
取
米

の
上
昇
は
、
享
保
改
革
に
伴
う
幕
府
の
政
策
の
反
映
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
二
年
の
五
公
五
民

「困窮村方惣百姓相続願状写Jcr桜井市史史料編」下巻所収)による。

を
超
え
る
取
米
の
増
加
は
、
芝
村
藩
の
独
自
の
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

担)

有
毛
検
見
取
法
に
よ
る
生
産
力
の
把
握

毛
付
免
・
高
免
は
六
割
を
超
え
、

「
取
米
率
」

で
は
実
に
八
割
近
く
に
達
し
て
い
た
葛
本

村
の
取
米
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
生
産
力
に
対
し
て
は
ど
の
様
な
割
合
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
現
実
の
生
産
力
を
把
握
し
う
る
と
い
う
有
毛
検
見
取
法
は
、
葛
本
村
の
生
産
力
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
み
る
前
に
、
有
毛
検
見
取
法
で
の
村
高
U
生
産
力
の
把
握
の
例
を
辻
村
で
み
て
み

よ
v

つ。

辻
村
の
延
享
二
年
(
一
七
四
五
)
の
総
生
産
量
を
米
で
あ
ら
わ

第
二

l

一O
表
は
、

(お〕

し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
文
書
は
「
毛
上
御
見
立
被
成
」
と
あ
る
の
で
、
稲
作
の
出
来
米
は

寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)

の
検
見
は
「
作
付
内
検
見
覚
書
写
」
に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

有
毛
検
見
取
法
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

少
し
時
代
は
下
る
が
、

覚

品
此弐

五反百
此 石 内 別 九
反六 拾石
別斗 弐六
三六 町 斗
反升 三 四
三八 反升
畝合 七 四
十四 畝 合
三勺四
歩 歩 式

郷池 上
蔵底 部
屋辻
敷 村
百|

一
五
三



残
テ
弐
百
三
石
九
斗
七
升
五
合
六
勺

此
反
別
十
弐
町
三
畝
廿
一
歩

内
分
米
百
七
石
五
斗
七
A
口
七
勺

比
反
別
六
町
弐
反
壱
畝
壱
歩

分
米
七
拾
四
石
四
斗
九
合
弐
勺

此
反
別
田
町
弐
反
五
畝
廿
八
歩

分
米
六
石
八
斗
四
合
五
勺

(
別
脱
力
)

此
反
壱
畝
十
七
歩

分
米
拾
五
石
弐
斗
五
升
四
合
弐
勺

此
反
別
壱
町
五
畝
五
歩

稲
作
歩
ニ

壱
升
七
A
口
三
勺
毛
此
町
畝
五
畝
二
八
歩

壱
升
六
合
三
勺
毛
此
町
畝
二
反
壱
畝
廿
歩

壱
升
五
合
三
勺
毛
此
町
畝
三
反
五
歩

壱
升
四
合
三
勺
毛
此
町
畝
五
反
六
畝
壱
歩

壱
升
三
A
口
三
勺
毛
此
町
畝
七
反
四
畝
廿
六
歩

壱
升
四
A
口
七
勺
毛
此
町
畝
八
反
廿
歩

壱
升
三
合
七
勺
毛
此
町
畝
七
反
五
畝
壱
歩

壱
升
弐
合
七
勺
毛
此
町
畝
壱
町
三
反
壱
畝
廿
歩

壱
升
壱
A
口
七
勺
毛
此
町
畝
壱
町
四
反
四
畝
十
四
歩

右
之
通
相
違
無
御
座
侯
、
以
上

(
寛
延
二
)

巴
九
月 所

領
支
配
と
村
落

一
五
四

稲
作

綿
作

畑
作

屋
敷



寛延2年辻村の内検見と米収量

歩当籾 | 反 日リ |反当有籾 1総有籾 1反当米収量|竿6尺 3換寸 1算間

升 町反畝歩 石 石 石 石
1. 73 5. 28 5.19 3.0794 2.595 2.8545 

1.63 2. 1. 20 4.89 10.595 2.445 2.6895 

1.53 3. O. 05 4.59 13.8465 2.295 2.5245 

1.43 5. 6. 01 4.29 24.0383 2.145 2.3595 

1.33 7. 4. 26 3.99 29.8718 1. 995 2.1945 

1.47 8. O. 20 4.41 35.574 2.205 2.4255 

1.37 7. 5. 01 4.11 30.8387 2.055 2.2605 

1.27 1. 3. 1. 20 3.81 50.165 1. 905 2.0955 

1.17 1. 4. 4. 14 3.51 50.7078 1. 755 1. 9305 

計
6. 2. O. 15 

im71651 
米124.35825 2.2046 

第 2-11表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

「作付内検見覚帳J(1桜井市史史料編」下巻所収)による。

辻村の新検と古 検

古検(6尺3寸 1間300歩 1反〉 新検 (6尺1間300歩 1反)

分米|反 分米|反 別|斗代 |114鴇
石 町反畝歩 石 石 町反畝歩 石 石

上々回 4.16 2. 6. 00 1.600 36.94 1. 9. 9. 20 1.850 2.035 

上回 101.855 6 .7. 8. 20 1.500 124.247 7. O. 9. 28 1.750 1.925 

中田 15.859 1. 2. 2. 00 1.300 23.486 1. 4. 9. 18 1.570 1.727 

下回 17.152 1. 5. 2. 25 1.100 2.823 2. O. 18 1.370 1.507 

小計 1139吋9.7. 9. 151 1.419 1187制 110.7. 9. 241 1. 73641 1.910 

上畑 15.180 1. 2. 5. 20 1.200 3.403 2. 3. 14 1.450 1.595 

中畑 0.266 3. 00 1.000 2.826 2. 2. 18 1.250 1.375 

下畑 0.052 O. 20 0.800 0.578 5. 15 1.050 1.155 

小計 115叫1.2. 9. 101 1.198 1 5. 1. 171 1.320 1 1.452 

屋敷| 3. 1. 211 1. 200 1 15.34111. O. 5. 231 1. 450 1 1.595 

計 1158叫1.4. O. 161 1捌 1209叫 12. 3. 7. 041 1附 l1.864 

第 2-12表

一
五
五

回は享保19年までに池底515石5814(3 
反 2畝 5歩)引あり。屋敷は郷蔵屋敷8
升 7合 (18歩)を含む。

「和州域上郡辻村古御検地帳之寄、新御検地帳之寄J(1桜井市史史料編』下巻所
収〉による。小計及び新検の 6尺 3寸 1間竿換算は筆者。



所
領
支
配
と
村
落

一
五
六

上
・
中
・
下
の
田
の
位
付
け
と
か
か
わ
り
な
く
、

一
歩
当
り
の
内
見
籾
は
、
最
高
一
・
七
三
升
か
ら
最
低
一
・
一
七
升
ま
で
の
九
段
階

五
石
と
な
る
。
辻
村
は
延
宝
検
地
を
v

つ
け
た
村
方
で
あ
り
、
第
二

l
一
一
一
表
の
よ
う
に
村
高
は
、

(
お
)

四
回
石
へ
一
・
三
二
倍
と
な
っ
た
。
新
検
で
は
古
検
と
丈
量
竿
が
異
な
る
。
六
尺
三
寸
一
間
竿
に
換
算
し
て
新
検
と
内
検
見
の
斗
代
を
比

に
分
れ
て
い
る
。
乙
れ
を
五
合
摺
と
し
て
反
当
収
量
を
み
る
と
、
第
二

l
一
一
表
の
よ
う
に
最
高
は
二
・
五
九
五
石
か
ら
最
低
一
・
七
五

一
五
八
・
三

O
八
石
か
ら
二

O
九
・
六

較
す
る
と
.
検
地
の
斗
代
は
二
・

O
三
五
石
J
一
・
五

O
七
石
ま
で
の
四
段
階
、
平
均
一
・
九
一
石
で
あ
る
の
に
対
し
、
内
検
見
で
は
、

最
高
二
・
八
五
四
五
石
か
ら
最
低
一
・
九
三

O
五
石
、
平
均
二
・
二

O
四
六
石
と
、
水
準
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
の
が
分
る
。
有
毛
検

見
取
法
で
は
、
上
・
中
・
下
の
三
段
の
坪
苅
り
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
平
均
苅
出
し
出
合
い
を
差
引
し
て
最
終
的
な
有
籾
量
及
び
年
貢
が

(
M
U
)
 

決
定
さ
れ
る
。
内
検
見
の
ま
ま
と
す
れ
ば
、
検
地
に
よ
る
稲
作
分
米
が
一

O
七
・
五
七
七
石
で
あ
る
の
に
対
し
、
有
毛
検
見
取
法
に
よ
る

と
出
来
米
一
二
四
・
二
七
一
七
五
石
と
一
・
一
六
倍
と
な
っ
て
い
る
実
質
的
収
量
を
把
握
さ
れ
、
し
か
も
乙
れ
が
稲
作
に
対
し
て
の
貢
租

の
対
象
と
な
る
。
畝
引
検
見
取
法
で
は
、
分
米
一

O
七
・
五
七
七
石
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
貢
租
の
対
象
と
な
ら
ず
農
民
の
取
分
と

な
り
、
貢
租
徴
収
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
る
が
、
有
毛
検
見
取
法
で
は
生
産
力
が
上
昇
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
貢
租
も
増
加
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
延
享
二
年
の
出
来
米
も
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
年
の
稲
作
の
平
均
反
収
は
二
・
一
一
石
と
寛
延
二

年
よ
り
低
い
が
、
作
付
面
積
が
広
い
の
で
、
出
来
米
は
約
一
四
六
石
で
あ
っ
た
。
田
方
綿
作
は
、
米
に
換
算
し
て
、
五
二
・
三

O
三
石
、

斗
代
は
二
・

O
ゴ
一
石
で
新
検
の
上
々
田
の
斗
代
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
畑
作
は
新
検
斗
代
よ
り
低
く
、
屋
敷
は
ず
っ
と
高
い
が
、
乙
の
算
出

基
準
は
不
明
で
あ
る
。
延
享
二
年
の
辻
村
の
総
出
来
米
は
二
二
四
・
五
一
八
三
石
、
乙
の
取
米
は
一

O
八
・
四
六
二
石
で
、

乙
の
免
は

0
・
四
一
三
八
と
な
り
、
慶
長
期
村
高
に
対
す
る
「
取
米
率
」
は

0
・
六
八
五
で
あ
っ
た
。

同

葛
本
村
の
生
産
力
と
免

で
は
、
葛
本
村
の
実
際
の
生
産
力
は
、
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

葛
本
村
宝
暦
二
年
(
一
七
五
一
一
)
の
「
ち
)
を



宝暦 2年葛本村の内検見覚

石 高 反 Jllj 

石 町反畝歩

内 17.m l間11違成堤地敷不足道永堀荒代引1515.740 81. 1. 7. 21 

1498.568 79. 2. 2. 06 

内 分 米 反 lllJ 斗ー 代

石 町反畝歩 石

作 944.405 48. 9. 1. 15 1.9307 

綿 作 437.750 22. 6. 1. 03 1.936 

畑 1'F 95.927 6. 6. 3. 06 1.446 

屋 重土 4.887 3. 2. 18 1.499 

新屋敷 14.672 7. 3. 24 1. 988 

村 弁 0.927 1m反別

稲作歩ニ| l反 当 有 籾 | 総有籾 l米反当収量

升毛 町反畝歩 石 石 石

1. 70 4. 4. 8. 24 5.01 228.888 2.55 

1.54 3. 8. 9. 18 4.62 179.9952 2.31 

1.44 8. 2. 7. 16 4.32 357.4944 2.16 

1.34 7. 5. 4. 12 4.02 303.2688 2.01 

1.25 2. 4. 7. 18 3.75 92.85 1.875 

1.15 3. O. 5. 15 3.45 105.3975 1. 725 

1.14 5. 8. 3. 00 3.42 199.386 1.71 

1.09 7. 7. 3. 25 3.27 253.0435 1.635 

1.05 3. O. O. 19 3.15 94.6995 1.575 

1.00 2. 6. O. 18 3.00 78.18 1.5 

計 I 48. 9. 1. 15 I |…:) I (米 946.60145) (1.9352) 

石

取 米 950.092 

第 2-13表

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

i(宝暦2年葛本村)覚J(r橿原市史史料集』所収)による。

斗代、反当有籾、総有籾、米反当収量は筆者。

第
二

i
一
一
一
一
に
表
に

ま
と
め
た
。
乙
れ
に

は
「
御
検
見
之
上
増

合

被

仰

付

候

合

毛

也
」
と
あ
る
。
稲
作

は
米
の
反
当
収
量
に

し
て
二
・
五
五
石
か

ら
一
・
五
石
ま
で
の

一O
段
階
に
等
級
付

け
ら
れ
て
お
り
、
辻

村
の
ご
と
く
内
検
見

が
な
さ
れ
た
か
の
よ

う
で
あ
る
。
乙
の
内

検
見
を
基
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
、
稲
作

分
米
九
四
四
・
四
五

石
の
他
に
、
綿
作
、

畑
作
、
屋
敷
、
新
屋

一
五
七



所
領
支
配
と
村
落

一
五
八

敷
、
村
弁
が
、

そ
れ
ぞ
れ
米
に
換
算
さ
れ
、
総
収
量
一
一
四
九
八
・
五
六
八
石
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
葛
本
村
の
村
高
一
五
一

五
・
七
回
石
か
ら
一
七
・
一
七
二
石
の
永
荒
れ
等
の
「
引
き
」
を
差
引
い
た
、

い
わ
ゆ
る
毛
付
け
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
葛
本

村
で
は
、
年
々
の
内
見
検
が
実
際
に
は
な
さ
れ
ず
、
二
割
五
分
増
し
の
村
高
に
合
わ
せ
て
、
形
式
的
に
総
収
量
が
決
め
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
米
の
総
収
量
九
四
六
・
六

O
一
五
石
、
反
当
収
量
一
・
九
三
五
二
石
と
い
う
の
は
、
辻
村
の
延
宝
検
地
当
時
の

稲
作
の
平
均
斗
代
を
少
し
上
回
る
水
準
で
あ
り
、
寛
延
二
年
、
延
享
二
年
の
二
石
を
越
え
る
斗
代
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
故
に
、
葛

本
村
の
宝
暦
当
時
の
平
均
反
収
そ
著
し
く
か
け
は
な
れ
て
高
く
位
付
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
当
時
の
葛
本
村
で
は
、
慶
長
期
の
二

割
五
分
増
し
の
生
産
力
は
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
、

た
と
え
、
無
地
二
割
五
分
増
し
の
村
高
で
あ
っ
て
も
、

五
公
五

民
の
七
四
九
・
二
八
四
石
の
取
米
で
あ
れ
ば
、
十
分
支
払
い
能
力
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
二
年
は
、
萩
ノ
本
村
、
見
瀬
村
と
も

高
い
取
米
を
示
す
年
で
豊
作
の
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

五
公
五
民
を
二

O
O石
も
超
え
る
取
米
は
異
常
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
取
米
率
」
は
、

0
・
七
八
四
と
な
り
、

同
じ
幕
領
の
高
免
の
村
で
あ
る
辻
村
の
延
享
二
年
(
反
収
平
均
二
・
一
石
)
の
「
取
米
率
」

0
・

六
五
八
に
対
し
て
も
、
著
し
く
高
い
。

葛
本
村
で
は
、

五
公
五
民
を
大
き
く
上
回
る
貢
租
を
徴
収
さ
れ
、
村
全
体
が
疲
弊
し
て
い
た
。
そ
乙
へ
、
宝
暦
三
年
は
、
稲
作
・
綿
作

と
も
こ
と
の
ほ
か
不
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
見
の
上
、
作
柄
不
相
応
の
お
び
た
だ
し
い
銀
高
が
か
か
り
、
驚
い
た
村

方
が
嘆
願
の
結
果
、

二
分
九
厘
の
引
き
下
げ
が
あ
っ
た
が
、
後
よ
り
そ
れ
を
改
め
て
き
た
。

一
度
引
き
下
げ
る
と
言
っ
た
の
は
、
百
姓
な

だ
め
の
為
、
当
分
の
問
、
だ
け
引
く
と
一
百
う
乙
と
で
あ
っ
た
の
か
。
乙
の
上
は
、
稲
を
刈
り
取
っ
た
後
で
は
、
願
い
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
ζ

と
は
決
し
て
な
い
と
し
て
、
不
作
の
証
拠
で
あ
る
稲
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
と
い
う
、
稲
の
刈
取
拒
否
に
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
乙
乙

乙
立
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
農
民
の
領
主
に
対
す
る
絶
望
的
な
ま
で
の
不
信
感
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

「
芝
村
騒
動
」
の
背
景
に
は
、
葛
本
村
で
み
る
よ
う
に
、
享
保
改
革
に
よ
る
幕
府
の
増
徴
政
策
の
結
果
、
定
免
、
災
害
な
ど
の
用
捨
引



の
廃
止
、
二
割
半
無
地
増
高
分
の
一
両
入
れ
、
有
毛
検
見
取
法
の
実
施
な
ど
、

上
、
預
り
所
芝
村
藩
の
増
税
政
策
も
き
び
し
く
、
「
検
見
の
上
五
公
五
民
、

記次
z z 
K 取
は米
』 伝 の

杭占
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冠と
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と

つ

ヲ

て

の

「
仰
渡
し
」
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

五
公
五
民
を
大
き
く
上
回
る
取
米
を
徴
収
さ
れ
村
内
が
疲
弊
の
極
み
に
達
し
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
、
不
作
の
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
た
ん
引
下
げ
た
銀
高
を
改
め
る
と
い
う
や
り
口
に
箱
訴
に
踏
み
切
り
、
し
か

も
、
領
主
へ
の
不
信
感
か
ら
、
証
拠
を
残
す
と
し
て
刈
取
拒
否
と
い
う
戦
術
を
と
っ
た
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え

「
辿
も
芝
村
御
預
リ
所
-
一
懸
り
罷
有
侯
而
ハ
村
々
亡
所
仕
侯
・
5
外
無
御
座
」
と
、

る
。
ま
た
、

預
所
の
変
更
を
求
め
て
い
る
の
は
、

前
述

の
よ
う
に
、
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
、

高
取
藩
預
所
が
領
民
か
ら
の
訴
え
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
知
つ
て
の
乙
と
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
を
ピ

l
ク
と
し
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
農
民
闘
争
に
対
抗
し
て
幕
府
は
、
寛
延
三
年
農
民
の
強
訴
・

徒
党
の
禁
令
を
出
し
て
お
り
、
数
年
の
聞
の
政
治
的
状
況
の
変
化
も
悲
劇
を
大
き
く
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
公
五
民
の
課
税
で
あ
れ
ば
、
ど
の
藩
の
預
所
で
も
そ
れ
ほ
ど
大
き

(
出
)

な
差
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
藤
堂
藩
預
所
で
も
、
東
井
戸
堂
村
で
は
、
高
に
対
し
て
税
率
六
割
に
達
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
と
も
二
割

と
こ
ろ
で
、
本
来
、
有
毛
検
見
取
法
に
よ
っ
て
収
量
を
把
握
し
、

半
増
高
の
村
で
あ
っ
た
。
有
毛
検
見
取
法
の
把
握
の
際
に
、
無
地
増
一
角
は
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
芝
村
藩
預

り
で
も
、
年
代
は
異
な
る
が
、
式
上
郡
辻
村
で
は
延
享
二
年
に
は
実
質
収
量
の

0
・
四
八

O
五
と
税
率
が
五
公
五
民
の
枠
に
お
さ
え
ら
れ

て
い
た
。
橿
原
市
域
内
で
も
高
市
郡
内
に
旧
郡
山
藩
で
か
つ
芝
村
藩
預
り
の
幕
領
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
高
市
郡
内
で
は
訴
訟
の
例
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
有
毛
検
見
取
法
の
実
例
を
預
り
藩
レ
ベ
ル
、
郡
レ
ベ
ル
で
も
う
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

v

つ。

五

藩

領

の

取

米

第
二
章

股
史
的
地
域
の
形
成

一
五
九



所
領
支
配
と
村
落

二ハ
O

次
に
藩
領
に
つ
い
て
、

高
取
藩
を
中
心
に
取
上
げ
る
。

一
角
取
藩
南
妙
法
寺
村
の
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四
)
の
取
米
は
次
の
よ
う
で
あ

る。

(
m
M
〕

辰
年
免
定
之
事

一
、
高
百
拾
六
石
六
斗
六
升

・内

妙
法
寺
村

三

升

川

成

山

崩

永

荒

引

弐
拾
五
石
一
斗
七
升
稲
作
当
検
見
引

残

九

拾

壱

石

四

斗

六

升

毛

附

此
取
米
四
拾
九
石
八
斗
四
升
六
合
五
ツ
四
分
五
犀

(
以
下
略
)

高
一
一
六
・
六
六
石
の
う
ち
、
一
二
升
は
永
荒
引
と
し
て
毎
年
引
か
れ
、
二
五
・
一
七
石
は
、
当
年
の
検
見
に
よ
っ
て
差
引
か
れ
る
分
で

あ
り
、
高
よ
り
こ
の
合
計
を
差
引
い
た
残
高
(
毛
附
)
に
対
し
て
妙
法
寺
村
で
は
五
ツ
四
分
五
厘
の
定
免
で
取
米
は
四
九
・
八
四
六
石
と

な
る
。
第
二

l
一
八
図
の
見
瀬
村
で
は
、
定
免
は
ほ
と
ん
ど
が

0
・
七

O
五
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
取
米
率
」
は
年
々
変
動
が
は
げ
し
く
、

毎
年
の
作
柄
に
応
じ
て
検
見
引
を
ま
め
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
妙
法
寺
村
と
見
瀬
村
の
例
か
ら
分
る
よ
う
に
、
高
取
藩
で
は
、

毛
付
に
対
す
る
定
免
で
徴
税
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
率
は
村
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
寛
延
年
間
成
立
と
さ
れ
る
「
寺
尾

勤
録
」
に
よ
っ
て
橿
原
市
内
高
取
藩
領
各
村
の
免
を
み
て
み
る
と

0
・
三

J
0
・
九
ま
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
見
瀬
村
の
免
は
高
い
方
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
現
高
取
町
の
土
佐
町
・
土
佐
・
下
子
嶋
・
観
覚
寺
(
上
方
・
下
方
)
の
各
村
と
と
も
に
、
「
右
六
ケ
村
高
免
之
方
ニ
而
村

自
然
与
肥
し
等
茂
多
く
、
立
毛
村
柄
も
宜
方
ニ
侯
得
者
、
此
上
御
免

入
用
多
侯
得
共
、
御
城
下
成
往
還
筋
ニ
而
牛
馬
之
働
人
之
込
三
冊
、

少
な
く
あ
が
り
候
て
も
苦
間
敷
哉
」
と
、
往
還
筋
で
あ
る
た
め
牛
馬
・
人
多
く
、
自
然
肥
し
も
多
く
な
り
、
実
り
も
よ
く
村
柄
も
よ
ろ
し



(

川

品

)

(

町

四

)

い
の
で
、
と
免
の
高
い
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
免
は
、
天
保
時
代
と
推
定
さ
れ
る
「
御
領
内
高
附
」
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
で

(
お
)

あ
る
。
「
御
領
内
高
附
」
の
免
と
明
治
前
期
の
反
当
収
量
と
の
相
関
を
み
て
み
る
と
(
第
二
二
一
図
)
、
免
の
高
い
所
は
、
反
当
収
量
も
高

町
場
で
あ
り
、
農
外
収
入
を
得
る
機
会
の

多
い
乙
と
が
、
高
免
に
対
応
で
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

く
、
あ
る
程
度
の
相
関
を
認
め
る
乙
と
が
で
き
る
。
見
瀬
村
は
反
当
収
量
は
高
く
は
な
い
が
、

@ @ 
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@ 

@ 
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2.0 

1.6 

1.5 

2.2 

1.9 

1.8 

1.7 

1.4 

1.3 

2目3

2.1 

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

1.2 

免

橿原市の高取落村落の免と反収との相関

0.9 0.8 0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
1.1 

こ
の
よ
う
に
高
取
藩
で
は
、
少
な
く
と
も
享
保
年

間
以
降
定
免
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
率
は
村
に
よ

っ
て
差
が
あ
り
、
低
い
と
こ
ろ
で
は

0
・
三
か
ら
高

い
と
乙
ろ
で
は

0
・
九
に
も
及
ん
で
い
た
。
そ
の
決

定
に
は
生
産
力
や
農
外
収
入
の
獲
得
機
会
の
多
少
を

勘
案
し
て
お
り
、
し
か
も
検
見
引
き
も
頻
繁
に
行
な

っ
て
お
り
、
幕
領
の
芝
村
藩
預
所
に
比
べ
て
村
柄
や

年
々
の
作
柄
に
対
応
し
な
が
ら
、
た
く
み
に
村
落
ど

と
の
余
剰
労
働
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え

ょ
う
。
村
ご
と
に
免
の
あ
り
方
を
か
え
て
支
配
の
条

第 2-21図

件
を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
方
の
管
理
の
点

か
ら
も
巧
み
な
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し

見
瀬
村
の
グ
ラ
フ
で
分
る
と
お
り
、

一
八
世
紀
中
頃

ま
で
は
、
毛
附
免
と
「
取
米
率
」
は
か
な
り
一
致

一ムハ



所
領
支
配
と
村
落

天保期五井村の取米と「取米率」

取 米 取米/高 「取米率」 | 対年基指準数

石

天保 8(1837)年 232.08867 0.7422 0.7435 100 

天保 9(1838)年 189.81288 0.6070 0.6081 82 

天保10(1839)年 160.41997 0.5130 0.5139 69 

天保11(1840)年 232.08867 0.7422 0.7435 100 

天保12(1841)年 232.08867 0.7422 0.7435 100 

天保13(1842)年 232.08867 0.7422 0.7435 100 

平 均 0.6827 

第 2-14表

312.695石高

し
、
余
剰
労
働
分
を
う
ま
く
吸
収
し
て
い
た
と
い
え
る
が
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世

一ムハ

「酉占寅迄六ヶ年取米高書付J(山崎家文書)による。

紀
に
か
け
て
、
両
者
は
一
邪
離
し
、
取
米
収
入
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

天保 8~13年神保氏領の取米

l基準「取米率JI 6ヶ年平均 |最低基年準/年 X100

土 橋 0.6518 0.6182 82 

妙法寺 0.6729 0.6399 81 

士山 黄 0.5977 0.5689 77 

忌 部 0.7210 0.6369 50 

五 井 0.7435 0.6827 69 

大 窪 0.7628 0.6805 70 

山 本 0.7042 0.5829 35 

慈 明寺 0.6074 0.5563 68 

寺 国 0.6500 0.5731 48 

箸 喰 0.6447 0.6327 89 

亡仁と3 回 0.5906 0.5531 71 
古川坊城 0.6273 0.6199 93 

大 τノコ、ャ 0.5791 0.5312 60 

畝 傍 0.6533 0.6179 78 

御 坊 0.8582 0.7872 74 

第 2-15表

「酉占寅迄六ヶ年取米高書付J(Ij~崎家文書)による。
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旗

本

領

の

取

米

旗
本
領
に
つ
い
て
は
、
本
市
域
に
ま
と
ま
っ
た
所
領
を
有
し
て
い
た
神
保
氏
領
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(
幻
)

八
三
七
〉
J
十
三
年
(
一
八
四
二
)
六
年
間
の
取
米
記
録
よ
り
、
例
え
ば
五
井
村
に
つ
い
て
、
当
時
の
高
及
び
慶
長
官
同
に
対
す
る
「
取
米
率
」

神
保
氏
領
各
村
の
天
保
八
年
(
一

石
2.5 

反

収 2.4

@ 

@ 

2.3 

2.2 

第
二
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@ 2.1 

2.0 

1.4 

l目3

1.1 

1.2 

1.9 

1.8 

1目7

1.6 

1.5 

歴
史
的
地
域
の
形
成

0.7 0目8 0.9 1.0 

基準「取米率」

神保氏領の基準「取米率」と

明治前期反収との相関

0.6 0.5 0.4 0.3 0.2 

第2ー22図

0.1 

を
合
せ
て
記
す
る
と
第
二

l
一
四
表
の
よ
う
に

な
る
。

乙
の
六
年
間
の
取
米
は
年
に
よ
っ
て
変

化
が
あ
り
、
作
柄
に
応
じ
て
取
米
を
変
化
さ
せ

て
い
た
乙
と
が
分
る
。
し
か
し
天
保
八
年
及
び

十
一
・
十
二
・
十
三
年
の
取
米
は
、

O
八
八
六
七
石
と
同
じ
で
あ
り
、
他
の
村
々
も

十
一
・
十
二
・
十
三
年
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、

天
保
八
年
も
多
く
の
村
で
は
こ
の
三
ヶ
年
と
向

一
の
取
米
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、

乙

の

一
ヶ
年
の
取
米
高
は
、
各
村
の
基
準
と
な
る
取

米
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
村
の
基
準
の
「
取

米
率
」
と
六
年
間
の
平
均
「
取
米
率
」
を
第

ー
一
五
表
に
ま
と
め
た
。

乙
の
表
で
明
か
な
通

り
、
神
保
氏
領
で
は
新
検
や
増
高
は
行
な
わ
れ

一ムハ



所
領
支
配
と
村
落

18世紀中期の田方反当小作料

新 賀

石 石
延享元(1744)年 1石.6~2石.1 寛保 4(1744)年 1. 6~2.1 

土 橋 (高市郡)新堂

石 石 石 石

宝暦 6(1756)年 上回 1. 3~1. 6 宝暦10(1760)年 上田 1. 5~1. 7 

中田 1. 2~1. 4 中田 1. 3~1. 5 

下回 0.9~1. 1 下回 1. 0~1. 2 

天保14(1843)年 1. 2~1. 3 

第2-16表

二
ハ
四

ず
、
本
高
と
慶
長
高
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
基
準
「
取
米
率
」
を
み
る
と
、
最
低
は
大
谷
の

0
・
五
七
九
一
か
ら
最
高
は
御
坊
の

0
・
八
五
八
こ
ま
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
村
柄
に
応
じ
て

基
準
の
免
を
か
え
て
い
る
乙
と
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
初
期
反
当
収
量
と
の
相
関
を

み
る
(
第
二
|
一
一
一
一
図
)
と
高
取
藩
ほ
ど
の
相
関
は
み
ら
れ
ず
、
免
の
大
小
の
幅
が
小
さ
い
こ
と

が
分
る
。
ま
た
、
六
ヶ
年
の
平
均
を
第
二
|
一
九
図
の
一

0
ヶ
年
平
均
と
比
べ
て
み
る
と
、
辻

村
や
見
瀬
村
の
平
均
よ
り
高
い
村
が
多
く
厳
し
い
徴
税
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
五
井
村
の
場
合

に
は
、
基
準
年
を
一

O
Oと
す
る
と
、
天
保
十
年
に
は
六
九
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
に
、

ど
の
村
も
天
保
十
年
の
取
米
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
基
準
年
を
一

O
Oと
す
る
天
保
十
年
の
指

数
(
古
川
坊
城
と
箸
喰
は
天
保
九
年
)

こ
れ
も
村
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

そ

れ

を
計
算
す
る
と
、

ぞ
れ
の
村
の
作
柄
に
合
わ
せ
て
年
々
の
取
米
が
定
め
ら
れ
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。
と
の
よ
う

に
天
保
期
の
旗
本
神
保
氏
領
に
お
い
て
は
、
厳
し
く
徴
税
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
村
柄
に
応

じ
て
基
準
取
米
を
決
め
、
豊
凶
に
対
し
て
は
弾
力
性
を
も
た
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
柄
を
勘
案
し

て
免
の
引
き
下
げ
を
行
な
い
、
き
め
こ
ま
か
い
対
応
を
し
な
が
ら
余
剰
労
働
を
吸
収
す
る
べ
く

努
力
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

神
保
氏
領
で
は
、
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
の
大
凶
作
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
領
内
の
農
民
が

池
尻
の
陣
屋
へ
押
し
か
け
強
訴
に
及
ん
で
、
死
罪
二
名
、
関
係
村
々
は
一

O
O石
に
付
き
過
料

二
貫
文
を
申
し
付
け
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
乙
の
前
後
に
越
訴
や
不
穏
の
動
き
が
い
く

(
犯
)

っ
か
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
徴
税
の
具
体
例
は
分
ら
な
い
が
、
乙
の
期
の
強
圧
的
な
対
応
で



1. 76~ 1. 98 

1. 98~2.2 

2.2~2.42 
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史
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2 .42~ 2.53 

(単位名)

は
、
地
方
支
配
が
行
な
い
え
な
い
状
況

に
立
ち
至
っ
て
天
保
期
の
対
応
が
み
ら

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

他
の
旗
本
氏
領
で
は
、
断
片
的
で
は

橿原市明治前期の反収

あ
る
が
、
村
越
氏
領
十
市
村
が
元
禄
十

六
年
(
一
七
O
三)、

慶
長
高
に
対
し
て

0
・
七
、
藤
堂
嘉
以
領
小
網
村
が
文
政

八
年
(
一
八
二
五
)

0
・
九
三
五
で
あ

り

一
般
に
高
率
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る

第 2-23図

七

生
産
力
と
取
米
の
対
応

こ
れ
ま
で
に
、

一
八
世
紀
中
期
の
葛

本
村
で
は
、
慶
長
期
高
の
二
割
五
分
増

し
が
当
時
の
生
産
力
と
か
け
は
な
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
平
均
反
収
一
・
九

石
で
あ
っ
た
乙
と
、
式
上
郡
辻
村
で
は

約
二
石
で
あ
っ
た
乙
と
を
述
べ
た
。
当

二
ハ
五
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領
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落

辻村の坪刈をもとにした反収

|前日|米 反収 I~員長革
天明 4(1784)年 2.0 3.00 3.30 

享和 3(1803)年 1.7 2.55 2.75 

文化 6(1809)年 1.7 2.55 2.75 

文化12(1815)年 1.5 2.25 2.475 

文化13(1816)年 1.7 2.55 2.75 

文化14(1817)年 (1.3) 1.95 2.145 

文政2(1819)年 (1.2) 1.80 1.98 

文政3(1820)年 (1.2) 1.80 1.98 

文政 5(1822)年 (1.2) 1.80 1.98 

文政8(1825)年 (1.3) 1.95 2 145 

安政3(1856)年 1.05 1.575 1.7325 

万延1(1860)年 1.29 1.935 2.12日35

文久1(1861)年 1.27 1.905 2.0955 

文久 3(1863)年 1.31 1.965 2.1615 

元治 1(1864)年 1.32 1.98 2.178 

慶応 1(1865)年 1.32 1.98 2.178 

慶応2(1866)年 1.0 1.50 1.65 

慶応 3(1867)年 1.12 1.68 1.848 

明治 1(1868)年 1.3 1.95 2.145 

( )は見立
「辻村内見帳J(徳永光俊「近位大和の田畑輸換J)
による。

一ムハムハ

時
の
小
作
料
が
第
二

l
一
六
表
の
よ
う
で
あ

っ
た
乙
と
を
み
て
も
、

国
の
反
収
が
二
石
近

第 2-17表

く
あ
っ
た
ζ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
反
収
の
増
加
は
ど
の
よ
う
な
も

のの
区司 ーや

地あ
1"" つ

修た
正ろ
材 行

塑か
目 o

調明

置き喧
l乙 7て

は由
39 ~ 
-寸ブロ

大行

和
国
回
地
等
級
収
穫
米
目
安
及
村
名
表
」
に

一
等
粟
殿
(
ニ
・
五
三
石
、
六
尺
三
寸
竿
一
間

換
算
、
以
下
同
じ
)
か
ら
五
九
等
前
鬼
(
八

八
升
)
ま
で
大
字
ご
と
の
反
収
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
市
の
各
大
字
に
つ
い
て
図
示
す

る
と
第
二
!
二
三
図
の
よ
う
に
な
る
。
最
高

二
・
四
四
七
五
石
で
、

こ
れ
ら
は
、
奈
良
県
下
で
も
最
高
位
に
属
す
る
。
南
部
の
山
よ
り
に
か
け
て
順
次
反
収
を
減
じ
て
南
妙
法
寺
一
・

lま

常
盤
の
二
・
四
八
六
石
、

葛
本
村
の

一
七
一
五
石
、
戒
外
(
香
久
山
)
の

0
・
0
七
八
六
五
石
が
最
低
で
あ
る
。
地
形
の
上
か
ら
考
え
て
村
ど
と
の
相
対
的
位
置
づ
け
は
納
得
の

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
反
収
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
後
期
の
大
和
盆
地
の
反
収
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
現
天
理
市
の
荒
蒔
村
で
は
、
化
政
期
に
最
高
四
石
で
、
平
均
反
収
は
三
石
に
近

い

と

あ

匂

「

目

安

」

で

は

、

辻

村

の

内

見

帳

の

最

高

位

の

坪

当

籾

収

艶

荒
蒔
は
、
六
等
二
・
二
一
三
七
石
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
る
。



か
ら
五
A
口
摺
で
反
当
収
量
(
六
尺
三
寸
一
間
竿
換
算
)
を
計
算
す
る
と
第
二
|
一
七
表
の
よ
う
に
な
る
。

天
明
期
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
、

二
・
七
五
石
か
ら
三
・
三
石
に
及
ぶ
高
水
準
の
反
収
を
示
す
が
、
安
政
期
に
は
、

一
・
七
三
二
五
石
へ
と
急
激
に
落
ち
込
み
、
明
治
元
年

当
に
低
い
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。

に
二
・
一
四
五
石
と
な
っ
て
い
る
。
「
目
安
」
の
辻
村
の
反
収
は
、
二
・
一
七
二
五
石
で
あ
る
の
で
、
「
目
安
」
の
数
値
が
、
あ
な
が
ち
不

一
八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
上
昇
し
、
文

と
す
る
と
、

大
和
金
地
の
反
収
は
、

化
・
文
政
期
を
ピ

l
ク
に
衰
退
に
向
い
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一
八
世
紀
中
期
段
階
に
ま
で
落
込
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
大
和
盆
地
の
近
世

後
期
の
稲
作
反
収
の
増
加
は
、
回
分
綿
作
と
の
田
畑
輪
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
田
方
綿
作
の
衰
退
に
伴
っ
て
反
収
の
減
少
を
き

ハ
必
)

た
し
た
と
も
さ
れ
る
。

一
八
図
)
、

こ
う
し
た
生
産
力
の
変
化
に
対
応
し
て
貢
租
の
徴
収
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
取
米
率
」
の
変
化
を
み
る
と
(
第
二
|

辻

・

見

瀬

村

は

、

一

九

世

紀

前

半

に

は

横

ば

い

、

一
八
世
紀
中
期
よ
り
一
九
世
紀
に
か
け
て
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、

法
隆

寺
・
萩
ノ
本
村
で
は
、

一
八
世
紀
後
半
・
一
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
横
ば
い
、

一
八
五

O
年
以
降
、
ど
の

村
も
急
減
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

一
八
世
紀
中
期
の
辻
・
葛
本
村
で
は
、
生
産
力
を
か
な
り
正
確
に
把
握
さ
れ
、
余
剰
労
働
の
大
部
分

を
貢
租
と
し
て
収
奪
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
生
産
力
は
上
昇
し
、
幕
末
に
か
け
て
下
降
を
み
た
と
し
て
も
、

十
八
世
紀
の
水
準
は
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
貢
租
の
絶
対
額
が
減
少
、
あ
る
い
は
横
ば
い
で
あ
る
以
上
、
農
民
側
へ
留
保

さ
れ
た
剰
余
労
働
部
分
が
増
加
し
た
乙
と
は
確
実
で
あ
る
。

近
世
の
大
和
盆
地
南
部
で
は
、

一
八
世
紀
中
期
に
、
慶
長
期
の
二
・
五
割
増
の
生
産
力
に
達
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
世
紀
前
半
に
か

け
て
生
産
力
の
発
展
を
み
た
が
、
幕
末
に
か
け
て
衰
退
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
生
産
力
の
発
展
に
対
応
し
て
領
主
側
は
、
余
剰
労
働
部

分
を
収
奪
す
る
べ
く
努
め
た
が
、
幕
領
に
お
い
て
地
方
役
人
の
質
の
低
下
、
生
産
力
把
握
の
不
備
な
ど
に
よ
っ
て
、
貢
租
徴
収
率
の
低
下

が
み
ら
れ
た
。

一
七
四

0
年
代
に
は
生
産
力
の
正
確
な
把
握
と
余
剰
労
働
部
分
の
全
面
的
吸
収
が
試
み
ら
れ
、

一
時
的
に
は
、
成
功
し
た

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
六
七



所
領
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配
と
村
落

一
六
八

か
に
み
え
た
が
、
農
民
側
の
大
き
な
犠
牲
を
伴
っ
た
抵
抗
や
領
主
的
権
力
の
後
退
な
ど
に
よ
り
、
近
世
後
半
に
は
、
取
米
の
絶
対
額
は
減

少
し
、
農
民
の
側
の
留
保
分
が
多
く
な
っ
た
。
た
だ
こ
れ
が
、
農
民
に
均
等
に
留
保
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

本
市
域
は
、
多
く
の
領
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
領
主
ご
と
に
そ
の
徴
税
の
方
法
が
か
わ
っ
て
く
る
。

一
般
に
幕

領
は
、
藩
領
や
旗
本
領
に
比
べ
て
取
米
は
少
な
い
と
さ
れ
る
が
、
同
じ
幕
領
で
も
預
所
に
よ
っ
て
税
率
が
異
な
る
。
た
ま
た
ま
ふ
り
当
て

府
の
増
徴
策
と
芝
村
藩
の
そ
れ
と
が
重
な
り
、

ら
れ
た
領
主
の
政
策
に
よ
っ
て
、
農
民
の
生
活
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
一
八
世
紀
中
期
の
芝
村
藩
預
所
は
、
幕

領
主
側
の
強
圧
的
・
硬
直
的
な
対
応
も
あ
っ
て
、

「
芝
村
藩
御
預
リ
所
ニ
懸
リ
羅
有
侯
而

ハ
村
々
亡
所
仕
侯
与
外
無
御
座
」
と
ま
で
訴
え
る
ほ
ど
の
苦
渋
を
な
め
た
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
生
産
力
は
大
き
く
上
昇

し
た
の
に
対
し
、

一
般
に
取
米
は
減
少
な
い
し
横
ば
い
を
一
万
し
農
民
へ
の
留
保
分
は
増
大
し
、

一
方
、
木
綿
織
な
ど
に
よ
る
農
外
収
入
を

得
る
機
会
も
多
く
な
る
。

そ
う
し
た
こ
と
が
、
生
活
水
準
を
明
治
期
へ
つ
な
が
る
も
の
へ
と
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
近
代
産
業
の
発
展

の
た
め
の
備
え
と
な
っ
た
。

!¥ 

近
世
の
政
治
的
領
域
と
近
代
の
政
治
的
領
域

近
世
三

O
O年
を
経
た
政
治
的
領
域
は
、
近
代
の
政
治
的
領
域
に
ど
の
よ
う
に
投
影
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
大
和
の
支
配
領
域
は

入
組
み
錯
綜
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
地
縁
的
ま
と
ま
り
を
有
し
て
い
た
旗
本
神
保
氏
領
に
つ
い
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
第
二

i
二
四
図
に
、
橿
原
市
域
に
お
け
る
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
を
図
示
し
た
。

こ
れ
を
幕
末
の
支
配
領
域
(
第

天
満
村
の
四
行
政
村
に
分
か
れ
て
い
る
。
白
橿
村

に
は
旧
神
保
氏
領
八
ケ
村
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
旧
高
取
藩
領
や
幕
領
も
加
わ
っ
て
い
る
。
神
保
氏
領
は
、
近
世
初
頭
に
人
為
的

真
菅
村
、

金
橋
村
、

一
一
|
一
四
図
)
と
比
較
し
て
み
る
と
、
神
保
氏
領
は
、
白
橿
村
、

に
ま
と
め
ら
れ
た
政
治
的
領
域
で
は
あ
っ
た
が
、
近
世
三

O
O年
と
い
う
短
い
と
は
い
え
ぬ
期
聞
を
経
た
あ
と
も
、
実
質
的
な
結
合
を
醸



安
倍

成
さ
れ
る
乙
と
な
く
、
政
治
的
結
合
要
因
が
解
消
す
る
と
と

も
に
解
体
し
て
し
ま
う
人
為
的
領
域
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
え

る

明治 22年の町村合併

ま
た
、
横
大
路
に
よ
っ
て
十
市
郡
と
高
市
郡
に
分
離
さ
れ

て
い
た
八
木
は
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
高
市

郡
八
木
町
に
ま
と
ま
っ
た
。
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
に
北
八

木
の
所
領
替
え
で
、
南
北
八
木
と
も
、
高
取
藩
に
属
し
て
は

い
た
が
、
明
治
期
の
合
併
は
、
近
世
の
政
治
的
領
域
と
の
関

第 2-24図

速
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
勿
論
な
い
。
近
世
前
半
に
人

口
四
千
人
以
上
を
操
し
、
大
和
南
部
の
一
大
商
業
中
心
で
あ

っ
た
近
接
の
寺
内
町
今
井
が
、
明
治
初
期
に
は
そ
の
人
口
を

半
減
さ
せ
て
い
た
の
に
対
し
、
近
世
初
期
に
は
今
井
に
比
す

れ
ば
一
農
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
八
木
に
、
横
大
路
と
下
ッ
道

の
交
点
と
い
う
め
ぐ
ま
れ
た
立
地
条
件
が
、
近
世
を
通
し
て

中
心
地
と
し
て
の
発
展
を
も
た
ら
し
、
南
北
八
木
を
分
ち
が
た
く
結
び
つ
け
た
と
い
え
よ
う
か
。
近
世
は
、
か
つ
て
境
界
と
し
て
村
を
分

け
へ
だ
て
る
も
の
と
し
て
の
道
が
、
村
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
の
道
に
変
わ
っ
た
時
代
と
い
え
る
。

結
合
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
世
の
橿
原
市
域
は
政
治
的
に
は
入
組
み
錯
綜
し
た
所
領
域
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
別
の
地
域

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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九



所
領
支
配
と
村
落

七
O 

〔注〕
(
1
)
第
三
節
前
掲
書
(

2

)

。

(
2
)

奈
良
県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
山
崎
家
文
室
己
。

(

3

)

「
見
瀬
村
の
年
貢
徴
収
状
況
」
橿
原
市
史
編
集
委
員
会
編
(
一
九
六
二
)
「
橿
原
市
史
』
所
収
。

(
4
)

「
歳
々
御
免
定
之
写
」
恒
国
原
市
史
編
集
委
員
会
編
(
一
九
六
一
二
)
「
橿
原
市
史
史
料
集
』
所
収
。

(

5

)

「
辻
村
の
一

O
年
毎
平
均
領
主
取
米
高
の
推
移
」
桜
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
七
九
)
『
桜
井
市
史
』
上
巻
所
収
。

(
6
)
「
法
隆
寺
村
一

0
か
年
平
均
取
米
の
推
移
」
斑
鳩
町
史
編
集
委
員
会
編
(
一
九
七
九
)
「
斑
鳩
町
史
』
本
編
所
収
。

(
7
)
「
桜
井
市
史
』
上
巻
。

(
8
)

前
掲
書
(

7

)

0

(

9

)

森
杉
夫
(
一
九
六
四
)
「
近
世
徴
租
法
の
転
換
|
畝
引
検
見
取
法
か
ら
有
毛
検
見
取
法
へ
|
」
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
・
人
文
科
学
』
第
一
一
一
巻
。

森
杉
夫
(
一
九
六
五
)
「
近
世
に
お
け
る
徴
租
法
の
転
換
|
畿
内
綿
作
徴
租
法
を
中
心
と
し
て
|
」
『
史
林
」
四
八
巻
一
号
。

(
叩
)
谷
山
正
道
(
一
九
七
六
)
「
一
八
世
紀
大
和
に
お
け
る
幕
領
支
配
の
特
質
と
農
村
享
保
・
宝
暦
期
を
中
心
に

l
」
『
史
学
研
究
』
一
三
三
号
。

(
日
)
前
掲
書

(
9
)
、
一
九
六
四
年
論
文
。

(
ロ
)
「
桜
井
市
史
』
上
巻
。

(
日
)
木
村
博
一
(
一
九
六
九
)
「
「
芝
村
騒
動
」
覚
書
」
『
日
本
民
俗
社
会
史
研
究
』
所
収
。

(

U

)

「
宝
暦
三
酉
年
十
一
月
よ
り
之
書
附
・
和
州
十
市
郡
村
々
今
度
御
箱
訴
訟
如
」
(
下
八
釣
区
有
文
書
)
『
橿
原
市
史
史
料
集
』
所
収
。

(
日
)
大
沢
元
太
郎
(
一
九
四
三
)
「
近
世
の
預
所
に
つ
い
て
」
「
歴
史
地
理
』
第
七
七
巻
二
号
。

(
日
目
)
『
高
取
町
史
』
o

(
η
)
「
桜
井
市
史
』
上
巻
。

(
路
)
「
高
取
町
史
」

0

(
凶
)
「
和
州
郡
在
名
高
附
帖
」
写
(
奈
良
県
立
図
書
館
)

0

(
初
)
「
宝
暦
三
酉
年
十
一
月
、
今
度
御
箱
訴
訟
諸
事
書
留
帳
・
十
市
部
葛
本
村
」
「
橿
原
市
史
史
料
集
』
所
収
。

(
幻
)
前
掲
室
日
(
叩
)

0

(
幻
)
谷
山
正
道
(
一
九
七
七
)
「
大
和
幕
傾
に
お
け
る
寛
保
検
地
」
『
ビ
ブ
リ
ア
』
六
六
。

(
お
)
「
大
和
国
高
市
郡
土
橋
村
高
寄
帳
」
(
写
)
「
橿
原
市
史
史
料
集
」
所
収
。



(
処
)
「
斑
鳩
町
史
』

0

(
お
)
前
掲
書
(
叩
)

0

(
お
)
「
(
延
享
三
年
七
月
)
因
窮
村
方
惣
百
姓
相
続
願
状
写
」
(
辻
、
辻
政
嗣
文
書
)
「
桜
井
市
史
史
料
編
』
下
巻
所
収
。
と
の
文
書
は
、
延
享
二
年
の
有

毛
検
見
取
の
う
え
の
一
両
免
の
決
定
に
対
し
て
、
百
姓
相
続
で
き
る
よ
う
諸
入
用
を
書
付
け
て
減
免
を
願
い
出
た
も
の
。
第
一
一
一

O
表
の
出
来
米

二
二
四
・
五
一
八
三
石
に
対
し
て
、
取
米
そ
の
他
貢
租
、
肥
ジ
代
、
稲
作
木
綿
作
手
間
賃
、
御
拝
借
肥
ジ
代
銀
ノ
利
足
計
二
二
八
・
二
五

O
五
石

で
、
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

(
幻
)
「
作
付
内
検
見
覚
帳
」
(
辻
、
辻
政
嗣
文
書
)
「
桜
井
市
史
史
料
編
』
下
巻
所
収
。

(
却
)
「
和
州
城
上
郡
辻
村
古
御
検
地
仮
之
寄
新
御
検
地
帳
之
容
」
「
桜
井
市
史
史
料
編
』
下
巻
所
収
。

(
却
)
前
掲
書

(
9
)
、
一
九
六
四
年
論
文
。

(

ω

)

「
覚
・
十
市
郡
葛
本
村
」
(
宝
暦
三
回
年
十
一
月
、
今
度
御
箱
訴
訟
諸
事
書
留
根
・
十
市
郡
葛
木
村
)
「
橿
原
市
史
史
料
集
』
所
収
。

(
白
)
前
掲
童
日
(
叩
)

0

(
辺
)
「
橿
原
市
史
史
料
集
』
所
収
。

(
出
)
前
掲
世
一
日
(
m
M
)

。

(
但
)
「
地
方
蔵
方
寺
尾
勤
録
」
(
巻
一
二
)
『
橿
原
市
史
』

0

(
お
)
コ
品
取
町
史
』
。

(
お
)
堀
内
忠
司
(
一
八
九
一
)
『
地
価
修
正
材
料
取
調
室
己
。

(
幻
)
「
酉
占
寅
迄
六
ヶ
年
取
米
一
旦
同
書
付
」
(
山
崎
家
文
書
)
(
奈
良
県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)

0

(
お
)
「
屡
原
市
史
』

0

(
ぬ
)
前
掲
室
田
(
お
)
。

(
ω
)

「
荒
蒔
村
年
代
記
」
天
理
市
史
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
五
八
)
「
天
理
市
史
史
料
編
』
。

(
必
)
徳
永
光
俊
(
一
九
七
九
)
「
近
世
大
和
の
田
畑
輪
換
|
近
世
畿
内
農
業
生
産
力
分
析
の
一
視
点
1

」
『
日
本
史
研
究
』
ニ

O
三
号
。

(
必
)
前
掲
書
(
位
)

0

森

島

允

子
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村
落
の
形
成
と
村
の
ま
と
ま
り

七

第
五
節

村
落
の
形
成
と
村
の
ま
と
ま
り

lま

じ

め

lと

現
在
、
な
お
基
本
的
な
単
位
と
し
て
そ
の
伝
統
的
枠
組
を
も
っ
て
い
る
大
字
は
、

そ
の
大
部
分
が
近
世
に
お
い
て
独
立
し
た
村
落
と
し

て
幕
藩
体
制
下
の
行
政
単
位
と
し
て
存
在
し
て
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
生
活
の
場
と
し
て
の
基
本
的
空
間
と
行
政
単

位
と
し
て
の
基
本
的
空
間
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
近
世
的
生
産
体
制
と
も
関
連
し
て
、

い
わ
ゆ
る
日
本
的
村
落
の
原
形

と
し
て
の
一
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
た
ζ

と
を
示
し
た
。
今
日
に
お
け
る
村
落
生
活
の
中
に
も
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
行
事
が
多
く
み
ら
れ

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
現
在
の
当
市
を
考
え
る
場
合
に
も
、

落
(
近
世
藩
政
村
I
現
大
字
)
の
過
去
の
姿
を
い
く
ら
か
明
ら
か
に
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

る
こ
と
は
、
既
に
承
知
の
乙
と
で
あ
る
。

そ
の
構
成
単
位
と
し
て
の
各
村

近
世
の
村
落
と
い
え
ば
、
自
給
自
足
の
閉
鎖
性
の
強
い
村
落
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
が
ち
で
あ
る
が
、
近
世
の
村
落
に
お
い
て
も
必
ず

し
も
独
自
の
閉
鎖
的
空
間
の
中
で
の
み
存
在
で
き
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
奈
良
盆
地
の
よ
う
に
開
拓
の
歴
史
が
古
い
地
域
に
お
い

て
は
、
村
落
の
形
成
も
古
く
、
中
世
に
は
そ
の
原
形
が
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
開
拓
可
能
地
の
限

界
と
も
関
連
し
て
、
村
落
聞
の
空
間
的
連
続
性
を
生
み
だ
し
、
村
落
の
ま
と
ま
り
を
強
化
す
る
作
用
も
あ
っ
た
反
面
、
閉
鎖
性
を
打
ち
破

る
べ
き
力
を
与
え
た
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
生
産
空
間
の
拡
大
と
と
も
に
、
生
産
手
段
と
し
て
の
。
用
水
。
の
確
保
は
水

こ
の
場
合
も
生
産
空
間
の
地
形
的
連
続
性
と
、
村
落
密

の
絶
対
量
が
不
足
し
が
ち
な
当
地
方
の
村
落
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

度
の
高
さ
と
い
っ
た
条
件
下
に
お
い
て
、
水
利
の
連
合
空
間
を
生
み
だ
し
、
村
落
の
閉
鎖
性
を
破
る
力
が
働
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
地
に
お
い
て
過
去
を
顧
り
み
る
時
、
地
域
の
歴
史
に
お
け
る
相
対
的
先
進
性
と
自
然
的
条
件
の
中
で
展
開
す
る
村



落
の
姿
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

村
落
の
形
成
と
そ
の
特
性

ま
ず
市
域
内
の
村
落
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
み
て
み
る
。
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
当
地
域
の
歴
史
は
古
く
、
条

里
制
遺
溝
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
集
落
の
発
生
は
上
代
に
ま
で
遡
る
。
平
安
期
以
降
は
、
中
央
有
力
貴
族
系
荘
園
や
奈
良
有
力
寺
社
系
荘
園

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

慶長~元禄却l分村

元禄一天保期分村

明治期分村

@←一色

麟←一白
島←一也
分村 木村

※その他の村落は中世期より存続

凡

例

に
よ
る
荘
園
集
落
が
形
成
さ
れ
た
が
、
中
世
に

お
け
る
政
治
的
混
乱
と
経
済
的
・
技
術
的
面
で

の
社
会
発
展
は
自
治
的
村
落
形
成
の
基
盤
を
与

村落形成の経過

え
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
発
生
し
た
村

落
は
、
集
落
化
を
と
も
な
っ
た
農
民
自
治
に
支

え
ら
れ
強
固
な
ま
と
ま
り
と
戦
闘
的
性
格
を
帯

び
つ
つ
発
展
し
た
。

い
わ
ゆ
る
惣
村
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
中
世
村
落
も
近
世
的
勢

第 2-25図

力
が
成
長
し
、
支
配
体
制
が
確
立
し
て
ゆ
く
中

で
、
次
第
に
政
治
的
権
力
を
奪
わ
れ
近
世
領
主

の
支
配
地
域
に
お
け
る
支
配
単
位
と
し
て
の
行

政
村
(
藩
政
村
)
へ
と
再
編
成
さ
れ
、
変
化
し
て

い
っ
た
。

七



村
落
の
形
成
と
村
の
ま
と
ま
り

髄
幽近世成立分村村落(境が確定できたもののみ)

日中世成立農業的村落

中世成立都市的村落
凡

例

七
回

次
に
、
実
際
ど
の
よ
う
な
村
落
が
発
生
し
継

続
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
近
世
の

初
期
に
お
い
て
既
に
成
立
し
て
い
た
村
落
は
、

近世村落のタイプ

現
在
の
町
名
(
大
字
)
と
比
較
し
て
み
る
と
そ

の
一
致
率
は
約
九
O
M
mを
占
め
て
お
り
村
落
発

生
の
歴
史
が
中
世
に
遡
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第

二
|
二
五
図
は
村
落
形
成
の
経
過
を
追
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
村
落
形
成
史
的
に
は
近
世
初
期

第 2-26図

に
お
い
て
既
に
存
在
し
た
中
世
期
成
立
村
落

と
、
そ
れ
以
降
、
近
世
に
入
っ
て
分
村
に
よ
り

発
生
し
た
比
較
的
新
し
い
分
村
村
落
と
に
分
類

で
き
る
。
ま
た
、

乙
の
よ
う
な
発
生
史
的
な
分

に
、
機
能
的
に
明
ら
か
に
異
な
る
村
落
が
存
在
し
た
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
中
世
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
は
宗
教
を
発
展
さ

類
か
ら
は
中
世
村
落
に
含
ま
れ
る
村
落
の
中

乙
の
新
し
い
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
と
い
え
る
。

せ
、
経
済
的
進
展
が
交
通
路
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
村
落
が
そ
れ
で
あ
り
、
今
井
・
八
木
な
ど
の
村
落
は

以
上
の
よ
う
に
、
村
落
形
成
史
的
に
は
「
中
世
期
成
立
村
落
」
と
「
近
世
分
村
村
落
」
に
、
機
能
的
に
は
「
農
業
的
村
落
」
と
「
都
市

そ
の
歴
史
や
機
能
的
な
差
異
に
よ
っ
て
景
観
的

的
・
中
心
地
的
村
落
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
で
き
る
。
よ
っ
て
一
口
に
村
落
と
い
っ
て
も
、



に
も
構
造
的
に
も
、
ま
た
、
人
々
の
心
理
的
な
閣
に
お
い
て
も
異
な
っ
た
結
果
が
想
定
さ
れ
る
。
近
世
村
落
は
そ
の
意
味
で
き
わ
め
て
パ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
空
間
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二

l
二
五
図
の
う
ち
、
市
内
に
お
い
て
分
村
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
村
落
は
、
別
所
・
法
華
寺
・
寺
田
・
古
川
・
萩
ノ

本
・
御
坊
・
出
屋
敷
・
小
泉
堂
・
小
房
・
池
尻
(
東
池
尻
)
・
出
合
・
出
垣
内
・
飛
騨
な
ど
の
村
落
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
村
落
に
共
通
す
る

こ
と
は
、
周
辺
村
落
、
あ
る
い
は
本
村
に
対
し
て
い
ず
れ
も
石
高
規
模
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
的
に
は
独
立
村
落
と
し
て

公
認
さ
れ
つ
つ
も
、
村
落
の
生
活
面
で
は
本
村
側
に
依
存
し
て
い
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
新
し
い
生
活
空
間
と
し
て
の
村
落

そ
れ
ば
か
り
か
、
村
内
集
落
と
し
て
は
成
立
し
た
も
の
の
、
結
局
本
村
か
ら
独
立
で
き
ず
に
村
内

の
不
安
定
な
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、

に
留
ま
っ
て
い
る
場
合
す
ら
存
在
す
る
。

一
方
、
分
村
に
際
し
て
本
村
と
は
機
能
的
に
少
し
異
な
っ
た
村
落
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
る
。

分
村
村
落
の
う
ち
、
出
合
・
出
垣
内
な
ど
は
、
初
瀬
街
道
沿
い
に
街
村
を
形
成
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
近
世
の
経
済
的
発
展
、
街
道

交
通
の
発
展
と
も
関
連
し
つ
つ
、
景
観
的
に
も
機
能
的
に
も
純
粋
農
村
と
は
少
し
違
っ
た
構
造
を
し
た
村
落
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

以
上
、

村
落
を
歴
史
的
観
点
と
機
能
的
観
点
か
ら
分
析
し
、

そ
れ
ぞ
れ
「
中
世
期
成
立
村
落
」
と
「
近
世
分
村
村
落
」
、

「
農
業
的
村

落
」
と
「
都
市
的
・
中
心
地
的
村
落
」
に
分
類
し
た
。

乙
の
結
果
を
ま
と
め
て
示
し
た
の
が
第
二

i
二
六
図
で
あ
る
。
図
よ
り
、
幾
っ
か

あ
る
村
落
タ
イ
プ
の
中
で
も
最
も
一
般
的
に
分
布
し
て
い
る
の
は
「
中
世
成
立
農
業
村
落
」
で
あ
る
ζ

と
が
わ
か
る
。
以
下
で
は
、

よ
う
な
村
落
を
近
世
に
お
け
る
一
般
的
な
村
落
と
し
て
位
置
づ
け
て
み
て
み
よ
う
。

こ
の

村
落
構
造
の
特
性
i
主
に
文
禄
検
地
帳
の
分
析
か
ら
l

近
世
に
お
い
て
一
般
的
な
村
落
の
内
部
構
造
を
考
え
て
み
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

一
般
的
村
落
と
は
、
近
世
に
分
村
に
よ
っ
て
成

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
七
五
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落
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一
七
六

立
し
た
の
で
は
な
い
農
業
村
落
で
あ
る
。
分
村
に
よ
る
成
立
と
分
村
に
よ
ら
な
い
成
立
村
落
を
特
に
区
別
し
た
理
由
と
し
て
は
、
村
落
形

態
の
大
幅
な
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
分
村
成
立
型
の
村
落
の
平
均
石
高
は
二
四

O
石
余
り
(
元
禄
郷
帳
時
)
に
対
し
、
分
村
以
外
の
村
落
の
平
均
石
高
は
五
二

O
石

余
り
を
示
し
、
二
倍
以
上
の
開
き
が
あ
る
。
一
苅
禄
期
以
降
も
幾
つ
か
の
分
村
が
成
立
し
た
が
、

元
禄
期
J
天
保
期
に
か
け
て
成
立
し
た
分

村
の
平
均
石
高
は
一
八

O
石
ほ
ど
し
か
な
く
、
分
村
の
弱
体
化
が
み
ら
れ
る
。
村
落
の
機
能
的
な
部
分
か
ら
の
分
析
が
な
い
と
、
石
一
角
規

模
だ
け
で
は
か
な
ら
ず
し
も
弱
体
化
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
村
落
基
盤
は
分
村
以
外
の
村
落
に
比
べ
て
低

い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
農
業
生
産
の
面
か
ら
み
た
人
口
維
持
機
能
は
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

村
落
の
空
間
的
広
が
り
も
限
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
分
村
以
外
の
村
落
と
の
聞
に
は
、
構
造
的
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
。
分
村
に
は
分
村
の
村
落
秩
序
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
ま
ず
分
村
を
除
外
し
た
う
え
で
、

一
般
的

村
落
と
し
て
の
「
中
世
成
立
農
業
村
落
」
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
み
よ
う
。

歴
史
的
分
類
と
機
能
的
分
類
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、
近
世
に
お
け
る
一
般
的
村
落
と
し
て
の
「
中
世
成
立
農
業
村
落
」
と
は
い
か
な

る
村
落
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な
ら
、

そ
の
村
落
規
模
に
お
い
て
も
発
生
か
ら
の
歴
史
に
し
て
も
各
村
落
に
お
い
て

個
性
的
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
構
造
に
お
い
て
も
各
村
落
間
で
非
常
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
こ
に
資
料
と
し
て
七
つ
の
村
落
の
文
禄
検
地
の
資
料
が
あ
る
。
う
ち
根
成
柿
は
、
現
大
和
高
田
市
に
属
し
て
い
る
も
の
の
農
業
水
利

や
神
社
祭
典
等
の
面
で
現
在
の
橿
原
市
域
村
落
と
の
結
び
付
き
が
強
い
た
め
、

乙
乙
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

検
地
帳
を
資
料
と
し
て
対
象
と
し
た
の
は
、
土
橋
・
上
品
寺
・
内
膳
・
烏
屋
・
御
在
所
(
十
市
)
・
中
・
根
成
柿
の
七
村
落
で
あ
る
。
そ

こ
で
ま
ず
、
検
地
帳
の
分
析
の
前
に
各
村
落
の
概
略
を
示
し
て
お
く
。

① 

土

橋



旧
真
管
村
。
市
域
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
慶
長
郷
板
に
よ
る
村
高
は
六
二
三
・
九
七
石
。
村
高
の
う
ち
三
八
五
・
五
七
石
は
旗
本
神

保
氏
領
、

一
二
七
・
一
石
は
旗
本
松
平
氏
領
、

一
一
一
・
三
石
は
旗
本
鈴
木
氏
領
と
三
領
主
に
よ
る
支
配
の
入
り
組
み
が
み
ら
れ
た
が
、

神
保
氏
領
以
外
は
郡
山
藩
を
経
て
幕
府
僚
と
な
る
。
垣
内
集
落
と
し
て
の
面
影
を
今
日
に
よ
く
残
し
て
い
る
。

② 

上

品

寺

旧
耳
成
村
。
市
域
中
北
部
、
米
川
と
飛
鳥
川
の
中
聞
に
位
置
す
る
。

近
世
初
期
は
旗
本
鈴
木
氏
領
で
あ
っ
た
が
、

元
和
五
年
(
一
六

九
)
以
降
は
郡
山
藩
領
と
な
る
。

ヲ

h
v

。

興
福
寺
寺
務
償
進
官
庄
と
し
て
の
上
品
寺
圧
は
、

こ
の
地
域
に
よ
く
一
致
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

@ 

内

膳

旧
八
木
町
。
市
域
中
央
部
、
八
木
と
今
井
の
中
間
に
位
置
す
る
。
近
世
初
期
は
旗
本
鈴
木
氏
領
で
あ
っ
た
が
、
何
度
か
領
主
が
変
わ
り

元
禄
十
三
年
(
一
七
O
O
)
段
階
で
は
二
九
一
・
五
一
三
石
が
幕
府
領
、

四
八
・
二
石
が
郡
山
藩
領
、

一
O
O
石
が
旗
本
鈴
木
氏
領
に
分

割
さ
れ
て
い
た
。

④ 

烏

屋

旧
畝
傍
町
。
市
域
南
部
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
旗
本
神
保
氏
領
。
村
内
に
は
字
船
付
山
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
村
多
集
落

型
の
村
落
で
あ
る
。
ま
た
、
村
内
に
は
か
鳥
屋
池
4

が
あ
り
、
池
郷
の
中
心
的
村
落
と
し
て
周
辺
村
落
に
対
し
て
水
利
権
上
、
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
た
。

⑤ 

御
在
所
(
十
市
)

旧
耳
成
村
。
近
世
初
期
は
旗
本
村
越
領
九
九
八
・
五
八
石
と
旗
本
佐
久
間
領
四
九
五
・
六
一
二
石
の
相
給
村
。
こ
の
う
ち
佐
久
間
氏
領
を

御
在
所
と
呼
ん
だ
ら
し
い
。
ま
た
、
佐
久
間
氏
領
は
後
に
幕
府
領
と
な
り
、
明
治
ま
で
の
間
に
若
干
の
変
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
村
越
・
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幕
府
の
相
給
村
と
し
て
明
治
に
至
る
。
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以内、根成柿は単位=石である o

第2-27図 土地所有規模からみた村落構造

七
/1、

旧
耳
成
村
。

寺
川
南
部
に
位
置

し
、
近
世
に
は
北
の
十
市
・
西
の
葛

本
・
東
の
大
福
な
ど
の
比
較
的
有
力

な
村
落
の
間
に
お
か
れ
て
、
水
利
権

上
は
非
常
に
弱
い
立
場
に
お
か
れ
て

い
た
。
近
世
を
通
じ
て
旗
本
佐
藤
氏

領
⑦ 

根

成

柿

旧
天
満
村
。
現
大
和
高
田
市
に
属

す
る
が
、
同
村
に
あ
る
天
満
神
社
は

口
碑
に
よ
る
と
現
橿
原
市
川
西
町
よ

り
勧
請
し
た
と
あ
り
、

そ
の
氏
子
園

は
川
西
・
光
陽

(
常
門
・
萩
ノ

本
)
に
も
及
ぶ
。

ま
た
、
萩
ノ
本
の

厳
島
神
社
は
天
満
神
社
よ
り
譲
渡
し

た
も
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
・
高
取



藩
領
。
以
後
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
以
降
ふ
た
た
び
高
取
藩
領
と
な
り
明
治
に
至
る
。

以
上
、
各
村
落
の
状
況
を
簡
単
に
説
明
し
た
。
近
世
の
奈
良
盆
地
に
お
い
て
は
、
大
藩
に
よ
る
一
円
的
支
配
は
遂
に
完
成
し
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
こ
で
述
べ
る
村
落
構
造
の
み
な
ら
ず
、
次
に
村
落
問
秩
序
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、

乙
こ
で
取
扱
っ
た
七
村
落
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
毎
に
各
々
個
性
的
な
歴
史
の
上
に
存
在
し
て
お
り
、
村
落
と
し
て
の
発
展
度
に
つ
い
て

も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
ζ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

第
二
|
二
七
図
は
、
検
地
帳
よ
り
各
村
落
の
土
地
所
有
者
を
そ
の
経
営
規
模
に
応
じ
て
そ
の
比
率
に
よ
っ
て
階
層
別
に
示
し
た
も
の
で

100% 

97.5% 

63.0 

47.8 

42.9 

33.3 

32.1 

市

恨成村i
第
二
章

土橋

中

内謄

上品寺

歴
史
的
地
域
の
形
成 21. 2 

(文禄検地帳資料より作成〉

各村落の持家率

鳥屋

あ
る
。
各
村
落
と
も
二

O
反
以
上
の
大
規
模
土
地
所
有
者
は
少
な
く
、

五
反
未
満
の

零
細
農
が
中
心
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、

そ
の
分
布
パ
タ
ー
ン
は
、
だ
い
た
い
四
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
よ
う
。
第
一
は
、
鳥
屋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
二

O
反
以

上
の
大
規
模
農
家
の
割
合
は
極
端
に
低
く
、

一
五
反
前
後
の
中
間
層
が
欠
如
し
て
以

下
経
営
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
が
増
加
し
て
ゆ
き
、

一
反
未
満
の

超
零
細
農
に
ピ

i
ク
が
あ
る
タ
イ
プ
(
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
)

0

第
二
に
、

土
橋
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
土
地
所
有
の
ピ

l
ク
が
一

J
五
反
の
階
層
に
あ
る
村
落
。

乙
の
タ
イ
プ
に

第 2-28図

属
す
る
村
落
の
農
民
の
経
済
力
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
村
落
に
比
べ
て
安
定
的
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
(
土
橋
型
)

0

こ
の
、
グ
ル
ー
プ
に
は
土
橋
の
他
、
内
膳
が
考
え
ら
れ
る
が

土
橋
で
は
二

O
反
以
上
の
最
上
級
層
に
続
く
一
五

J
二
O
反、

一
O

J
一
五
反
の
土

地
を
所
有
す
る
中
間
層
が
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
内
膳
に
は
中
間
層
は
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
、
先
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
近
い
中
間
的
な
存
在
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

一
七
九
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ぃ
。
第
三
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
御
在
所
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
経
営
規
模
は
五
反
以
下
の
二
階
層
に
集
中
す
る

こ
と
な
く
上
昇
し
て
お
り
、

一
O
J
二
O
反
の
中
間
層

が
確
実
に
成
長
し
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
進
ん
で
、

第
四
の
タ
イ
プ
の
根
成
柿
で
は
、
経
営
規
模
の
ピ

l
ク

は
上
昇
し
、
現
在
に
通
じ
る
か
の
よ
う
な
農
業
構
造
を

示
す
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
持
家
率
も
村
落
タ
イ
プ

に
対
応
し
て
い
る
(
第
二
|
二
八
図
)
。

以
上
の
よ
う
に
土
地
所
有
状
回
か
ら
み
た
村
落
構
造

は
、
同
じ
農
業
中
心
型
の
村
落
間
で
も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

り
、
上
記
の
よ
う
に
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。

第 2-29図

当
時
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
の
状
況
が
、

そ
の
ま
ま

土
地
所
有
者
の
経
済
力
を
一
不
し
、

そ
し
て
そ
れ
は
同
時

に
村
落
内
に
お
け
る
階
層
性
(
支
配
者
的
農
民
と
被
支
配

者
的
農
民
)

の
存
在
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。

乙
の

よ
う
な
立
場
に
立
つ
と
、
鳥
屋
・
中
・
上
品
寺
な
ど
の

村
落
で
は
、
村
落
内
階
級
が
は
っ
き
り
と
分
離
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

一
方
、
御
在
所
・
根
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成
柿
な
ど
で
は
村
内
農
民
が
比
較
的
対
等
に
村
落
運
営
に
あ
た

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
落
内
の
土
地
所
有
形
態
は
回
定
的
な
も

の
で
は
な
く
、
時
間
的
経
過
の
中
で
非
常
に
流
動
的
な
も
の
で

あ
る
。
上
記
の
分
析
資
料
と
し
て
の
文
禄
検
地
は
近
世
初
期
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
降
、
近
世
を
通
じ
て
も
そ
の
形
態

は
大
き
く
変
化
し
た
ζ

と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
村
落
の
構
造
は
そ
の
開
拓
の
歴
史
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
面
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
方
面
か
ら

の
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

乙
乙
で

は
村
落
完
成
度
と
い
う
観
点
よ
り
同
検
地
帳
を
さ
ら
に
分
析
す

る。

第 2-30図

第
二

l
二
九
図
は
各
村
落
に
お
け
る
入
作
の
状
況
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
入
作
と
は
村
落
内
の
土
地
所
有
者
が
他
村
落
の

村
人
で
あ
る
場
合
を
い
い
、
資
料
上
・
所
有
者
H
耕
作
者
と
の

断
定
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
自
村
落
内
で
の
所
有
率
が
高

い
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
、
入
作
率
が
低
い
ほ
ど
村
落
は
安
定
的
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
近
世
に
お
け
る
支
配
シ
ス
テ
ム
が

/I、
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ノl、

村
落
の
独
立
性
と
排
他
性
を
強
化
す
る
方
向
に
働
い

て
い
た
乙
と
な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
、
入
作
率
の
低

さ
は
よ
り
完
成
度
の
高
い
村
落
を
意
味
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
自
村
落
内
者
耕
作
率
が
高
率
を
示
す

の
は
、
根
成
柿
・
御
在
所
・
土
橋
の
三
村
落
で
、

い

ず
れ
も
八

O
M
m以
上
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
結
果

は
、
先
の
結
論
を
一
応
裏
付
け
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
内
膳
の
場
合
、
自
村
落
内
者
耕
作

率
が
二

O
M
m未
満
三
六
・
九
Mm)
と
極
端
に
低
く
な

っ
て
い
る
が
、
入
作
者
の
大
部
分
は
今
井
・
八
木
の

所
有
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
都
市
的
な
性

格
を
も
っ
た
有
力
村
落
の
存
在
が
こ
の
結
果
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
乙
と
が
予
測
さ
れ

る
次
に
第
二

l
三
O
図
は
土
橋
・
上
品
寺
・
中
・
内

膳
の
各
村
落
に
お
い
て
、
小
字
毎
に
村
内
者
の
土
地

所
有
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
名
と
当
時
の

地
名
が
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
る
も
の
の
、

一
般
的



中

×屋敷地不明

(3) 

な
傾
向
は
読
み
と
れ
る
。
自
村
内
者
土
地
所

有
率
の
官
向
か
っ
た
土
橋
で
は
、
村
落
西
南
部

の
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
小
字
が
七
五

必
以
上
の
村
内
者
所
有
率
を
示
し
て
い
る
。

上
品
寺
で
は
、
現
在
の
集
落
に
近
い
小
字
ほ

ど
高
率
を
示
す
傾
向
が
あ
り
、
東
部
か
ら
南

部
に
か
け
て
の
村
落
周
辺
部
に
低
率
な
小
字

が
集
ま
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
次
に
中
で

も
や
は
り
集
落
に
比
較
的
近
い
小
字
、
特
に

西
部
の
小
字
に
高
率
な
地
域
が
分
布
し
、

そ

れ
以
外
は
低
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
内

膳
で
は
、

ほ
と
ん
ど
村
落
構
成
員
に
よ
る
土

地
所
有
者
が
集
中
す
る
ζ

と
は
な
く
、
村
落

全
域
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
分
析
よ
り
、
村
内
者
の
土
地
所
有
は

比
較
的
ま
と
ま
っ
て
連
続
し
て
お
り
、
し
か
も
集
落
に
近
い
所
に
存
在
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

乙
の
ζ

と
は
、
村
落
内
に
お
い
て
入
作

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

率
の
高
い
不
安
定
な
空
間
が
村
落
周
辺
部
に
多
く
存
在
す
る
ζ

と
を
示
し
、
各
村
落
に
お
け
る
状
況
は
や
は
り
村
落
完
成
度
と
強
く
関
連

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

J¥ 
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四

以
上
、
村
落
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
文
禄
検
地
帳
を
手
掛
り

と
し
て
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
近
世

初
期
に
お
い
て
、

乙
の
一
般
的
村
落
と
規
定
し
た
「
中
世
期
成

立
農
業
集
落
」
の
内
、

乙
ζ

で
資
料
を
得
た
七
村
落
の
内
部
構

造
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
村
落
の
歴
史
的
背
景
の
分
析
の
必
要

性
を
認
め
つ
つ
、

こ
こ
で
は
村
落
完
成
度
の
違
い
に
よ
る
解
釈

を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
初
期
に
お
い
て
は
村
落
と
し
て

認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
完
成
度
の
異
な
る
村
落
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
方
で
は
村
落
の
歴
史
的

こ
の
こ
と
は
、

経
過
と
も
深
く
関
係
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

四

村
落
聞
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
形
成

←1 

水
利
秩
序
の
形
成

な
っ
た
。
し
か
し
、

以
上
、
文
禄
検
地
帳
の
分
析
か
ら
、
近
世
初
期
に
お
い
て
村
落
の
内
部
構
造
に
差
が
あ
る
こ
と
が
村
落
の
完
成
度
の
差
か
ら
明
ら
か
と

こ
う
い
っ
た
結
果
は
や
は
り
経
済
的
発
展
が
著
し
く
、
政
治
的
混
乱
の
中
で
村
落
を
再
編
成
し
、
独
立
性
の
強
い
惣

一
定
の
条
件
下
に
お
け
る
村
落

村
を
生
み
だ
し
た
奈
良
盆
地
と
い
う
歴
史
的
基
盤
の
上
で
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
く
、

の
成
立
形
態
を
一
万
す
も
の
と
い
え
よ
う
。



さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
個
性
的
な
村
落
が
ぱ
ら
つ
き
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
近
世
空
聞
に
お
い
て
、
各
村
落
は
個
々
が
ば
ら
ば
ら
の

閉
鎖
的
自
給
自
足
経
済
を
維
持
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
の
政
治
的
混
乱
期
に
成
立
し
た
惣
村
に
お
い
て
も
、
村
落
の
独
立
性
は

強
化
さ
れ
つ
つ
も
、

そ
の
生
活
基
盤
は
周
辺
村
落
と
の
関
係
の
中
で
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
村
落
を
構
成
す
る
家
々
は
村
落
の
内
部
で

共
同
し
、

そ
の
共
同
体
と
し
て
の
村
落
は
地
域
構
成
単
位
と
し
て
、
周
辺
村
落
と
共
同
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
層
的
共
同
体
は

近
世
を
通
じ
て
完
成
さ
れ
、

乙
の
関
係
が
今
日
に
生
き
る
私
達
の
村
落
認
識
や
地
域
認
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
現
代
へ
と
続
く
地
域
秩
序
の
基
盤
は
近
世
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
村
落
間
で
の
連
合
体
リ
地
域

秩
序
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
を
み
て
み
る
。

は
良
い
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、

本
市
は
奈
良
盆
地
の
南
部
に
位
置
し
、
背
後
に
山
間
部
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
盆
地
中
央
部
の
村
落
に
比
べ
る
と
水
利
事
情

そ
れ
で
も
や
は
り
水
利
関
係
は
、
近
世
の
村
落
関
係
を
知
る
上
で
は
最
も
重
要
な
指
標
と
い
え
る
。
奈
良

盆
地
は
相
対
的
に
雨
量
が
少
な
い
と
い
う
自
然
的
条
件
と
、
歴
史
的
に
古
く
か
ら
村
落
密
度
が
高
い
と
い
う
社
会
的
条
件
が
重
な
り
合
つ

て
、
水
事
情
に
は
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
本
市
を
は
じ
め
奈
良
盆
地
に
は
一
時
期
を
除
い
て
有
力
大
名
が
存
在
せ
ず
、
各

村
落
の
支
配
関
係
は
複
雑
を
極
め
て
い
た
。

乙
の
結
果
、
当
地
域
で
は
近
世
を
通
じ
て
大
規
模
な
水
利
上
の
革
新
を
実
施
す
る
と
と
が
困

難
な
状
泊
に
あ
り
、
常
に
問
題
は
村
落
側
か
ら
に
よ
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
更
に
こ
の
地
域
の
村
落
連
合
の
形

態
を
複
雑
に
し
、

そ
の
結
果
、
村
落
の
力
関
係
に
よ
る
優
劣
、
あ
る
い
は
位
置
関
係
に
よ
る
優
劣
を
生
み
、

ひ
い
て
は
。
水
礼
。
な
ど
と

い
う
ζ

の
地
域
特
有
の
水
利
慣
行
を
生
み
だ
す
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
具
体
的
な
例
を
基
に
水
利
上
か
ら
の
村
落
秩
序
を
み
て
み
よ
う
。

市
域
西
部
を
北
流
す
る
曽
我
川
は
、

水
と
し
て
い
る
村
落
は
幾
っ
か
存
在
す
る
が
、

濯
翫
用
河
川
と
し
て
は
重
要
な
河
川
の
一
つ
で
あ
る
。

常
門
井
堰
、
川
西
井
堰
、

曽
我
川
か
ら
の
用
水
を
村
落
の
主
要
用

乙
乙
で
は
、

大
井
壊
な
ど
の
分
析
を
中
心
に
し
て
村
落
連
合

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
八
五
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一
八
六

の
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た

ぃ。

常門と萩ノ本の水利的関係

常
円
井
堰
は
約
三
三
町
歩
の
水
田

を
濯
翫
し
、
常
門
の
曽
我
川
よ
り
西

部
の
水
田
に
と
っ
て
の
中
心
的
用
水

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
常
門
井
堰
は
常

門
の
み
の
用
水
路
で
は
な
く
、

そ
の

西
部
に
位
置
す
る
萩
ノ
本
に
お
い
て

第 2-31図

も
主
要
用
水
路
で
あ
っ
た

(
第
二
|

二
図
)
o

こ
こ
に
水
利
上
の
村
落
連

A
口
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
乙

で
、
こ
の
二
村
落
の
乙
の
用
水
に
対

萩
ノ
本
は
常
門
に
対
し
て
明
ら
か
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
番
水
時
は
上
流
部
よ
り
水
の
導
入
が
お

す
る
水
利
権
に
注
目
し
て
み
る
と
、

権
限
を
持
っ
て
い
た
が
、

こ
な
わ
れ
る
が
、
常
門
と
萩
ノ
本
の
水
の
配
分
割
合
は
二
対
一
で
あ
る
。
な
お
水
が
余
っ
た
場
合
は
井
司
(
イ
ズ
カ
サ
)
が
水
を
配
分
す
る

こ
の
井
司
は
常
円
側
の
井
司
で
あ
っ
て
、
萩
ノ
本
の
井
司
は
常
円
井
堰
の
井
司
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
た
原
因
は
、

る。

ζ

の
こ
と
は
、
水
利
権
上
、
萩
ノ
本
は
常
門
に
対
し
て
従
属
的
な
存
在
で
あ
っ
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。

や
は
り
村
落
の
歴
史
の
中
に
求
め
ら
れ
る
。
常
門
と
萩
ノ
本
は
明
治
に
入
っ
て
「
一
町
」
と
称



し
た
ご
と
く
、
寛
永
十
六
年
三
六
三
九
)
に
萩
ノ
本
が
分
離
独
立
す
る
ま
で
は
一
村
落
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
村
は
木
村
分

村
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
、

乙
の
ζ

と
を
考
慮
す
る
と
、
萩
ノ
本
は
政
治
的
に
は
独
立
し
た
村
落
と
し
て
公
認
さ
れ
つ
つ
も
、
経
済
的
基

盤
を
支
え
る
絶
対
必
要
条
件
と
し
て
の
グ
水
4

を
完
全
に
は
独
自
の
も
の
と
で
き
ず
に
、
本
村
に
従
属
的
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
と
い

え
る
。
ま
た
、
常
門
の
場
合
、
主
要
用
水
源
と
し
て
は
こ
れ
以
外
に
、
村
東
部
を
濯
概
す
る
山
麓
部
の
小
溜
池
群
と
西
部
の
西
池
が
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
水
利
組
織
も
階
層
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
水
掛
り
の
空
間
的
広
が
り
は
自
然
的
空
間
と
し
て
形
成
さ
れ
る
反
面
、
水

利
組
織
は
土
地
所
有
者
に
よ
る
社
会
的
集
団
で
あ
り
、
自
然
的
空
間
と
社
会
集
団
が
個
々
の
契
機
に
よ
っ
て
結
び
つ
会
つ
つ
、
下
位
組
織

が
上
位
組
織
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
典
型
的
な
村
落
と
し
て
の
機
能
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
川
西
井
堰
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
濯
淑
面
積
は
約
五

O
町
歩
で
あ
り
、
川
西
・
箸
喰
・
東
坊
城
・
根
成
柿
の
各
村
落
に
水

を
供
給
し
て
い
る
。
各
村
落
聞
に
常
門
と
萩
ノ
本
の
よ
う
な
本
村
分
村
関
係
は
な
く
、
対
等
な
独
立
村
落
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
が
、
番

水
に
関
す
る
規
定
を
定
め
た
元
文
元
年
の
古
文
書
に
よ
る
と
村
落
間
で
複
雑
な
規
定
が
守
ら
れ
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
番
水
開
始
と
同
時
に
ま
ず
二
昼
夜
・
川
西
が
、
次
に
一
昼
夜
・
箸
喰
↓
一
昼
夜
・
根
成
柿
↓
六
昼
夜
・
川
西
(
そ
の
聞
に
、
常
門
の
一

部
と
東
坊
城
へ
)
↓
一
昼
夜
・
箸
喰
、
根
成
柿
と
い
う
よ
う
な
時
間
と
配
水
順
位
の
規
定
が
み
え
、
堰
に
必
要
な
人
手
に
関
し
て
は
川
西
・

箸
喰
の
両
村
の
み
か
ら
だ
す
乙
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
用
水
に
対
す
る
各
村
落
の
権
利
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
各
村
落
間
で
の
水
利
権
上
の
差
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
は
、
村
落
に
お
け
る
川
西
井
堰
の
重
要
度
の
違
い
が
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
水
掛
り
面
積
の
広
い
村
落
ほ
ど
、
あ
る
い
は
村
落
内
に
占
め
る
川
西
井
堰
の
比
重
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
地
位
は
高
く
な

ζ

の
場
合
も
水
掛
り
空
間
は
自
然
的
空
間
で
あ
る
が
、
水
利
組
織
は
土
地
所
有
者
間
の
社
会
的
ま
と
ま
り

り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

で
あ
り
、

そ
れ
が
村
落
内
で
統
合
さ
れ
る
乙
と
に
よ
っ
て
水
利
権
に
対
す
る
村
落
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

川
西
に
取
水
口
が
あ
る
大
井
堰
は
、
箸
喰
・
古
川
・
吉
田
・
大
谷
・
東
坊
城
・
慈
明
寺
の
各
村
落
に
水
を
供
給
し
て
い
る
。
乙
の
井
堰

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
八
七



村
落
の
形
成
と
村
の
ま
と
ま
り

一L
L

⑮ 

池
水
掛

町一一)--

E-一』一一」

由
大
谷
領
回

回

回

)内は著者記入

(JI¥西・前川家所蔵文書より作成)

水利空間の広がり第 2-32図

(
第
二
|
三
二
図
)
に
よ
る
と
、

に
関
し
て
番
水
や
水
利
権
に
関
す
る
文
書
を
発
見
す
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
水
論
の
際
に
作
成
さ
れ
た
寛
文
十
三
年
の
絵
図

そ
の
水
掛
り
範
囲
が
細
か
く
記
述
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
農
民
の
水
に
対
す
る
感
情
を
察
す
る
乙
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
下
流
へ
ゆ
く
と
、
小
槻
・
中
曽
司
・
土
橋
の
共
同
井
壊
の
場
合
、
用
水
途
中
で
の
分
水
の
際
の
関
止
め
の
規
格
を

定
め
る
な
ど
、
細
か
い
配
慮
を
し
つ
つ
村
落
聞
で
の
水
利
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。



曽
我
川
流
域
を
離
れ
て
葛
本
井
堰
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
当
井
堰
は
大
福
に
あ
り
、
濯
淑
面
積
は
大
福
二
五
町
・
常
盤
五

O
町
・

葛
本
六

O
町
・
東
竹
田
一

O
町
・
中
二

O
町
・
十
市
七
町
の
計
一
七
二
町
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
村
落
の
聞
に
は
明
ら
か
に

水
利
権
上
の
差
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
福
・
常
盤
・
葛
本
・
東
竹
田
・
中
・
十
市
の
六
村
落
の
内
、
水
利
権
を
も
っ
て
い
た
の
は
大

福
・
常
盤
・
葛
本
・
東
竹
田
の
四
村
落
で
、

そ
の
う
ち
大
福
は
井
堰
の
所
在
地
と
し
て
特
別
な
地
位
を
占
め
、
水
利
費
の
負
担
も
な
く
客

水
的
な
水
利
権
を
行
使
し
て
い
た
。

一
方
、
中
・
十
市
は
水
利
権
が
な
く
余
水
を
利
用
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
。
し

か
も
。
井
堰
あ
げ
。
の
行
事
時
に
は
、

乙
れ
に
参
加
す
る
常
盤
や
葛
本
の
た
め
に
費
用
を
だ
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
よ

そ
し
て
従
属
階

う
に
、
葛
本
井
堰
に
よ
る
水
利
秩
序
は
、
特
権
的
階
級
と
し
て
の
大
福
、
水
利
権
者
と
し
て
の
常
盤
・
葛
本
・
東
竹
田
、

級
の
中
・
十
市
と
い
っ
た
三
階
級
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
水
利
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
原
因
と
し
て
は
濯
蹴
面
積
の
大
小
の

そ
の
村
落
の
支
配
者
の
優
劣
も
水
利
権

み
な
ら
ず
、
常
盤
・
葛
本
・
東
竹
田
の
三
村
落
が
幕
府
直
轄
領
だ
っ
た
乙
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、

;計I)訟み'J胤1倒祖 A 

(停宗争-一一-
中曽司 土f低品
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凡
例
)

上
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
乙

曽我川流域の水利秩序

と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
文
献
と
き
き
と
り
を
中
心
に
各

水
利
空
間
の
村
落
間
秩
序
を
分
析
し
た
。

用
水
は
必
然
的
に
自
然
的
に
ま
と
ま
っ
た

空
間
を
形
成
す
る
が
、
村
落
レ
ベ
ル
で
は

第 2-33図

土
地
所
有
者
が
水
利
空
間
毎
に
水
利
組
織

を
形
成
し
、

そ
れ
を
村
落
が
統
合
す
る
形

で
水
利
の
村
落
間
秩
序
が
作
ら
れ
て
い

一
八
九
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刊
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る
。
し
か
し
、
用
水
に
対
す
る
村
落

毎
の
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
村
落
間

の
用
水
に
対
す
る
水
利
権
上
の
格
差

が
生
じ
て
く
る
。

曽我川・寺川流域村落の水礼慣行・

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
つ

つ
曽
我
川
流
域
の
水
利
的
村
落
秩
序

を
示
し
た
の
が
第
二

i
三
三
図
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
権
利
の
差
が
水
掛

り
雨
積
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
差
で

あ
れ
ば
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
村
落
聞
の
歴

第 2-34図

史
的
立
場
や
力
関
係
に
よ
っ
て
意
図

的
に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
同
一
水
利
空
聞
に
属
す
る
村
落

聞
の
関
係
が
常
に
協
力
的
・
協
調
的

な
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

種
の
敵
対
関
係
的
要
素
を
含
ん
だ
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
造
を
示
し
て
い
た



も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
盆
地
で
広
く
分
布
す
る
。
水
礼
4

と
い
っ
た
慣
習
は
、

と
う
い
っ
た
村
落
関
係
の
具
体
化
と
も
い
え
る
。

曽
我
川
と
寺
川
周
辺
の
村
落
に
つ
い
て
文
献
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
基
に

る。

ζ

れ
ら
を
分
析
す
る
と
、
水
礼
に
も
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
形
態
的
に
は
、
村
落
の
す
ぐ
上
流
の
村
落
に
だ
す

第
二
|
三
四
図
は
、

hv

ーソ¥ーし

17~4寸
H
H

の
流
れ
を
復
元
し
た
も
の
で
あ

場
合
と
用
水
の
中
心
的
あ
る
い
は
井
堰
所
在
村
落
へ
水
利
空
聞
を
形
成
す
る
村
落
が
だ
す
場
合
で
あ
り
、
ま
た
、
毎
年
固
定
し
て
い
る
場

合
と
突
発
時
に
の
み
だ
す
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
水
礼
の
タ
イ
プ
が
生
じ
る
背
景
と
し
て
は
、
水
礼
を
だ
す

側
と
受
け
る
側
の
村
落
の
聞
の
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

水
利
に
関
連
し
て
形
成
さ
れ
た
村
落
秩
序
は
、
生
産
の
基
本
と
し
て
非
常
に
重
要
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し
た
が
、
水
利
空
聞
が
自
然
的

ま
と
ま
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
水
利
組
織
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

一
つ
の
村
落
が
複
数
の
水
利
空
聞
に
属
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
し
、
水
利
空
間
毎
に
村
落
に
お
け
る
重
要
度
も
異
な
り
、
村
落
内
水
利
構
造
と
も
関
連
し
て
非
常
に
複
雑
か
つ
微
妙
な
関
係
が
形
成

さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

仁j

l
 
、
十

f

社

組

品
出

，V負
叶

次
に
、
村
落
を
精
神
的
に
統
合
し
て
ゆ
く
上
で
重
要
な
、
村
落
の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
神
社
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
み
る
。
近

世
の
各
村
落
に
は
、
村
落
の
証
と
も
呼
ぶ
べ
き
、

村
人
の
精
神
的
よ
り
ど
乙
ろ
と
し
て
の
村
社
(
氏
神
)
が
存
在
し
、

村
社
に
対
す
る
村

人
の
権
利
構
造
か
ら
の
近
世
村
落
に
対
す
る
歴
史
学
的
・
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

村
落
社
会
研
究
の
有
力
な
方
法
と
し
て
確
立
さ

れ
、
村
落
分
類
な
ど
多
く
の
方
面
で
応
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
村
社
と
し
て
の
神
社
の
存
在
意
義
を
考
え
る
と
、
村
落
内
に
村
社

が
な
く
連
合
し
て
い
た
り
、
村
社
と
認
識
さ
れ
る
神
社
が
複
数
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
村
社
以
外
に
、
郷
社
な
ど
と
呼
ば
れ

る
神
社
が
存
在
し
、
二
重
的
構
造
が
み
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、
村
人
の
村
落
認
識
や
地
域
認
識
に
も
何
ら
か
の
影
響
が
与
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
し
、
村
落
構
造
自
体
に
も
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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落
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主な村社組織

=組織聞の密接な関係
例 o村落

⑫ 
凡

(ヒヤリンク:高市郡神社誌などより)

第 2-35図 曽我川流域の村社組織

第
二

l
三
五
図
は
、
曽
我
川
流
域
の
各
村
落
に
お
け
る
神
社
組
織
と
し
て
の
精
神
的
ま
と
ま
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
図
よ

り
、
村
落
H
一
村
社
と
い
っ
た
基
本
的
な
図
式
が
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
と
い
う
現
実
を
知
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
分
村

弁
財
天
社
を
分
社
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
落
の
場
合
、
本
村
と
共
同
す
る
か
、
新
た
に
神
社
を
獲
得
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
萩
ノ
本
の
場
合
、

寛

永

二

年

(

一

六

二

五

)

に

隣

村

の

根

成

柿

に

あ

る

天

満

宮

四

社

の

内

、

村

社

を

獲

得

し
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
か
ら
分
村
し
た
古
川
で
は
、
独
自
の
村
社
を
持
つ
ζ

と
は
な
く
、
隣
接
し
た
東
坊
域
内
の
一
神
社
組
織
に
加
わ



一
方
、
村
落
内
に
複
数
の
村
社
を
含
む
場
合
は
、
村
落
景
観
的
に
み
る
と
村
内
に
複
数
の
集
落

を
も
っ
場
合
が
多
く
、
集
落
と
神
社
の
聞
に
ル
ー
ズ
な
相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
。

ζ

の
こ
と
は
村
落
内
の
集
落
形
成
と
神
社
が
同
時
、
も

る
こ
と
で
村
社
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
く
は
深
く
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
村
社
連
合
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
分
村
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
が
、

な
村
落
に
お
い
て
も
村
落
の
歴
史
的
背
景
と
関
連
し
て
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
川
西
の
場
合
は
、
村
内
に
神
社
は
な
く
、
現
在
、
鳥
居

の
み
が
残
っ
て
い
る
が
、
宮
座
組
織
は
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
は
根
成
柿
の
天
満
神
社
の
組
織
な
の
で
あ
る
。
と
れ
は
、
天
満
神
社
の
口

碑
に
よ
り
、
当
社
が
川
西
よ
り
移
転
し
た
乙
と
を
知
る
時
、
そ
の
存
在
理
由
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
精
神
的
村
落
秩
序
を
形
成
す
る
神
社
組
織
を
み
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

一
般
的

一
村
一
社
と
い
っ
た
ス
ト
レ
ー
ト
な
関
係
は
少

な
く
、
各
村
落
が
そ
の
成
立
と
歴
史
的
経
過
の
中
で
独
特
な
精
神
的
村
落
秩
序
を
形
成
し
た
こ
と
も
わ
か
り
、
水
利
を
め
ぐ
る
各
村
落
の

対
応
の
仕
方
を
も
か
な
り
共
通
す
る
乙
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(
藤
田

佳
久
・
大
鹿

寿
)

第
六
節

商

業

集

落

の

形

成

集
落
機
能
の
分
類

以
上
の
よ
う
な
近
世
を
通
じ
て
の
所
領
の
多
様
な
推
移
と
村
落
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
村
落
の
側
も
近
世
を
通
じ
、
経
済
活
動
に
若
干

の
変
容
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に
近
世
中
期
か
ら
盆
地
中
・
南
部
一
帯
で
田
畑
輪
換
方
式
に
対
応
し
て
綿
作
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
木

綿
業
な
ど
の
農
家
副
業
も
活
発
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
農
家
副
業
は
、
農
閑
期
を
中
心
に
し
た
ワ
ラ
加
工
や
売
薬
な
ど
多
様
化
す
る
傾
向

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

九
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も
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
農
家
の
経
済
力
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
背
景
と
し
て
商
品
流
通
も
活
発
化
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
近
世
中
期
か
ら
伊
勢
参
り
や
大
和
詣
が
さ
か
ん
に
な
り
、
西
日
本
諸
国
か
ら
伊
勢
へ
旅
す
る
人
々
も
大
和
を
経
由
す
る
機
会
が
増
加

し
、
旅
行
者
も
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

り
、
本
市
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
盆
地
内
の
各
地
に
商
業
的
機
能
を
も
っ
た
集
落
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な

す
で
に
中
世
末
に
は
寺
内
町
と
し
て
今
井
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
一
農
村
が
一
変
し
た
し
、
中
街
道
と
横
大
路
が
交
叉

す
る
交
通
の
要
地
で
あ
る
八
木
は
街
道
町
か
ら
宿
場
町
さ
ら
に
市
場
町
の
機
能
が
付
加
さ
れ
町
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
町
場
の
形
成
と
そ
の
大
き
さ
は
、

そ
の
地
域
の
経
済
発
展
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
。

そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
町
場
あ
る
い
は
町
場
的
集
落
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
機
能
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

こ
の
よ
う
な
町
場
や
町
場
的
集
落
は
中
世
末
あ
る
い
は
近
世
初
期
に
そ
の
端
緒
を
も
つ
が
、
近
世
を
通
し
て
内
実
を
強
め
た
り
、
逆
に

弱
め
た
り
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
歴
史
編
で
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
個
別
的
に
は
扱
え
て
も
、

一
律
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
デ
ー
タ

を
欠
く
た
め
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
乙
で
は
ま
ず
明
治
初
期
の
デ
ー
タ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
『
大
和
田
町
村
誌
集
』
の
う
ち
集
落
別
デ
ー
タ
を
用
い
て
若
干

の
分
析
を
行
な
う
。
明
治
初
期
の
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
の
状
況
を
読
み
と
る
乙
と
が
で
き
る
と
み
て
よ
い
。

一
般
に
都
市
の
人
口
規
模
を
順
位
別
に
一
国
あ
る
い
は
地
域
単
位
で
並
べ
る
と
、
全
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
あ
る
レ
ベ
ル
毎
に
一
定
の

傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
は
ジ
フ

(
N
6
3

の
法
則
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

乙
の
方
法
を
当
時
の
本
市
の
範
囲
で
あ
て
は
め
て

検
討
し
て
み
る
。
当
時
、
今
井
や
八
木
を
中
心
と
し
た
商
圏
は
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
桜
井
や
田
原
本
を
呑
み
込
む

規
模
で
は
な
く
、

そ
の
点
で
は
ほ
ぼ
本
市
の
範
囲
程
度
の
局
地
的
な
市
場
圏
を
形
成
し
て
い
た
乙
と
が
考
え
ら
れ
、
現
在
の
本
市
の
範
囲



人

口

数

第
二
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歴
史
的
地
域
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形
成

順位10 

内
で
の
検
討
は
妥
当
性
を
も
つ
も
の

と
み
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

ランクニサイズグラフ cr大和国町村誌集』より作成)

そ
こ
で
第
二

i
一
二
六
図
を
作
成
し

た
。
同
図
は
両
対
数
目
盛
の
座
標
の

上
に
、
人
口
規
模
の
大
き
い
順
に
集

落
を
位
置
づ
け
た
も
の
で
、
比
較
の

意
味
で
田
原
本
と
桜
井
の
両
集
落
を

位
置
づ
け
、
八
木
と
北
八
木
は
実
質

的
に
集
落
が
連
坦
し
て
い
た
乙
と
か

ら
両
方
を
あ
わ
せ
た
人
口
数
で
示
し

た。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
規
模
の
並

び
方
に
い
く
つ
か
の
不
連
続
面
が
み

第 2-36図

ら
れ
、
段
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て

いマ
h
M
O

乙
の
段
差
は
対
数
グ
ラ
フ
上

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的

に
は
か
な
り
大
き
い
。

こ
う
し
て
段

差
毎
に
一
定
の
傾
向
性
を
も
っ
た
い

一
九
五
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く
つ
か
の
グ
ル

ー

プ

が

得

ら

れ
、
グ
ル
ー
プ

聞
に
は
規
模
の

差
、
さ
ら
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
の
機
能
の
差

な
ど
が
存
在
す

る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ

乙
で
そ
こ
に
あ

ら
わ
れ
た
各
グ

ル
ー
プ
を
人
口

規
模
が
大
き
い

順
に
図
中
に
示

し
た
よ
う
に
工

か
ら

V
に
区
分

し
た
。



こ
う
し
て
区
分
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ
の
集
落
を
具
体
的
に
地
図
上
に
示
し
た
の
が
第
二

l
一
二
七
図
で
あ
る
。
第
工
グ
ル
ー
プ
は
今
井
と

八
木
で
あ
る
が
、
今
井
の
特
殊
性
か
ら
両
者
を
あ
わ
せ
て
一
つ
の
核
と
み
な
せ
ば
、

乙
の
レ
ベ
ル
に
匹
敵
す
る
の
は
対
象
地
域
内
に
は
な

く
、
そ
の
外
側
の
田
原
本
と
桜
井
し
か
な
い
。
大
和
高
田
は
乙
の
時
期
第
一
二
、
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
小
集
落
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

田
原
本
、

桜
井
と
も
今
井
、

八
木
か
ら
一
定
距
離
を
隔
て
て
位
置
し
て
お
り
、

一
定
の
距
離
を
も
つ
こ
と
、

つ
ま
り
周
囲
に
一
定
の
後
背
地
を
も
っ

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
第
一
グ
ル
ー
プ
の
集
落
が
成
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
、
今
井
と
八
木
は
対
象
地
域
内
で

の
代
表
的
な
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第

E
グ
ル
ー
プ
に
は
曽
我
、
見
瀬
、
飛
騨
、
東
坊
城
、
十
市
、

眺
め
る
と
、
対
象
地
域
内
に
ほ
ぼ
等
間
隔
に
分
布
す
る
特
徴
が
み
ら
れ
、
下
部
地
域
の
核
と
し
て
こ
れ
ら
の
集
落
が
分
布
し
、
機
能
し
て

一
、
山
本
、
曲
川
の
各
集
落
が
該
当
す
る
。
第
工
、
グ
ル
ー
プ
の
集
落
を

い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
も
、

い
ず
れ
の
集
落
も
旧
街
道
沿
い
に
位
置
し
、
単
な
る
農
業
集
落
で
は
な
か
っ
た
乙
と
も
う
か
が
わ
れ

る
第

E
グ
ル
ー
プ
の
各
集
落
も
か
な
り
均
等
的
に
分
布
し
、
第

I
、

E
、
グ
ル
ー
プ
の
集
落
の
空
隙
部
分
を
う
ま
く
埋
め
る
形
で
分
布
し
て

い
る
。
し
か
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
第

E
、
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
り
旧
街
道
沿
い
に
位
置
し
て
い
な
い
。
農
業
集
落
の
う
ち
で
も
規
模
の

大
き
い
集
落
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
第
百
、

V
、
グ
ル
ー
プ
は
、
第

E
、
第

E
、
グ
ル
ー
プ
の
近
傍
に
位
置
す
る
分
布
傾
向
を
示
す
。
第

E
グ
ル
ー
プ
の
太
田

市
、
大
軽
、
南
妙
法
寺
、
北
妙
法
寺
、
忌
部
、
畝
傍
、
吉
田
、

五
井
、
西
池
尻
、
出
合
、
和
田
、
慈
明
寺
の
集
落
が
そ
れ
で
、
第

E
グ
ル

ー
プ
ま
で
の
分
布
傾
向
と
は
異
な
り
、
農
業
集
落
か
ら
な
る
。
第

V
、
グ
ル
ー
プ
も
同
様
で
あ
り
、
出
垣
内
、
下
八
釣
、
内
膳
、
法
花
寺
、

栄
和
、
上
飛
騨
、
南
浦
、
寺
田
、
大
谷
が
そ
の
例
で
、
集
落
規
模
は
さ
ら
に
小
さ
く
な
り
、
近
世
期
に
分
村
に
よ
り
成
立
し
た
集
落
も
多

し、。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

九
七
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し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
人

口
規
模
の
順
位
だ
け
で
は
、
個

々
の
集
落
の
機
能
ま
で
は
判
別

で
き
な
い
。

そ
こ
で
次
に
、
同
じ
く
『
大

和
田
町
村
誌
集
』
の
デ

i
タ
を

用
い
、
宅
地
面
積
の
比
率
か
ら

集
落
機
能
を
求
め
る
ア
プ
ロ

i

チ
を
試
み
て
み
る
。

集
落
に
よ
っ
て
他
集
落
の
領

第 2-38図

域
と
の
聞
に
多
少
の
出
作
、
入

作
の
関
係
は
あ
る
が
、

一
般
的

に
は
各
集
落
の
領
域
内
で
の
宅

地
面
積
の
比
率
が
高
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
耕
地
面
積
は
少
な

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宅
地
比
率
は
ほ
と
ん
ど
が
一

O
M
m未
満
で
あ
る
が
、

傾
向
が
合
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
各
集
落
の
宅
地
比
率
を
求
め
、
分
布
図
と
し
て
図
示
し
た
。
そ
れ
が
第
二

l
三
八
図
で
あ
る
。

く
な
り
、
他
の
生
業
へ
の
依
存

そ
れ
が
高
い
集
落
を
み
る
と
、
今
井
、
八
木
、
御
坊
で
、
う
ち



今
井
は
三
七
・
六
M
m
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で
北
八
木
が
三
三
・
五
M
m
と
領
域
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
高
率
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
八
木
を

八
木
と
一
緒
に
示
す
と
一
八
・
一
%
に
低
下
す
る
が
、
乙
の
場
合
で
も
今
井
、
御
坊
っ
一
三
・
四
M
m
)
に
次
い
で
第
三
位
と
な
る
。
ち
な
み

に
、
田
原
本
は
二
八
%
、
桜
井
は
一
四
M
m
で
あ
る
。

一
O
M
m
以
上
を
占
め
る
こ
れ
ら
の
集
落
で
は
町
屋
の
占
め
る
比
率
が
高
く
、

町
場
的

集
落
の
特
性
を
も
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
御
坊
に
つ
い
て
は
、
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
が
、
親
村
が
畝
傍
で
あ

る
乙
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
比
率
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
領
域
の
狭
さ
の
反
映
で
も
あ
る
。
御
坊
を
そ
の
ま
ま
非
農
業
集
落
と

み
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
寺
内
町
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
ζ

と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
親
村
で
あ
る
畝
傍
の
宅
地
面
積
率
が
二
M
m
と
最
低

値
に
あ
り
、
し
か
も
他
集
落
に
比
べ
て
き
わ
だ
っ
て
低
位
で
あ
る
こ
と
も
御
坊
の
集
落
の
性
格
を
み
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

八
木
は
こ
の
デ

i
タ
か
ら
も
文
字
通
り
町
場
的
集
落
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
グ

か
ず

ル
i
プ
の
集
落
に
つ
い
て
み
る
と
、
見
瀬
五
・
二
形
、
東
坊
城
九
・
O
M
m
、
十
市
六
・
O
M
m
、
二
ハ
・
O
M
m
、
曲
川
五
・
O
M
m
と
な
り
、

前
述
の
第
一
グ
ル
ー
プ
の
今
井
、

東
坊
城
を
除
く
と
平
均
的
な
比
率
と
な
る
(
そ
れ
以
外
は
デ
ー
タ
欠
)
。

ま
た
、

下
位
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
第
V
、
グ
ル
ー
プ
の
集
落
に
つ
い
て

み
る
と
、

出
垣
内
六
・
O
M
m
、

下
八
釣
六
・
O
M
m
、

内
膳
四
・
O
M
m
、

法
花
寺
七
・
O
M
m
、
栄
和
五
・
六
M
m
、
寺
田
九
・
O
%
、
大
谷

五
・
O
M
m
と
な
り
、
寺
田
を
除
く
と
こ
の
、
グ
ル
ー
プ
の
集
落
も
平
均
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

乙
の
寺
田
も
慈
明
寺
の
分
村
で
あ
り
、
慈
明

寺
が
四
・
O
M
m
で
あ
る
乙
と
か
ら
す
れ
ば
、
寺
田
は
分
村
と
し
て
領
域
の
狭
さ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
み
れ
ば
、
宅
地
比
率
は
一
O
M
以
上
を
占
め
る
集
落
以
外
は
必
ず
し
も
集
落
機
能
を
は
っ
き
り
示
す
も
の
で
は
な
い
乙
と
が

わ
か
る
。

こ
れ
は
農
外
就
業
の
多
く
が
、
多
く
の
農
業
集
落
で
は
農
家
の
副
業
と
し
て
農
家
兼
業
の
形
態
を
と
る
ケ
l
ス
が
多
か
っ
た
と

と
に
よ
る
。
結
果
的
に
は
、
今
井
と
八
木
が
非
農
業
的
集
落
の
性
格
が
強
い
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
『
天
保
郷
帳
』
を
用
い
、
集
落
別
の
石
高
と
人
口
を
用
い
て
両
者
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。
『
天
保
郷
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
石

高
は
、
実
際
の
各
集
落
の
生
産
高
を
示
す
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
全
体
と
し
て
の
傾
向
を
う
か
が
い
知
る
乙
と
は
出
来
る
。

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

一
九
九
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第
二
|
三
九
図
は
縦
軸
に
石
高
、
横
軸
に
は
や
や
時
間

的
に
は
ズ
レ
る
が
、
『
大
和
田
町
村
誌
集
』
の
人
口
を
と

各集落の人口(明治14年)と石高の階級別相関図

り
、
各
集
落
の
位
置
づ
け
を
行
な
っ
た
。
図
中
の
実
線
は

一
人
当
り
一
石
と
い
う
自
給
ラ
イ
ン
を
意
味
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

乙
の
実
線
よ
り
右
方
に
位
置
す
る
集
落
ほ

ど
農
業
的
に
自
給
で
き
ず
、
其
外
の
生
業
の
存
在
が
う
か

が
え
る
が
全
体
と
し
て
は
右
上
り
の
正
の
相
関
関
係
を
示

す
と
と
も
に
、
実
線
よ
り
も
上
方
に
位
置
す
る
集
落
が
多

く
、
農
業
的
集
落
が
卓
越
し
て
い
る
。
特
に
集
落
の
人
口

規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
く
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
図
中
の
各
集
落
は
人
口
規
模
に
対
応
し

た
第

I
J
V
、
グ
ル
ー
プ
別
に
示
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
第
工
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
今
井
と
八
木
は
実
線
か
ら

第 2-39図

も
っ
と
も
離
れ
、
右
方
に
位
置
し
、
人
口
に
対
応
し
た
石

高
の
レ
ベ
ル
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
集
落
は
一
部
に
農
家
を
含
み
な
が

3

り
ふ
も
、

そ
の
ウ
ェ
イ
ト
は
き
わ
め
て
低
い
点
に
特
徴
が
あ

り
、
後
述
す
る
商
家
率
か
ら
み
て
も
、
商
業
的
集
落
と
し



て
位
置
づ
け
る
乙
と
が
で
き
る
。

第
E
、
グ
ル
ー
プ
は
か
な
り
上
下
幅
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
実
線
よ
り
上
方
の
集
落
は
石
高
も
き
わ
だ
っ
て
多
く
、

た
と
え
ば
、
見
瀬
の
場
合
、
「
家
職

人
取
調
名
前
書
上
帳
」
(
旧
市
史
)
に
よ
れ
ば
、

五
五
軒
の
商
工
業
者
が
み
ら
れ
、

下
方
の
集
落
は
非
農
業
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

木
綿
栽
培
を
背
景
と
し
た
二
一
軒
の
織
屋
を
最
多
と

大
規
模
な
農
村
と
い
え
る
の
に
対
し
、

専 兼 より大以下

襲警 60
7
，_ 

盟関 40- 60 

~ ~ 20 - 40 

目因。-20 

口己資料なし

第
二
章

歴
史
的
地
域
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形
成

cr大和国町村誌集』より作成)

近世における商家率の分布

し
、
道
具
屋
、
紺
屋
、
米
屋
、
荒
物
屋
、
大

工
職
な
ど
二
一
一
の
業
種
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
直
、
グ
ル
ー
プ
に
な
る
と
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
実
線
よ
り
上
位
に
位
置
し
、
農
業
集
落
の

性
格
が
強
い
が
、
下
位
に
位
置
す
る
小
房

(
近
世
末
に
独
立
)
、

山
之
坊
、

城

御
坊
、

殿
、
小
綱
、
箸
喰
な
ど
は
非
農
業
的
性
格
を

そ
の
一
部
に
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
小
規

模
な
農
家
副
業
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ

第 2-40図

る。
第
百
、

V
グ
ル
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
農
業
集

落
と
み
て
よ
い
。

こ
う
し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
の
本
市
に
お
け
る
集
落
の
機
能
の
分
類
が

O 



商
業
集
落
の
形
成

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

O 

乙
れ
は
前
述
の
『
大
和
田
町
村
誌
集
』

そ
こ
で
最
後
に
そ
れ
を
具
体
的
な
デ
ー
タ
で
補
っ
て
み
る
。
そ
れ
が
第
二

l
四
O
図
で
あ
る
。

の
う
ち
か
ら
、
個
々
の
集
落
の
商
家
率
を
示
し

L 

Y 
，¥ 

吉久山、、町
、、、 l

V¥./ 
〈九例〉

協商業機能をもっ集落

た
も
の
で
あ
る
。
今
井
や
八
木
、
御
坊
な
ど
は

六
O
%を
越
え
、
前
掲
図
の
相
関
図
の
う
ち
、

商業集落配置図(明治前期)

実
線
よ
り
上
方
に
位
置
す
る
集
落
の
中
に
も
商

家
を
有
す
る
集
落
も
あ
る
。
大
規
模
な
農
業
集

落
に
は
そ
の
よ
う
な
部
分
も
内
包
し
て
い
た
と

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が

街
道
沿
い
に
立
地
し
て
お
り
、
商
工
業
を
有
す

る
集
落
の
立
地
条
件
が
示
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
第

I
J
E
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
そ

の
よ
う
な
非
農
業
的
部
分
を
含
む
集
落
が
存
在

第 2-41図

す
る
こ
と
、

し
か
も
そ
れ
ら
は
今
井
と
八
木
を

中
心
に
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
均
等
的
な
分
布

を
示
し
、
住
民
へ
の
商
工
業
サ
ー
ビ
ス
が
一
定

の
サ
ー
ビ
ス
空
間
を
も
っ
形
で
の
原
理
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と



次
の
よ
う
に
な
る
。

商
工
業
集
落

人
口
も
多
く
、
自
給
す
る
だ
け
の
耕
地
を
も
た
な
い
。
今
井
、
八
木
。

街
村
型
商
工
業
集
落

農
業
を
主
と
す
る
集
落
も
多
く
、
商
業
集
落
と
は
い
い
が
た
い
。
街
道
沿
い
に
あ
っ
て
、
大
商
工
業
集
落
を
補

完
す
る
距
離
に
位
置
す
る
。
曲
川
、
見
瀬
な
ど
。

農
村
的
商
業
集
落

農
村
の
中
で
商
業
を
営
む
農
家
が
み
ら
れ
る
集
落
。
街
道
沿
い
に
は
な
く
、
商
工
業
集
落
と
街
村
的
商
工
業
集
落

を
末
端
で
補
完
す
る
集
落
。
中
曽
司
、
山
本
、
高
殿
な
ど
。

以
上
を
分
布
図
と
し
て
示
す
と
第
二

l
四
一
図
の
よ
う
に
な
る
。
全
体
的
に
散
在
的
な
分
布
に
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

今

井

と

J¥ 

木

以
上
か
ら
、
商
工
業
集
落
と
し
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
お
い
て
今
井
と
八
木
が
き
わ
だ
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
乙
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た。
そ
乙
で
、

こ
こ
で
は
両
者
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
歴
史
編
に
ゆ
だ
ね
、
両
集
落
の
も
つ
地
域
的
機
能
に
限
っ
て
簡
潔
に
検
討
す

る。
付

メ入
i 

井

今
井
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
農
村
が
都
市
的
な
町
場
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
天
文
年
聞
に
今
井
兵
部
卿
豊
寿
が
こ
乙
に
住
み

つ
い
て
か
ら
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
の
契
機
は
一
向
宗
本
願
寺
の
道
場
建
設
に
あ
っ
た
。
中
世
を
通
し
て
輿
福
寺
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
奈

良
盆
地
に
一
向
宗
は
容
易
に
流
布
し
な
か
っ
た
が
、
吉
野
川
流
域
の
下
市
と
上
市
に
拠
点
が
出
来
る
と
、
竜
門
山
地
を
北
上
し
、
金
地
南

そ
の
拠
点
に
今
井
が
選
ば
れ
た
た
め
で
あ
る
。
隣
接
す
る
八
木
村
を
横
自
に
み
て
、
本
願
寺
の
保
護
の

部
へ
も
浸
透
す
る
よ
う
に
な
り
、

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

O 



商
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落
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形
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O 
四

下
で
、
集
ま
っ
た
門
徒
や
商
人
ら
は
大
坂
や
堺
を
モ
デ
ル
と
し
た
町
づ
く
り
を
行
な
っ
た
。
町
は
い
く
つ
か
に
町
割
さ
れ
、
外
周
り
を
濠

で
か
ζ

ん
だ
。
寺
内
町
の
成
立
で
あ
る
。
町
は
自
治
的
に
運
営
さ
れ
た
が
、
当
時
は
農
村
部
に
お
い
て
も
集
村
化
が
す
す
み
、
中
に
は
自

検
断
と
し
て
の
自
治
的
機
能
を
も
っ
惣
村
も
成
立
し
て
い
た
乙
と
か
ら
す
れ
ば
、
今
井
で
は
そ
れ
が
よ
り
明
確
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
乙

る。と
で
あ
ろ
う
。
町
内
住
民
が
相
互
に
守
る
べ
き
多
く
の
事
項
は
、

乙
の
町
を
今
日
ま
で
継
承
さ
せ
て
き
た
基
本
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

こ
う
し
て
今
井
は
、

一
部
に
農
地
を
有
し
な
が
ら
も
町
屋
の
集
落
と
し
て
成
立
し
、
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

綿

『
多
聞
院
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

戦
国
末
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
、

米
穀
、

ロ
殺
白
巾
、

ゐ
品
作
，

3
n

布
、
味
噌
、
醤
油
、
油
な
ど
の
取
引
が
活
発
で
あ
り
、
大
和
一
円
に
そ
の
商
圏
は
広
が
っ

て
い
た
。
地
元
産
の
原
材
料
を
加
工
し
、
商
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る
商
業
資
本
が
発
展
し

今井の 古 い 町 並

そ
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
、
桝
屋
、

八
条
屋
の
よ
う
な
屋
号
を
も
っ
商
人
が
み
ら
れ
、
町
屋

が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
正
期
の
信
長
に
よ
る
今
井
へ
の
攻
撃
も
大
坂
と
同
様
の

扱
い
を
受
け
、
商
業
機
能
は
温
存
さ
れ
た
。

文
禄
四
年
の
検
地
に
よ
れ
ば
、
「
田
白
田
合
拾
弐
町
四
反
壱
畝
壱
歩
、
:
;
:
居
屋
敷
合
八
町

三
反
八
畝
弐
拾
八
歩
半
・
:
:
・
」
と
あ
り
、
屋
敷
面
積
は
四
割
を
占
め
る
。
人
口
は
四
千
人

写真

ほ
ど
、
当
時
す
で
に
か
な
り
の
町
場
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
こ
の
繁
栄
は
つ
づ
い
た
。
町
場
の
う
ち
、
借
家
人
が
過
半
を
占

め
た
こ
と
も
、
町
場
と
し
て
の
性
格
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
乙
れ
ら
の
繁

栄
は
、
周
辺
地
域
か
ら
商
人
や
商
人
を
め
ざ
し
て
入
り
込
ん
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
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奈良京

近
畿
へ
の
広
が
り
も
み
ら
れ
る
。
今
井
は
近
世
後
期
に
や
や
衰
退
傾
向
を
一
不
す
が
、

第 2-42図今井北町への商家の転入

(1今井町絵図集成』北町屋敷台帳より作成 (1837)
(r今井町絵図集成』今井領田畑台帳より作成) (1740~1800) 
(今井春日社の銘より作成 (1836)

て
も
支
え
ら
れ
た
。

第
二

l
四
二
図
は
や

や
時
代
は
下
る
が
、
近

世
後
期
に
今
井
北
町
へ

転
入
し
て
き
た
商
家
の

転
入
先
を
判
明
分
に
つ

い
て
一
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
多
く
は
現
在

の
市
域
内
か
ら
の
転
入

で
あ
り
、
今
井
が
乙
の

地
域
の
中
心
地
で
あ
っ

た
乙
と
を
物
語
る
だ
け

で
な
く
、

宇
陀
、

下

市
、
岡
、
御
所
な
ど
乙

の
周
辺
地
域
、
さ
ら
に

伊
勢
、

天

王

河
内
、

寺
、
京
な
ど
畿
内
か
ら

第

与L

歴
史
的
地
域
の
形
成

そ
の
中
で
も
な
お
こ
の
よ
う
な
広
域
か
ら
の
資
本
集

O 
五
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(r今井町史』より作成)

今井町の人口・戸数の変化

1800 1700 1600 

二
O
六

積
を
み
た
点
に
今
井
の
商
業
力
の
強
さ
を
う
か
が
い
知
る
ζ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
商
人
の
転
入
先
の
広

が
り
が
商
圏
の
広
さ
を
裏
付
け
る
乙
と
に
も
な
っ
た
と
い
え

マ
h
v

。今
西
家
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

「
寛
文
年
中
ヨ
リ
宝
永
年
中

第 2-43図

迄
者
、
銀
札
多
適
用
仕
、
米
穀
ハ
吉
野
郡
下
市
・
上
市
・
五

傍
ヨ
リ
銀
子
持
参
仕
、
買
ニ
参
、
味
噌
・
醤
油
・
酒
・
油
之

類
、
東
山
中
重
ニ
引
請
、
二
里
・
三
里
四
方
江
商
売
仕
候
、

繰
綿
並
古
手
・
木
綿
類
、
武
州
・
相
州
其
外
国
々
江
送
出
シ

辺
土
之
場
所
ナ
ガ
ラ
三
四
拾
年
前
迄
ハ
、
殊
之
外
繁
盛
仕
侯

類
に
つ
い
て
は
遠
く
関
東
地
方
ま
で
取
引
が
あ
っ
た
と
と
、

御
事
」
と
あ
り
、
と
く
に
近
世
前
半
は
今
井
が
繁
栄
の
ピ

l
ク
に
あ
っ
た
こ
と
、
商
圏
は
吉
野
川
流
域
か
ら
大
和
高
原
に
ま
で
及
び
、
綿

そ
し
て
町
中
で
は
銀
札
が
出
ま
わ
り
、
取
引
が
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

し
か
し
、
同
史
料
末
に
は
、

そ
の
繁
栄
に
か
げ
り
が
見
え
は
じ
め
た
ζ

と
も
わ
か
る
。
実
際
、
今
井
の
人
口
と
戸
数
は
第
二

l
四
三
図

一
八
世
紀
に
入
る
と
減
少
傾
向
を
示
し
て
、
人
口
は
四
千
人
台
を
切
り
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
に
は
三
千
人
台
さ
え
切
っ

に
示
す
よ
う
に
、

て
い
る
。
明
ら
か
に
前
掲
文
書
が
指
摘
し
た
衰
退
傾
向
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
宝
永
四
年
に
銀
札
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
天
領
の
治
政
下
が
多
か
っ
た
今
井
に
と
っ
て
、
経
済
活
動
が
強
く

そ
れ
自
体
が
各
藩
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
各
城
下
町
の
内

規
制
さ
れ
た
た
め
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
近
世
の
安
定
期
を
迎
え
、



的
充
実
の
中
で
、
今
井
が
相
対
化
さ
れ
た
乙
と
、
ま
た
幕
蕃
体
制
下
で
の
地
域
経
済
の
自
給
化
が
強
い
原
理
の
中
で
、
畿
内
は
広
域
が
天

領
下
に
あ
り
、
経
済
活
動
が
広
域
化
す
る
中
で
、
内
陸
に
あ
っ
て
水
運
の
便
に
欠
け
る
今
井
の
地
理
的
位
置
が
相
対
的
に
悪
く
な
っ
た
乙

と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
近
世
前
期
に
資
本
蓄
積
を
実
現
し
た
今
井
の
商
人
達
は
、
現

業
的
部
門
か
ら
金
融
資
本
へ
転
換
し
、
資
金
運
用
に
主
力
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
面
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
大
名
に
資

金
を
貸
与
す
る
ケ
l
ス
も
み
ら
れ
、
吉
野
の
山
林
へ
投
資
す
る
商
人
も
あ
ら
わ
れ
た
。

乙
の
よ
う
な
動
き
は
当
然
今
井
に
お
け
る
商
業
労

働
力
需
要
を
縮
小
す
る
形
で
あ
ら
わ
れ
、
一
雇
用
力
を
失
っ
た
今
井
の
人
口
が
次
第
に
減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
な
現
業
的
部
分
は
、
街
道
沿
い
に
あ
っ
て
近
世
中
期
以
降
、
街
道
町
と
し
て
発
展
す
る
八
木
が
も
っ
ぱ
ら
集
積
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
井
と
八
木
は
い
ず
れ
も
商
業
機
能
が
卓
越
す
る
が
、
近
世
中
期
か
ら
は
両
集
落
聞
に
機
能
分
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
指
摘
出
来
る
。

口

)i、

木

八
木
は
条
里
の
基
準
線
と
い
わ
れ
る
下
ツ
道
(
近
世
に
は
中
街
道
)
と
横
大
路
の
交
点
に
位
置
し
、
古
代
に
お
い
て
も
小
規
模
な
が
ら
集

落
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
矢
木
座
の
名
称
が
み
ら
れ
、
ま
た
同
記
の
文
明
十
八
年
十
一
月
九
日
の
条
に
は
「
白
十
三
日
至
来
月
十

三
日
矢
木
市
ニ
毎
日
市
ヲ
可
立
之
由
、
在
々
所
々
ニ
札
立
之
、
自
国
・
他
国
可
立
云
々
、
越
智
弾
正
・
岸
田
申
合
津
料
可
取
之
云
々
、
数

百
間
ノ
屋
形
打
之
云
々
」
と
あ
り
、
立
地
条
件
の
す
ぐ
れ
た
こ
の
場
所
に
着
目
し
た
越
智
氏
が
積
極
的
に
市
を
開
設
し
た
乙
と
、
ま
た
市

が
連
続
し
て
開
催
出
来
る
ほ
ど
人
々
の
在
来
も
多
く
、

乙
の
一
帯
の
農
村
に
お
け
る
経
済
力
も
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成
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八木の古い街並み~札の辻を中心lζ

こ
の
八
木
は
横
大
路
を
は
さ
ん
で
北
側
の
北
八
木
が
十
市
郡
、
南
側
の
南
八

木
が
高
市
郡
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
世
末
に
は
い
く
つ
か
の
土

し
か
し
、

豪
勢
力
の
境
界
域
に
も
な
り
、
た
び
た
び
焼
か
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
立
地
条
件
の
よ

い
乙
と
か
ら
そ
の
た
び
に
復
興
し
、
環
濠
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
明
応
二
年
四
月
に
は
十

し
か
し
、

「
宗
長
手
記
」
の
室
田
か
れ
た
時
期
に
は
「
翌

市
民
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
い
る
。

臼
橘
寺
一
見
し
て
、
大
和
の
府
八
木
に
一
宿
L

と
あ
る
よ
う
に
、
宿
屋
を
合
め
、
知
期
間

に
八
木
が
復
興
し
た
乙
と
が
わ
か
る
。

天
正
十
四
年
の
「
興
福
寺
領
四
条
領
検
地
帳
」
に
よ
れ
ば
、

八
木
住
民
の
出
作
も
み
ら

れ
、
八
木
の
住
民
は
街
道
に
依
存
し
な
が
ら
も
農
業
を
兼
業
し
て
お
り
、
中
世
末
か
ら
近

真写

世
初
期
に
か
け
て
の
八
木
は
農
商
聞
に
分
化
が
ま
だ
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
が
出

来
る
。近

世
に
入
る
と
争
乱
も
な
く
、

八
木
は
安
定
し
た
発
展
の
基
盤
を
つ
く
る
乙
と
に
な

五
石
)
は
高
取
藩
植
村
出
羽
守
に
属
し
、

る
。
街
道
沿
い
の
町
並
み
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
た
が
、

北
八
木
(
石
高
一
一
一
石
一
石
三
斗
三
升
)
は
郡
山
藩
の
本
多
内
記
、
南
八
木
(
四
六

元
禄
期
に
北
八
木
は
天
領
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
八
木
を
全
体
と
し
て
同
時
期
に
統
一

的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
人
口
は
ほ
ぼ
千
人
前
後
で
推
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
世
中
期
以
降
に
な
る
と
、
吉
野
、
高
野
詣
や
西
国
一
二
十
三
ケ
所
巡
礼
の
大
和
巡
り
や
伊
勢
参
り
の
人
々
が
全
国
か
ら
も
訪
れ
る
よ
う

益
軒
の
「
和
州
巡
覧
記
』
に
よ
れ
ば
、

に
な
り
、
人
々
の
往
来
が
多
く
な
っ
た
八
木
も
街
道
町
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
の
本
格
的
な
大
和
の
旅
行
記
と
い
え
る
貝
原

八
木
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。



「
八
木

町
あ
り
。
郡
山
よ
り
す
ぐ
に
乙
れ
に
通
る
中
通
あ
り
。
四
里
半
有
。
其
聞
に
田
原
本
と
云
町
あ
り
。
郡
山
よ
り
田
原
本
へ
三

里
、
田
原
本
よ
り
八
木
へ
一
里
半
有
。
馬
駅
也
。
是
よ
り
今
井
へ
八
町
あ
り
。
八
木
の
町
中
よ
り
大
坂
へ
行
道
有
。
八
木
よ
り
高
田
へ
一

三輪

1旦~~屋

土佐吉野

八木における屋号からみた転入先の分布

N
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里
、
高
田
よ
り
立
国
へ
行
也
。
又

八
木
よ
り
土
佐
へ
ゆ
く
は
吉
野
へ

の
大
道
有
」

八
木
が
町
場
の
集
落
で
あ
り
、

諸
街
道
の
拠
点
と
し
て
盆
地
南
部

の
地
理
的
な
核
の
位
置
を
占
め
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
今
井
に
つ
い
て
は
「
広
き

町
也
。
富
人
多
し
。
大
和
の
国
中

に
て
豊
能
な
る
所
也
。
道
の
西
、

五
町
に
あ
り
。
千
家
道
と
云
。
是

第 2-44図

よ
り
大
坂
へ
行
進
あ
り
し
と
記
さ

れ
、
と
の
段
階
で
今
井
は
資
本
蓄

積
を
終
え
た
豊
か
な
状
況
が
知
ら

れ
る
。ま

た
、

「
西
国
名
所
図
会
』

l乙

二
O
九
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よ
れ
ば
「
八
木
の
町
の
札
の
辻
は
:
・
晴
雨
暑
寒
を
い
と
わ
ず
。
平
生
に
旅
人
間
断
な
く
・
:
此
辺
い
ず
れ
も
旅
駕
屋
に
て
・
:
所
謂
近
隣
に
お

い
て
繁
花
な
り
」
と
記
さ
れ
、

そ
の
賑
わ
い
ぶ
り
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
文
中
の
札
の
辻
は
中
ツ
道
と
横
大
路
の
交
差
点
の
部

分
を
い
い
、

八
木
の
ま
さ
に
核
心
部
分
で
あ
る
。

幕
末
の
文
政
二
年
に
お
け
る
南
八
木
村
と
天
保
十
三
年
の
北
八
木
村
に
お
け
る
「
諸
色
直
下
げ
御
請
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
職
種
は
三

七
に
及
ぶ
。

当
時
の
商
屈
の
屋
号
か
ら
判
断
す
る
と
、
商
人
の
出
身
地
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
二

l
四
四
図
は
そ
れ
を
分
布

図
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
の
橿
原
市
域
内
の
出
身
者
で
あ
り
、
市
域
外
も
吉
野
の
一
例
を

除
く
と
ほ
と
ん
ど
が
市
域
の
隣
接
地
に
限
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

八
木
の
商
人
が
ほ
と
ん
ど
近
在
農
村
の
出
身

者
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
、

八
木
の
商
圏
も
ほ
ぼ
乙
の
範
囲
に
留
っ
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ

数
に
問
題
は
あ
る
が
、
西
側
に
は
今
井
、
東
側
に
は
桜
井
が
存
在
す
る
た
め
か
、

八
木
へ
の
関
係
圏
は
八
木
を
中
心
に
南
北
軸
の
方
向
に

あ
り
、
横
大
路
の
方
向
よ
り
は
中
ツ
道
の
方
向
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
も
興
味
深
い
。

国

今

井

と

八

木

と
こ
ろ
で
、
『
大
和
巡
覧
記
』
中
に
、

八
木
と
今
井
の
聞
の
距
離
は
八
町
と
、

わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
方
の

町
場
集
落
は
あ
ま
り
に
近
接
し
て
存
在
し
た
。
自
然
発
生
的
集
落
な
ら
ば
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
今
井
町
が
寺
内
町
と
し

て
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
今
井
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
の
段
階
で
そ
の
経
済
力
が
熟
し
た
の
に
対

し
て
、

八
木
は
市
の
開
設
か
ら
出
発
し
、
街
道
の
交
叉
点
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
位
置
が
ベ
|
ス
に
な
っ
て
、
近
世
中
期
以
降
活
況
を
皇
す

乙
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
両
方
の
町
場
は
近
接
し
た
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
発
展
契
機
と
発
展
経
過
を
も
っ
た
。
そ
れ
が



両
方
の
町
場
の
機
能
に
相
違
を
も
た
ら
し
、
共
存
さ
せ
る
乙
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
機
能
分
担
は
、
今
井
が
次
第
に
金
融
資
本
の
町
へ
転
換
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、

八
木
が
街
道
町
と
し
て
の
機
能
を
強
め
な

が
ら
、
近
郷
の
日
常
的
中
心
地
と
し
て
熟
し
て
い
っ
た
点
に
最
も
は
っ
き
り
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
商
業
の
業
種
に
も
あ
ら
わ
れ
、
前
述
し

た
よ
う
に
商
圏
の
大
き
き
ゃ
広
が
り
方
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

第
二

l
一
八
表
は
幕
末
に
お
け
る
北
八
木
、
南
八
木
、
今
井
に
お
け
る
商
工
業
の
業
種
を
一
覧
表
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
北
八
木
が
二
八
種
、
南
八
木
が
三

O
種
、
今
井
が
四
六
種
で
今
井
の
業
種
が
か
な
り
多
く
、
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、

そ
の

分
だ
け
よ
り
広
域
的
な
中
心
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
業
種
を
比
較
す
る
と
、
北
八
木
と
南
八
木
で
は

そ
の
う
ち
大
半
の
二
二
業
種
が
共
通
し
て
み
ら
れ
、
そ
の
点
か
ら
、
北
八
木
と
南
八
木
は
ほ
と
ん
ど
同
質
で
類
似
し
た
業
種
構
成
を
示

し
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
機
能
を
有
す
る
町
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
井
に
つ
い
て
は
、
北
八
木
お
よ
び
南
八
木
と
共
通
す
る
業
種
は
四

六
種
中
一
四
種
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
今
井
が
八
木
と
は
機
能
の
上
か
ら
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
ζ

で
具
体
的
な
業
種
内
容
を
み
る
と
、
北
八
木
と
南
八
木
は
、
旅
宿
屋
や
茶
屋
な
ど
今
井
に
み
ら
れ
な
い
街
道
筋
の
機
能
を
は
っ
き

り
示
す
業
種
の
ほ
か
は
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
日
用
品
を
中
心
と
し
た
商
白
と
加
工
業
か
ら
大
部
分
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
今
井
で
は
そ
の
よ
う
な
業
種
は
少
な
く
、
付
加
価
値
の
高
い
工
芸
品
や
買
廻
り
品
を
扱
う
専
門
居
化
し
た
業
種
が
多
い
。
し
か
も
、

そ
の
中
に
質
屋
、
古
物
商
、
両
替
屋
な
ど
金
融
業
が
み
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
業
種
構
成
は
、
幕
末
に
お
い
て
も
な
お

今
井
が
近
郷
の
村
々
だ
け
で
な
く
、
盆
地
南
部
か
ら
大
和
一
円
に
か
け
て
広
い
商
圏
を
擁
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
維
新
は
大
名
へ
多
く
の
資
金
を
貸
与
し
て
い
た
と
さ
れ
る
今
井
の
大
商
人
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
明
治
中
期
以
降
の

鉄
道
建
設
の
中
で
駅
の
建
設
を
回
避
し
た
今
井
は
、

そ
の
位
置
的
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

八
木
も
畝
傍

駅
が
出
来
た
と
は
い
え
、

そ
れ
が
町
を
著
し
く
発
展
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
八
木
が
発
展
ぶ
り
を
示
す
の
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
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商
業
集
落
の
形
成
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近世幕末期の八木と今井の業種

地区 | 北八木 南 八 木 メ入l 井

造酒屋方 酒 造 方 I百 屋o
造醤油屋方 造醤油・味噌方 油 屋

請 売 酒屋 直下 造 方
米 屋

魚 菜o
絞り油屋 請売酒屋 綿 屋

米屋 商買 油 請 7て圭E才 木 綿 屋

魚 類 肴 τ5土E2 人
紺 屋

物 屋
青 物 類 主円主主 物 類 道 具 屋
豆腐屋職 豆腐・とんにゃく 日用品雑貨

苅 議 屋 菓 子 類 RE 料 商o

飽鈍葉麦切 旅箆宿弁ニ茶屋
質屋・古物商o
大 工

業 菓 子 類 綿 打 職 左 '巨 屋

旅 宿 屋 木 綿 類 両 替 屋o

綿 打 職 絹 類 売 人
嫁入道具o
古 手 屋

木 綿 類 S甘 屋 龍 屋
紺 屋 職 小間物売人 告白 屋

小間物類 荒 物 売 人 医 者

荒物商売 桶 屋
木 屋

f丘 屋
諸道具商売 メ口入 羽 類 帯 屋

畳屋橋屋職 灯 燈 張 檀 屋

蝋 燭 職 僅 木 屋
角 屋
宝士耳 屋

薬 種 商 金 物 類 数 珠 屋

種
日巴 類 瀬戸物類 荒ー 物 屋

薪木商売 薬 種 類 布 屋

刻多葉粉屋 RE 商 人
古 金 屋
オ止七ミユ 屋

髪 月 代 質 屋 っかまき屋

按磨導引 髪 月 代 紅 屋

大 工 職 あんまとり
白 粉 屋

竹 屋
日 雇 職 大 工 職 釘 屋

左 官 職 古 銀; 屋

日 震 働 鍔 屋

筆 展
対t 屋
壁 屋
乗 物 屋
箕 屋
ゃ く わ ん や

箱 屋
lま た や

第 2-18表

Oは屋号からではないもの



成
長
期
以
降
の
こ
と
で

物
を
多
く
温
存
さ
せ
る

あ
り
、

を
迎
え
た
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

こ
と
に
な
り
、

第
二
章

歴
史
的
地
域
の
形
成

そ
れ
も
八
木
の
町
並
み
の
外
側
の
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
井
、
八
木
と
も
今
日
ま
で
近
世
の
建

そ
の
近
世
的
景
観
が
観
光
資
源
と
し
て
、
ま
た
文
化
的
資
源
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
新
た
な
局
面

(
藤
田

佳
久
・
三
好
津
代
司
)

一一一一
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